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第１章 
 

 

 

ご使用の前に 
 

 

この章では、本装置の特徴や各部の説明を行います。 
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1 ご使用の前に 

1.1 特徴及び機能の説明 
① 各種ＡＴＭ専用線／ＩＰ－ＶＰＮ／広域イーサネットサービスに接続可能。 

本装置は３種類のカプセル化プロトコルを搭載しております。 

 

 

 

 

 

 

 
② １００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０ＢＡＳＥ－Ｔインタフェースを 1 ポート装備。 

オートネゴシエーション機能を搭載しており、最適な通信速度を自動で選択します。 

動作モードを固定することも可能です。 

  

 
③ 最大２４，０００ｐｐｓ以上の高速処理能力をコンパクトボディに集約。 

全二重通信において、ＡＴＭ速度１０Ｍｂｉｔ／ｓをフルに使用できる処理能力を持っております。 

６４バイトのショートフレームでもＡＴＭ速度１０Ｍｂｉｔ／ｓの全二重通信が可能です。 

 

④ QoS 機能搭載。 

最大で８段階のキューイングが可能です。完全優先と、ＷＦＱ（ウェイテッド・フェアーキューイング）

の混在動作が可能です。音声フレームの遅延を最小としながらも、主要トラフィックの帯域を確保

することができます。キューイング条件はＩＰｖ４－ＴＯＳ、ＩＰｖ４－Ｄｉｆｆｓｅｒｖ、ＶＬＡＮ－ＩＤ、ＶＬＡＮタグ

内優先度、ＴＣＰ／ＵＤＰポート番号、ＩＰｖ４ ＩＰアドレスとなります。 

 

⑤ ＶＬＡＮタグ制御機能搭載。 

ＶＬＡＮタグの付加・削除が可能です。付加するＶＬＡＮタグの内容は各キュー毎に任意に設定可能

です。また、ＶＬＡＮタグ内優先度（COS 値）のみを付け替えることも可能です。 

 

⑥ コピー＆ペーストによる構成情報の登録が可能。 

構成情報一覧で表示した画面をテキストファイルに保存し、それを貼りつけることで簡単に構成情

報を復元することができます。また、バックアップしたデータに修正を加えることで、様々な構成情

報データを作成し、装置に反映することができます。 

 

⑦ 構成情報の差分表示が可能。 

構成情報の表示を行う際に、デフォルト構成情報との差分のみを表示することで、変更点を分かり

やすく表示することができます。また、差分表示したデータはバックアップデータとして保存し、構成

情報のコピー＆ペースト機能で使用することができます。保守等を行う際の参照に便利です。 

カプセル 
プロトコル名 

準拠規格 説明 用途 

ＬＬＣ－ＮＩＳＯ ＲＦＣ１４８３ Ｒｏｕｔｅｄ 
ＭＡＣフレームからＩＰパケットを抽出して 
カプセル化する方式。 

ＩＰ－ＶＰＮサービスで使用。 
 

ＬＬＣ－ＢＲＧ ＲＦＣ１４８３ Ｂｒｉｄｇｅｄ 
ＭＡＣフレーム全体をカプセル化する方式。
（ＦＣＳは透過しない） 

広域イーサネットサービスで使用。 
Ｌ２ネットワーク構築時に使用。 

Ｔｈｒｏｕｇｈ 独自方式 
ＭＡＣフレーム全体をカプセル化する方式。
ＬＬＣ－ＢＲＧよりもオーバーヘッドが小さい。

ＡＴＭ専用線を使用してネットワークを 
独自に構成する際に使用可能。 



 １１

1 ご使用の前に（つづき） 

1.1 特徴及び機能の説明（つづき） 
⑧ ＦＴＰによる構成情報のアップロード／ダウンロードが可能。 

本装置はＦＴＰのサーバ機能を搭載しており、ＦＴＰクライアントソフトを使用して本装置にログインす

ることで、本装置の構成情報をバックアップすることが可能になります。同様に、バックアップしてお

いたデータをＦＴＰにより入力することも可能です。また、ＦＴＰによってバックアップされたファイルは、

本装置のコピー＆ペースト機能によってコンソール端末から入力することも可能です。 
 

⑨ ＡＲＰ／プロキシＡＲＰ機能搭載。 
プロトコル(ＬＬＣ－ＮＩＳＯ)を選択し、ＩＰ－ＶＰＮやメガデータネッツのＣＵＧサービスへ接続する際、Ｐ

Ｅルータ（プロバイダエッジルータ）のＩＰアドレスに対するＡＲＰ代理応答を行います。また、Ｅｔｈｅｒイ

ンタフェースにおけるＭＡＣアドレス解決にはＡＲＰを使用し、動的なアドレス解決を行います。 

 
⑩ 豊富な統計情報／詳細なロギング情報を採取。 

ＡＴＭ、Ｅｔｈｅｒインタフェース共に、様々な統計情報を採取しております。 

回線の状態や、エラーの発生状態、各種フレームの受信状態等、様々なデータを採取しており、保

守を行う際に便利です。また、ロギング情報は全て英文にて画面に表示されます。 

 
⑪ 最大５００個のＭＡＣアドレスを学習可能。 

プロトコルで「ＬＬＣ－ＢＲＧ」または「Ｔｈｒｏｕｇｈ」選択時に、装置全体で５００個のＭＡＣアドレスを学

習し、フィルタリング／ブリッジング動作を行います。学習テーブルはＥｔｈｅｒインタフェースと、設定

されたＶＣ毎に作成されます。また、学習テーブルは参照することが可能です。 

 
⑫ ＣＯＮＳＯＬＥポート、Ｔｅｌｎｅｔによる設定が可能。 

装置背面のＣＯＮＳＯＬＥポートに保守端末を接続することで、設定が可能です。また、本装置に設

定されたＩＰアドレスにＴｅｌｎｅｔ接続を行うことでも、同様に設定が可能です。 

 
⑬ 保守用ＶＣ設定機能搭載。 

本装置の保守専用のＰＶＣを設定することが可能です。別途ＩＰアドレスを設定可能です。 

プロトコルも個別に選択可能であり、柔軟な保守が可能になります。 

 
⑭ メニュー形式のヒューマンインタフェースを採用。 

設定が簡単なメニュー形式による設定方法を採用しております。設定例が表示されるなど、設定補

助機能もあり、設定が容易です。 
 

⑮ ＳＮＭＰエージェント機能をサポート。 
標準ＭＩＢ２のｇｅｔ，Ｔｒａｐに対応しております。（ｓｅｔ機能は未サポートとなります。） 

Tｒａｐの送出先は最大４箇所まで登録可能です。 

  
⑯ 各種テスト(セルフテスト、ＯＡＭループバック、Ｐｉｎｇテスト)をサポート。 

これらのテストを使用することで、障害の切り分けが容易に行えます。 
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1 ご使用の前に（つづき） 

1.2 各部の名称とはたらき 

正面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項番 名称 はたらき 

① ＡＴＭランプ（緑） ＡＴＭレイヤ１状態表示ランプです。 

ＡＴＭレイヤ１確立状態で点灯します。 

 Ｔ／Ｒランプ（緑） ＡＴＭデータ送受信状態表示ランプです。 

ＡＴＭインタフェース上でデータが送受信されると点滅します。 

 ＬＩＮＫ／ＡＣＴランプ（緑） Ｅｔｈｅｒインタフェース状態表示ランプです。 

本ランプではリンク状態とデータの送受信状態を表示します。 

・点灯状態：リンク確立状態です。 

・点灯状態中の点滅：データが送受信されていることを表示します。 

・滅灯状態：リンクが確立していない状態です。 

 ＦＤＸ／ＣＯＬランプ（緑） Ｅｔｈｅｒインタフェース状態表示ランプです。 

本ランプでは全／半二重動作とコリジョン状態を表示します。 

・点灯状態：全二重で動作しています。 

・滅灯状態：半二重で動作しています。 

・滅灯状態中の点滅：半二重動作中にコリジョンが発生したことを表示し

・ます。 

 ＡＬＭランプ（赤） アラーム表示用ランプです。 

障害やエラー検出で点灯します。 

 ＰＯＷランプ（緑） 電源ランプです。 

電源を入れると点灯します。 

電源投入後のＱＬテスト中、または保守用端末から本装置にログイン中

は点滅します。 

 

① 

ＡＴＭ Ｔ/R ＰＯＷ
ＦＤＸ
ＣＯＬ

Ｈｉｔａｃｈｉ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ

ＬＩＮＫ
ＡＣＴ ALM

Ｅｔｈｅｒ-ＡＴＭ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ

HITACHI



 １３

1 ご使用の前に（つづき） 

1.2 各部の名称とはたらき（つづき） 

背面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項番 名称 はたらき 

② ＤＣジャック ＡＣアダプタのＤＣコネクタを接続するジャックです。 

③ 接地端子 接地用の端子です。 

④ ＴＥＳＴ／ＩＮＩT スイッチ 制御用のスイッチです。 

【１～５秒押下後離す】 

セルフテストを起動します。もう一度同じ操作をすることでセルフテスト

を終了します。 

【５～１０秒押下後離す】 

装置の構成情報、ロギング情報を消去し、出荷状態へ戻します。 

（パスワードは変更されません。） 

【上記以外】 

何も動作しません。 

⑤ ＣＯＮＳＯＬＥポート 装置の設定を行う保守端末を接続します。 

⑥ Ｅｔｈｅｒインタフェース １０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸのＥｔｈｅｒインタフェースです。 

⑦ ＡＴＭインタフェース ＡＴＭ２５Ｍインタフェースです。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

　　

ＡＴＭ　２５Ｍ
１０ＢＡＳＥ－Ｔ

１００ＢＡＳＥ－ＴＸ
ＣＯＮＳＯＬＥＤＣ９．５Ｖ

ＦＧ TEST/
INIT

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
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MEMO 



 １５

 

 

 

 

 

 

第２章 
 

 

 

接続と起動 
 

 

この章では、機器の接続と装置の起動について説

明します。 
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2 接続と起動 
2.1 機器を接続する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 近くに雷が発生したときは、ＡＣアダプタや接続ケーブルなどを抜いてご使用を控えてください。雷によっ

て火災・感電・故障の原因となります。 

● 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となります。 

● ＡＣアダプタはコンセントに確実に差し込んでください。ＡＣアダプタの刃に金属などが触れると火災・感電

の原因となります。 

● タコ足配線はしないでください。火災・過熱の原因となります。 

● 感電および装置故障、データエラー等の原因となりますので、必ずＦＧ（アース）端子を使って接地してく

ださい。(第３種接地) 

● 装置は水平な場所に設置してください。 

● 必ずゴム足の面を下にして設置してください。 

●本装置は商用電源での利用を仕様条件としており、UPS の使用は仕様外となります。UPS 使用による不

具合には本製品は一切の責任を負いません。UPS の使用はお客様の責任にて使用してください。 

【装置背面】 

ＡＣ１００Ｖコンセントへ接続する 

第３種接地へ 

端末装置 

へ接続する 

ＡＴＭ専用線用ＯＮＵ 

（ＡＴＭ２５Ｍ用） 

へ接続する 

　　

ＡＴＭ　２５Ｍ
１０ＢＡＳＥ－Ｔ

１００ＢＡＳＥ－ＴＸ
ＣＯＮＳＯＬＥＤＣ９．５Ｖ

ＦＧ TEST/
INIT

 

添付品 
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2 接続と起動（つづき） 

2.2 電源を入れる 
機器の接続が終わったら、ＡＣアダプタのＤＣコネクタをＤＣジャックに接続し、電源を入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源を入れると、ＰＯＷランプが点滅を開始し、ＱＬテストが始まります。 

ＱＬテスト中はＰＯＷランプが点滅状態になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＴＭ Ｔ/R ＰＯＷ
ＦＤＸ
ＣＯＬ

Ｈｉｔａｃｈｉ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ

ＬＩＮＫ
ＡＣＴ ALM

Ｅｔｈｅｒ-ＡＴＭ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ

ＰＯＷランプ 

　　

ＡＴＭ　２５Ｍ
１０ＢＡＳＥ－Ｔ

１００ＢＡＳＥ－ＴＸ
ＣＯＮＳＯＬＥＤＣ９．５Ｖ

ＦＧ TEST/
INIT

【装置背面】 

ＤＣジャックへ接続する

【装置正面】 

 

・本装置には電源スイッチがありません。ＤＣジャックの抜き差しで電源ＯＦＦ／ＯＮ動作を行います。 

・ＱＬテストとは、装置の電源ＯＮ時に自動で行われる自己診断テストです。 

NOTE 

HITACH
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2 接続と起動（つづき） 

2.3 ＱＬテスト（初期診断テスト） 
電源を入れると、ＰＯＷランプが点滅してＱＬテストが始まります。 

ＰＯＷランプが点滅状態にならない場合は装置に障害が発生しております。次ページを参照

し、保守者、または修理受付窓口に連絡してください。 

 

●本装置が正常に起動した場合は以下の状態になります。 

・ＰＯＷランプが点滅を停止して、点灯状態となります。 

・ＡＴＭのレイヤ１が確立している場合はＡＴＭランプが点灯します。 

・Ｅｔｈｅｒインタフェースの対向装置とリンクが確立している場合は、ＬＩＮＫ／ＡＣＴランプが点

灯します。その際、全二重で接続されていれば、ＦＤＸ／ＣＯＬランプも点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対向装置とリンクが確立している場合は、 

ＬＩＮＫ／ＡＣＴランプが点灯します。（緑色） 

また、全二重で接続されている場合には、 

ＦＤＸ／ＣＯＬランプが点灯します。（緑色） 

ＡＴＭのレイヤ１が確立してい

れば点灯状態になります。 

 

ＡＴＭケーブルを接続せずに電源を入れた場合、本装置はＡＴＭ回線の異常を検出しＡＬＭランプを点灯さ

せます。ＡＴＭケーブルを接続してＡＬＭランプが消える場合は正常です。 

NOTE 

ＡＴＭ Ｔ/R ＰＯＷ
ＦＤＸ
ＣＯＬ

Ｈｉｔａｃｈｉ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ

ＬＩＮＫ
ＡＣＴ ALM

Ｅｔｈｅｒ-ＡＴＭ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ

ＰＯＷランプの点滅が停止し、点

灯状態になります。 

HITACHI
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2 接続と起動（つづき） 

2.3 ＱＬテスト（初期診断テスト）（つづき） 
●ＱＬテストにて本装置に異常が見つかった場合は、以下のいずれかの状態になり

ます。 

・電源ＯＮ後、ＰＯＷランプが点滅状態にならない。 

・電源ＯＮ後、ＰＯＷランプが点滅状態になったあと、ＡＬＭランプが点灯する。 

 

それぞれの状態と、障害個所の対応は下記のようになります。 

障害が発生した場合は、保守者、修理受付窓口に連絡してください。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

●：点灯 ○：滅灯 ▲：点滅（0.5 秒点灯→0.5 秒滅灯の繰り返し）

位置 ① ② ③ 

名称 ATM ALM POWER 

LED 色 緑 赤 緑 

異常内容 

○ ● ○ QL プログラム異常 

● ● ○ フラッシュ ROM 異常 LED 状態 

○ ● ▲ ＲＡＭ異常 

 

 

 

 

 

 

 

① ② ③ 

ＡＴＭ Ｔ/R ＰＯＷ
ＦＤＸ
ＣＯＬ

Ｈｉｔａｃｈｉ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ

ＬＩＮＫ
ＡＣＴ ALM

Ｅｔｈｅｒ-ＡＴＭ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ

HITACHI



 ２０

2 接続と起動（つづき） 

2.4 保守端末を接続する 
本装置の設定は、ＣＯＮＳＯＬＥポートに接続した保守端末（パソコン等）から行います。 

本装置とパソコンとの接続には、以下に示す２つの方法が用意されています。 

   ① 装置背面のＣＯＮＳＯＬＥポートに保守端末を直接接続する方法。 

   ② Ｔｅｌｎｅｔによって遠隔地から装置にログインする方法。 

ここでは、①の保守端末（パソコン）を直接接続する方法について説明します。 

 

●本装置背面の「ＣＯＮＳＯＬＥ」ポートと、パソコンのＣＯＭポートを接続する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続に使うケーブルは、「ＲＳ－２３２Ｃクロスケーブル」です。 

ストレートケーブルでは、設定操作を行うことができませんのでご注意ください。 

ケーブルの仕様については「11.2 コンソールケーブル仕様」を参照してください。 

2.5 ターミナルソフトの設定 
●パソコンの電源を入れ、ターミナルソフトを起動してください。 

使用するターミナルソフトの設定は以下のようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 設 定 値 

 データ速度 ９６００ｂｉｔ／ｓ 

 データ長 ８ｂｉｔ 

 パリティ なし 

 ストップビット １ｂｉｔ 

 文字コード ASCII 

 フロー制御 なし 

データ速度は、 

①４８００ｂｉｔ／ｓ ②９６００ｂｉｔ／ｓ ③１９２００ｂｉｔ／ｓ 

から選択可能となります。 

デフォルトは②９６００ｂｉｔ／ｓです。 

構成情報で変更した場合には、変更した速度に 

合わせる必要があります。 

　　

ＡＴＭ　２５Ｍ
１０ＢＡＳＥ－Ｔ

１００ＢＡＳＥ－ＴＸ
ＣＯＮＳＯＬＥＤＣ９．５Ｖ

ＦＧ TEST/
INIT

 

・ターミナルソフトは「Microsoft® Windows®」に付属の「ハイパーターミナル®」を推奨します。 

・ターミナルソフトの使用方法は、使用するソフトの取扱説明書を参照してください。 

・キー入力の間隔が短すぎると、正常なコマンドとして認識されない場合があります。その場合は、間隔を空

けて入力してください。 

NOTE 

ＲＳ－２３２Ｃクロスケーブル 
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2 接続と起動（つづき） 

2.6 ログインとコンソール画面 
●起動したターミナルソフトから、本装置にログインしてください。 

① 装置の電源を入れる前にターミナルソフトを起動した場合  

ＱＬテスト終了後に以下の表示となります。設定したパスワードを入力してください。 

入力したパスワードは下図で示す「Password:」の後に表示されます。 

(入力した文字は「*」に置き換えられます) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ＱＬテスト終了後にターミナルソフトを起動した場合 

コンソール画面で「Ｅｎｔｅｒ」キーを押下してください。以下のように表示され、パスワード入力 

画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]
         ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]
        ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]
       ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]
      ]]    ]]]]]  ]]    ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]
     ]]  ]  ]]]]  ]]  ]  ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 
    ]]  ]]  ]]]  ]]  ]]  ]]]]]]      ]]      ]]  ]]   ]]  ]]      ]]      ]] 
   ]]  ]]]  ]]  ]]  ]]]  ]]]]]  ]]] ]]  ]]  ]]  ]  ]]]]]]]]  ]]  ]]  ]]] ]] 
  ]]  ]]]]  ]  ]]        ]]]]]]  ]]]]      ]]    ]]]]]  ]]      ]]]]  ]]]] 
 ]]  ]]]]]    ]]  ]]]]]  ]]] ]]]  ]]  ]]]]]]  ]]]]]]]  ]]  ]]]]]] ]]]  ]] 
]]  ]]]]]]   ]]  ]]]]]]  ]]      ]]      ]]  ]]]]]]]  ]]      ]]      ]] 
]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 
]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 
]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 
]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 
]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] Version  C/W  :XX-XX 01-01 
]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 
]]]]<<<<<< NA-25CEone       >>>>>>]]]] 
Password: 

上図、太枠で囲んだ「Ｃ／Ｗバージョン」表示と、本取扱説明書表紙に記載されている「Ｃ／Ｗバ

ージョン」表示が一致していることを確認してください。 

異なっている場合、実際の操作や機能と本取扱説明書との間に相違が生じる場合があります。

Password: 

 

・初期パスワードには「００００００００」（数字の０が８個）が設定されています。 

セキュリティー上の理由から、ログイン後にパスワードを変更する事をお勧めします。 

・変更後のパスワードは、忘れないようにお客様にて管理してください。 

・初めてログインしたときは最初に日時の設定を行ってください。設定された日時は、各種ロギングに必要と

なります。 

NOTE 
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2 接続と起動（つづき） 

2.6 ログインとコンソール画面（つづき） 

●正しいパスワードが入力されると、「Top Menu」が表示されます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

「Top Menu」は、コンソールから行う全操作の出発点となります。 

「Input>」に続けて、実行したい操作のメニュー番号を入力してください。 

（メニュー番号とは、機能名の左に書かれている数字または英字のことです。） 

 

●入力プロンプトの変更 
コンソール画面でコマンドを入力する際のプロンプトは、デフォルトでは「Input>」となります。 

このプロンプトは SNMP に関する設定の「Sys Name」へ設定した文字列と同じものが表示されま

す。「Sys Name」の変更方法については「3.4.8 ＳＮＭＰに関する登録操作」を参照してください。 

 

●ログインのタイムアウト 

本装置にログイン後、何も操作しない状態が１０分間続いた場合は、自動的にログアウトされま

す。ログアウト後は、パスワード入力待ちとなります。 

Ｔｅｌｎｅｔにてログインを行っている場合でも、何も操作しない状態が１０分間続いた場合は、セッ

ションが自動的に切断されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*** Top Menu *** 
 1:Configuration 
 2:Status 
 3:Log/Statistic 
 4:Test 
 5:Maintenance 
 6:Logout 
Input> 

 

ログインのタイムアウトが発生した場合には、一時保存用構成情報（Temporary Configuration）は全て消去

され、ログイン前の状態に戻ります。（運用構成情報（Running Configuration）は消去されません。） 

NOTE 



 ２３

2 接続と起動（つづき） 

2.6 ログインとコンソール画面（つづき） 
 

＜コンソール画面の説明＞ 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 

|     > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Edit Line *** 

 1:VPI/VCI                    : 0/  32 

 2:CLP                        :0 

 3:Speed                      :  64kbit/s 

 

<Command> 

 0    :All Item Edit 

 1-3  :Select Edit Item 

 c    :Clear Set 

 Enter:Set The Next Line 

 p    :Set The Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

現在の階層を示します。本取扱説明書に記載されている画面を表示したい場合は、こちらを

参照すると容易に表示できます。 

（この例では「Top Menu」より 「Top → 1 → 1 → 1 → 1」 の操作で、この画面を表示で

きます。） 

入力選択肢の説明です。

この画面で選択できる、または入力できる値を表示しま

す。この画面では「0～3」、「c」、Enter、「p」、「b」、「t」の

み受け付けます。その他の数字、または英字を入力し

た場合は、「Input Error!」と表示されますので、入力でき

る値を入力してください。 

現在設定されている値を表示します。 
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2 接続と起動（つづき） 

2.6 ログインとコンソール画面（つづき） 
 

コンソール画面での主な入力選択肢を以下に示します。 

 

選択肢 選択肢の説明 意味 

b Ｂａｃｋ １つ上の階層に戻ります。 

t Ｔｏｐ 「Top Menu」画面に戻ります。 

c Ｃｌｅａｒ Ｓｅｔ 登録されている設定値をクリアします。 

ac Ａｌｌ Ｃｌｅａｒ 全てのライン、または全ての設定値をクリアします。 

p Ｓｅｔ The Ｐｒｅｖｉｏｕｓ 

Ｌｉｎｅ 

１つ前のラインに戻ります。または、複数ページ表示に

おいて前のページに戻ります。 

「Ｅｎｔｅｒ」キー押下 Ｓｅｔ The Ｎｅｘｔ Ｌｉｎｅ 次のラインに移行します。または、複数ページ表示にお

いて次のページに移行します。 

l,(1-17) Ｌｉｓｔ Ｌｉｎｅ 設定されているライン情報のリストを表示します。「ｌ」の

みで最初のラインからリスト表示します。「ｌ，（数値）」で

指定したラインからリスト表示します。 

1-500 Ｅｄｉｔ Ｌｉｎｅ 設定したいラインを選択します。 

Format=( )  （ ）に指定されたフォーマットで入力してください。 

d Ｄｅｆａｕｌｔ デフォルト設定にします。デフォルト設定を有効にするに

は構成情報の保存が必要です。 

r Ｒｅｆｒｅｓｈ 表示の更新を行います。 

quit  構成情報のコピー＆ペースト機能を使用する際に使用

します。ペーストモード時に「quit」入力でペーストモー

ドを終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各選択肢は小文字でも大文字でもどちらでも使用できます。 

・「Ｆｏｒｍａｔ＝（ ）」指定がある場合は「ｂ：Ｂａｃｋ」、「ｔ：Ｔｏｐ」ともに使用できません（「Ｆｏｒｍａｔ＝（ ）」表示の

上に「ｂ：Ｂａｃｋ」、「ｔ：Ｔｏｐ」の表示がある場合を除く）。「Ｆｏｒｍａｔ＝（ ）」に従って値を入力してください。値

を入力したくない場合は「Ｉｎｐｕｔ>」に続けて「Ｅｎｔｅｒ」キーを押下すると入力せずに 1 つ前の画面に戻ること

ができます。 

・入力する値が分からなくなった場合は「Ｉｎｐｕｔ>」に続けて「？」を入力してください。現在入力できる値(入力

選択肢)が再表示されます。 

NOTE 
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第３章 
 

 

 

構成情報の設定 
 

 

この章では、本装置の構成情報の設定と登録操作に 

ついて説明します。 
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3 構成情報の設定 

3.1 構成情報について 
本装置には２種類の構成情報があります。 

 

① 運用構成情報（Running Configuration） 

現在動作中の構成情報です。 

構成情報の変更を行った時点で、一時保存用構成情報と運用構成情報の内容はアンマッチになり

ます。構成情報を保存することによって一時保存用構成情報と運用構成情報は同じ状態になります。 

 

② 一時保存用構成情報（Temporary Configuration） 

現在変更中の構成情報です。 

変更した構成情報を動作に反映させるためには、変更した構成情報（一時保存用構成情報）をフラ

ッシュＲＯＭに保存する必要があります。その際に本装置は再起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

構成情報の登録操作 

構成情報の保存 

「3.4 構成情報の登録操作」を参照してください。 

「3.7 構成情報の保存」を参照してください。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.2 階層構造図とインデックス 
本装置の構成情報は以下のような階層構造に分類されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Top Menu 

1:Configuration 

1:Set Temporary Configuration

1 :ATM 

2 :Ether 

3 :Protocols 

1:Encapsulation Protocol

備考 

構成情報を設定、または参

照します。 
一時保存用構成情報を編集

します。 

３．４．１項参照。 

３．４．２項参照。 

1:Aging Time

2:Proxy MAC

3:IP-VC Mapping Information...

【LLC-NISO 選択時】 

1-17:Edit Line

2:Protocol Information...

次ページへ続く 

1-17:Edit Line

Ether Mode 

３．４．３項参照。 

1:VPI/VCI

2:CLP

3:Speed

1:Proxy IP Adr

2:Local Network Adr

3:Local Gateway Adr
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.2 階層構造とインデックス（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1:Action Mode

1:MAC Learning

2:Bridge Information...

4:ARP Static Table...

2:Aging Time

1-17:Edit Line

【LLC-BRG または Through 選択時】 

【MAC-VC Mapping 選択時】 

1-64:Edit Line

【VLANID-VC Mapping 選択時】

次ページへ続く 

1:IP Adr

2:MAC Adr

1:VLAN-tag
Add/Delete 

2:VLAN-ID1

3:VLAN-ID2

4:VLAN-ID3

5:VLAN-ID4

備考 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.2 階層構造とインデックス（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 :Priority Ctl 

1:Priority Mode

2:WFQ Queue Limit

３．４．４項参照。 

【Priority Mode を No Use 選択時】 

1:Queue Size

1:TPID

次ページへ続く 

備考 

3:VLAN-tag Ctl

4:Maintenance Frame Queue No

5:No Priority Information…

2:VLAN-tag Ctl Infomaton

2:COS

3:CFI

4:VLAN-ID
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.2 階層構造とインデックス（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページへ続く 

備考 

1-8:Edit Queue

1:Priority Information…

1-8:Edit Line

2:Queue Size

3:Queue Weight

4:CLP Mapping

5:VLAN-tag Ctl Information

1:TPID

2:COS

3:CFI

4:VLAN-ID

5:Queue Information…
【Priority Mode を No Use 以外選択時】 

TOS

【2=IPv4-Tos Base 選択時】

【4=VLAN-tag Priority Base 
選択時】 

【5=VLAN-ID Base 選択時】 

【6=TCP/UDP Port No Base 
選択時】 

【3=IPv4-Diffserv Base 

選択時】 

Diffserv

VLAN-tag

VLAN-ID

1:Protocol

2:Port No

IP Adr

【7=IPv4-IP Adr Base 選択時】 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.2 階層構造とインデックス（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 :Network 

1:My IP Adr 

2:Subnet Mask

3:Gateway Adr

4:Maintenance Restriction

5:Maintenance Information...

1:Mainte Type

3:Mainte VLAN-ID

4:Mainte VLAN-tag Priority

6 :Alarm Notify 

1:ATM Layer1 Guard Time

2:ATM -> Ether Alarm Notify

3:Ether -> ATM Alarm Notify

【1=LAN/WAN On,2=LAN On,3=WAN On 選択時】

次ページへ続く 

３．４．５項参照。。 

備考 

３．４．６項参照。 

2:Mainte Frame TOS

7 :Shaping 

1:OAM Shaping

３．４．７項参照。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.2 階層構造とインデックス（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページへ続く 

備考 

8 :SNMP 

1:Community

2:Sys Contact

3:Sys Name 

4:Sys Location

5:Trap VC-AIS/RDI

6:Trap VP-AIS/RDI

1-4:Edit Line

３．４．８項参照。 

1:Manager Adr

2:Direction

3:VPI/VCI

9 :OAM 

1:AIS/RDI-Guard Time

2:AIS/RDI-Alarm Time

3:AIS/RDI-Recovery Time

4:Loop Back Time

３．４．９項参照。 

10 :System 

2:Log Save Time

3:Terminal Speed

4:Button Ctl

３．４．１０項参照。 

7:Trap Information...

5:VLAN-tag TPID

1:Max VC Num

6:ATM-phy Watch
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.2 階層構造とインデックス（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 

11 :Maintenance VC ３．４．１１項参照。 

12:running.txt File -> Temporary Configuration

d :Default Set 

３．４．１２項参照。 

３．４．１３項参照。 

3:Network 

1:ATM 

1:VPI/VCI

2:CLP

3:Speed

2:Protocols 

1:Encapsulation Protocol

1:MY IP Adr

2:Subnet Mask

3:Gateway Adr

4:Mainte Frame TOS

次ページへ続く 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.2 階層構造とインデックス（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
次ページへ続く 

2:Status 

1:MAC Table(LAN) 

2:MAC Table(WAN) 

3:ARP Table 

7:PVC Monitor 

8:Ether Monitor 

ＬＬＣ-ＮＩＳＯ時のＡＲＰテーブルを
参照します。４．４項参照。 

装置の状態確認を行います。

ＬＡＮ側のＭＡＣ学習テーブルを
参照します。４．２項参照。 

 

Ｅｔｈｅｒインタフェースの状態を
確認します。４．９項参照。 

ＷＡＮ側のＭＡＣ学習テーブル
を参照します。４．３項参照。 

各ＰＶＣの状態を確認します。
４．８項参照。 

備考 

2:List All Configuration 

1:Running 

2:Temporary 

3:List Modify Configuration

1:Running 

2:Temporary 

4:Paste Mode 

5:Save Configuration 

３．５．１項参照。 

３．５．２項参照。 

３．６項参照。 

３．７項参照。 

4:VLANID-VC Mappng 

5:IP-VC Mapping 

6:Priority Information 優先制御情報を参照します。
４．７項参照。 

ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング情報
を参照します。４．５項参照。 

 ＩＰ－ＶＣマッピング情報を参照
します。４．６項参照。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.2 階層構造とインデックス（つづき） 
 

 

次ページへ続く 

1:Log 

2:Statistic

3:Log/Statistic All Clear

4:Log/Statistic All Save 

3:Log/Statistic 

1 :Alarm 

5 :OAM 

6 :Congestion 

ac:Log All Clear 

2 :Alarm Total 

3 :Status 

4 :Line Guard 

0 :All

4 :PVC 

5 :OAM(F4) 

6 :OAM(F5) 

1 :Equipment 

2 :Ether 

3 :ATM 

7 :Network Maintenance

ac:Statistic All Clear

備考 

ロギング情報/統計情報を参
照します。 

ロギング情報を参照します。 

統計情報を参照します。 

障害ロギング情報を参照しま
す。５．２．１項参照。 

障害累積ロギング情報を参照
します。５．２．２項参照。 

状態ロギング情報を参照しま
す。５．２．３項参照。 

回線監視ロギング情報を参照し
ます。５．２．４項参照。 

OAM 監視ロギング情報を参照し
ます。５．２．５項参照。 

輻輳状態ロギング情報を参照
します。５．２．６項参照。 

ロギング情報をクリアします。 
５．２．７項参照。 

全ての統計情報を参照します。 

装置の送受信フレーム数を参照
します。５．３．１項参照。 

Ｅｔｈｅｒインタフェースの統計情報
を参照します。５．３．２項参照。

ＡＴＭの統計情報を参照します。
５．３．３項参照。 

各ＰＶＣの統計情報を参照しま
す。５．３．４項参照。 

Ｆ４－ＯＡＭセルの統計情報を参
照します。５．３．５項参照。 

Ｆ５－ＯＡＭセルの統計情報を参
照します。５．３．６項参照。 

保守用フレームの統計情報を
参照します。５．３．７項参照。

保守用ＶＣフレームの統計情報

を参照します。５．３．８項参照。

ロギング情報/統計情報を全
てクリアします。 

ロギング情報/統計情報をフラ
ッシュ ROM に格納します。 

8 :Maintenance VC

統計情報をクリアします。



 ３６

3 構成情報の設定（つづき） 

3.2 階層構造とインデックス（つづき） 
 

4:Test 

1 :Self Test

2 :OAM Loop Test(F4) 

3 :OAM Loop Test(F5) 

4 :Ping Test 

10:Result Test 

5:Maintenance 

1:Version 

2:Date 

3:Password

4:Reset 

5:Memory Dump 

6:Telnet 

6:Logout 

各種テストを起動します。 

セルフテストを実行します。 
６．３項参照。 

ＯＡＭループバックセル送出 
テストを実行します。 
６．４項、６．５項参照。 

Ｐｉｎｇテストを実行します。 
６．６項参照。 

テストの結果を表示します。 
 

保守情報を設定、または確認し

ます。 

装置のバージョンを確認します。
７．３項参照。 

時計を設定します。 
７．４項参照。 

パスワードを変更します。 
７．５項参照。 

装置リセットを実行します。 
７．６項参照。 

保守用メニューです。 
使用しないでください。 

Ｔｅｌｎｅｔアクセスを行います。 
７．７項参照。 

コンソールをログアウトします。

備考 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.3 構成情報一覧と説明 
3.3.1 ＡＴＭに関する設定 

+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM 
+----------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 選択肢 内  容 初期値 備考 

VPI/VCI 0-63/32-1023 VPI は 0～63 の間で 

VCI は 32～1023 の間で 

設定します。 

0/32 最大 17VC まで設定することが

できます。 

0 破棄非優先 CLP 

1 破棄優先 

0  

64k 64 kbit/s 

96k 96 kbit/s 

100k 100 kbit/s 

128k 128 kbit/s 

192k 192 kbit/s 

256k 256 kbit/s 

300k 300 kbit/s 

384k 384 kbit/s 

500k 500 kbit/s 

512k 512 kbit/s 

768k 768 kbit/s 

1000k 1000 kbit/s 

1500k 1500 kbit/s 

1536k 1536 kbit/s 

2M 2 Mbit/s 

2.5M 2.5 Mbit/s 

3M 3 Mbit/s 

3.5M 3.5 Mbit/s 

4M 4 Mbit/s 

4.5M 4.5 Mbit/s 

5M 5 Mbit/s 

6M 6 Mbit/s 

･････ 

･････ 

23M 23 Mbit/s 

Speed 

24M 24 Mbit/s 

64k(bit/s) 設定速度が○○kbit/s の 

場合には選択肢に「k」または

を「M」をつけ、「○○k」または

「0.0○○M」と入力します。 

設定速度が○○Mbit/s の 

場合には数値をそのまま 

入力するか、または選択肢に

「M」をつけ、「○○M」 

と入力します。 

例) 

・64kbit/s に設定する場合 

⇒ 「64k」 と入力 

⇒ 「0.064M」 と入力 

・2Mbit/s に設定する場合 

⇒ 「2」または「2M」と入力 

 

 

 

 

※「－」は値が入っていないことを意味します。
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.3 構成情報一覧と説明（つづき） 

3.3.2 Ｅｔｈｅｒに関する設定 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 2:Ether 
+----------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 選択肢 内  容 初期値 備考 

1:Auto オートネゴシエーションを行い

ます。 

2:100BASE-F 100Mbit/s 全二重固定で通

信します。 

3:100BASE-H 100Mbit/s 半二重固定で通

信します。 

4:10BASE-F 10Mbit/s 全二重固定で通信

します。 

Ether Mode 

5:10BASE-H 10Mbit/s 半二重固定で通信

します。 

1:Auto Ether Mode で「1:Auto」以外を選択した場合

は、設定された固定モードで動作します。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.3 構成情報一覧と説明（つづき） 

3.3.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する設定 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols 
+----------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 選択肢 内  容 初期値 備考 

1:LLC-NISO プロトコルに LLC-NISO を使用

します。 

2:LLC-BRG プロトコルに、LLC-BRG を使用

します。 

Encapsulation 

Protocol 

3:Through フレームを完全透過します。 

2:LLC-BRG  

＜＜＜LLC-NISO 選択時＞＞＞ 

Aging Time 1-1200 ARP キャッシュのエージング時

間を 1～1200 の間で設定しま

す。単位は分です。 

5(m)  

Proxy MAC 00-00-00-00-00-00 

- 

00-FF-FF-FF-FF-00 

ARP 代理応答に使用する MAC

アドレスを 00-00-00-00-00-00

～00-FF-FF-FF-FF-00 の間で

設定します。 

00-00-87-06-92-00 設定値から

連続 16 アド

レスを使用

します。「d」

を設定する

と本設定値

をクリアしま

す。 

IP-VC Mapping Information... IP-VC マッピング情報の登録をします。 

 

 

Proxy IP Adr 0.0.0.1 - 

255.255.255.254/1-32

本装置が ARP 代理応答する IP

アドレス（またはネットワークアド

レス）を 0.0.0.1～

255.255.255.254 の間でプレフィ

ックス長を 1～32 の間で設定し

ます。 

－  

 Local Network 

Adr 

0.0.0.1- 

255.255.255.254/1-30

Ether インタフェース側のネット

ワークアドレスを 0.0.0.1～

255.255.255.254 の間でプレフィ

ックス長を 1～30 の間で設定し

ます。 

－  

 Local 

Gateway Adr 

0.0.0.1 

-255.255.255.254 

Ether インタフェース側のゲート

ウェイのアドレスを 0.0.0.1～

255.255.255.254の間で設定しま

す。 

－ 「0.0.0.0」を

設定すると

本設定値を

クリアしま

す。 

ARP Static Table... ARP テーブルのスタティック（固定）登録をします。 

 IP Adr 0.0.0.1 - 

255.255.255.254 

IP アドレスを 0.0.0.1～

255.255.255.254の間で設定しま

す。 

－ 

 MAC Adr All’00’-All’FF’ MAC アドレスを

00-00-00-00-00-00～

FF-FF-FF-FF-FF-FF の間で設

定します。 

－ 

 

※「－」は値が入っていないことを意味します。
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.3 構成情報一覧と説明（つづき） 

3.3.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する設定（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 選択肢 内  容 初期値 備考 

＜＜＜LLC-BRG/Through 選択時＞＞＞ 

1=MAC-VC Mapping MAC アドレスによる VC 振り分

けを行います。 
Action Mode 

2=VLANID-VC 

Mapping 

VLAN-ID による VC 振り分けを

行います。 

1=MAC-VC 

Mapping 
 

Bridge Information... ブリッジ関連の設定をします。 

 ＜＜＜MAC-VC Mapping 選択時＞＞＞ 

 1:On MAC アドレス学習をします。 

 

MAC Learning 

2:Off MAC アドレス学習をしません。

1:On  

 Aging Time 1-1200 学習 MAC アドレスのエージン

グ時間を 1～1200 の間で設定

します。単位は分です。 

5(m)  

 ＜＜＜VLANID-VC Mapping 選択時＞＞＞ 

1:On VLAN タグを削除／付加しま

す。 

 VLAN-tag 

Add/Delete 

2:Off VLAN タグを透過します。 

 

1:On  

 VLAN-ID1 0-4094 － 

 VLAN-ID2 0-4094 － 

 VLAN-ID3 0-4094 － 

 VLAN-ID4 0-4094 

VC へマッピングする VLAN-ID

を設定します。1VC に最大 4 つ

の VLAN-ID を設定できます。 

－ 

 

 

※「－」は値が入っていないことを意味します。
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.3 構成情報一覧と説明（つづき） 

3.3.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する設定 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl 
+----------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 選択肢 内  容 初期値 備考

1:No Use 優先制御を使用しません。 

2:IPv4-TOS Base IPv4 の TOS ベースで優先制御を行います。 

3:IPv4-Diffserv 

Base 

IPv4 の Diffserv ベースで優先制御を行います。 

4:VLAN-tag 

Priority Base 

VLAN タグの優先ビットベースで優先制御を行いま

す。 

5:VLAN-ID Base VLAN の ID ベースで優先制御を行います。 

6:TCP/UDP Port  

No Base 

TCP/UDP のポート番号ベースで優先制御を行いま

す。 

Priority Mode 

7:IPv4-IP Adr 

Base 

IPv4 の IP アドレスベースで優先制御を行います。 

1:No Use

 

 

0：No WFQ Queue 8 段階キューにおいて WFQ を使用しません。 

（完全優先機能として使用します。） 

WFQ Queue Limit 

1-8:Queue No 8 段階キューにおいて設定値以下のキューを WFQ

として使用します。 

（完全優先/WFQ 混在機能として使用します。） 

－  

1:No Use VLAN タグ制御を使用しません。 

2:VLAN-tag 

Add/Delete 

VLAN タグを付加/削除します。 

VLAN-tag Ctl 

3:COS Mapping VLAN タグの COS を変更します。 

1:No Use

 

 

Maintenance 

Frame Queue No 

1-8 保守フレームが使用するキュー番号を設定します。 －  

＜＜＜Priority Mode を No Use 選択時＞＞＞ 

No Priority Information... 非優先制御時の情報を設定します。 

Queue Size 20-800 キューにて管理するフレーム数を設定します。 100  

VLAN-tag Ctl Information... VLAN タグ制御の関連情報を設定します。 

TPID 1000-FFFF VLAN タグの TPID を登録します。 －  

COS 0-7 VLAN タグの COS を登録します。 －  

CFI 0-1 VLAN タグの CFI を登録します。 －  

 

 

VLAN-ID 0-4094 VLAN タグの VLAN-ID を登録します。 －  

 

※「－」は値が入っていないことを意味します
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.3 構成情報一覧と説明（つづき） 

3.3.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する設定（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 選択肢 内  容 初期値 備考

＜＜＜Priority Mode を No Use 以外選択時＞＞＞ 

Queue Information... 8 段階キューの詳細情報を設定します。 

 Priority Information... 優先制御時の情報を設定します。 

 ＜＜＜IPv4-TOS Base 選択時＞＞＞ 

 TOS 0-7 キューイングを行うための IPv4 の TOS を登録しま

す。 

－  

 ＜＜＜IPv4-Diffserv Base 選択時＞＞＞ 

 Diffserv 0-63 キューイングを行うための IPv4 の Diffserv を登録し

ます。 

－  

 ＜＜＜VLAN-tag Priority Base 選択時＞＞＞ 

 VLAN-tag 0-7 キューイングを行うための VLAN タグの COS を登録

します。 

－  

 ＜＜＜VLAN-ID Base 選択時＞＞＞ 

 VLAN-ID 0-4094, 

@************ 

キューイングを行うための VLAN タグの VLAN-ID を

登録します。 

－  

 ＜＜＜TCP/UDP Port No Base 選択時＞＞＞ 

 1:TCP キューイングを行うプロトコルを TCP に設定します。 －  

 

Protocol 

2:UDP キューイングを行うプロトコルを UDP に設定します。 －  

 Port No 0-65535 キューイングを行うためのポート番号を登録します。 －  

 ＜＜＜IPv4-IP Adr Base 選択時＞＞＞ 

 

 

IP Adr 0.0.0.0- 

255.255.255.255 

/1-32 

キューイングを行うためのＩＰアドレスを登録します。 －  

Queue Size 20-800 各キューにて管理するフレーム数設定します。 50   

Queue Weight 0-100 WFQ にて使用する帯域の各キューの割合を設定し

ます。 

－  

 0:CLP 0 各キュー内のデータの CLP ビットを破棄非優先(0)

に設定します。 

 

 1:CLP 1 各キュー内のデータの CLP ビットを CLP ビットを棄

非優先(1)に設定します。 

 

 

CLP Mapping 

2:ATM 各キュー内のデータの CLP ビットを ATM の構成情

報に設定された CLP ビットの設定に従います。 

2:ATM 

 

 VLAN-tag Ctl Information... VLAN タグ関連情報を設定します。 

 TPID 1000-FFFF VLAN タグの TPID を登録します。 －  

 COS 0-7 VLAN タグの COS を登録します。 －  

 CFI 0-1 VLAN タグの CFI を登録します。 －  

 

 

VLAN-ID 0-4094 VLAN タグの VLAN-ID を登録します。 －  

 

※「－」は値が入っていないことを意味します
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.3 構成情報一覧と説明（つづき） 

3.3.5 Ｎｅｔｗｏｒｋに関する設定 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network 
+----------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 選択肢 内  容 初期値 備考 

My IP Adr 0.0.0.1～ 

255.255.255.254 

本装置の IP アドレスを 0.0.0.1

～255.255.255.254 の間で設

定します。 

192.168.0.1 

 

 

Subnet Mask 0.0.0.0～ 

255.255.255.255 

本装置のサブネットマスクを

0.0.0.0～255.255.255.255 の間

で設定します。 

255.255.255.0  

Gateway Adr 0.0.0.1～ 

255.255.255.254 

本装置のデフォルトゲートウ

ェイのアドレスを 0.0.0.1～

255.255.255.254 の間で設定し

ます。 

－ 「0.0.0.0」を設定すると

本設定値をクリアしま

す。 

1:LAN/WAN On LAN 側、WAN 側のどちらから

でも保守可能とします。 

2:LAN On LAN 側からの保守のみ可能

とします。 

3:WAN On WAN 側からの保守のみ可能

とします。 

Maintenance 

Restriction 

4:Off ネットワーク保守を不可としま

す。 

1:LAN/WAN On  

＜＜＜LAN/WAN On,LAN OnWAN On 選択時＞＞＞ 

Maintenance Information... 保守の詳細情報を設定します。 

1:IP IP+MAC で保守を行います。 

 

Mainte Type 

2:VLAN-ID+IP VLAN-ID+IP+MAC で保守を

行います。 

1:IP  

Mainte 

Frame TOS 

0-7 本装置から送信する保守フレ

ームの IPv4 ヘッダの TOS を 0

～7 の間で設定します。 

0  

Mainte 

VLAN-ID 

0-4094 保守するときの VLAＮタグの 

VLAN-ID を 0～4094 の間で

設定します。 

－  

 

Mainte 

VLAN-tag 

Priority 

0-7 本装置から送信するフレーム

の VLAＮタグの COS を 0～7

の間で設定します。 

－  

 

※「－」は値が入っていないことを意味します。
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.3 構成情報一覧と説明（つづき） 

3.3.6 Ａｌａｒｍ Ｎｏｔｉｆｙに関する設定 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 6:Alarm Notify 
+-----------------------------------------------------------------------------  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 選択肢 内  容 初期値 備考 

ATM Layer1 

Guard Time 

1-99 ATM レイヤ１障害検出 

／復旧の監視時間を 1～99

の間で設定します。 

単位は秒です。 

3(s)  

1:Disable 常時 Ether インタフェースリ

ンク確立状態を保ちます。 

ATM -> 

Ether Alarm 

Notify 2:Enable ATM 回線の状態により、

Ether インタフェースリンクを

ダウンさせます。 

1:Disable ATM レイヤ１障害、AIS 障害、

RDI 障害等を検出時、Ether イ

ンタフェースリンクをダウンさ

せます。 

1:Disable Ether インタフェースリンクダ

ウンでもVC-RDIは送出しま

せん。 

Ether -> 

ATM Alarm 

Notify 

2:Enable Ether インタフェースリンクダ

ウンで VC-RDI 送出します。

1:Disable  
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.3 構成情報一覧と説明（つづき） 

3.3.7 Ｓｈａｐｉｎｇに関する登録 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 7:Shaping 
+----------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

3.3.8 ＳＮＭＰに関する登録 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 8:SNMP 
+----------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 選択肢 内  容 初期値 備考 

Community MAX31 ｷｬﾗｸﾀｰ SNMP Communityの登録をします。

 

－  

Sys Contact MAX31 ｷｬﾗｸﾀｰ SNMP Sys Contact の登録をしま

す。 

－  

Sys Name MAX31 ｷｬﾗｸﾀｰ SNMP Sys Name の登録をします。

 

－  

Sys Location MAX31 ｷｬﾗｸﾀｰ SNMP Sys Location の登録をしま

す。 

－  

1:On VC-AIS/RDI の受信によって Trap

を送出します。 

Trap VC-AIS/RDI 

2:Off VC-AIS/RDIを受信してもTrapを送

出しません。 

2:Off  

1:On VP-AIS/RDI の受信によって Trap

を送出します。 

Trap VP-AIS/RDI 

2:Off VP-AIS/RDIを受信してもTrapを送

出しません。 

2:Off  

Trap Information... Trap 関連の詳細情報を設定します。 

 Manager Adr 0.0.0.1～ 

255.255.255.254 

Trap を送出する SNMP マネージャ

の IP アドレスを設定します。 

－  

1:LAN マネージャの接続先が LAN の場合

に設定します。 

 

2:WAN マネージャの接続先がWANの場合

に設定します。 

 

Direction 

3:Maintenance 

VC 

マネージャの接続先が保守用 VC

の場合に設定します。 

－ 1:LAN 又は、2:WAN

指定については、

Protocol が

「LLC-NISO」選択時に

有効です。 

 VPI/VCI 0-63/32-1023 マネージャの接続先が WAN 又は

Maintenance VC の場合に、

VPI/VCI を設定します。 

－ Protocol が 

「 LLC-NISO 」 選 択 時

のみ有効です。 

 

※「－」は値が入っていないことを意味します。

項 目 選択肢 内  容 初期値 備考 

1:Disable OAM シェーピングを行いません。 OAM Shaping 

2:Enable OAM シェーピングを行います。 

2:Enable  
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.3 構成情報一覧と説明（つづき） 

3.3.9 ＯＡＭに関する登録 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 9:OAM 
+----------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 選択肢 内  容 初期値 備考 

AIS/RDI-Guard 

Time 

1-99 AIS 及び RDI 受信から回復と判

断するまでの時間を 1～99 の

間で設定します。 

単位は秒です。 

3(s)  

AIS/RDI-Alarm 

Time 

0-99 AIS または RDI 受信から、

AIS/RDI 障害確定するまでの

時間 0～99 の間で設定します。

単位は秒です。 

4(s)  

AIS/RDI- 

Recovery Time 

1-99 AIS/RDI 障害回復から Ether リ

ンクを確立するまでの時間 1～

99 の間で設定します。 

単位は秒です。 

3(s)  

Loop Back 

Time 

1-99 OAM ループバックセルのタイム

アウト監視時間1～99の間で設

定します。 

単位は秒です。 

5(s)  

 

AIS/RDI セル

本装置の認識

Ｅｔｈｅｒインタフェース

のリンク

受信(異常) 

未受信(正常) 

 

異常 

正常 

 

確立 

断 

AIS/RDI セルの受信時間が AIS/RDI-Alarm

Time に設定された値より短い場合は異常と

認識しません。 

AIS/RDI セルの未受信時間が AIS/RDI-Guard

Time に設定された値より短い場合は正常と認

識しません。 

AIS/RDI-Alarm Time 

AIS/RDI-Guard Time 

AIS/RDI-Recovery Time 

「AIS/RDI-Guard Time」「AIS/RDI-Alarm Time」「AIS/RDI-Recovery Time」について 

NOTE 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.3 構成情報一覧と説明（つづき） 

3.3.10 Ｓｙｓｔｅｍに関する登録 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 10:System 
+----------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 選択肢 内  容 初期値 備考 

Max VC Num 8,17 最大 VC 数を 8 又は 17 で設定し

ます。 

8  

Log Save 

Time 

1-99 各ロギング情報をフラッシュ ROM

に書込む周期を 1～99 の間で設

定します。 

単位は時間です。 

1(h)  

Terminal 

Speed 

1:4800bit/s 保守端末の通信速度を設定しま

す。 

2:9600bit/s この値を変更した場合は、 

ターミナルソフト側の設定値も合

せて変更してください。 

2:9600bit/s 

3:19200bit/s 

Button Ctl 1:Disable 背面パネルの TEST/INIT スイッチ

を無効にします。 

2:Enable  

2:Enable 背面パネルの TEST/INIT スイッチ

を有効にします。 

VLAN-tag 

TPID 

1000-FFFF 本装置が VLAN タグと認識するた

めの TPID を設定します。 

8100  

ATM-phy 

Watch 

1:Disable ATM 回線のエラー(HEC/Symbol)

検出時の制御を無効にします。 

1:Disable この値を 1:Enable に設定した

場合、エラーを検出時に ATM

モジュールの再初期化を行い

ます。注１ 
2:Enable ATM 回線のエラー(HEC/Symbol)

検出時の制御を有効にします。 

 

 

 

注１ 

  ATM回線のエラー(HEC/Symbol)は、ATM物理回線の断（ATM回線ケーブルの抜き差し、ONT/ONUの 

電源 OFF/ON や回線試験時のループ作成）時に発生しますが、通常の使用環境にて本エラーが頻発 

することはございません。 

本エラーは上記の他に、本装置の電源環境の異常（異常電圧の印加）で検出される可能性があります。 

異常電圧の印加等により本エラーが頻発する状態で使用した場合、通信に継続的な異常（通信遅延 

の増加。スループット低下。PING 試験 NG。セルの喪失。通信不可等。）、を来す可能性があります。 

本設定を 2:Enable にすることで ATM モジュールに対して初期化の処理を実施し、継続的な異常状態から 

の復帰を可能としています。初期化の処理時に数μｓ程度通信が断します。本動作に問題がある場合、 

本設定は 1:Disable のまま御使用下さい。（ATM 回線のエラー(HEC/Symbol)無くご使用いただけている 

場合は本設定を 2:Enable に設定する必要はありません。） 

 尚、異常電圧は常時インバータ給電方式以外の UPS（無停電電源装置）の使用等で発生の可能性が 

あります。本装置は商用電源での利用を仕様条件としており、UPS の使用は仕様外となります。 

UPS 使用による不具合には本製品は一切の責任を負いません。もし UPS を利用される場合は、常時イン 

バータ給電方式などの切り替えノイズの発生しない正弦波出力タイプを使用者の責任にて使用して下さい。 

 

･ATM回線のエラー(HEC/Symbol)確認方法 

 5.3.3 ＡＴＭ統計情報 Top > 3:Log/Statistic > 2:Statistic > 3:ATM の HEC Error、Symbol Errorを参照。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.3 構成情報一覧と説明（つづき） 

3.3.11 Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ ＶＣに関する登録 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 11:Maintenance VC 
+----------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 選択肢 内  容 初期値 備考 

ATM 保守用 VC の ATM 項目を設定します。 

 VPI/VCI 0-63/32-1023 VPI は 0～63 の間で 

VCI は 32～1023 の間で 

設定します。 

－  

 0 破棄非優先 

 

CLP 

1 破棄優先 

－  

 64k 64 kbit/s 

 96k 96 kbit/s 

 100k 100 kbit/s 

 128k 128 kbit/s 

 192k 192 kbit/s 

 256k 256 kbit/s 

 300k 300 kbit/s 

 384k 384 kbit/s 

 500k 500 kbit/s 

 512k 512 kbit/s 

 768k 768 kbit/s 

 1000k 1000 kbit/s 

 1500k 1500 kbit/s 

 1536k 1536 kbit/s 

 2M 2 Mbit/s 

 2.5M 2.5 Mbit/s 

 3M 3 Mbit/s 

 3.5M 3.5 Mbit/s 

 4M 4 Mbit/s 

 4.5M 4.5 Mbit/s 

 5M 5 Mbit/s 

 6M 6 Mbit/s 

 ･････ 

･････ 

 23M 23 Mbit/s 

 

Speed 

24M 24 Mbit/s 

－  

 

※「－」は値が入っていないことを意味します。



 ４９

3 構成情報の設定（つづき） 

3.3 構成情報一覧と説明（つづき） 

3.3.11 Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ ＶＣに関する登録(つづき) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3.12 デフォルト設定について 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > d:Default Set 
+----------------------------------------------------------------------------- 

 項 目 選択肢 内  容 備考 

1:Yes 構成情報をデフォルトに設定します。Default Set 

2:No デフォルト設定しません。 

 

 

※「－」は値が入っていないことを意味します。

項 目 選択肢 内  容 初期値 備考 

Protocols 保守用ＶＣのプロトコル項目を設定します。 

 1:LLC-NISO 保守用ＶＣのプロトコルに 

LLC-NISO を使用します。 

 2:LLC-BRG 保守用ＶＣのプロトコルに 

LLC-BRG を使用します。 

 

Encapsulation 

Protocol 

3:Through 保守用ＶＣのフレームを 

完全透過します。 

2:LLC-BRG  

Network 保守用ＶＣのネットワーク項目を設定します。 

 My IP Adr 0.0.0.1- 

255.255.255.254 

保守用ＶＣの IP アドレスを 

0.0.0.1 ～ 255.255.255.254 の

間で設定します。 

192.168.1.1  

 Subnet Mask 0.0.0.0- 

255.255.255.255 

保守用ＶＣのサブネットマス

クを 0.0.0.0～255.255.255.255

の間で設定します。 

255.255.255.0  

 Gateway 

Adr 

0.0.0.1- 

255.255.255.254 

保守用ＶＣのデフォルトゲー

トウェイのアドレスを 0.0.0.1～

255.255.255.254 の間で設定

します。 

－  

 Mainte Fram 

TOS 

0-7 保守用ＶＣから送信するフレ

ームの TOS を設定します。 

0  
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Top Menu」に表示されるメニューの詳細については下記を参照してください。 

 

１：Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ・・・・・ 「3 構成情報の設定」を参照してください。 

２：Ｓｔａｔｕｓ・・・・・・・・・・・・ 「4 装置状態の確認」を参照してください。 

３：Ｌｏｇ／Ｓｔａｔｉｓｔｉｃ・・・・・ 「5 ロギング情報／統計情報の確認」を参照してください。 

４：Ｔｅｓｔ ・・・・・・・・・・・・・ 「6 各種テストと起動方法」を参照してください。 

５：Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ・・・・・・ 「7 装置のメンテナンス設定」を参照してください。 

６：Ｌｏｇｏｕｔ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*** Top Menu *** 

 1:Configuration 

 2:Status 

 3:Log/Statistic 

 4:Test 

 5:Maintenance 

 6:Logout 

Input> 

本装置の構成情報の設定は全てコンソールから行います。コンソールから行う構成情報登録操

作の出発点が下図に示す「Top Menu」になります。メニューから希望の操作を選択するには、

「Input>」に続けて、メニューの左側に表示されている数字または英字をキーボードから入力し、

「Enter」を押下します。 

ここにメニューの左側に表示されている数字または英字を

キーボードから入力し、「Ｅｎｔｅｒ」を押下します。 

「Ｉｎｐｕｔ」の表示はデフォルト値です。ＳＮＭＰの「Ｓｙｓ Ｎａｍｅ」を設定した場合、設定し

た「Ｓｙｓ Ｎａｍｅ」で表示されます。（「3.4.8 ＳＮＭＰに関する登録操作」参照。） 

ex.「Ｓｙｓ Ｎａｍｅ」を「Ｈｉｔａｃｈｉ」に設定した場合、「Ｈｉｔａｃｈｉ>」 と表示されます。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*** Top Menu *** 

 1:Configuration 

 2:Status 

 3:Log/Statistic 

 4:Test 

 5:Maintenance 

 6:Logout 

Input>1 

構成情報を設定、または参照します。 

① コンソールの｢Top Menu｣より「1:Configuration」を選択してください。 

｢1:Configuration｣を選択します。 

操作方法 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Configuration *** 

 1:Set Temporary Configuration 

 2:List All Configuration 

 3:List Modify Configuration 

 4:Paste Mode 

 5:Save Configuration 

 b:Back 

 t:Top 

Input>1 

一時保存用構成情報を設定します。 

② 「1:Set Temporary Configuration」を選択してください。 

｢1:Set Temporary Configuration｣を選択します。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Set Temporary Configuration *** 

 1 :ATM 

 2 :Ether 

 3 :Protocols 

 4 :Priority Ctl 

 5 :Network 

 6 :Alarm Notify 

 7 :Shaping 

 8 :SNMP 

 9 :OAM 

 10:System 

 11:Maintenance VC 

 12:running.txt File -> Temporary Configuration 

 d :Default Set 

 b :Back 

 t :Top 

Input> 

③ 設定を行う構成情報の項目を選択してください。 

ＡＴＭに関する設定です。３．４．１項参照。 

各種構成情報の設定において、入力許可されていない文字の入力など、設定値が

不当な場合は「Input Error!」が表示されます。また、矛盾が生じたり、必要となる設

定が未設定であったりするなど、構成情報の設定が正しくされていない場合には下

図のような画面になります。（「Error Code=0100」はエラーコードです。エラーコード

の内容は「3.7.2 構成情報の整合性エラー」を参照してください。） 

 

 

 

 

このような場合は、設定内容を確かめて入力しなおしてください。 

設定操作におけるエラー表示について．．．

<<<<<<<<<<Bad Configuration!!!!!(Error Code=0100)>>>>>>>>>> 

Error in ATM: 

Two or more PVCs use the same VPI/VCI. 

Ｅｔｈｅｒに関する設定です。３．４．２項参照。 

Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する設定です。３．４．３項参照。 

Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する設定です。３．４．４項参照。 

Ｎｅｔｗｏｒｋに関する設定です。３．４．５項参照。 

Ａｌａｒｍ Ｎｏｔｉｆｙに関する設定です。３．４．６項参照。 

ＳＮＭＰに関する設定です。３．４．８項参照。 

ＯＡＭに関する設定です。３．４．９項参照。 

Ｓｙｓｔｅｍに関する設定です。３．４．１０項参照。 

ＦＴＰでｐｕｔした構成情報の設定です。３．４．１２項参照。 

Ｄｅｆａｕｌｔ Ｓｅｔに関する設定です。３．４．１３項参照。 

Ｓｈａｐｉｎｇに関する設定です。３．４．７項参照。 

Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ ＶＣに関する設定です。３．４．１１項参照。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.1 ＡＴＭに関する登録操作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** ATM *** 

Line  VPI/VCI  CLP       Speed    Line  VPI/VCI  CLP       Speed 

   1   0/  32    0    64kbit/s      11 

   2                                12 

   3                                13 

   4                                14 

   5                                15 

   6                                16 

   7                                17 

   8 

   9 

  10 

 

<Command> 

 1-17:Edit Line 

 b   :Back 

 t   :Top 

Input>1 

① 「1:Set Temporary Configuration」の画面で「1:ATM」を選択すると、下記画面が表示されます。 

ＡＴＭ情報を設定したいライン番号を入力してください。 

ＶＰＩ値、ＶＣＩ値、セル廃棄優先度（ＣＬＰ）、ＶＣ速度（Ｓｐｅｅｄ）を設定する場合は、割り当てたいラ

イン番号を入力してください。ライン番号は、１～１７の中で自由に選ぶことができます。 

ここではライン番号 1 に設定する例です。 

現在設定されて

いるライン情報

を表示します。

設定したいライン番号を選択します。 

ライン番号 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.1 ＡＴＭに関する登録操作（つづき） 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 

|     > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Edit Line *** 

 1:VPI/VCI                    : 0/  32 

 2:CLP                        :0 

 3:Speed                      :  64kbit/s 

 

<Command> 

 0    :All Item Edit 

 1-3  :Select Edit Item 

 c    :Clear Set 

 Enter:Set The Next Line 

 p    :Set The Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input>0 

② 各設定項目をまとめて一度に設定する場合は「0:All Item Edit」を、特定の項目のみ設定する

場合は「1-3:Select Edit Item」で該当する項番(1～3)を選択してください。またこのライン番号

に登録されている全ての設定値をクリアする場合は、 「c:Clear Set」を選択してください。 

現在のＶＰＩ／ＶＣＩを表示します。 

現在のセル廃棄優先度を表示します。 

現在のＶＣ速度を表示します。 

設定値をクリアします。 

次のライン番号を設定します。 

前のライン番号を設定します。 

ここでは｢0:All Item Edit｣を選択した例です。 

「1～3」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 

ライン番号１を設定中であることを示しています。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.1 ＡＴＭに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 

|     > 2:Edit Line > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 VPI/VCI =0-63/32-1023 

 CLP     =0-1 

 Speed   =64k,96k,100k,128k,192k,256k,300k,384k,500k,512k,768k, 

          1000k,1500k,1536k,2M,2.5M,3M,3.5M,4M,4.5M,5M,6M,...23M,24M 

          (*XXXk=XXXkbit/s,XXXM=XXXMbit/s,XXX=XXXMbit/s) 

Format=(VPI/VCI,CLP,Speed) 

Input>0/32,0,10M 

③ 「Input>」と表示された後に、VPI 値スラッシュ VCI 値、カンマに続けて CLP 設定、更にカンマ

に続けて VC 速度を入力してください（各設定値の間にスペースを入力する必要はありませ

ん）。設定値は上に表示されている値の中から入力してください。 

（ｅｘ．VPI/VCI は｢VPI/VCI =0-63/32-1023｣となっているので、VPI は 0～63 の中から、VCI

は 32～1023 の中から値を入力してください。） 

ここでは「VPI/VCI=0/32」、「CLP=0」、

「Speed=10(Mbit/s)」に設定した例です。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 

|     > 2:Edit Line > 1:VPI/VCI 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** VPI/VCI *** 

 VPI/VCI =0-63/32-1023 

Input>0/32 

ここでは例として「1:VPI/VCI」を選択した場合の画面を示します。 

この場合、VPI/VCI のみの設定となります。 

「1-3:Select Edit Item」を選択した場合には・・・

ここでは「VPI/VCI=0/32」に設定した例です。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.1 ＡＴＭに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 

|     > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Edit Line *** 

 1:VPI/VCI                    : 0/  32 

 2:CLP                        :0 

 3:Speed                      :  10Mbit/s 

 

<Command> 

 0    :All Item Edit 

 1-3  :Select Edit Item 

 c    :Clear Set 

 Enter:Set The Next Line 

 p    :Set The Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

④ 設定が正常に入力された場合、下図のような画面になります。設定が正しく入力されているか

確認してください。 

この後、次のライン番号を設定したい場合は「Ｅｎｔｅｒ」キーを押下します。1 つ前のライン番号

を設定したい場合は｢p｣を入力してください。1つ上の階層に戻りたい場合は｢b｣を入力してくだ

さい。トップページに戻りたい場合は｢t｣を入力してください。 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 

変更された設定値が表示されます。

次のライン番号を設定します。 

ＡＴＭ情報の画面に戻ります。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.2 Ｅｔｈｅｒに関する登録操作 
 ① 「1:Set Temporary Configuration」の画面で「2:Ether」を選択すると、下記画面が表示されま

す。Ｅｔｈｅｒインタフェースの動作モード（オートネゴシエーション、速度、全二重／半二重）を

選択します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 2:Ether 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Ether *** 

 Ether Mode                   :Auto 

 

<Command> 

 1-5:Ether Mode=1-5(1=Auto, 

                    2=100BASE-F, 

                    3=100BASE-H, 

                    4=10BASE-F, 

                    5=10BASE-H) 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>5 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 2:Ether 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Ether *** 

 Ether Mode                   :10BASE-H 

 

<Command> 

 1-5:Ether Mode=1-5(1=Auto, 

                    2=100BASE-F, 

                    3=100BASE-H, 

                    4=10BASE-F, 

                    5=10BASE-H) 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input> 

② 設定が正常に入力された場合、下図のような画面になります。設定が正しく入力されている

か確認してください。 

現在の動作モードを表示します。 

オートネゴシエーションに設定します。 

100BASE-TX、全二重に設定します。 

100BASE-TX、半二重に設定します。 

10BASE-T、全二重に設定します。 

10BASE-T、半二重に設定します。 

ここでは｢5:10BASE-H｣を選択した例です。 

変更された動作モードが表示されます。 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「1:Set Temporary Configuration」の画面で「3:Protocols」を選択すると、下記画面が表示さ

れます。 

プロトコルを変更したい場合は「1:Select Edit Item」を選択します。プロトコルの詳細設定を

表示したい場合は「2:Protocol Information...」を選択します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Protocols *** 

 1:Encapsulation Protocol     :LLC-BRG 

 2:Protocol Information... 

 

<Command> 

 1:Select Edit Item 

 2:Protocol Information... 

 b:Back 

 t:Top 

Input>1 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 1:Encapsulation Protocol 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Encapsulation Protocol *** 

 Encapsulation Protocol=1-3(1=LLC-NISO, 

                            2=LLC-BRG, 

                            3=Through) 

Input>1 

②－① プロトコルを設定します。 

現在のプロトコルを表示します。 

ここでは｢1:Select Edit Item｣を選択した例です。 

現在のプロトコルの詳細設定を表示します。 

ここでは｢Encapsulation Protocol=1(LLC-NISO)｣を選択した例です。 

プロトコルをＬＬＣ－ＮＩＳＯへ設定（②－②へ） 

プロトコルをＬＬＣ－ＢＲＧへ設定（②－③へ） 

プロトコルをＴｈｒｏｕｇｈへ設定（②－④へ） 

 
 
プロトコルとして「ＬＬＣ－ＮＩＳＯ」を選択時、「ＩＰ－ＶＣマッピング詳細情報」の設定が必ず必要となります。工

場出荷時やＤｅｆａｕｌｔ設定時は、「ＩＰ－ＶＣマッピング詳細情報」の設定が未登録のため、必ず下記エラー表示

が行われます。後から必ず「ＩＰ－ＶＣマッピング詳細情報」を設定してください。 

NOTE 

<<<<<<<<<<Bad Configuration!!!!!(Error Code=0343)>>>>>>>>>> 

Error in Protocol/LLC-NISO: 

Proxy IP Address is not set. 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Protocol Information(LLC-NISO) *** 

 1:Aging Time                 :   5m 

 2:Proxy MAC                  :00-00-87-06-92-00 

 3:IP-VC Mapping Information... 

 4:ARP Static Table... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-2:Select Edit Item 

 3  :IP-VC Mapping Information... 

 4  :ARP Static Table... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>>0 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Protocols *** 

 1:Encapsulation Protocol     :LLC-NISO 

 2:Protocol Information... 

 

<Command> 

 1:Select Edit Item 

 2:Protocol Information... 

 b:Back 

 t:Top 

Input>2 

②－② 「2:Protocol Information...」を選択して、プロトコルの詳細設定を表示します。 

ここでは｢2:Protocol Information...｣を選択した例です。 

②－②－① 「Encapsulation Protocol」が「LLC-NISO」時のプロトコルの詳細設定を表示

します。各設定項目をまとめて一度に設定する場合は「0:All Item Edit」を、

特定の項目のみ設定する場合は「1-2:Select Edit Item」で該当する項番(１

～２)を選択してください。「ＩＰ－ＶＣマッピング詳細情報」を表示したい場合

は「3:IP-VC Mapping Information...」を、「ARP スタティックテーブル」を表示し

たい場合は「4:ARP Static Table...」を選択します。 

ここでは「1:Aging Time」、「2:Proxy MAC」を 1 度に設定する 

「0:All Item Edit」を選択した例です。 

変更されたプロトコルが表示されます。 

ＡＲＰエージング時間を表示します。 

ＡＲＰスタティックテーブルを表示します。 

「1～2」の項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 

複数ＶＣ設定時、２つ目以降の 

ＶＣに対するＰｒｏｘｙ ＡＲＰに応答 

する際に使用するＭＡＣアドレス 

を表示します。 

ＩＰ－ＶＣマッピング詳細情報を表示します。 



 ６０

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 Aging Time=1-1200(m) 

 Proxy MAC =00-00-00-00-00-00 - 00-FF-FF-FF-FF-00(*Delete=d) 

Format=(Aging Time,Proxy MAC) 

Input>100,00-FF-FF-FF-FF-00 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Protocol Information(LLC-NISO) *** 

 1:Aging Time                 : 100m 

 2:Proxy MAC                  :00-FF-FF-FF-FF-00 

 3:IP-VC Mapping Information... 

 4:ARP Static Table... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-2:Select Edit Item 

 3  :IP-VC Mapping Information... 

 4  :ARP Static Table... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>3 

「Format=（   ）」に従って、「1:Aging Time」、「2:Proxy MAC」を設定します。

ここでは「Aging Time=100(m)」、 

「2:Proxy MAC=00-FF-FF-FF-FF-00」に設定した例です。 

プロトコルの詳細設定が表示されます。設定した値が正しいか確認してく

ださい。 

次に「3:IP-VC Mapping Information...」を選択して「ＩＰ－ＶＣマッピング詳細

情報」を設定します。 

ここでは｢3 :IP-VC Mapping Information...｣を選択した例です。 

②－②－② 

②－②－③ 

変更された設定値が表示されま

す。 



 ６１

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 3:IP-VC Mapping Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** IP-VC Mapping Information *** 

 1-17    :Edit Line 

 l,(1-17):List Line(No Entry:Line=1) 

 b       :Back 

 t       :Top 

Input>1 ここではライン番号 1 に設定する例です。 

「ＩＰ－ＶＣマッピング詳細情報」を設定します。設定を行いたいライン番号（１

～１７）を選択します。このライン番号は「ＡＴＭに関する登録操作」で設定し

たライン番号に対応します。 

各設定項目をまとめて一度に入力する場合は「0:All Item Edit」を、特定の項

目のみ修正する場合は「1-3:Select Edit Item」で該当する項番(1～3)を選択

してください。またこのライン番号に登録されている全ての設定値をクリアす

る場合は、「c:Clear Set」を選択してください。 

②－②－④ 

②－②－⑤ 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 3:IP-VC Mapping Information > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  32> 

 1:Proxy IP Adr               : 

 2:Local Network Adr          : 

 3:Local Gateway Adr          : 

 

<Command> 

 0    :All Item Edit 

 1-3  :Select Edit Item 

 c    :Clear Set 

 Enter:Set The Next Line 

 p    :Set The Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input>0 

本設定に対応するＶＰＩ／ＶＣＩが表示されます。 

設定値をクリアします。 

次のライン番号を設定します。 

前のライン番号を設定します。 

「1～3」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 

現在の設定値が表示されます。 

ここでは「1:Proxy IP Adr」、「2:Local Network Adr」、「3:Local Gateway Adr」を

1 度に設定する「0:All Item Edit」を選択した例です。 

ライン番号１を設定中であることを示しています。 

設定したいライン番号を選択します。 

表示したいライン番号（１～１７）以降のリストを

表示します。表示したいライン番号（１～１７）

を”l,”に続けて入力します。 



 ６２

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Input>」と表示された後に、プロキシＡＲＰを行うＩＰアドレス（またはネットワ

ークアドレス）、カンマに続けてＥｔｈｅｒインタフェース側のネットワークアドレ

ス、更にカンマに続けてゲートウェイアドレスを入力してください（各設定値の

間にスペースを入力する必要はありません）。 

②－②－⑥ 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 3:IP-VC Mapping Information > 1:Edit Line > 

|     > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 Proxy IP Adr     =0.0.0.1-255.255.255.254/1-32 

 Local Network Adr=0.0.0.1-255.255.255.254/1-30 

 Local Gateway Adr=0.0.0.1-255.255.255.254(*Delete=0.0.0.0) 

Format=(Proxy IP Adr,Local Network Adr,Local Gateway Adr) 

Input>192.168.0.1/32,192.168.0.0/30,192.168.0.2 

ここでは「Proxy IP Adr=192.168.0.1/32」、「Local Network Adr=192.168.0.0/30」、「Local 

Gateway Adr=192.168.0.2」に設定した例です。 

 
 
「Proxy IP Adr」として単独のＩＰアドレスを設定する場合、プレフィックス長を「/32」または「省略」としてくださ

い。「Proxy IP Adr」としてネットワークアドレスを設定する場合、プレフィックス長によりネットワークアドレスの

範囲を指定してください。 

NOTE 



 ６３

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライン番号１の「ＩＰ－ＶＣマッピングの詳細設定」が表示されます。設定した

値が正しいか確認してください。この後、次のライン番号を設定したい場合

は「Ｅｎｔｅｒ」キーを押下します。1 つ前のライン番号を設定したい場合は｢p｣を

入力してください。1 つ上の階層に戻りたい場合は｢b｣を入力してください。ト

ップページに戻りたい場合は｢t｣を入力してください。 

②－②－⑦ 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 3:IP-VC Mapping Information > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  32> 

 1:Proxy IP Adr               :192.168.  0.  1 

 2:Local Network Adr          :192.168.  0.  0/30 

 3:Local Gateway Adr          :192.168.  0.  2 

 

<Command> 

 0    :All Item Edit 

 1-3  :Select Edit Item 

 c    :Clear Set 

 Enter:Set The Next Line 

 p    :Set The Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input>b 

変更された設定値が表示されま

す。 

次のライン番号を設定します。 

プロトコルの詳細設定に戻ります。 

この例では、プロトコルの詳細設定に戻ります。 



 ６４

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 4:ARP Static Table 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** ARP Static Table *** 

 1-64    :Edit Line 

 l,(1-64):List Line(No Entry:Line=1) 

 b       :Back 

 t       :Top 

Input>1 ここではライン番号１に設定する例です。 

ＡＲＰのスタティックテーブルの設定を行いたいＬｉｎｅ（１～６４）を選択します。

 

②－②－⑨ 

次に「ＡＲＰスタティックテーブル」を設定する場合は、「4:ARP Static Table...」

を選択します。 

②－②－⑧ 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Protocol Information(LLC-NISO) *** 

 1:Aging Time                 : 100m 

 2:Proxy MAC                  :00-FF-FF-FF-FF-00 

 3:IP-VC Mapping Information... 

 4:ARP Static Table... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-2:Select Edit Item 

 3  :IP-VC Mapping Information... 

 4  :ARP Static Table... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>4 ここでは「4:ARP Static Table...」を設定した例です。 

設定したいライン番号を選択します。 

表示したいライン番号（１～６４）以降のリストを

表示します。表示したいライン番号（１～６４）

を”l,”に続けて入力します。 



 ６５

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 4:ARP Static Table > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Edit Line *** 

 1:IP Adr                     : 

 2:MAC Adr                    : 

 

<Command> 

 0    :All Item Edit 

 1-2  :Select Edit Item 

 c    :Clear Set 

 Enter:Set The Next Line 

 p    :Set The Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input>0 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 4:ARP Static Table > 1:Edit Line > 

|     > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 IP Adr =0.0.0.1-255.255.255.254 

 MAC Adr=00-00-00-00-00-00 - FF-FF-FF-FF-FF-FF 

Format=(IP Adr,MAC Adr) 

Input>192.168.0.2,11-22-33-44-55-66 

ライン番号１のＡＲＰスタティックテーブルの設定が表示されます。「1:IP 

Adr」、「2:MAC Adr」を 1 度に設定する場合は「0:All Item Edit」を選択します。

1 つずつ設定する場合は「1:IP Adr」、または「2:MAC Adr」を選択します。 

ここでは「1:IP Adr」、「2:MAC Adr」を 1 度に設定する「0:All Item Edit」

を選択した例です。 

ここでは「IP Adr=192.168.0.2」、「MAC 

Adr=11-22-33-44-55-66」に設定した例です。 

「Format=（   ）」に従って、「1:IP Adr」、「2:MAC Adr」を設定します。 

②－②－⑩ 

②－②－⑪ 

設定値をクリアします。 

次のライン番号を設定します。 

前のライン番号を設定します。 

「1～2」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 

現在の設定値が表示されます。 

ライン番号 1 を設定中であることを示しています。 



 ６６

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 4:ARP Static Table > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Edit Line *** 

 1:IP Adr                     :192.168.  0.  2 

 2:MAC Adr                    :11-22-33-44-55-66 

 

<Command> 

 0    :All Item Edit 

 1-2  :Select Edit Item 

 c    :Clear Set 

 Enter:Set The Next Line 

 p    :Set The Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

ライン番号 1 のＡＲＰスタティックテーブルの設定が表示されます。設定した

値が正しいか確認してください。この後、次のＬｉｎｅを設定したい場合は「Ｅｎｔ

ｅｒ」キーを押下します。1 つ前のＬｉｎｅを設定したい場合は｢p｣を入力してくだ

さい。1 つ上の階層に戻りたい場合は｢b｣を入力してください。トップページに

戻りたい場合は｢t｣を入力してください。 

②－②－⑫ 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 

変更された設定値が表示されます。



 ６７

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Protocols *** 

 1:Encapsulation Protocol     :LLC-BRG 

 2:Protocol Information... 

 

<Command> 

 1:Select Edit Item 

 2:Protocol Information... 

 b:Back 

 t:Top 

Input>2 

②－③ 「2:Protocol Information...」を選択して、プロトコルの詳細設定を表示します。 

ここでは｢2:Protocol Information...｣を選択した例です。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Protocol Information(LLC-BRG/Through) *** 

 1:Action Mode                :MAC-VC Mapping 

 2:Bridge Information... 

 

<Command> 

 1:Select Edit Item 

 2:Bridge Information... 

 b:Back 

 t:Top 

Input>1 

②－③－① 「Encapsulation Protocol」が「LLC-BRG」時のプロトコルの詳細設定を表示し

ます。「Action Mode」を変更したい場合は「1:Action Mode」を選択します。ブ

リッジの詳細設定を表示したい場合は「2:Bridge Information...」を選択しま

す。 

ここでは「1:Action Mode」を選択した例です。 

変更されたプロトコルが表示されます。 



 ６８

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 1:Action Mode 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Action Mode *** 

 Action Mode=1-2(1=MAC-VC Mapping,2=VLANID-VC Mapping) 

Input>1 

②－③－② 「Action Mode」を設定します。 

ここでは「Action Mode=1(MAC-VC Mapping)」を選択した例です。（②

－③－③へ） 

（「Action Mode=2(VLANID-VC Mapping)」を選択した場合は②－③

－⑦へ） 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Protocol Information(LLC-BRG/Through) *** 

 1:Action Mode                :MAC-VC Mapping 

 2:Bridge Information... 

 

<Command> 

 1:Select Edit Item 

 2:Bridge Information... 

 b:Back 

 t:Top 

Input>2 

②－③－③ 「2:Bridge Information...」を選択して、ブリッジ系の詳細設定を表示します。 

ここでは「2:Bridge Information...」を選択して「Action Mode」が

「MAC-VC Mapping」時のブリッジ系の詳細設定を表示します。 

 



 ６９

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Bridge Information(MAC-VC Mapping) *** 

 1:MAC Learning                :On 

 2:Aging Time                  :   5m 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-2:Select Edit Item 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>0 

②－③－④ 「Action Mode」が「MAC-VC Mapping」時のブリッジ系の詳細設定を表示しま

す。各設定項目をまとめて一度に設定する場合は「0:All Item Edit」を、特定

の項目のみ設定する場合は「1-2:Select Edit Item」で該当する項番（１～２）

を選択してください。 

ここでは「1:MAC Learning」、「2:Aging Time」を 1 度に設定する「0:All 

Item Edit」を選択した例です。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 MAC Learning=1-2(1=On,2=Off) 

 Aging Time  =1-1200(m) 

Format=(MAC Learing,Aging Time) 

Input>1,100 

②－③－⑤ 「Format=（   ）」に従って、「1:Mac Learning」、「2:Aging Time」を設定して

ください。 

ここでは「MAC Learning=1(On)」、「Aging Time=100(m)」に設定した例

です。 



 ７０

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Bridge Information(MAC-VC Mapping) *** 

 1:MAC Learning                :On 

 2:Aging Time                  : 100m 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-2:Select Edit Item 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input> 

ブリッジ系の詳細設定が表示されます。設定した値が正しいか確認してくだ

さい。 

②－③－⑥ 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 



 ７１

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Protocol Information(LLC-BRG/Through) *** 

 1:Action Mode                :VLANID-VC Mapping 

 2:Bridge Information... 

 

<Command> 

 1:Select Edit Item 

 2:Bridge Information... 

 b:Back 

 t:Top 

Input>2 

②－③－⑦ 「2:Bridge Information...」を選択して、ブリッジ系の詳細設定を表示します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Bridge Information(VLANID-VC Mapping) *** 

 1-17    :Edit Line 

 l,(1-17):List Line(No Entry:Line=1) 

 b       :Back 

 t       :Top 

Input>1 

②－③－⑧ 「Action Mode」が「VLANID-VC Mapping」時のブリッジ系の詳細設定を表示

します。設定したいライン番号（１～１７）を選択して、「ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピ

ング詳細情報」を表示します。このライン番号は「ＡＴＭに関する登録操作」

で設定したライン番号に対応します。 

ここではライン番号１に設定してある VC に「ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピン

グ詳細情報」を設定した例です。 

ここでは「2:Bridge Information...」を選択して「Action Mode」が

「VLANID-VC Mapping」時のブリッジ系の詳細設定を表示します。 

 



 ７２

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  32> 

 1:VLAN-tag Add/Delete        :Off 

 2:VLAN-ID1                   : 

 3:VLAN-ID2                   : 

 4:VLAN-ID3                   : 

 5:VLAN-ID4                   : 

 

<Command> 

 0    :All Item Edit 

 1-5  :Select Edit Item 

 c,2-5:Clear Set 

 Enter:Set The Next Line 

 p    :Set The Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input>0 

②－③－⑨ 各設定項目をまとめて一度に設定する場合は「0:All Item Edit」を、特定の項

目のみ設定する場合は「1-5:Select Edit Item」で該当する項番（１～５）を選

択してください。また、このライン番号に設定されているＶＬＡＮ－ＩＤをクリア

する場合は、「c」、及び「，（カンマ）」のあとにクリアしたいＶＬＡＮ－ＩＤの番号

（２～５）を入力してください。（ｅｘ．ＶＬＡＮ－ＩＤ３をクリアしたい場合は「c,4」と

入力する） 

ここでは「0:All Item Edit」を選択した例です。 

本設定に対応するＶＰＩ／ＶＣＩが表示されます。 

設定値をクリアします。 

次のライン番号を設定します。 

前のライン番号を設定します。 

「1～5」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 

現在の設定値が表示されます。 

ライン番号１を設定中であることを示しています。 



 ７３

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information > 1:Edit Line > 

|     > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 VLAN-tag Add/Delete=1-2(1:On,2:Off) 

 VLAN-ID1           =0-4094 

 VLAN-ID2           =0-4094 

 VLAN-ID3           =0-4094 

 VLAN-ID4           =0-4094 

Format=(VLAN-tag Add/Delete,VLAN-ID1,VLAN-ID2,VLAN-ID3,VLAN-ID4) 

Input>1,10,20 

「Format=（   ）」に従って、「1:VLAN-tag Add/Delete」、「2:VLAN-ID1」、

「3:VLAN-ID2」、「4:VLAN-ID3」、「5:VLAN-ID4」を設定してください。 
②－③－⑩ 

ここでは「VLAN-tag Add/Delete=1(On)」、「VLAN-ID1=10」、

「VLAN-ID2=20」に設定した例です。 

 
 
「VLAN-ID」は 1 つの VC につき 4 つまでマッピングすることができます。上記の例のように入力することで

「VLAN-ID」をマッピングしたい数だけ設定することができます。 

NOTE 



 ７４

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成情報の設定が正しくされていない場合には下図のような画面になります。設定

内容を確かめて入力しなおしてください。（「Error Code=0350」はエラーコードです。

エラーコードの内容は「3.7.2 構成情報の整合性エラー」を参照してください） 

設定が正しく入力されていない場合には・・・

<<<<<<<<<<Bad Configuration!!!!!(Error Code=0350)>>>>>>>>>> 

Error in Protocol/VLANID-VC Mapping: 

Only VLAN+IP Maintenance is available,in VLANID-VC Mapping Mode. 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  32> 

 1:VLAN-tag Add/Delete        :On 

 2:VLAN-ID1                   :  10 

 3:VLAN-ID2                   :  20 

 4:VLAN-ID3                   : 

 5:VLAN-ID4                   : 

 

<Command> 

 0    :All Item Edit 

 1-5  :Select Edit Item 

 c,2-5:Clear Set 

 Enter:Set The Next Line 

 p    :Set The Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

ライン番号１の「ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピングの詳細設定」が表示されます。設

定した値が正しいか確認してください。この後、次のライン番号を設定したい

場合は「Ｅｎｔｅｒ」キーを押下します。1 つ前のライン番号を設定したい場合は

｢p｣を入力してください。1 つ上の階層に戻りたい場合は｢b｣を入力してくださ

い。トップページに戻りたい場合は｢t｣を入力してください。 

②－③－⑪ 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 

変更された設定値が表示されます。 

次のライン番号を設定します。 

ブリッジ系の詳細設定に戻ります。 



 ７５

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Protocols *** 

 1:Encapsulation Protocol     :Through 

 2:Protocol Information... 

 

<Command> 

 1:Select Edit Item 

 2:Protocol Information... 

 b:Back 

 t:Top 

Input>2 

②－④ 「2:Protocol Information...」を選択して、プロトコルの詳細設定を表示します。 

ここでは｢2:Protocol Information...｣を選択した例です。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Protocol Information(LLC-BRG/Through) *** 

 1:Action Mode                :MAC-VC Mapping 

 2:Bridge Information... 

 

<Command> 

 1:Select Edit Item 

 2:Bridge Information... 

 b:Back 

 t:Top 

Input>1 

②－④－① 「Encapsulation Protocol」が「Through」時のプロトコルの詳細設定を表示し

ます。「Action Mode」を変更したい場合は「1:Action Mode」を選択します。ブ

リッジの詳細設定を表示したい場合は「2:Bridge Information...」を選択しま

す。 

ここでは「1:Action Mode」を選択した例です。 



 ７６

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 1:Action Mode 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Action Mode *** 

 Action Mode=1-2(1=MAC-VC Mapping,2=VLANID-VC Mapping) 

Input>1 

②－④－② 「Action Mode」を設定します。 

ここでは「Action Mode=1(MAC-VC Mapping)」を選択した例です。（②

－④－③へ） 

（「Action Mode=2(VLANID-VC Mapping)」を選択した場合は②－④

－⑦へ） 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Protocol Information(LLC-BRG/Through) *** 

 1:Action Mode                :MAC-VC Mapping 

 2:Bridge Information... 

 

<Command> 

 1:Select Edit Item 

 2:Bridge Information... 

 b:Back 

 t:Top 

Input>2 

②－④－③ 「2:Bridge Information...」を選択して、ブリッジ系の詳細設定を表示します。 

ここでは「2:Bridge Information...」を選択して「Action Mode」が

「MAC-VC Mapping」時のブリッジ系の詳細設定を表示します。 

 



 ７７

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Bridge Information(MAC-VC Mapping) *** 

 1:MAC Learing                :On 

 2:Aging Time                 :   5m 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-2:Select Edit Item 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>0 

②－④－④ 「Action Mode」が「MAC-VC Mapping」時のブリッジ系の詳細設定を表示しま

す。各設定項目をまとめて一度に設定する場合は「0:All Item Edit」を、特定

の項目のみ設定する場合は「1-2:Select Edit Item」で該当する項番（１～２）

を選択してください。 

ここでは「1:MAC Learing」、「2:Aging Time」を 1 度に設定する「0:All 

Item Edit」を選択した例です。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 MAC Learning=1-2(1=On,2=Off) 

 Aging Time  =1-1200(m) 

Format=(MAC Learing,Aging Time) 

Input>1,100 

②－④－⑤ 「Format=（   ）」に従って、「1:MAC Learning」、「2:Aging Time」を設定して

ください。 

ここでは「MAC Learning=1(On)」、「Aging Time=100(m)」に設定した例

です。 



 ７８

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Bridge Information(MAC-VC Mapping) *** 

 1:MAC Learing                :On 

 2:Aging Time                 : 100m 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-2:Select Edit Item 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input> 

ブリッジ系の詳細設定が表示されます。設定した値が正しいか確認してくだ

さい。 

②－④－⑥ 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 



 ７９

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Protocol Information(LLC-BRG/Through) *** 

 1:Action Mode                :VLANID-VC Mapping 

 2:Bridge Information... 

 

<Command> 

 1:Select Edit Item 

 2:Bridge Information... 

 b:Back 

 t:Top 

Input>2 

②－④－⑦ 「2:Bridge Information...」を選択して、ブリッジ系の詳細設定を表示します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Bridge Information(VLANID-VC Mapping) *** 

 1-17    :Edit Line 

 l,(1-17):List Line(No Entry:Line=1) 

 b       :Back 

 t       :Top 

Input>1 

②－④－⑧ 「Action Mode」が「VLANID-VC Mapping」時のブリッジ系の詳細設定を表示

します。設定したいライン番号（１～１７）を選択して、「ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピ

ング詳細情報」を表示します。このライン番号は「ＡＴＭに関する登録操作」

で設定したライン番号に対応します。 

ここではライン番号１に設定してある VC に「ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピン

グ詳細情報」を設定した例です。 

ここでは「2:Bridge Information...」を選択して「Action Mode」が

「VLANID-VC Mapping」時のブリッジ系の詳細設定を表示します。 

 



 ８０

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  32> 

 1:VLAN-tag Add/Delete        :Off 

 2:VLAN-ID1                   : 

 3:VLAN-ID2                   : 

 4:VLAN-ID3                   : 

 5:VLAN-ID4                   : 

 

<Command> 

 0    :All Item Edit 

 1-5  :Select Edit Item 

 c,2-5:Clear Set 

 Enter:Set The Next Line 

 p    :Set The Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input>0 

②－④－⑨ 各設定項目をまとめて一度に設定する場合は「0:All Item Edit」を、特定の項

目のみ設定する場合は「1-5:Select Edit Item」で該当する項番（１～５）を選

択してください。また、このライン番号に設定されているＶＬＡＮ－ＩＤをクリア

する場合は、「c」、及び「，（カンマ）」のあとにクリアしたいＶＬＡＮ－ＩＤの番号

（２～５）を入力してください。（ｅｘ．ＶＬＡＮ－ＩＤ３をクリアしたい場合は「c,4」と

入力する） 

ここでは「0:All Item Edit」を選択した例です。 

本設定に対応するＶＰＩ／ＶＣＩが表示されます。 

設定値をクリアします。 

次のライン番号を設定します。 

前のライン番号を設定します。 

「1～5」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 

現在の設定値が表示されます。 

ライン番号１を設定中であることを示しています。 



 ８１

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information > 1:Edit Line > 

|     > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 VLAN-tag Add/Delete=1-2(1:On,2:Off) 

 VLAN-ID1           =0-4094 

 VLAN-ID2           =0-4094 

 VLAN-ID3           =0-4094 

 VLAN-ID4           =0-4094 

Format=(VLAN-tag Add/Delete,VLAN-ID1,VLAN-ID2,VLAN-ID3,VLAN-ID4) 

Input>1,10,20 

各設定項目を「Format=（   ）」に従って設定してください。 ②－④－⑩ 

ここでは「VLAN-tag Add/Delete=1(On)」、「VLAN-ID1=10」、

「VLAN-ID2=20」に設定した例です。 

 
 
「VLAN-ID」は 1 つの VC につき 4 つまでマッピングすることができます。上記の例のように入力することで

「VLAN-ID」をマッピングしたい数だけ設定することができます。 

NOTE 



 ８２

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.3 Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成情報の設定が正しくされていない場合には下図のような画面になります。設定

内容を確かめて入力しなおしてください。（「Error Code=0350」はエラーコードです。

エラーコードの内容は「3.7.2 構成情報の整合性エラー」を参照してください） 

設定が正しく入力されていない場合には・・・

<<<<<<<<<<Bad Configuration!!!!!(Error Code=0350)>>>>>>>>>> 

Error in Protocol/VLANID-VC Mapping: 

Only VLAN+IP Maintenance is available,in VLANID-VC Mapping Mode. 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 

|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  32> 

 1:VLAN-tag Add/Delete        :On 

 2:VLAN-ID1                   :  10 

 3:VLAN-ID2                   :  20 

 4:VLAN-ID3                   : 

 5:VLAN-ID4                   : 

 

<Command> 

 0    :All Item Edit 

 1-5  :Select Edit Item 

 c,2-5:Clear Set 

 Enter:Set The Next Line 

 p    :Set The Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

ライン番号１の「ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピングの詳細設定」が表示されます。設

定した値が正しいか確認してください。この後、次のライン番号を設定したい

場合は「Ｅｎｔｅｒ」キーを押下します。1 つ前のライン番号を設定したい場合は

｢p｣を入力してください。1 つ上の階層に戻りたい場合は｢b｣を入力してくださ

い。トップページに戻りたい場合は｢t｣を入力してください。 

②－④－⑪ 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 

変更された設定値が表示されます。 

次のライン番号を設定します。 

ブリッジの詳細設定に戻ります。 



 ８３

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「1:Set Temporary Configuration」の画面で「4:Priority Ctl」を選択すると、下記画面が表示さ

れます。各設定項目をまとめて一度に設定する場合は「0:All Item Edit」を、特定の項目のみ

設定する場合は「1-4:Select Edit Item」で該当する項番(1～４)を選択してください。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Ctl *** 

 1:Priority Mode              :No Use 

 2:WFQ Queue Limit            :--- 

 3:VLAN-tag Ctl               :No Use 

 4:Maintenance Frame Queue No :--- 

 5:No Priority Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 5  :No Priority Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>0 ここでは｢0:All Item Edit｣を選択した例です。 

現在の設定値が表示されます。 

「1～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 

現在の非優先制御情報を表示します。

（Priority Mode=No Use 時） 



 ８４

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「Format=（   ）」に従って、「1:Priority Mode」、「2:WFQ Queue Limit」、「3:VLAN-tag Ctl」、

「4:Maintenance Frame Queue No」を設定します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 Priority Mode             =1-7(1=No Use, 

                                2=IPv4-TOS Base, 

                                3=IPv4-Diffserv Base, 

                                4=VLAN-tag Priority Base, 

                                5=VLAN-ID Base, 

                                6=TCP/UDP Port No Base, 

                                7=IPv4-IP Adr Base) 

 WFQ Queue Limit           =0-8(0=No WFQ Queue,1-8=Queue No) 

 VLAN-tag Ctl              =1-3(1=No Use,2=VLAN-tag Add/Delete,3=COS Mapping) 

 Maintenance Frame Queue No=1-8 

Format=(Priority Mode,WFQ Queue Limit,VLAN-tag Ctl,Maintenance Frame Queue No) 

Input>>2,2,2,1 ここでは「1:Priority Mode=2(IPv4-TOS Base)」、「2:WFQ Queue 

Limit=2」、「3:VLAN-tag Ctl=2(VLAN-tag Add/Delete)」、 

「4:Maintenance Frame Queue No=1」に設定した例です。 

「No Use」に設定（⑩へ） 

「IPv4-TOS BASE」に設定（③と⑨へ） 

「VLAN-tag Priority BASE」に設定 

（⑤と⑨へ） 

「IPv4-Diffserv BASE」に設定（④と⑨へ）

「VLAN-ID BASE」に設定（⑥と⑨へ） 
「TCP/UDP Port No BASE」に設定 

（⑦と⑨へ） 

「IPv4-IP Adr BASE」に設定（⑧と⑨へ） 



 ８５

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
「WFQ Queue Limit」「Maintenance Frame Queue No」は「Priority Mode」が「No Use 以外」選択時有効です。

「Priority Mode」が「No Use」選択時は「WFQ Queue Limit」「Maintenance Frame Queue No」に設定した値が表

示されません。 

NOTE 

*** All Item Edit *** 

 Priority Mode             =1-7(1=No Use, 

                                2=IPv4-TOS Base, 

                                3=IPv4-Diffserv Base, 

                                4=VLAN-tag Priority Base, 

                                5=VLAN-ID Base, 

                                6=TCP/UDP Port No Base, 

                                7=IPv4-IP Adr Base) 

 WFQ Queue Limit           =0-8(0=No WFQ Queue,1-8=Queue No) 

 VLAN-tag Ctl              =1-3(1=No Use,2=VLAN-tag Add/Delete,3=COS Mapping) 

 Maintenance Frame Queue No=1-8 

Format=(Priority Mode,WFQ Queue Limit,VLAN-tag Ctl,Maintenance Frame Queue No) 

Input>1,1,2,1 

 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Ctl *** 

 1:Priority Mode              :No Use 

 2:WFQ Queue Limit            :--- 

 3:VLAN-tag Ctl               :VLAN-tag Add/Delete 

 4:Maintenance Frame Queue No :--- 

 5:No Priority Information... 

「Priority Mode=1(No Use)」、「WFQ Queue Limit=1」、「VLAN-tag 

Ctl=2(VLAN-tag Add/Delete)」、「Maiantenance Frame Queue No=1」

に設定します。 

設定した値（「WFQ Queue Limit=1」）は表示され

ません。 

設定した値（「Maintenance Frame Queue No=1」）

は表示されません。 



 ８６

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
「Priority Mode」が「No Use」選択時は項番 5 に「5:No Priority Information...」が表示されますが、 

「Priority Mode」が「No Use 以外」選択時は項番 5 に「5:Queue Information...」が表示されます。 

 

NOTE 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Ctl *** 

 1:Priority Mode              :IPv4-TOS Base 

 2:WFQ Queue Limit            :No WFQ Queue 

 3:VLAN-tag Ctl               :No Use 

 4:Maintenance Frame Queue No :1 

 5:Queue Information... 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Ctl *** 

 1:Priority Mode              :No Use 

 2:WFQ Queue Limit            :--- 

 3:VLAN-tag Ctl               :No Use 

 4:Maintenance Frame Queue No :--- 

 5:No Priority Information... 

 

「Priority Mode」が「No Use」選択時は、 

「5:No Priority Information...」が表示されます。 

「No Use」選択時 

「No Use 以外（ここでは IPv4-TOS Base）」選択時

「Priority Mode」が「No Use 以外」選択時は、 

「5:Queue Information...」が表示されます。 



 ８７

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Ctl *** 

 1:Priority Mode              :IPv4-TOS Base 

 2:WFQ Queue Limit            :Queue2 

 3:VLAN-tag Ctl               :VLAN-tag Add/Delete 

 4:Maintenance Frame Queue No :1 

 5:Queue Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 5  :Queue Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>5 

「Priority Mode」が「IPv4-TOS Base」選択時の優先制御の詳細設定を表示します。登録した

値が正しいか確認してください。 

次に「5：Queue Information...」を選択し、キュー情報の詳細を表示します。 

③ 

ここでは｢5:Queue Information｣を選択した例です。 

変更された優先制御のモードが 

表示されます。 

現在のキュー情報の詳細を表示します。 

（Priority Mode＝No Use 以外選択時） 

「1～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 



 ８８

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「キュー情報」の詳細が表示されます。設定を行いたいキュー番号（1～8）を選択しま

す。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Queue Information *** 

Queue    Size  Weight  CLP  TOS                        TPID  COS  CFI  VLAN-ID 

    8                                                   ---  ---  ---      --- 

    7                                                   ---  ---  ---      --- 

    6                                                   ---  ---  ---      --- 

    5                                                   ---  ---  ---      --- 

    4                                                   ---  ---  ---      --- 

    3                                                   ---  ---  ---      --- 

    2                                                   ---  ---  ---      --- 

    1      50     100  ATM 

 

<Command> 

 1-8    :Edit Queue 

 l,(1-8):List Queue(No Entry:Queue=8) 

 b      :Back 

 t      :Top 

Inpu>1 

③ｰ① 

ここではキュー番号１に設定する例です。 

設定したいキュー番号を選択します。 

表示したいキュー番号（１～８）のリストを表示し

ます。表示したいライン番号（１～８）を”l,”に続

けて入力します。 



 ８９

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Queue *** 

 1:Priority Information... 

 2:Queue Size                 : 50 

 3:Queue Weight               :100 

 4:CLP Mapping                :ATM 

 5:VLAN-tag Ctl Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1  :Priority Information... 

 2-4:Select Edit Item 

 5  :VLAN-tag Ctl Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>1 

キュー番号 1 の「キューの詳細設定」が表示されます。「1:Priority Information...」を選択

して、優先制御情報を表示します。 
③ｰ② 

キュー番号１を設定中であることを示します。 

現在の設定が表示されます。 

「2～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 

優先制御情報を表示します。 

VLAN タグ制御情報を表示します。 

ここでは｢1:Priority Information…｣を選択した例です。 



 ９０

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ｰ③ 「優先制御情報」を表示します。設定を行いたいライン番号（1～8）を選択します。ま

た、このライン番号に設定されている値をクリアする場合は「ｃ」、及び「，（カンマ）」の

後にクリアしたいライン番号（1～8）を入力してください。（ｅｘ．ライン 1 をクリアしたい場

合は「ｃ，1」と入力する） 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Information *** 

Line  TOS 

   1 

   2 

   3 

   4 

   5 

   6 

   7 

   8 

 

<Command> 

 1-8  :Edit Line 

 c,1-8:Clear Set Select Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input>1 

IPv4 ヘッダの TOS 値を登録してください。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information > 

|     > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** TOS *** 

 TOS=0-7 

Input>7 

③ｰ④ 

ここでは｢ライン番号=1｣を選択した例です。 

ここでは｢TOS=7｣に設定した例です。 



 ９１

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Information *** 

Line  TOS 

   1    7 

   2 

   3 

   4 

   5 

   6 

   7 

   8 

 

<Command> 

 1-8  :Edit Line 

 c,1-8:Clear Set Select Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 

「優先制御情報」が表示されます。登録した値が正しいか確認してください。また、他

のラインを設定したい場合は、設定したいライン番号を入力してください。 

設定完了後、｢b｣を入力し 1 つ上の階層に戻ってください。続いてキューの設定を行い

ます。→ ⑨へ 

③ｰ⑤ 



 ９２

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Ctl *** 

 1:Priority Mode              :IPv4-Diffserv Base 

 2:WFQ Queue Limit            :Queue2 

 3:VLAN-tag Ctl               :VLAN-tag Add/Delete 

 4:Maintenance Frame Queue No :1 

 5:Queue Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 5  :Queue Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>5 ここでは｢5:Queue Information｣を選択した例です。 

変更された優先制御のモードが 

表示されます。 

現在の優先キュー情報の詳細設定を表示します。

（Priority Mode＝No Use 以外選択時） 

「1～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 

「Priority Mode」が「IPv4-TOS Diffserv Base」選択時の優先制御の詳細設定を表示します。

登録した値が正しいか確認してください。 

次に「5：Queue Information...」を選択し、キュー情報の詳細を表示します。 

④ 



 ９３

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Queue Information *** 

Queue    Size  Weight  CLP  Diffserv                   TPID  COS  CFI  VLAN-ID 

    8                                                   ---  ---  ---      --- 

    7                                                   ---  ---  ---      --- 

    6                                                   ---  ---  ---      --- 

    5                                                   ---  ---  ---      --- 

    4                                                   ---  ---  ---      --- 

    3                                                   ---  ---  ---      --- 

    2                                                   ---  ---  ---      --- 

    1      50     100  ATM 

 

<Command> 

 1-8    :Edit Queue 

 l,(1-8):List Queue(No Entry:Queue=8) 

 b      :Back 

 t      :Top 

Input>1 

「キュー情報」の詳細が表示されます。設定を行いたいキュー番号（1～8）を選択しま

す。 

④ｰ① 

ここではキュー番号１に設定する例です。 

設定したいキュー番号を選択します。 

表示したいキュー番号（１～８）のリストを表示し

ます。表示したいライン番号（１～８）を”l,”に続

けて入力します。 



 ９４

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キュー番号 1 の「キューの詳細設定」が表示されます。「1:Priority Information...」を選

択して、優先制御情報を表示します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Queue *** 

 1:Priority Information... 

 2:Queue Size                 : 50 

 3:Queue Weight               :100 

 4:CLP Mapping                :ATM 

 5:VLAN-tag Ctl Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1  :Priority Information... 

 2-4:Select Edit Item 

 5  :VLAN-tag Ctl Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>1 

④ｰ② 

ここでは｢1:Priority Information…｣を選択した例です。 

キュー番号１を設定中であることを示しています。 

現在の設定が表示されます。 

「2～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 

優先制御情報を表示します。 

VLAN タグ制御情報を表示します。 



 ９５

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Information *** 

Line  Diffserv 

   1 

   2 

   3 

   4 

   5 

   6 

   7 

   8 

 

<Command> 

 1-8  :Edit Line 

 c,1-8:Clear Set Select Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input>1 

「優先制御情報」を表示します。設定を行いたいライン番号（1～8）を選択します。ま

た、このライン番号に設定されている値をクリアする場合は「ｃ」、及び「，（カンマ）」の

後にクリアしたいライン番号（1～8）を入力してください。（ｅｘ．ライン 1 をクリアしたい場

合は「ｃ，1」と入力する） 

④ｰ③ 

IPv4 ヘッダの Diffserv 値 を範囲または値で登録してください。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information > 

|     > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Diffserv *** 

 Diffserv=0-63 - 0-63 

Input>50-60 

Input>24 

④ｰ④ 

ここでは｢ライン番号=1｣を選択した例です。 

これは範囲指定で 50～60 までの Diffserv を設定した例です。 

これは値指定で「Diffserv=24」を設定した例です。 



 ９６

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Information *** 

Line  Diffserv 

   1        50-60 

   2 

   3 

   4 

   5 

   6 

   7 

   8 

 

<Command> 

 1-8  :Edit Line 

 c,1-8:Clear Set Select Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

「優先制御情報」が表示されます。登録した値が正しいか確認してください。また、他

のラインを設定したい場合は、設定したいライン番号を入力してください。 

設定完了後、｢b｣を入力し 1 つ上の階層に戻ってください。続いてキューの設定を行い

ます。→ ⑨へ 

④ｰ⑤ 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 



 ９７

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Ctl *** 

 1:Priority Mode              :VLAN-tag Priority Base 

 2:WFQ Queue Limit            :Queue2 

 3:VLAN-tag Ctl               :VLAN-tag Add/Delete 

 4:Maintenance Frame Queue No :1 

 5:Queue Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 5  :Queue Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>5 

「Priority Mode」が「VLAN-tag Priority Base」選択時の優先制御の詳細設定を表示します。

登録した値が正しいか確認してください。 

次に「5：Queue Information...」を選択し、キュー情報の詳細を表示します。 

⑤ 

ここでは｢5:Queue Information｣を選択した例です。 

変更された優先制御のモード

が表示されます。 

現在の優先キュー情報の詳細設定を表示します。

（Priority Mode＝No Use 以外選択時） 

「1～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 



 ９８

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「キュー情報」の詳細が表示されます。設定を行いたいキュー番号（1～8）を選択しま

す。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Queue Information *** 

Queue    Size  Weight  CLP  VLAN-tag                   TPID  COS  CFI  VLAN-ID 

    8                                                   ---  ---  ---      --- 

    7                                                   ---  ---  ---      --- 

    6                                                   ---  ---  ---      --- 

    5                                                   ---  ---  ---      --- 

    4                                                   ---  ---  ---      --- 

    3                                                   ---  ---  ---      --- 

    2                                                   ---  ---  ---      --- 

    1      50     100  ATM 

 

<Command> 

 1-8    :Edit Queue 

 l,(1-8):List Queue(No Entry:Queue=8) 

 b      :Back 

 t      :Top 

Input>1 

⑤ｰ① 

ここではキュー番号１に設定する例です。 

設定したいキュー番号を選択します。 

表示したいキュー番号（１～８）のリストを表示し

ます。表示したいライン番号（１～８）を”l,”に続

けて入力します。 



 ９９

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キュー番号 1 の「キューの詳細設定」が表示されます。「1:Priority Information...」を選

択して、優先制御情報を表示します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Queue *** 

 1:Priority Information... 

 2:Queue Size                 : 50 

 3:Queue Weight               :100 

 4:CLP Mapping                :ATM 

 5:VLAN-tag Ctl Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1  :Priority Information... 

 2-4:Select Edit Item 

 5  :VLAN-tag Ctl Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>1 

⑤ｰ② 

ここでは｢1:Priority Information…｣を選択した例です。 

キュー番号１を設定中であることを示しています。 

現在の設定が表示されます。 

「2～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 

優先制御情報を表示します。 

VLAN タグ制御情報を表示します。 



 １００

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「優先制御情報」を表示します。設定を行いたいライン番号（1～8）を選択します。ま

た、このライン番号に設定されている値をクリアする場合は「ｃ」、及び「，（カンマ）」の

後にクリアしたいライン番号（1～8）を入力してください。（ｅｘ．ライン 1 をクリアしたい場

合は「ｃ，1」と入力する） 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Information *** 

Line  VLAN-tag 

   1 

   2 

   3 

   4 

   5 

   6 

   7 

   8 

 

<Command> 

 1-8  :Edit Line 

 c,1-8:Clear Set Select Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input>1 

⑤ｰ③ 

VLAN タグの COS 値 を登録してください。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information > 

|     > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** VLAN-tag *** 

 VLAN-tag=0-7 

Input>2 

⑤ｰ④ 

ここでは｢ライン番号=1｣を選択した例です。 

ここでは｢VLAN-tag=2｣に設定した例です。 



 １０１

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「優先制御情報」が表示されます。登録した値が正しいか確認してください。また、他

のラインを設定したい場合は、設定したいライン番号を入力してください。 

設定完了後、｢b｣を入力し 1 つ上の階層に戻ってください。続いてキューの設定を行い

ます。→ ⑨へ 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Information *** 

Line  VLAN-tag 

   1         2 

   2 

   3 

   4 

   5 

   6 

   7 

   8 

 

<Command> 

 1-8  :Edit Line 

 c,1-8:Clear Set Select Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

⑤ｰ⑤ 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 



 １０２

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Priority Mode」が「VLAN-ID Base」選択時の優先制御の詳細設定を表示します。登録した

値が正しいか確認してください。 

次に「5：Queue Information...」を選択し、キュー情報の詳細を表示します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Ctl *** 

 1:Priority Mode              :VLAN-ID Base 

 2:WFQ Queue Limit            :Queue2 

 3:VLAN-tag Ctl               :VLAN-tag Add/Delete 

 4:Maintenance Frame Queue No :1 

 5:Queue Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 5  :Queue Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>5 

⑥ 

ここでは｢5:Queue Information｣を選択した例です。 

変更された優先制御のモードが 

表示されます。 

現在の優先キュー情報の詳細設定を表示します。

（Priority Mode＝No Use 以外選択時） 

「1～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 



 １０３

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「キュー情報」の詳細が表示されます。設定を行いたいキュー番号（1～8）を選択しま

す。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Queue Information *** 

Queue    Size  Weight  CLP  VLAN-ID                    TPID  COS  CFI  VLAN-ID 

    8                                                   ---  ---  ---      --- 

    7                                                   ---  ---  ---      --- 

    6                                                   ---  ---  ---      --- 

    5                                                   ---  ---  ---      --- 

    4                                                   ---  ---  ---      --- 

    3                                                   ---  ---  ---      --- 

    2                                                   ---  ---  ---      --- 

    1      50     100  ATM 

 

<Command> 

 1-8    :Edit Queue 

 l,(1-8):List Queue(No Entry:Queue=8) 

 b      :Back 

 t      :Top 

Inpu>1 

⑥ｰ① 

ここではキュー番号１に設定する例です。 

設定したいキュー番号を選択します。 

表示したいキュー番号（１～８）のリストを表示し

ます。表示したいライン番号（１～８）を”l,”に続

けて入力します。 



 １０４

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キュー番号 1 の「キューの詳細設定」が表示されます。「1:Priority Information...」を選

択して、優先制御情報を表示します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Queue *** 

 1:Priority Information... 

 2:Queue Size                 : 50 

 3:Queue Weight               :100 

 4:CLP Mapping                :ATM 

 5:VLAN-tag Ctl Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1  :Priority Information... 

 2-4:Select Edit Item 

 5  :VLAN-tag Ctl Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>1 

⑥ｰ② 

キュー番号１を設定中であることを示しています。 

ここでは｢1:Priority Information…｣を選択した例です。 

現在の設定が表示されます。 

「2～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 

優先制御情報を表示します。 

VLAN タグ制御情報を表示します。 



 １０５

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「優先制御情報」を表示します。設定を行いたいライン番号（1～8）を選択します。ま

た、このライン番号に設定されている値をクリアする場合は「ｃ」、及び「，（カンマ）」の

後にクリアしたいライン番号（1～8）を入力してください。（ｅｘ．ライン 1 をクリアしたい場

合は「ｃ，1」と入力する） 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Information *** 

Line  VLAN-ID 

   1 

   2 

   3 

   4 

   5 

   6 

   7 

   8 

 

<Command> 

 1-8  :Edit Line 

 c,1-8:Clear Set Select Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input>1 

⑥ｰ③ 

VLAN タグの VLAN-ID 値を範囲、値またはビット指定にて登録してください。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information > 

|     > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** VLAN-ID *** 

 VLAN-ID=0-4094 - 0-4094 

        =@XXXXXXXXXXXX(X=0-1(Don't Care Bit="*")) 

Input>@110********* 

Input>@*********110 

Input>100-200 

Input>2000 

 

⑥ｰ④ 

ここでは｢ライン番号=1｣を選択した例です。 

これはビット指定で先頭３ビットが「110」の VLAN-ID を設定した例です。 

これはビット指定で下位３ビットが「110」の VLAN-ID を設定した例です。 

これは範囲指定で 100～200 までの VLAN-ID を設定した例です。 

これは値指定で「VLAN-ID=2000」を設定した例です。 



 １０６

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「優先制御情報」が表示されます。登録した値が正しいか確認してください。また、他

のラインを設定したい場合は、設定したいライン番号を入力してください。 

設定完了後、｢b｣を入力し 1 つ上の階層に戻ってください。続いてキューの設定を行い

ます。→ ⑨へ 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Information *** 

Line  VLAN-ID 

   1     @110********* 

   2 

   3 

   4 

   5 

   6 

   7 

   8 

 

<Command> 

 1-8  :Edit Line 

 c,1-8:Clear Set Select Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

⑥ｰ⑤ 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 

 
 
VLAN-ID のビット指定は「@」の後に任意の 12 個の「1」「0」「*」の組合せを入力することで行います。 

「*」は「Don’t care」となり、該当部分のビットは無視されることになります。 

また、「*」の位置や連続性についても規則はありません。 

ただし、他のエントリと重複しないように設定する必要があります。 

ＮＯＴＥ 



 １０７

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Priority Mode」が「TCP/UDP Port No Base」選択時の優先制御の詳細設定を表示します。

登録した値が正しいか確認してください。 

次に「5：Queue Information...」を選択し、キュー情報の詳細を表示します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Ctl *** 

 1:Priority Mode              :TCP/UDP Port No Base 

 2:WFQ Queue Limit            :Queue2 

 3:VLAN-tag Ctl               :VLAN-tag Add/Delete 

 4:Maintenance Frame Queue No :1 

 5:Queue Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 5  :Queue Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>5 

⑦ 

ここでは｢5:Queue Information｣を選択した例です。 

変更された優先制御のモードが 

表示されます。 

現在の優先キュー情報の詳細設定を表示します。

（Priority Mode＝No Use 以外選択時） 

「1～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 



 １０８

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「キュー情報」の詳細が表示されます。設定を行いたいキュー番号（1～8）を選択しま

す。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Queue Information *** 

Queue    Size  Weight  CLP  Protocol  Port No          TPID  COS  CFI  VLAN-ID 

    8                                                   ---  ---  ---      --- 

    7                                                   ---  ---  ---      --- 

    6                                                   ---  ---  ---      --- 

    5                                                   ---  ---  ---      --- 

    4                                                   ---  ---  ---      --- 

    3                                                   ---  ---  ---      --- 

    2                                                   ---  ---  ---      --- 

    1      50     100  ATM 

 

<Command> 

 1-8    :Edit Queue 

 l,(1-8):List Queue(No Entry:Queue=8) 

 b      :Back 

 t      :Top 

Input>1 

⑦ｰ① 

ここではキュー番号１に設定する例です。 

設定したいキュー番号を選択します。 

表示したいキュー番号（１～８）のリストを表示し

ます。表示したいライン番号（１～８）を”l,”に続

けて入力します。 



 １０９

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キュー番号 1 の「キューの詳細設定」が表示されます。「1:Priority Information...」を選

択して、優先制御情報を表示します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Queue *** 

 1:Priority Information... 

 2:Queue Size                 : 50 

 3:Queue Weight               :100 

 4:CLP Mapping                :ATM 

 5:VLAN-tag Ctl Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1  :Priority Information... 

 2-4:Select Edit Item 

 5  :VLAN-tag Ctl Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>1 

⑦ｰ② 

ここでは｢1:Priority Information…｣を選択した例です。 

キュー番号１を設定中であることを示しています。 

現在の設定が表示されます。 

「2～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 

優先制御情報を表示します。 

VLAN タグ制御情報を表示します。 



 １１０

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「優先制御情報」を表示します。設定を行いたいライン番号（1～8）を選択します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Information *** 

Line  Protocol  Port No 

   1 

   2 

   3 

   4 

   5 

   6 

   7 

   8 

 

<Command> 

 1-8:Edit Line 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>1 

⑦ｰ③ 

ここでは｢ライン番号=1｣を選択した例です。 



 １１１

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各設定項目をまとめて一度に設定する場合は「0:All Item Edit」を、特定の項目のみ設

定する場合は「1-2:Select Edit Item」で該当する項番(1～3)を選択してください。またこ

のライン番号に登録されている全ての設定値をクリアする場合は、 「c:Clear Set」を

選択してください。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information > 

|     > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Edit Line *** 

 1:Protocol                   : 

 2:Port No                    : 

 

<Command> 

 0    :All Item Edit 

 1-2  :Select Edit Item 

 c    :Clear Set 

 Enter:Set The Next Line 

 p    :Set The Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input>0 

⑦ｰ④ 

ここでは｢0:All Item Edit｣を選択した例です。 

「1～2」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 

設定値をクリアします。 

次のライン番号を設定します。 

前のライン番号を設定します。 



 １１２

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information > 

|     > 1:Edit Line > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 Protocol=1-2(1=TCP,2=UDP) 

 Port No =0-65535 

Format=(Protocol,Port No) 

Input >1,3000 

「Format=（   ）」に従って、「1:Protocol」、「2:Port No」を登録してください。 ⑦ｰ⑤ 

「優先制御情報」が表示されます。登録した値が正しいか確認してください。また、他

のラインを設定したい場合は、設定したいライン番号を入力してください。 

設定完了後、｢b｣を入力し 1 つ上の階層に戻ってください。続いてキューの設定を行い

ます。→ ⑨へ 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Information *** 

Line  Protocol  Port No 

   1       TCP     3000 

   2 

   3 

   4 

   5 

   6 

   7 

   8 

 

<Command> 

 1-8:Edit Line 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input> 

⑦ｰ⑥ 

ここでは｢Protocol=1(TCP), Port No=3000｣に設定した例です。 



 １１３

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Priority Mode」が「IPV4-IP Adr Base」選択時の優先制御の詳細設定を表示します。登録し

た値が正しいか確認してください。 

次に「5：Queue Information...」を選択し、キュー情報の詳細を表示します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Ctl *** 

 1:Priority Mode              :IPv4-IP Adr Base 

 2:WFQ Queue Limit            :Queue2 

 3:VLAN-tag Ctl               :VLAN-tag Add/Delete 

 4:Maintenance Frame Queue No :1 

 5:Queue Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 5  :Queue Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>5 

⑧ 

ここでは｢5:Queue Information｣を選択した例です。 

変更された優先制御のモードが 

表示されます。 

現在の優先キュー情報の詳細設定を表示します。

（Priority Mode＝No Use 以外選択時） 

「1～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 



 １１４

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「キュー情報」の詳細が表示されます。設定を行いたいキュー番号（1～8）を選択しま

す。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Queue Information *** 

Queue    Size  Weight  CLP              IP Adr         TPID  COS  CFI  VLAN-ID 

    8                                                   ---  ---  ---      --- 

    7                                                   ---  ---  ---      --- 

    6                                                   ---  ---  ---      --- 

    5                                                   ---  ---  ---      --- 

    4                                                   ---  ---  ---      --- 

    3                                                   ---  ---  ---      --- 

    2                                                   ---  ---  ---      --- 

    1      50     100  ATM 

 

<Command> 

 1-8    :Edit Queue 

 l,(1-8):List Queue(No Entry:Queue=8) 

 b      :Back 

 t      :Top 

Input>1 

⑧ｰ① 

ここではキュー番号１に設定する例です。 

設定したいキュー番号を選択します。 

表示したいキュー番号（１～８）のリストを表示し

ます。表示したいライン番号（１～８）を”l,”に続

けて入力します。 



 １１５

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キュー番号 1 の「キューの詳細設定」が表示されます。「1:Priority Information...」を選

択して、優先制御情報を表示します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Queue *** 

 1:Priority Information... 

 2:Queue Size                 : 50 

 3:Queue Weight               :100 

 4:CLP Mapping                :ATM 

 5:VLAN-tag Ctl Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1  :Priority Information... 

 2-4:Select Edit Item 

 5  :VLAN-tag Ctl Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>1 

⑧ｰ② 

ここでは｢1:Priority Information…｣を選択した例です。 

キュー番号１を設定中であることを示しています。 

現在の設定が表示されます。 

「2～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 

優先制御情報を表示します。 

VLAN タグ制御情報を表示します。 



 １１６

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「優先制御情報」を表示します。設定を行いたいライン番号（1～8）を選択します。ま

た、このライン番号に設定されている値をクリアする場合は「ｃ」、及び「，（カンマ）」の

後にクリアしたいライン番号（1～8）を入力してください。（ｅｘ．ライン 1 をクリアしたい場

合は「ｃ，1」と入力する） 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Information *** 

Line              IP Adr 

   1 

   2 

   3 

   4 

   5 

   6 

   7 

   8 

 

<Command> 

 1-8  :Edit Line 

 c,1-8:Clear Set Select Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input>1 

⑧ｰ③ 

IP アドレスを登録します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information > 

|     > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** IP Adr *** 

 IP Adr=0.0.0.0-255.255.255.255/1-32 

Input>192.168.10.10 

⑧ｰ④ 

ここでは｢ライン番号=1｣を選択した例です。 

ここでは｢IP Adr=192.168.10.10｣に設定した例です。 



 １１７

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「優先制御情報」が表示されます。登録した値が正しいか確認してください。また、他

のラインを設定したい場合は、設定したいライン番号を入力してください。 

設定完了後、｢b｣を入力し 1 つ上の階層に戻ってください。続いてキューの設定を行い

ます。→ ⑨へ 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Information *** 

Line              IP Adr 

   1  192.168. 10. 10 

   2 

   3 

   4 

   5 

   6 

   7 

   8 

 

<Command> 

 1-8  :Edit Line 

 c,1-8:Clear Set Select Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

⑧ｰ⑤ 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 

 
 
優先する IP アドレスをネットワークアドレスで入力する場合、"/"の前後にスペースを入れないでください。

 

例) 優先する IP アドレスを 192.168.0.1/30 を設定する場合 

Input>192.168.0.1/30 ･･･ OK (Set Complete!) 

Input>192.168.0.1 /30 ･･･ NG (Input Error!) 

Input>192.168.0.1/ 30 ･･･ NG (Input Error!) 

Input>192.168.0.1 / 30 ･･･ NG (Input Error!) 

ＮＯＴＥ 

"/"の前後にスペースがない場合。

"/"の前にスペースがある場合。 

"/"の後にスペースがある場合。 

"/"の前後にスペースがある場合。



 １１８

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「キューの詳細設定」の詳細が表示されます。次に「2:Queue Size」、「3:Queue Weight」、

「4:CLP Mapping」を設定します。一度に設定する場合は「0:All Item Edit」を、特定の項目のみ

設定する場合は「2-4:Select Edit Item」で該当する項番（２～４）を選択ください。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Queue *** 

 1:Priority Information... 

 2:Queue Size                 : 50 

 3:Queue Weight               :100 

 4:CLP Mapping                :ATM 

 5:VLAN-tag Ctl Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1  :Priority Information... 

 2-4:Select Edit Item 

 5  :VLAN-tag Ctl Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>0 

⑨ 

ここでは｢0:All Item Edit｣を選択した例です。 

「2～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 



 １１９

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 Queue Size  =20-800 

 Queue Weight=0-100 

 CLP Mapping =0-2(0=CLP 0,1=CLP 1,2=ATM) 

Format=(Queue Size,Queue Weight,CLP Mapping) 

Input >50,20,2 

「Format=（   ）」に従って、「2:Queue Size」、「3:Queue Weight」、「4:CLP Mapping」を

登録してください。 
⑨ｰ① 

「キューの詳細設定」を表示します。登録した値が正しいか確認してください。 

次に「5:VLAN-tag Ctl Information」を選択して「VLAN タグ制御情報」を設定します。 

⑨ｰ② 

ここでは｢Queue Size=50｣、「Queue Weight=20」、「CLP Mapping=2」

に設定した例です。 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Queue *** 

 1:Priority Information... 

 2:Queue Size                 : 50 

 3:Queue Weight               : 20 

 4:CLP Mapping                :ATM 

 5:VLAN-tag Ctl Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1  :Priority Information... 

 2-4:Select Edit Item 

 5  :VLAN-tag Ctl Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>5 ここでは｢5:VLAN-tag Ctl Information・・・｣を選択した例です。 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 



 １２０

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
「4:Priority Ctl」の「WFQ Queue Limit」にて「No WFQ Queue」を選択した場合は、「4:Priority Ctl > 

> 5:Queue Information > 1:Edit Queue」の「Queue Weight」に値が表示されません。 

 

NOTE 

+-----------------------------------------------------------------------------
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Priority Ctl *** 
 1:Priority Mode              :IPv4-TOS Base 
 2:WFQ Queue Limit            :No WFQ Queue 
 3:VLAN-tag Ctl               :No Use 
 4:Maintenance Frame Queue No :1 
 5:Queue Information... 
 
<Command> 
 0  :All Item Edit 
 1-4:Select Edit Item 
 5  :Queue Information... 
 b  :Back 
 t  :Top 
Input>5 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Queue Information *** 
Queue    Size  Weight  CLP  TOS                        TPID  COS  CFI  VLAN-ID 
    8                                                   ---  ---  ---      --- 
    7                                                   ---  ---  ---      --- 
    6                                                   ---  ---  ---      --- 
    5                                                   ---  ---  ---      --- 
    4                                                   ---  ---  ---      --- 
    3                                                   ---  ---  ---      --- 
    2                                                   ---  ---  ---      --- 
    1      50     ---  ATM 
 
<Command> 
 1-8    :Edit Queue 
 l,(1-8):List Queue(No Entry:Queue=8) 
 b      :Back 
 t      :Top 
Input>1 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Queue *** 
 1:Priority Information... 
 2:Queue Size                 : 50 
 3:Queue Weight               :--- 
 4:CLP Mapping                :ATM 
 5:VLAN-tag Ctl Information... 

「WFQ Queue Limit」で「No WFQ Queue」を

選択した場合 

設定値は表示されません。 

設定値は表示されません。 



 １２１

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 5:VLAN-tag Ctl Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** VLAN-tag Ctl Information *** 

 1:TPID                       : 

 2:COS                        : 

 3:CFI                        : 

 4:VLAN-ID                    : 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 c  :Clear Set 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>0 

「VLAN タグ制御情報」を表示します。各項目をまとめて一度に入力する場合は「0:All

Item Edit」を、特定の項目を設定する場合は「1-4:Select Edit Item」で該当する項目（1

～４）を選択してください。 

⑨ｰ③ 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 5:VLAN-tag Ctl Information > 

|     > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 TPID   =1000-FFFF 

 COS    =0-7 

 CFI    =0-1 

 VLAN-ID=0-4094 

Format=(TPID,COS,CFI,VLAN-ID) 

Input>2000,1,1,4000 

「Format=（   ）」に従って、「1:TPID」、「2:COS」、「3:CFI」、「4:VLAN-ID」を登録してく

ださい。 

⑨ｰ④ 

ここでは｢0:All Item Edit｣を選択した例です。 

ここでは｢TPID=2000｣、「COS=1」、「CFI=1」、「VLAN-ID=4000」に設

定した例です。 



 １２２

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 5:VLAN-tag Ctl Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** VLAN-tag Ctl Information *** 

 1:TPID                       :2000 

 2:COS                        :1 

 3:CFI                        :1 

 4:VLAN-ID                    :4000 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 c  :Clear Set 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input> 

「VLAN タグ制御情報」を表示します。登録した値が正しいか確認してください。この

後、他のラインを設定したい場合は、設定したいライン番号を入力してください。1 つ上

の階層に戻りたい場合は｢b｣を入力してください。トップページに戻りたい場合は｢t｣を

入力してください。 

⑨ｰ⑤ 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 



 １２３

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Ctl *** 

 1:Priority Mode              :No Use 

 2:WFQ Queue Limit            :--- 

 3:VLAN-tag Ctl               :VLAN-tag Add/Delete 

 4:Maintenance Frame Queue No :--- 

 5:No Priority Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 5  :No Priority Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>5 

「Priority Mode」が「No Use」時の「優先制御」の詳細設定を表示します。登録した値が正しい

か確認してください。 

次に「5：No Priority Information...」を選択し非優先制御情報の設定を行います。 

⑩ 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:No Priority Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** No Priority Information *** 

 1:Queue Size                 :100 

 2:VLAN-tag Ctl Information... 

 

<Command> 

 1:Select Edit Item 

 2:VLAN-tag Ctl Information... 

 b:Back 

 t:Top 

Input>1 

「非優先制御情報」を表示します。キューのサイズを設定する場合は「1:Select Edit

Item」を選択します。VLAN タグ制御情報を表示したい場合は「2:VLAN-tag Ctl

Information」の設定を選択します。 

⑩ｰ① 

ここでは｢1:Queue Size｣を選択した例です。 

ここでは｢5:No Priority Information…｣を選択した例です。 

変更された優先制御のモードが 

表示されます。 

現在の非優先情報の詳細設定を表示します。 

（Priority Mode＝No Use 選択時） 

「1～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 



 １２４

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:No Priority Information > 1:Queue Size 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Queue Size *** 

 Queue Size=20-800 

Input>50 

キューサイズを設定します。 ⑩ｰ② 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:No Priority Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** No Priority Information *** 

 1:Queue Size                 : 50 

 2:VLAN-tag Ctl Information... 

 

<Command> 

 1:Select Edit Item 

 2:VLAN-tag Ctl Information... 

 b:Back 

 t:Top 

Input>2 

「非優先制御情報」を表示します。設定した値が正しいか確認してください。 

次に「2：VLAN-tag Ctl Information」を選択し VLAN タグ制御情報の設定を行います。

⑩ｰ③ 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 

ここでは｢Queue Size=50｣を設定した例です。 

ここでは｢2:VLAN-tag Ctl Information…｣を選択した例です。 

変更された設定値が表示されます。 



 １２５

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:No Priority Information > 2:VLAN-tag Ctl Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** VLAN-tag Ctl Information *** 

 1:TPID                       : 

 2:COS                        : 

 3:CFI                        : 

 4:VLAN-ID                    : 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 c  :Clear Set 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>0 

「VLAN タグ制御情報」を表示します。各項目をまとめて一度に入力する場合は「0:All

Item Edit」を、特定の項目を設定する場合は「1-4:Select Edit Item」で該当する項目（1

～４）を選択してください。 

⑩ｰ④ 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:No Priority Information > 2:VLAN-tag Ctl Information > 

|     > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 TPID   =1000-FFFF 

 COS    =0-7 

 CFI    =0-1 

 VLAN-ID=0-4094 

Format=(TPID,COS,CFI,VLAN-ID) 

Input>1500,7,0,2000 

「Format=（   ）」に従って、「1:TPID」、「2:COS」、「3:CFI」、「4:VLAN-ID」を登録してく

ださい。 

⑩ｰ⑤ 

ここでは｢0:All Item Edit｣を選択した例です。 

ここでは｢TPID=1500, COS=7, CFI=0, VLAN-ID=2000｣を 

設定した例です。 



 １２６

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.4 Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｃｔｌに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 

|     > 5:No Priority Information > 2:VLAN-tag Ctl Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** VLAN-tag Ctl Information *** 

 1:TPID                       :1500 

 2:COS                        :7 

 3:CFI                        :0 

 4:VLAN-ID                    :2000 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 c  :Clear Set 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input> 

「VLAN タグ制御情報」を表示します。登録した値が正しいか確認してください。この

後、他のラインを設定したい場合は、設定したいライン番号を入力してください。1 つ上

の階層に戻りたい場合は｢b｣を入力してください。トップページに戻りたい場合は｢t｣を

入力してください。 

⑩ｰ⑥ 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 

変更された設定値が表示されます。 



 １２７

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.5 Ｎｅｔｗｏｒｋに関する登録操作 
 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network > 

|     > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 My IP Adr              =0.0.0.1-255.255.255.254 

 Subnet Mask            =0.0.0.0-255.255.255.255 

 Gateway Adr            =0.0.0.1-255.255.255.254(*Delete=0.0.0.0) 

 Maintenance Restriction=1-4(1=LAN/WAN On,2=LAN On,3=WAN On,4=Off) 

Format=(My IP Adr,Subnet Mask,Gateway Adr,Maintenance Restriction) 

Input>192.168.0.10,255.255.255.0,192.168.0.20,3 

② 「Format=（   ）」に従って、「1:My IP Adr」、「2:Subnet Mask」、「3:Gateway Adr」、

「4:Maintenance Restriction」を設定してください。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Network *** 

 1:My IP Adr                  :192.168.  0.  1 

 2:Subnet Mask                :255.255.255.  0 

 3:Gateway Adr                : 

 4:Maintenance Restriction    :LAN/WAN On 

 5:Maintenance Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 5  :Maintenance Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>0 

① 「1:Set Temporary Configuration」の画面で「5:Network」を選択すると、下記画面が表示されま

す。各設定項目をまとめて一度に設定する場合は「0:All Item Edit」を、特定の項目のみ設定

する場合は「1-4:Select Edit Item」で該当する項番(1～４)を選択してください。「保守の詳細情

報」を表示したい場合は「5:Maintenance Information...」を選択します。 

ここでは「0:All Item Edit」を選択した例です。 

ここでは「My IP Adr=192.168.0.10」、「Subnet Mask=255.255.255.0」、

「Gateway Adr=192.168.0.20」、「Maintenance Restriction=3(WAN)」に

設定した例です。 

現在の設定値が表示されます。

「保守の詳細情報」を表示します。 

「1～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 



 １２８

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.5 Ｎｅｔｗｏｒｋに関する登録操作（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Network *** 

 1:My IP Adr                  :192.168.  0. 10 

 2:Subnet Mask                :255.255.255.  0 

 3:Gateway Adr                :192.168.  0. 20 

 4:Maintenance Restriction    :WAN On 

 5:Maintenance Information... 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 5  :Maintenance Information... 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>5 

③ 「Ｎｅｔｗｏｒｋ」の設定が表示されます。設定した値が正しいか確認してください。 

次に「5:Maintenance Information...」を選択して「保守の詳細情報」を設定します。 

ここでは「5:Maintenance Information...」を選択した例です。 

 
 
「Maintenance Restriction」が「Off」選択時は「5:Maintenance Information...」は表示されません。「Maintenance 

Restriction」が「LAN/WAN On」、「LAN On」、「WAN On」選択時のみ「5:Maintenance Information...」が表示さ

れます。 

NOTE 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Network *** 

 1:My IP Adr                  :192.168.  0.  1 

 2:Subnet Mask                :255.255.255.  0 

 3:Gateway Adr                : 

 4:Maintenance Restriction    :Off 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input> 

「Maintenance Restriction」が「Off」選択時は「5:Maintenance 

Information...」は表示されません。 

変更された設定値が表示されま

す。 



 １２９

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.5 Ｎｅｔｗｏｒｋに関する登録操作（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network > 

|     > 5:Maintenance Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Maintenance Information *** 

 1:Mainte Type                :IP 

 2:Mainte Frame TOS           :0 

 3:Mainte VLAN-ID             :--- 

 4:Mainte VLAN-tag Priority   :--- 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>0 

④ 「保守の詳細情報」を設定します。各設定項目をまとめて一度に設定する場合は「0:All Item 

Edit」を、特定の項目のみ設定する場合は「1-4:Select Edit Item」で該当する項番(１～４)を選

択してください。 

ここでは「0:All Item Edit」を選択した例です。 

現在の設定値が表示されます。



 １３０

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.5 Ｎｅｔｗｏｒｋに関する登録操作（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network > 

|     > 5:Maintenance Information > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 Mainte Type             =1-2(1=IP,2=VLAN-ID+IP) 

 Mainte Frame TOS        =0-7 

 Mainte VLAN-ID          =0-4094 

 Mainte VLAN-tag Priority=0-7 

Format=(Mainte Type,Mainte Frame TOS,Mainte VLAN-ID,Mainte VLAN-tag Priority) 

Input>2,7,100,2 

⑤ 「Format=（   ）」に従って、「1:Mainte Type」、「2:Mainte Frame TOS」、「3:Mainte 

VLAN-ID」、「4:Mainte VLAN-tag Priority」を設定してください。 

ここでは「Mainte Type=2(VLAN-ID+IP)」、「Mainte Frame TOS=7」 

「Mainte VLAN-ID=100」、「Mainte VLAN-tag Priority=2」に設定 

した例です。 

 
 
「Mainte VLAN-ID」「Mainte VLAN-tag Priority」は「Mainte Type」が「VLAN-ID+IP」選択時のみ有効です。

「Mainte Type」を「IP」選択時は、「Mainte VLAN-ID」「Mainte VLAN-tag Priority」に設定した値が表示されま

せん。 

NOTE 

*** All Item Edit *** 
 Mainte Type             =1-2(1=IP,2=VLAN-ID+IP) 
 Mainte Frame TOS        =0-7 
 Mainte VLAN-ID          =0-4094 
 Mainte VLAN-tag Priority=0-7 
Format=(Mainte Type,Mainte Frame TOS,Mainte VLAN-ID,Mainte VLAN-tag Priority) 
Input>1,7,100,0 
 
Set Complete! 
 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network > 
|     > 5:Maintenance Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Maintenance Information *** 
 1:Mainte Type                :IP 
 2:Mainte Frame TOS           :7 
 3:Mainte VLAN-ID             :--- 
 4:Mainte VLAN-tag Priority   :--- 

「Mainte Type=1(IP)」、「Mainte Frame TOS=7」、 

「Mainte VLAN-ID=100」、「Mainte VLAN-tag Priority=0」に 

設定します。 

設定した値（「Mainte VLAN-ID=100」）は表示され

ません。 

設定した値（「Mainte VLAN-tag Priority=0」）は表

示されません。 



 １３１

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.5 Ｎｅｔｗｏｒｋに関する登録操作（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network > 

|     > 5:Maintenance Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Maintenance Information *** 

 1:Mainte Type                :VLAN-ID+IP 

 2:Mainte Frame TOS           :7 

 3:Mainte VLAN-ID             : 100 

 4:Mainte VLAN-tag Priority   :2 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input> 

⑥ 「保守の詳細情報」の設定が表示されます。設定した値が正しいか確認してください。 

この後、1 つ上の階層に戻りたい場合は｢b｣を入力してください。トップページに戻りたい場合

は｢t｣を入力してください。 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 

変更された設定値が表示されます。



 １３２

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.6 Ａｌａｒｍ Ｎｏｔｉｆｙに関する登録操作 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 6:Alarm Notify > 

|     > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 ATM Layer1 Guard Time    =1-99(s) 

 ATM -> Ether Alarm Notify=1-2(1=Disable,2=Enable) 

 Ether -> ATM Alarm Notify=1-2(1=Disable,2=Enable) 

Format=(ATM Layer1 Guard Time,ATM -> Ether Alarm Notify, 

        Ether -> ATM Alarm Notify) 

Input>10,2,2 

② 「Format=（   ）」に従って、「1:ATM Layer1 Guard Time」、「2:ATM -> Ether Alarm Notify」、

「3:Ether -> ATM Alarm Notify」を設定してください。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 6:Alarm Notify 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Alarm Notify *** 

 1:ATM Layer1 Guard Time      : 3s 

 2:ATM -> Ether Alarm Notify  :Disable 

 3:Ether -> ATM Alarm Notify  :Disable 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-3:Select Edit Item 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>0 

① 「1:Set Temporary Configuration」の画面で「6 :Alarm Notify」を選択すると、下記画面が表示さ

れます。各設定項目をまとめて一度に設定する場合は「0:All Item Edit」を、特定の項目のみ設

定する場合は「1-3:Select Edit Item」で該当する項番(1～３)を選択してください。 

ここでは「0:All Item Edit」を選択した例です。 

ここでは「ATM Layer1 Guard Time=10(s)」、「ATM -> Ether Alarm 

Notify=2(Enable)」、「Ether -> ATM Alarm Notify =2(Enable)」に設定し

た例です。 

「1～3」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 

現在の設定値が表示されます。 



 １３３

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.6 Ａｌａｒｍ Ｎｏｔｉｆｙに関する登録操作（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「Ａｌａｒｍ Ｎｏｔｉｆｙ」の設定が表示されます。設定した値が正しいか確認してください。 

この後、1 つ上の階層に戻りたい場合は｢b｣を入力してください。トップページに戻りたい場合

は｢t｣を入力してください。 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 6:Alarm Notify 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Alarm Notify *** 

 1:ATM Layer1 Guard Time      :10s 

 2:ATM -> Ether Alarm Notify  :Enable 

 3:Ether -> ATM Alarm Notify  :Enable 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-3:Select Edit Item 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input> 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 

変更された設定値が表示されます。



 １３４

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.7 Ｓｈａｐｉｎｇに関する登録操作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「1:Set Temporary Configuration」の画面で「7:Shaping」を選択すると、下記画面が表示されま

す。 

OAM シェーピングについての設定を変更したい場合は「1:Select Edit Item」を選択します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 7:Shaping 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Shaping *** 

 1:OAM Shaping                :Enable 

 

<Command> 

 1:Select Edit Item 

 b:Back 

 t:Top 

Input>1 

① 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 7:Shaping > 

|     > 1:OAM Shaping 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** OAM Shaping *** 

 OAM Shaping=1-2(1=Disable,2=Enable) 

Input>1 

② 「1:OAM Shaping」を設定します。 

現在の設定値が表示されます。 

ここでは「1:Select Edit Item」を選択した例です。 

ここでは「OAM Shaping=1(Disable)」に設定した例です。 



 １３５

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.7 Ｓｈａｐｉｎｇに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Set Complete! 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 7:Shaping 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Shaping *** 

 1:OAM Shaping                :Disable 

 

<Command> 

 1:Select Edit Item 

 b:Back 

 t:Top 

Input> 

③ 「Ｓｈａｐｉｎｇ」の設定が表示されます。設定した値が正しいか確認してください。 

この後、1 つ上の階層に戻りたい場合は｢b｣を入力してください。トップページに戻りたい場合

は｢t｣を入力してください。 

変更された設定値が表示されます。

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 



 １３６

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.8 ＳＮＭＰに関する登録操作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 8:SNMP 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** SNMP *** 

 1:Community                  : 

 2:Sys Contact                : 

 3:Sys Name                   : 

 4:Sys Location               : 

 5:Trap VC-AIS/RDI            :Off 

 6:Trap VP-AIS/RDI            :Off 

 7:Trap Information... 

 

<Command> 

 1-6  :Select Edit Item 

 7    :Trap Information... 

 c,1-4:Clear Set Select Item 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

① 「1:Set Temporary Configuration」の画面で「8:SNMP」を選択すると、下記画面が表示され

ます。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 8:SNMP > 

|     > 1:Community 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Community *** 

 Community="XXX..."(*Max 31 Character) 

Input>Hitachi-com 

② ＳＮＭＰの「Community」を設定してください。（最大３１文字） 

ＳＮＭＰの「Community」を設定します。（②へ） 

ＳＮＭＰの「Sys Contact」を設定します。（③へ） 

ＳＮＭＰの「Sys Name」を設定します。（④へ） 

ＳＮＭＰの「Sys Location」を設定します。（⑤へ） 

ＶＣ－ＡＩＳ／ＲＤＩ受信によって Tｒａｐを送出するかを設

定します。（⑥へ） 

ＶＰ－ＡＩＳ／ＲＤＩ受信によって Tｒａｐを送出するかを設

定します。（⑦へ） 

Tｒａｐ送出先ＳＮＭＰマネージャの詳細情報を設定しま

す。（⑨へ）

「1:Community」､「2:Sys Contact」､「3:Sys Name」､

「4:Sys Location」のいずれかの設定値をクリアします。

クリアしたい項番(1～4)を”c,”に続けて入力します。 

ここでは「Hitachi-com」を設定した例です。 



 １３７

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.8 ＳＮＭＰに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 8:SNMP > 

|     > 2:Sys Contact 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Sys Contact *** 

 Sys Contact="XXX..."(*Max 31 Character) 

Input>Hitachi-com.co.jp 

③ ＳＮＭＰの「Sys Contact」を設定してください。（最大３１文字） → ⑧へ 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 8:SNMP > 

|     > 3:Sys Name 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Sys Name *** 

 Sys Name="XXX..."(*Max 31 Character) 

Input>NA-25CEone 

④ ＳＮＭＰの「Sys Name」を設定してください。（最大３１文字） → ⑧へ 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 8:SNMP > 

|     > 5:Trap VC-AIS/RDI 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Trap VC-AIS/RDI *** 

 Trap VC-AIS/RDI=1-2(1=On,2=Off) 

Input>1 

⑥ ＶＣ－ＡＩＳ／ＲＤＩ受信によって Tｒａｐを送出するかを設定します。 

１（Ｏｎ）でＴｒａｐを送出する、２（Ｏｆｆ）で Tｒａｐを送出しない設定となります。 → ⑧へ 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 8:SNMP > 

|     > 4:Sys Location 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Sys Location *** 

 Sys Location="XXX..."(*Max 31 Character) 

Input>Tokyo 

⑤ ＳＮＭＰの「Sys Location」を設定してください。（最大３１文字） → ⑧へ 

 

ここでは「1:On」で Tｒａｐを送出するを選択した例です。 

ここでは「Hitachi-com.co.jp」を設定した例です。 

ここでは「NA-25CEone」を設定した例です。 

ここでは「Tokyo」を設定した例です。 



 １３８

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.8 ＳＮＭＰに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 8:SNMP > 

|     > 6:Trap VP-AIS/RDI 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Trap VP-AIS/RDI *** 

 Trap VP-AIS/RDI=1-2(1=On,2=Off) 

Input>1 

⑦ ＶＰ－ＡＩＳ／ＲＤＩ受信によって Tｒａｐを送出するかを設定します 

１（Ｏｎ）で Tｒａｐを送出する、２（Ｏｆｆ）で Tｒａｐを送出しない設定となります。 → ⑧へ 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 8:SNMP 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** SNMP *** 

 1:Community                  :Hitachi-com 

 2:Sys Contact                :Hitachi-com.co.jp 

 3:Sys Name                   :NA-25CEone 

 4:Sys Location               :Tokyo 

 5:Trap VC-AIS/RDI            :On 

 6:Trap VP-AIS/RDI            :On 

 7:Trap Information... 

 

<Command> 

 1-6  :Select Edit Item 

 7    :Trap Information... 

 c,1-4:Clear Set Select Item 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

⑧ 設定された内容が表示されます。設定した値が正しいか確認してください。 

ここでは「1:On」Ｔｒａｐを送出するを選択した例です。 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 



 １３９

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.8 ＳＮＭＰに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 8:SNMP > 

|     > 7:Trap Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Trap Information *** 

Line      Manager Adr  Direction  VPI/VCI 

   1 

   2 

   3 

   4 

 

<Command> 

 1-4:Edit Line 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>1 

⑨ Tｒａｐ送出先のＳＮＭＰマネージャの詳細情報が表示されます。Tｒａｐの送出先として最大４つの

ＳＮＭＰマネージャを設定することが可能です。設定を行いたいＬｉｎｅ（１～４）を選択します。 

ここではライン番号１に設定する場合の例です。 



 １４０

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.8 ＳＮＭＰに関する登録操作（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 8:SNMP > 

|     > 7:Trap Information > 1:Edit Line 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Edit Line *** 

 1:Manager Adr                : 

 2:Direction                  : 

 3:VPI/VCI                    : 

 

<Command> 

 0    :All Item Edit 

 1-3  :Select Edit Item 

 c    :Clear Set 

 Enter:Set The Next Line 

 p    :Set The Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input>0 

⑩ ライン番号１の Tｒａｐ送出先のＳＮＭＰマネージャの設定が表示されます。「1:Manager Adr」、

「2:Direction」、「3:VPI/VCI」を 1 度に設定する場合は「0:All Item Edit」を選択します。1 つずつ

設定する場合は「1:Manager Adr」、「2:Direction」、または「3:VPI/VCI」を選択します。 

ここでは「1:Manager Adr」、「2:Direction」、「3:VPI/VCI」を 1 度に設定

する「0:All Item Edit」を選択した例です。 

ライン番号１を設定中であることを示します。 



 １４１

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.8 ＳＮＭＰに関する登録操作（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）通信系にＴｒａｐを送出する場合 
 

＜プロトコルとして「ＬＬＣ－ＮＩＳＯ」を使用している場合＞ 
● 「Direction」は、Ｔｒａｐ送出先のＳＮＭＰマネージャがＬＡＮ側に接続されている場合は「1」を、

ＷＡＮ側に接続されている場合は「2」を入力してください。 
● 「VPI/VCI」は、アクセスする端末がＷＡＮ側に接続されている場合にのみ、Ｔｒａｐ送出先のＳ

ＮＭＰマネージャが接続されている「VPI/VCI」の値を入力してください。 
（「Direction」をＬＡＮ側に指定した場合、「VPI/VCI」は無視します。） 

＜プロトコルとして「ＬＬＣ－ＢＲＧ」または「Ｔｈｒｏｕｇｈ」を使用している場合＞ 
● 「Direction」および「VPI/VCI」は省略してください。 

（「Direction」および「VPI/VCI」は無視します。） 
 
（２）保守用ＶＣにＴｒａｐを送出する場合 
 

＜プロトコルとして「ＬＬＣ－ＮＩＳＯ」を使用している場合＞ 
● 「Direction」は、Ｔｒａｐ送出先のＳＮＭＰマネージャ接続先を保守用ＶＣ側（「3」を入力）に指定

ください。 
● Ｔｒａｐ送出先のＳＮＭＰマネージャが接続されている保守用ＶＣの「VPI/VCI」の値を入力して

ください。 
＜プロトコルとして「ＬＬＣ－ＢＲＧ」または「Ｔｈｒｏｕｇｈ」を使用している場合＞ 
● 「Direction」は、Ｔｒａｐ送出先のＳＮＭＰマネージャ接続先を保守用ＶＣ側（「3」を入力）に指定

ください。 
● 「VPI/VCI」は省略してください。（「VPI/VCI」は無視します。） 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 8:SNMP > 

|     > 7:Trap Information > 1:Edit Line > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 Manager Adr=0.0.0.1-255.255.255.254 

 Direction  =1-3(1=LAN,2=WAN,3=Maintenance VC) 

 VPI/VCI    =0-63/32-1023 

Format=(Manager Adr,Direction,VPI/VCI) 

Input>192.168.0.10,2,0/32 

⑪ 「Format=（   ）」に従って、「1:Manager Adr」、「2:Direction」、「3:VPI/VCI」を設定します。 

ここでは「Manager Adr=192.168.0.10」、「Direction=2(WAN)」、

「VPI/VCI=0/32」に設定した例です。 



 １４２

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.8 ＳＮＭＰに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 8:SNMP > 

|     > 7:Trap Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Trap Information *** 

Line      Manager Adr  Direction       VPI/VCI 

   1  192.168.  0. 10  WAN              0/  32 

   2 

   3 

   4 

 

<Command> 

 1-4:Edit Line 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input> 

⑫ Ｔｒａｐの設定が表示されます。設定した値が正しいか確認してください。 

この後、1 つ上の階層に戻りたい場合は｢b｣を入力してください。トップページに戻りたい場合

は｢t｣を入力してください。 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 



 １４３

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.9 ＯＡＭに関する登録操作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 9:OAM 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** OAM *** 

 1:AIS/RDI-Guard Time         : 3s 

 2:AIS/RDI-Alarm Time         : 4s 

 3:AIS/RDI-Recovery Time      : 3s 

 4:Loop Back Time             : 5s 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>0 ここでは「1:AIS/RDI-Guard Time」、「2:AIS/RDI-Alarm Time」、

「3:AIS/RDI-Recovery Time」、「4:Loop Back Time」を 1 度に設定する「0:All 

Item Edit」を選択した例です。 

① 「1:Set Temporary Configuration」の画面で「9:OAM」を選択すると、下記画面が表示されます。

「1:AIS/RDI-Guard Time」、「2:AIS/RDI-Alarm Time」、「3:AIS/RDI-Recovery Time」、「4:Loop 

Back Time」を 1 度に設定する場合は「0:All Item Edit」を選択します。 

1 つずつ設定する場合は「1:AIS/RDI-Guard Time」、「2:AIS/RDI-Alarm Time」、

「3:AIS/RDI-Recovery Time」、または「4:Loop Back Time」を選択します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 9:OAM > 

|     > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 AIS/RDI-Guard Time   =1-99(s) 

 AIS/RDI-Alarm Time   =0-99(s) 

 AIS/RDI-Recovery Time=1-99(s) 

 Loop Back Time       =1-99(s) 

Format=(AIS/RDI-Guard Time,AIS/RDI-Alarm Time, 

        AIS/RDI-Recovery Time,Loop Back Time) 

Input>5,10,5,15 

② 「Format=（   ）」に従って、「1:AIS/RDI-Guard Time」、「2:AIS/RDI-Alarm Time」、

「3:AIS/RDI-Recovery Time」、「4:Loop Back Time」を設定します。 

ここでは「1:AIS/RDI-Guard Time=5(s)」、「2:AIS/RDI-Alarm 

Time=10(s)」、「3:AIS/RDI-Recovery Time=5(s)」、「4:Loop Back 

Time=15(s)」に設定した例です。 

「1～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 



 １４４

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.9 ＯＡＭに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 9:OAM 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** OAM *** 

 1:AIS/RDI-Guard Time         : 5s 

 2:AIS/RDI-Alarm Time         :10s 

 3:AIS/RDI-Recovery Time      : 5s 

 4:Loop Back Time             :15s 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input> 

③ 「OAM」の設定が表示されます。設定した値が正しいか確認してください。 

この後、1 つ上の階層に戻りたい場合は｢b｣を入力してください。トップページに戻りたい場合

は｢t｣を入力してください。 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 



 

 １４５

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.10 Ｓｙｓｔｅｍに関する登録操作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 10:System 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** System *** 

 1:Max VC Num                 : 8 

 2:Log Save Time              : 1h 

 3:Terminal Speed             :9600bit/s 

 4:Button Ctl                 :Enable 

 5:VLAN-tag TPID              :8100 

 6:ATM-phy Watch              :Disable 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-6:Select Edit Item 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>0 ここでは「1:Max VC Num」、「2:Log Save Time」、「3:Terminal Speed」、

「4:Button Ctl」、「5:VLAN-tag TPID」、「6:ATM-phy Watch」を 1 度に設定する

「0:All Item Edit」を選択した例です。 

① 「1:Set Temporary Configuration」の画面で「10:System」を選択すると、下記画面が表示され

ます。 

各設定項目をまとめて 1 度に設定する場合は「0:All Item Edit」を選択します。特定の項目の

み設定する場合は「1-6:Select Edit Item」で該当する項番（1-6）を選択してください。 

「1～6」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 



 

 １４６

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.10 Ｓｙｓｔｅｍに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 10:System > 

|     > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 Max VC Num    =8,17 

 Log Save Time =1-99(h) 

 Terminal Speed=1-3(1=4800bit/s,2=9600bit/s,3=19200bit/s) 

 Button Ctl    =1-2(1=Disable,2=Enable) 

 VLAN-tag TPID =1000-FFFF 

 ATM-phy Watch =1-2(1=Disable,2=Enable) 

Format=(Max VC Num,Log Save Time,Terminal Speed,Button Ctl,VLAN-tag TPID, 

        ATM-phy Watch) 

Input>8,5,3,1,9100,2 

② 「Format=（   ）」に従って、「1:Max VC Num」、「2:Log Save Time」、「3:Terminal Speed」、

「4:Button Ctl」、「5:VLAN-tag TPID」、「6:ATM-phy Watch」を設定します。 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 10:System 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** System *** 

 1:Max VC Num                 : 8 

 2:Log Save Time              : 5h 

 3:Terminal Speed             :19200bit/s 

 4:Button Ctl                 :Disable 

 5:VLAN-tag TPID              :9100 

 6:ATM-phy Watch              :Enable 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-6:Select Edit Item 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input> 

③ 「System」の設定が表示されます。設定した値が正しいか確認してください。 

ここでは「1:Max VC Num=8」、「2:Log Save Time=5(h)」、「3:Terminal 

Speed=3(19200bit/s)」、「4:Button Ctl=1(Disable)」、「5:VLAN-tag 

TPID=9100」、「6:ATM-phy Watch=2(Enable)」に設定した例です。 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 



 １４７

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.11 Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ ＶＣに関する登録操作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「1:Set Temporary Configuration」の画面で「11:Maintenance VC」を選択すると、下記画面

が表示されます。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 11:Maintenance VC 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Maintenance VC *** 

 1:ATM 

 2:Protocols 

 3:Network 

 b:Back 

 t:Top 

Input>1 

保守用 VC の ATM 情報を設定します。（②へ） 

保守用 VC のプロトコル情報を設定します。（③へ） 

保守用 VC のネットワーク情報を設定します。（④へ）

ここでは「1:ATM」を選択した例です。 



 １４８

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.11 Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ ＶＣに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「11:Maintenance VC」の画面で「1:ATM」を選択すると、下記画面が表示されます。 

各項目をまとめて一度に設定する場合は「0:All Item Edit」を、特定の項目のみ設定する場

合は「1-3:Select Edit Item」を選択します。また登録されている全ての設定値をクリアする場

合は、「ｃ:Ｃｌｅａｒ Set」を選択してください。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 11:Maintenance VC > 

|     > 1:ATM 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** ATM *** 

 1:VPI/VCI                    : 

 2:CLP                        : 

 3:Speed                   : 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-3:Select Edit Item 

 c  :Clear Set 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>0 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 11:Maintenance VC > 

|     > 1:ATM > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 VPI/VCI=0-63/32-1023 

 CLP    =0-1 

 Speed  =64k,96k,100k,128k,192k,256k,300k,384k,500k,512k,768k, 

         1000k,1500k,1536k,2M,2.5M,3M,3.5M,4M,4.5M,5M,6M,...23M,24M 

         (*XXXk=XXXkbit/s,XXXM=XXXMbit/s,XXX=XXXMbit/s) 

Format=(VPI/VCI,CLP,Speed) 

Input>1/32,0,2M 

②ｰ① 「Input>」と表示された後に、VPI 値スラッシュ VCI 値、カンマに続けて CLP 設定、更に

カンマに続けて VC 速度を入力してください（各設定値の間にスペースを入力する必

要はありません）。設定値は上に表示されている値の中から入力してください。 

（ｅｘ．VPI/VCI は｢VPI/VCI =0-63/32-1023｣となっているので、VPI は 0～63 の中か

ら、VCI は 32～1023 の中から値を入力してください。） 

ここでは「VPI/VCI=1/32」、「CLP=0」、

「Speed=2(Mbit/s)」に設定した例です。 

ここでは「0:All Item Edit」を選択した例です。 

「1～3」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 

現在の設定値が表示されます。 

設定値をクリアします。 



 １４９

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.11 Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ ＶＣに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 11:Maintenance VC > 

|     > 1:ATM 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Edit Line *** 

 1:VPI/VCI                    : 1/  32 

 2:CLP                        :0 

 3:Speed                      :   2Mbit/s 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-3:Select Edit Item 

 c  :Clear Set 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input> 

②ｰ② 設定が正常に入力された場合、下図のような画面になります。設定が正しく入力され

ているか確認してください。この後、1 つ上の階層に戻りたい場合は｢b｣を入力してくだ

さい。トップページに戻りたい場合は｢t｣を入力してください。 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 

変更された設定値が表示されます。

Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ ＶＣ情報の画面に戻ります。 



 １５０

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.11 Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ ＶＣに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「11:Maintenance VC」の画面で「2:Protocols」を選択すると、下記画面が表示されます。プロ

トコルを変更したい場合は「1：Select Edit Item」を選択します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 11:Maintenance VC > 

|     > 2:Protocols 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Protocols *** 

 1:Encapsulation Protocol     :LLC-BRG 

 

<Command> 

 1:Select Edit Item 

 b:Back 

 t:Top 

Input>1 ここでは「1:Select Edit Item」を選択した例です。 

項目を選択して設定します。 

現在の設定値が表示されます。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 11:Maintenance VC > 

|     > 2:Protocols > 1:Encapsulation Protocol 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Encapsulation Protocol *** 

 Encapsulation Protocol=1-3(1=LLC-NISO, 

                            2=LLC-BRG, 

                            3=Through) 

Input>1 

③ｰ① プロトコルを設定してください。 

ここでは「Encapsulation Protocol=1(LLC-NISO)」を選択した 

例です。 



 １５１

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.11 Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ ＶＣに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ｰ② 設定が正常に入力された場合、下図のような画面になります。設定が正しく入力されて

いるか確認してください。この後、1 つ上の階層に戻りたい場合は｢b｣を入力してくださ

い。トップページに戻りたい場合は｢t｣を入力してください。 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 11:Maintenance VC > 

|     > 2:Protocols 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Protocols *** 

 1:Encapsulation Protocol     :LLC-NISO 

 

<Command> 

 1:Select Edit Item 

 b:Back 

 t:Top 

Input>1 

現在の設定値が表示されます。 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 

Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ ＶＣ情報の画面に戻ります。 



 １５２

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.11 Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ ＶＣに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 「11:Maintenance VC」の画面で「3:Network」を選択すると、下記画面が表示されます。各項

目をまとめて一度に設定する場合は「0:All Item Edit」を、特定の項目のみ設定する場合は

「1-4:Select Edit Item」を選択します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 11:Maintenance VC > 

|     > 3:Network 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Network *** 

 1:My IP Adr                  :192.168.  1.  1 

 2:Subnet Mask                :255.255.255.  0 

 3:Gateway Adr                : 

 4:Mainte Frame TOS           :0 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input>0 

現在の設定値が 

表示されます。 

ここでは「0:All Item Edit」を選択した例です。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 11:Maintenance VC > 

|     > 3:Network > 0:All Item Edit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** All Item Edit *** 

 My IP Adr       =0.0.0.1-255.255.255.254 

 Subnet Mask     =0.0.0.0-255.255.255.255 

 Gateway Adr     =0.0.0.1-255.255.255.254(*Delete=0.0.0.0) 

 Mainte Frame TOS=0-7 

Format=(My IP Adr,Subnet Mask,Gateway Adr,Mainte Frame TOS) 

Input>192.168.0.10,255.255.255.0,192.168.0.20,1 

④ｰ① 「Format=（   ）」に従って、「1:My IP Adr」、「2:Subnet Mask」、「3:Gateway Adr」、

「4:Mainte Frame TOS」を設定してください。 

ここでは「My IP Adr=192.168.0.10」、「Subnet Mask=255.255.255.0」、

「Gateway Adr=192.168.0.20」、「Mainte Frame TOS=1」に設定した例

です。 

「1～4」全ての項目を一度に設定します。 

項目を選択して設定します。 



 １５３

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.11 Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ ＶＣに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ｰ② 設定が正常に入力された場合、下図のような画面になります。設定が正しく入力されてい

るか確認してください。この後、1 つ上の階層に戻りたい場合は｢b｣を入力してください。トッ

プページに戻りたい場合は｢t｣を入力してください。 

Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 11:Maintenance VC > 

|     > 3:Network 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Network *** 

 1:My IP Adr                  :192.168.  0. 10 

 2:Subnet Mask                :255.255.255.  0 

 3:Gateway Adr                :192.168.  0. 20 

 4:Mainte Frame TOS           :1 

 

<Command> 

 0  :All Item Edit 

 1-4:Select Edit Item 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input> 

変更された設定値が 

表示されます。 

構成情報の設定が正常に入力された場合、このように表示

されます。 

Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ ＶＣ情報の画面に戻ります。 



 １５４

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.12 ＦＴＰでｐｕｔした構成情報の設定 
本装置ではＦＴＰで構成情報のアップロード／ダウンロードが可能です。ＦＴＰでアップロード／ダ

ウンロードできる構成情報は「運用構成情報（Running Configuration）」です。アップロードした構成情

報は他の本装置へＦＴＰでダウンロードしたり、構成情報のコピー＆ペーストで設定したりすることが

できます。（ＦＴＰによる構成情報のアップロード／ダウンロードの詳細については「8.5 ＦＴＰによる構

成情報アップロード／ダウンロード機能」を参照してください。） 

 

ＦＴＰでダウンロードした構成情報を「一時保存用構成情報(Temporary Configuration)」に反映する際

には以下の操作が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Set Temporary Configuration *** 

 1 :ATM 

 2 :Ether 

 3 :Protocols 

 4 :Priority Ctl 

 5 :Network 

 6 :Alarm Notify 

 7 :Shaping 

 8 :SNMP 

 9 :OAM 

 10:System 

 11:Maintenance VC 

 12:running.txt File -> Temporary Configuration 

 d :Default Set 

 b :Back 

 t :Top 

Input>12 

① 「ｒｕｎｎｉｎｇ．ｔｘｔ」ファイルを「一時保存用構成情報(Temporary Configuration)」に反映する場合

は、「1:Set Temporary Configuration」の画面で「12:running.txt File -> Temporary 

Configuration」を選択します。 

「running.txt」ファイルを「一時保存

用構成情報(Temporary 

Configuration)」に反映します。 

「12:running.txt File -> Temporary Configuration」を選択します。 



 １５５

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.12 ＦＴＰでｐｕｔした構成情報の設定（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Set Complete! 

② 正常に設定の反映が行われると「Set Complete！」のみが表示されます。 

ダウンロードしたテキストファイル内の設定内容に異常があると「Set Complete！」の後に、

「Line XX:エラーメッセージ」と表示されます。設定内容を確かめてダウンロードしなおしてくだ

さい。（「Line XX」は異常がある行番号を示します。「エラーメッセージの内容は「3.6.2 構成情

報のコピー＆ペーストエラーコード」を参照してください。」 

●ダウンロードしたテキストファイル内の設定内容に異常個所が異常個所が１０箇所を超え

た場合は、「Too many errors.」と表示し、以降の異常内容は表示しません。 

Set Error! 

 

Line  21:The partition character ">" is missing. 

Line  22:The partition character ">" is missing. 

Line  23:The partition character ">" is missing. 

Line  24:The partition character ">" is missing. 

Line  25:The partition character ">" is missing. 

Line  26:The partition character ">" is missing. 

Line  27:The partition character ">" is missing. 

Line  28:The partition character ">" is missing. 

Line  29:The partition character ">" is missing. 

Line  30:The partition character ">" is missing. 

         Too many errors. 

Set Complete! 

 

Line  21:The partition character ">" is missing. 

Line  22:The partition character ">" is missing. 

Line  23:The partition character ">" is missing. 

Line  24:The partition character ">" is missing. 

Line  25:The partition character ">" is missing. 

Line  26:The partition character ">" is missing. 

Line  27:The partition character ">" is missing. 

Line  28:The partition character ">" is missing. 

Line  29:The partition character ">" is missing. 

Line  30:The partition character ">" is missing. 

         Too many errors. 異常個所が 10 箇所を超えた場合の表示。 

●ダウンロードしたテキストファイル内の設定内容に異常個所が１００箇所を超えた場合

は、「Set Error！」と表示されます。この場合は、ダウンロードしたテキストファイル内容

は、反映されません。 

異常個所が 100 箇所を超えた場合の表示。 



 １５６

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.13 Ｄｅｆａｕｌｔ Ｓｅｔに関する登録操作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > d:Default Set 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Default Set *** 

Default Configuration Set OK? 

 

<Command> 

 1:YES 

 2:NO 

Input>1 

① 「1:Set Temporary Configuration」の画面で「d :Default Set」を選択すると、下記画面が表示さ

れます。この操作により構成情報を工場出荷時の設定に戻します。「1:YES」、または「2:NO」を

選択してください。「1:YES」を選択した場合、「Temporary Configuration」に工場出荷時の構成

情報が予約されます。 

ここでは｢1:YES｣を選択します。 



 １５７

3 構成情報の設定（つづき） 

3.4 構成情報の登録操作（つづき） 

3.4.13 Ｄｅｆａｕｌｔ Ｓｅｔに関する登録操作（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Default Configuration Set Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Set Temporary Configuration *** 

 1 :ATM 

 2 :Ether 

 3 :Protocols 

 4 :Priority Ctl 

 5 :Network 

 6 :Alarm Notify 

 7 :Shaping 

 8 :SNMP 

 9 :OAM 

 10:System 

 11:Maintenance VC 

 12:running.txt File -> Temporary Configuration 

 d :Default Set 

 b :Back 

 t :Top 

Input> 

 

② ｢1:YES｣を選択し、構成情報の設定が正常に終了すると、下図に示すように 

「Default Configuration Set Complete!」と表示されます。これで「Temporary Configuration」に

工場出荷時の構成情報が予約されました。 

｢1:YES｣を選択し、構成情報の設定が正常に終

了した場合、このように表示されます。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.5 構成情報の参照 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.5.1 全ての構成情報の参照 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本装置では２種類の構成情報（運用構成情報、一時保存用構成情報）全てについて、 

 

（１）全ての構成情報の参照 

（２）デフォルトからの変更点のみの構成情報の参照 

 

が可能です。 

また、表示された一覧は、テキストファイルとして保存しておき、そのまま構成情報として設定す

ることが可能です。この機能をコピー＆ペースト機能と呼びます。 

この機能については「3.6 構成情報のコピー＆ペースト」を参照してください。 

*** Top Menu *** 

 1:Configuration 

 2:Status 

 3:Log/Statistic 

 4:Test 

 5:Maintenance 

 6:Logout 

Input>1 

構成情報の設定 

① コンソールの｢Top Menu｣より「1:Configuration」を選択してください。 

｢1:Configuration｣を選択します。 

操作方法 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.5 構成情報の参照（つづき） 

3.5.1 全ての構成情報の参照（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Configuration *** 

 1:Set Temporary Configuration 

 2:List All Configuration 

 3:List Modify Configuration 

 4:Paste Mode 

 5:Save Configuration 

 b:Back 

 t:Top 

Input>2 

② ｢2:List All Configuration」を選択してください。 

全ての構成情報を表示します。 

｢2:List All Configuration｣を選択します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 2:List All Configuration 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** List All Configuration *** 

 1      :Running 

 2      :Temporary 

 1-2,all:Non Stop Display 

 b      :Back 

 t      :Top 

Input>1 

③ 全ての構成情報を表示する種類 

「1:Running」・・・・・・・・・・ 運用構成情報 

「2:Temporary」・・・・・・・・ 一時保存用構成情報 

を選択します。 

現在編集中の構成情報を表示します。 

現在動作中の構成情報を表示します。 

ここでは｢1:Running｣を選択した例です。 

上記の１～２内の指定した構成情報を一括で表示します。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.5 構成情報の参照（つづき） 

3.5.1 全ての構成情報の参照（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

#NA-25CEone Series Configuration List 

 

;Configuration Version = 02-01 

;My MAC Adr            = 00-00-87-06-12-C2 

 

;2004/01/01 12:24:56 

;List All Running Configuration 

 

clear config all 

 

;[ATM] 

; VPI/VCI = 0-63/32-1023 

; CLP     = 0-1 

; Speed   = 64k,96k,100k,128k,192k,256k,300k,384k,500k,512k,768k, 

;           1000k,1500k,1536k,2M,2.5M,3M,3.5M,4M,4.5M,5M,6M,...23M,24M 

;           (*XXXk=XXXkbit/s,XXXM=XXXMbit/s,XXX=XXXMbit/s) 

; 

; (Example) ATM>.... = VPI/VCI , CLP , Speed 

; 

ATM>001 = 0/32   , 0, 24M 

; 

;[Ether] 

; ---- more ----  [enter/space] : Next Page, [any key] : Quit 

④ 「1:Running」（運用構成情報）の全ての構成情報が表示されます。 

リストの名称 

構成情報のバージョン 

装置の MAC アドレス 

リストアップした日付 

リストアップした構成情報の種類 

構成情報を全消去するコマンド 

フォーマットを示します。 

設定値の説明

   「；」はコメントを意味し、構成情報のペーストを行った場合には無視されます。 

   コメント部分には、設定内容の詳細が記載されています。 

   上記の例と同様に、全ての構成情報について一覧が作成されます。 

 メモ  

・デフォルトの構成情報一覧をファイルとしてバックアップし、変更したい部分をテキストエディタで編集してペース

トすることでも構成情報の設定を行うことができます。 

「Ｅｎｔｅｒ/Space」以外のキーを押下すると

構成情報の参照を終了します。 

「Ｅｎｔｅｒ/Space」キーを押下すると次のページを表示します。

次のページがあることを示しています。 

現在設定されている構成情報を示します。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.5 構成情報の参照（つづき） 

3.5.2 変更点のみの構成情報の参照 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*** Top Menu *** 

 1:Configuration 

 2:Status 

 3:Log/Statistic 

 4:Test 

 5:Maintenance 

 6:Logout 

Input>1 

構成情報の設定 

① コンソールの｢Top Menu｣より「1:Configuration」を選択してください。 

｢1:Configuration｣を選択します。 

操作方法 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Configuration *** 

 1:Set Temporary Configuration 

 2:List All Configuration 

 3:List Modify Configuration 

 4:Paste Mode 

 5:Save Configuration 

 b:Back 

 t:Top 

Input>3 

デフォルトの構成情報からの変更部分のみ表示

します。 

② 「3:List Modify Configuration」を選択してください。 

｢3:List Modify Configuration｣を選択します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 3:List Modify Configuration 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** List Modify Configuration *** 

 1      :Running 

 2      :Temporary 

 1-2,all:Non Stop Display 

 b      :Back 

 t      :Top 

Input> 1 

③ 変更点のみの構成情報を表示する種類（Ｒｕｎｎｉｎｇ、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ）を選択します。 

現在編集中の構成情報を表示します。 

現在動作中の構成情報を表示します。 

ここでは｢1:Running｣を選択した例です。 

上記の１～２内の指定した構成情報を一括で表示します。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.5 構成情報の参照（つづき） 

3.5.2 変更点のみの構成情報の参照（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

#NA-25CEone Series Configuration List 

 

;Configuration Version = 02-01 

;My MAC Adr            = 00-00-87-06-12-C2 

 

;2004/01/01 12:34:56 

;List Modify Running Configuration 

 

default config all 

 

;[ATM] 

; VPI/VCI = 0-63/32-1023 

; CLP     = 0-1 

; Speed   = 64k,96k,100k,128k,192k,256k,300k,384k,500k,512k,768k, 

;           1000k,1500k,1536k,2M,2.5M,3M,3.5M,4M,4.5M,5M,6M,...23M,24M 

;           (*XXXk=XXXkbit/s,XXXM=XXXMbit/s,XXX=XXXMbit/s) 

; 

; (Example) ATM>.... = VPI/VCI , CLP , Speed 

; 

ATM>001 = 0/32   , 0, 24M 

; 

;[Ether] 

; ---- more ----  [enter/space] : Next Page, [any key] : Quit 

;[Protocols] 

;[Priority] 

;[Network] 

; My IP Adr         = 0.0.0.1-255.255.255.254 

Network>My IP Adr         = 192.168.10.10 

;[Alarm Notify] 

;[Shaping] 

;[SNMP] 

;[OAM] 

;[System] 

;[Maintenance VC] 

;-- Configuration Listing END!  [any key] : Quit -- 

④ 「1:Running」（運用構成情報）の変更点のみの構成情報が表示されます。 

   「；」はコメントを意味し、構成情報ペーストを行った場合には無視されます。 
   この参照方法では変更点のみが表示されます。 
   変更がない項目については、構成情報の大項目名だけが表示されます。 

リストの名称 

構成情報のバージョン 

装置の MAC アドレス 

リストアップした日付 

リストアップした構成情報の種類 

構成情報をデフォルトに設定するコマンド 

変更されている部分のみ表示されます。 

変更されていない項目は項目名称だけが表示され、 

変更がないことが分かります。 

キーを押下すると構成情報の参照を終了します。 

 メモ  
・同じような設定を繰り返し設定する場合は、この差分構成情報をテキストファイルとして保存しておき、変更が必要な

部分のみをテキストエディタで修正して使用すると、効率よい設定が可能になります。また、構成情報を確認する際
にも、こちらの表示方法の方が見やすく、便利です。
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.6 構成情報のコピー＆ペースト 
3.6.1 構成情報のペースト操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*** Top Menu *** 

 1:Configuration 

 2:Status 

 3:Log/Statistic 

 4:Test 

 5:Maintenance 

 6:Logout 

Input>1 

構成情報の設定 

① コンソールの｢Top Menu｣より「1:Configuration」を選択してください。 

｢1:Configuration｣を選択します。 

操作方法 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Configuration *** 

 1:Set Temporary Configuration 

 2:List All Configuration 

 3:List Modify Configuration 

 4:Paste Mode 

 5:Save Configuration 

 b:Back 

 t:Top 

Input>4 

構成情報のペーストモードに入ります。 

② 「4:Paste Mode」を選択してください。 

｢4:Paste Mode｣を選択します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 4:Paste Mode 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Paste Mode *** 

 quit:End Of Paste Mode 

> 

③ 以下のように表示されたら、バックアップしておいた構成情報のテキストファイルをターミナル

ソフト上でペーストします。 

「quit」と入力することで、本モードが終了します。 



 １６４

3 構成情報の設定（つづき） 

3.6 構成情報のコピー＆ペースト（つづき） 

3.6.1 構成情報のペースト操作方法（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*** Paste Mode *** 

 quit:End Of Paste Mode 

>#NA-25CEone Series Configuration List 

 

;Configuration Version = 02-01 

;My MAC Adr            = 00-00-87-06-12-C2 

 

;2004/01/01 12:34:56 

;List Modify Running Configuration 

 

default config all 

 

;[ATM] 

; VPI/VCI = 0-63/32-1023 

; CLP     = 0-1 

; Speed   = 64k,96k,100k,128k,192k,256k,300k,384k,500k,512k,768k, 

;           1000k,1500k,1536k,2M,2.5M,3M,3.5M,4M,4.5M,5M,6M,...23M,24M 

;           (*XXXk=XXXkbit/s,XXXM=XXXMbit/s,XXX=XXXMbit/s) 

; 

; (Example) ATM>.... = VPI/VCI , CLP , Speed 

; 

ATM>001 = 0/32   , 0, 1000k 

ATM>002 = 0/33   , 0, 10M 

; 

; ---- more ----  [enter/space] : Next Page, [any key] : Quit 

;[Ether] 

; Ether Mode = 1-5(1=Auto, 2=100BASE-F, 3=100BASE-H, 

;                  4=10BASE-F, 5=10BASE-H) 

Ether>Ether Mode = 2 

;[Protocols] 

;[Priority] 

;[Network] 

;[Alarm Notify] 

;[Shaping] 

;[SNMP] 

;[OAM] 

;[System] 

;[Maintenance VC] 

;-- Configuration Listing END!  [any key] : Quit -- 

> 

④ ペーストを行うと以下のように表示され、ペーストした構成情報が一次保存用構成情報

(Temporary Configuration)に反映されます。 

ペーストした
構成情報
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.6 構成情報のコピー＆ペースト（つづき） 

3.6.1 構成情報のペースト操作方法（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

>;[System] 

>;-- Configuration Listing END!  [any key] : Quit -- 

>quit 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Configuration *** 

 1:Set Temporary Configuration 

 2:List All Configuration 

 3:List Modify Configuration 

 4:Paste Mode 

 5:Save Configuration 

 b:Back 

 t:Top 

Input> 

⑤ 「quit」と入力すると、以下のように、「1:Configulation」画面に戻ります。 

この状態では、ペーストした構成情報は一時保存用構成情報（Temporary Configuration）に

入っているため、動作に反映させるためには、構成情報の保存が必要です。 

「quit」と入力し、モードを終了します。 

ペーストが終わったら構成情報を保存します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 4:Paste Mode 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Paste Mode *** 

 quit:End Of Paste Mode 

>Ether>Ether Mode = 8 

<<<<<Error!(Code=0062)>>>>> 

The configuration parameter is invalid.Exceeds the limit. 

 

> 

ペーストを行った際、以下のような表示がされた場合はペーストした情報にエラーがありま

す。内容を確認してください。（「3.6.2 構成情報のコピー＆ペーストエラーコード」参照） 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.6 構成情報のコピー＆ペースト（つづき） 

3.6.2 構成情報のコピー＆ペーストエラーコード 
エラー 

コード 
エラー名称 エラー内容 

001X ファイル操作関連  

0010 Cannot open the file. ファイルを開くことができません。 

0012 Cannot read the file. ファイルを読み込むことができません。 

002x 文字関連  
0020 Including no ASCII-code. 文字がアスキーコードの範囲外です。 

0021 Including Control-code. 制御コードが存在しています。 

003x 行制御関連  

0030 
The number of characters exceeds 

the limit.(Max 78 characters.) 

1 行が最大桁数を超えています。最大７８文字までです。 

004x～ 設定値関連  

0041 Invalid MAC address. MAC アドレスの設定値が異常な値です。 

0042 
MAC address format error.(MAC 

address:XX-XX-XX-XX-XX-XX) 

MAC アドレスの設定値の入力フォーマットが間違っています。 

0043 
Invalid MAC address.(Too many 

numbers) 

MAC アドレスの設定値の桁数が異常です。 

0044 
IP address format error.(IP 

address:XXX.XXX.XXX.XXX) 

IP アドレスの設定値の入力フォーマットが間違っています。 

0045 Invalid IP address. IP アドレスの設定値が異常な値です。 

0046 
VPI format error.(Within two 

numbers) 

VPI 値の入力フォーマットが間違っています。 

0047 
This VPI-number is not supported. 

Supported VPI-numbers:(0 - 63) 

VPI 値の設定値が異常な値です。VPI 値は 0～63 までの値で設定して

ください。 

0048 
VCI format error.(Within four 

numbers) 

VCI 値の入力フォーマットが間違っています。 

0049 
This VCI-number is not supported. 

Supported VCI-numbers:(32 - 1023)

VCI 値の設定値が異常な値です。VCI 値は 32～1023 までの値で設定

してください。 

0050 The ATM speed-parameter is invalid. VC 速度の設定値が異常な値です。 

0051 Invalid parameter.   設定値が異常な値です。 

0053 
The parameter exceeds the number 

of max limit.    

設定値が最大レングスを超えています。 

0054 Invalid parameters after "=".    "="の次に異常なデータが存在しています。 

0055 
The configuration parameters are not 

enough.   

1 行に複数の設定が必要な場合に、設定値の数が足りません。設定

のフォーマットを確認してください。 

0056 
The configuration parameter is 

missing.   

設定値が存在しません。(削除不可能項目) 

0057 
The partition character ">" is 

missing." 

区切り文字">"が存在しません。">"を正しい位置に入力してくださ

い。 

0058 Unknown configuration item.   存在しない項目名があります。(階層の文字列) 

0059 Invalid parameters before "=".   "="の前に異常なデータがあります。 

0060 The Header of file is invalid.    ファイルヘッダが異常です。 

0061 The character "=" is missing. "="がありません。 

0062 
The configuration parameter is 

invalid. Exceeds the limit.   

設定値の範囲が異常です。設定値の範囲を確認して入力してくださ

い。 

0063 
Format error.(ex:"192.168.5.1/32" or 

"192.168.5.0/24") 

Ｐｒｅｆｉｘ設定値の入力フォーマットが間違っています。 

0064 Character string format error. 文字列の入力フォーマットが間違っています。 

0065 
IP-Diffserv format error. 

(IP-Diffserv:XX-XX) 

IP-Diffserv 設定値の入力フォーマットが間違っています。 

0066 
VLAN-ID format error. 

(VLAN-ID:XXXX-XXXX) 

VLAN-ID 設定値の入力フォーマットが間違っています。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.7 構成情報の保存 
 

本装置は、設定した構成情報の内容を装置の動作に反映するためには、必ず構成情報を本装置

内のフラッシュＲＯＭに保存する必要があります。この場合、装置は再起動します。また、構成情報

をフラッシュＲＯＭに保存する前にログアウトした場合や、電源を切った場合は新しい設定が反映さ

れませんので、ご注意ください。 

予約された構成情報は、構成情報保存時に整合性チェックを行います。構成情報整合性エラー

が表示された場合は、「3.7.2 構成情報の整合性エラー」を参照してください。 

 

3.7.1 構成情報の保存操作 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*** Top Menu *** 

 1:Configuration 

 2:Status 

 3:Log/Statistic 

 4:Test 

 5:Maintenance 

 6:Logout 

Input>1 

構成情報の設定 

① コンソールの｢Top Menu｣より「1:Configuration」を選択してください。 

｢1:Configuration｣を選択します。 

操作方法 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Configuration *** 

 1:Set Temporary Configuration 

 2:List All Configuration 

 3:List Modify Configuration 

 4:Paste Mode 

 5:Save Configuration 

 b:Back 

 t:Top 

Input>5 

構成情報を保存します。 

② 「5:Save Configuration」を選択してください。 

｢5:Save Configuration｣を選択します。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.7 構成情報の保存（つづき） 

3.7.1 構成情報の保存操作（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 1:Configuration > 5:Save Configuration 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Save Configuration *** 

Temporary Configuration Save OK? 

 

<Command> 

 YES:Save And Reboot 

 NO :Cancel 

Input>YES 

③ 構成情報を保存してよいか確認します。動作を選択してください。 

          ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 
         ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 
        ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 
       ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 
      ]]    ]]]]]  ]]    ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 
     ]]  ]  ]]]]  ]]  ]  ]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 
    ]]  ]]  ]]]  ]]  ]]  ]]]]]]      ]]      ]]  ]]   ]]  ]]      ]]      ]] 
   ]]  ]]]  ]]  ]]  ]]]  ]]]]]  ]]] ]]  ]]  ]]  ]  ]]]]]]]]  ]]  ]]  ]]] ]] 
  ]]  ]]]]  ]  ]]        ]]]]]]  ]]]]      ]]    ]]]]]  ]]      ]]]]  ]]]] 
 ]]  ]]]]]    ]]  ]]]]]  ]]] ]]]  ]]  ]]]]]]  ]]]]]]]  ]]  ]]]]]] ]]]  ]] 
]]  ]]]]]]   ]]  ]]]]]]  ]]      ]]      ]]  ]]]]]]]  ]]      ]]      ]] 
]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 
]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 
]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 
]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 
]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] Version  C/W  :XX-XX XX-XX 
]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]]] 
]]]]<<<<<< NA-25CEone       >>>>>>]]]] 
Password: 

④ 「YES:Save and Reboot」を選択した場合、「一時保存用構成情報」に予約された構成情報が

フラッシュＲＯＭに保存され、新しく保存された構成情報の設定で装置が再起動します。 

ここでは「YES:Save and Reboot」を選択します。 

 メモ  

・整合性チェックで構成情報整合性エラーが発見された場合は、「Bad Configuration!」と表示され、構成情報の保

存はキャンセルされます。「3.7.2 構成情報の整合性エラー」を参照して、整合性エラーを無くしてから、構成情

報の保存を行ってください。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.7 構成情報の保存（つづき） 

3.7.2 構成情報の整合性エラー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予約した構成情報に整合性エラーがあった場合、本装置はエラーコードによりその内容を表示し

ます。 

エラー

コード 
エラー名称 エラー内容､及び対処方法 

010x ATM 情報関連  
 

0100 

 

Error in ATM: 

Two or more PVCs use the same 

VPI/VCI. 

・ATM 情報の中で、VPI と VCI の組み合わせで重複している行がありま

す。ATM 接続情報を確認し、再設定してください。 

034x LLC-NISO 関連  

 

0341 

 

Error in Protocol/LLC-NISO : 

Cannot use VLAN+IP maintenance. 

・Encapsulation Protocol に「LLC-NISO 」を設定していて、Maintenance 

Restriction に「Off」以外が設定されている場合で、ネットワーク保守方

法に「VLAN+IP」を設定しています。ネットワーク保守方法には「IP」を設

定してください。 

 

0342 

 

Error in Protocol/LLC-NISO : 

Static ARP table includes invalid IP 

address. 

・Encapsulation Protocolに「LLC-NISO 」を設定していて、ARP staticテ

ーブルに自装置の IP アドレスが設定されているか、またはブロードキャ

ストＩＰ、ローカルブロードキャストＩＰが設定されています。ＬＡＮ側に接

続される機器のＩＰアドレスを設定してください。 

0343 
Error in Protocol/LLC-NISO : 

Proxy IP Address is not set. 

・Encapsulation Protocol に「LLC-NISO 」を設定していて、登録されて

いるＰＶＣに対して Proxy IP が設定されていません。 

0344 
Error in Protocol/LLC-NISO : 

Proxy IP Address is Invalid. 

・Encapsulation Protocol に「LLC-NISO 」を設定していて、各 PVC に設

定されている Proxy IP にマルチキャスト IP が設定されています。 

0345 
Error in Protocol/LLC-NISO : 

Local Network Address is not set. 

・Encapsulation Protocol に「LLC-NISO 」を設定していて、登録されて

いる PVC に対して Local Network が設定されていません。 

0346 
Error in Protocol/LLC-NISO : 

Local Network Address is invalid. 

・Encapsulation Protocol に「LLC-NISO 」を設定していて、各 PVC に設

定されている Local Network にマルチキャスト IP が設定されています。

0347 
Error in Protocol/LLC-NISO : 

Local Gateway Address is invalid. 

・Encapsulation Protocol に「LLC-NISO 」を設定していて、各 PVC に設

定されている Local Gateway に自装置 IP(*1), マルチキャスト IP, (各

PVC の)ローカルブロードキャスト IP が設定されています。 

0348 

Error in Protocol/LLC-NISO : 

Two or more PVCs use the same 

Proxy IP Address. 

・ Encapsulation Protocol に 「 LLC-NISO 」 を 設 定 し て い て 、 Proxy 

IP/Network が各 PVC 間で重複しています。 

(重複のチェックはサブネットマスクの範囲の広い方(値の小さい方)をサ

ブネットとして使用してチェックします。) 

0349 

Error in Protocol/LLC-NISO : 

Proxy MAC is duplicated with My 

MAC Adr. 

・Encapsulation Protocol に「LLC-NISO 」を設定していて、Proxy MAC

アドレス(17MAC)が自装置 MAC アドレスと重複しています。 

035x VALN-VC マッピング関連  

0350 

Error in Protocol/VLANID-VC 

Mapping: Only VLAN+IP Maintenance 

is available, in VLANID-VC Mapping 

Mode. 

・Encapsulation Protocol に「LLC-BRG/THROUGH」を設定していて、

Action Mode に「VLAN-VC Mapping」を設定していて、Maintenance 

Restriction に「Off」以外が設定されている場合で、ネットワーク保守方

法に「IP」を設定しています。 

0351 

Error in Protocol/VLANID-VC 

Mapping: VLAN-ID duplication is 

occurred in  

VLANID-VC Mapping table. 

・Encapsulation Protocol に「LLC-BRG/THROUGH」を設定していて、

Action Mode に「VLAN-VC Mapping」が設定されている場合で、各 PVC

間／PVC 内の VLAN-ID が重複して登録されています。 
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3 構成情報の設定（つづき） 

3.7 構成情報の保存（つづき） 

3.7.2 構成情報の整合性エラー（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラー

コード 
エラー名称 エラー内容､及び対処方法 

040x ネットワーク設定関連  

0400 

Error in Network: 

Cannot use the same IP address for 

My IP Address with maintenance VC. 

・通信系と保守用 VC で、同じ自装置 IP アドレスが設定されています。

 

0401 

 

Error in Network: 

My IP Address is invalid. 
・自装置 IP アドレスにローカルブロードキャスト IP、マルチキャスト IP が

設定されています。自装置ＩＰアドレスにはローカルブロードキャスト IP、

マルチキャスト IP 以外を設定してください。 

 

0402 

 

Error in Network: 

Gateway IP Address is invalid. 

・Gateway Adr に、自装置 IP アドレスが設定されている、またはブロード

キャスト IP、ローカルブロードキャスト IP、マルチキャスト IP が設定され

ています。使用するゲートウェイのＩＰアドレスを設定してください。 

050x 優先情報設定関連  

0500 

Error in Priority Ctl/COS Mapping: 

Only VLAN+IP Maintenance is 

available, in COS Mapping Mode. 

・ Encapsulation Protocoll= 「 LLC-BRG/Through 」 、 Action Mode=

「 MAC-VC Mapping 」 、 VLAN-tag Ctl= 「 COS Mapping 」 設 定 の 時、

Network Maintenance に「Off」以外で、ネットワーク保守方法に「IP」を

設定しています。 

0501 

Error in Priority Ctl/Queue size: 

Total size of Queues exceed the 

limit, inQueue Information. 

・Priority Mode=「No Use」の時にキューサイズ設定が最大キューサイズ

を超えています。 

・Priority Mode=「No Use」以外設定の時、各キューのキューサイズの

合計が、最大キューサイズを超えています。 

（最大キューサイズは、System 構成情報の Max VC Num の設定値に 

より異なります。Max VC Num = 17 時：800，Max VC Num = 8 時：400）

0502 

Error in Priority Ctl/Queue 

Infomation: 

Two or more “Queue Information” 

use the same parameter. 

・Priority Mode=「No Use」以外設定の時、各キュー間の優先情報が重

複して登録されています。 

060x シェーピング設定関連  

0600 

Error in Shaping: 

Total speed of PVCs exceeds the 

limit. Set the total speed within 

24Mbit/s. 

・ATM 接続情報の中で、全 VC の速度の合計が 24Mbit/s を超えていま

す。ATM 接続情報を確認して全 VC の速度の合計が 24Mbit/s 以下に

なるように設定してください。 

070x ＳＮＭＰ設定関連  

0702 

 

Error in SNMP/Trap: 

The destination of TRAP is 

invalid. 

Maintenance VPI/VCI is not set. 

・SNMP Trap 送出先グループが保守用ＶＣ設定で、保守用ＶＣが登録さ

れていません。 

0703 

Error in SNMP/Trap: 

The destination of TRAP is invalid. 

The detination IP-Address is not set.

・SNMP Trap 送出先の IP アドレスが設定されていません。 

 

0704 

 

Error in SNMP/Trap: 

The destination of TRAP is invalid. 

IP-Address is invalid. 

・SNMP Trap 送出先の IP アドレスが、自装置 IP アドレスが設定されて

います。SNMP Trap 送出先の IP アドレスには自装置 IP アドレス以外を

設定してください。 

 

0705 

 

Error in SNMP/Trap: 

The destination of TRAP is invalid. 

Unavailable VPI/VCI is used. 

・Encapsulation Protocol が「LLC-NISO」の場合で、送出方法が WAN 又

は、Maintenance VC を指定された時、ATM 情報又は保守用ＶＣの中で

指定された VPI/VCI が設定されていません。ATM 情報又は保守用ＶＣ

に指定した VPI/VCI を設定してください。 

080x システム設定関連  

0800 

Error in System: 

The number of PVCs exceeds the 

Max-VC-number. 

・最大 VC 数（保守用ＶＣ含む）を超えて、VC 数が設定されています。 
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第４章 
 

 

 

装置状態の確認 
 

 

この章では、本装置の各インタフェース状態の参照方 

法について説明します。 
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4 装置状態の確認 

4.1 装置状態の確認方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*** Top Menu *** 

 1:Configuration 

 2:Status 

 3:Log/Statistic 

 4:Test 

 5:Maintenance 

 6:Logout 

Input>2 

装置状態の確認 

① コンソールの｢Top Menu｣より｢2:Status｣を選択します。 

｢2:Status｣を選択します。 

操作方法 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 2:Status 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Status *** 

 1:MAC Table(LAN) 

 2:MAC Table(WAN) 

 3:ARP Table 

 4:VLANID-VC Mapping 

 5:IP-VC Mapping 

 6:Priority Information 

 7:PVC Monitor 

 8:Ether Monitor 

 b:Back 

 t:Top 

Input> 

② 参照したい項目を選択します。 

ＬＡＮ側のＭＡＣ学習テーブルを参照します。 

ＷＡＮ側のＭＡＣ学習テーブルを参照します。 

ＬＬＣ－ＮＩＳＯ選択時のＡＲＰテーブルを参照します。 

各ＰＶＣの現在の状態を確認します。 

Ｅｔｈｅｒインタフェースの現在の状態を確認します。 

ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング情報を参照します。 

ＩＰ－ＶＣマッピング情報を参照します。 

優先制御情報を参照します。 
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4 装置状態の確認（つづき） 

4.2 ＬＡＮ側学習テーブルの参照 
 

｢2:Status｣の画面で「1:MAC Table(LAN)」を選択すると、ＬＡＮ側の学習テーブルの内容が表示さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 2:Status > 1:MAC Table(LAN) 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** MAC Table(LAN) *** 

Line            MAC Adr     Aging 

   1  00-00-E2-34-C7-EE  00:04:20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<Command> 

 1-500:List Line 

 r    :Refresh 

 Enter:Next Line 

 p    :Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input>b 

学習しているＭＡＣアドレス 

エージングタイマ：00:00:00 になるとテーブルから削除されます。

ライン番号 

表示を更新します。 

表示させたいライン番号を入力します。 

次の情報を表示します。 

前の情報を表示します。 

 
 
・最大エージング時間は設定変更が可能です。(ＬＡＮ側/ＷＡＮ側で共通のタイマ時間になります。) 

・ＬＡＮ側学習テーブルの参照は、プロトコルの設定が「ＬＬＣ－ＢＲＧ」または「Ｔｈｒｏｕｇｈ」で、かつＡｃｔｉｏｎ  

Ｍｏｄｅの設定が「ＭＡＣ－ＶＣ Ｍａｐｐｉｎｇ」の場合にのみ表示されます。 

これ以外の設定の場合は、「Cannot Display．．．」と表示されます。 

NOTE 
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4 装置状態の確認（つづき） 

4.3 ＷＡＮ側学習テーブルの参照 
 

｢2:Status｣の画面で「2:MAC Table(WAN)」を選択すると、ＷＡＮ側の学習テーブルの内容が表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 2:Status > 2:MAC Table(WAN) 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** MAC Table(WAN) ***  <VPI/VCI= 0/  32> 

Line            MAC Adr     Aging 

   1  00-00-87-06-12-DC  00:05:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<Command> 

 1-500  :List Line 

 VPI/VCI:List VPI/VCI 

 r      :Refresh 

 Enter  :Next Line 

 p      :Previous Line 

 b      :Back 

 t      :Top 

Input> 

学習しているＭＡＣアドレス 

エージングタイマ値：00:00:00 になるとテーブルから削除されます。

ライン番号 

表示を更新します。 

表示させたいライン番号を入力します。

次の情報を表示します。 

前の情報を表示します。 

現在参照しているＰＶＣ 

表示させたいＶＰＩ／ＶＣＩを入力します。

 
 
・最大エージング時間は設定変更が可能です。(ＬＡＮ側/ＷＡＮ側で共通のタイマ時間になります。) 

・ＷＡＮ側学習テーブルの参照は、プロトコルの設定が「ＬＬＣ－ＢＲＧ」または「Ｔｈｒｏｕｇｈ」で、かつＡｃｔｉｏｎ 

Ｍｏｄｅの設定が「ＭＡＣ－ＶＣ Ｍａｐｐｉｎｇ」の場合にのみ表示されます。 

これ以外の設定の場合は、「Cannot Display．．．」と表示されます。 

NOTE 
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4 装置状態の確認（つづき） 

4.4 ＡＲＰテーブルの参照 
 

｢2:Status｣の画面で「3:ARP Table」を選択すると、ＡＲＰテーブルの内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 2:Status > 3:ARP Table 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** ARP Table *** 

Line           IP Adr            MAC Adr     Aging     Type 

   1  192.168.  0.100  00-00-E2-34-C7-EE  00:04:30  Dynamic 

 

 

 

 

 

 

 

 

<Command> 

 1-500   :List Line 

 r       :Refresh 

 ac      :Dynamic Entry All Clear 

 c,IP Adr:Dynamic Entry Clear 

 Enter   :Next Line 

 p       :Previous Line 

 b       :Back 

 t       :Top 

Input> 

登録されているＩＰアドレス 

「Type」がＤｙｎａｍｉｃ時に 
エージングタイマ値：00:00:00 にな
るとテーブルから削除されます。

ライン番号 

表示を更新します。 

表示させたいライン番号を入力します。 

次の情報を表示します。 

前の情報を表示します。 

全てのラインをクリアします。(※) 

指定されたＩＰアドレスのラインをクリア
します。(※) 

登録されているＭＡＣアドレス

ＳｔａｔｉｃかＤｙｎａｍｉｃか
のタイプを示します。 

※「ac」および「c,IP Adr」は「Type」が「Dynamic」のＩＰアドレスラインのみクリアされます。 

 
 
・ＡＲＰテーブルの参照は、プロトコルの設定が「ＬＬＣ－ＮＩＳＯ」の場合にのみ表示されます。 

これ以外の設定の場合は、「Cannot Display．．．」と表示されます。 

NOTE 
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4 装置状態の確認（つづき） 

4.5 ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング情報の参照 
 

 

 

 ｢2:Status｣の画面で「4:VLANID-VC Mapping」を選択すると、ＶＬＡＮＩＤとＶＣのマッピング状態

が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作方法 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 2:Status > 4:VLANID-VC Mapping 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** VLANID-VC Mapping *** 

Line  VPI/VCI  VLAN-tag Add/Delete  VLAN-ID1  VLAN-ID2  VLAN-ID3  VLAN-ID4 

   1   0/  32                   On        10 

   5   0/  33                   On        20 

  10   0/  34                   On        30 

  17   0/  35                  Off        40        50 

 

 

 

 

 

 

 

<Command> 

 1-17 :List Line 

 Enter:Next Line 

 p    :Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

登録されているＶＰＩ／ＶＣＩ 

マッピングしてあるＶＬＡＮ－ＩＤ情報 

（最大で１ＰＶＣに４つのＩＤを設定可能） 

 

ライン番号 

表示させたいライン番号を入力します。 

次ページへ移動します。 

前ページへ戻ります。 

ＶＬＡＮタグ付加／削除機能のＯＮ／ＯＦＦ状態 

 
 
・ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピングの参照は、プロトコルの設定が「ＬＬＣ－ＢＲＧ又は、Ｔｈｒｏｕｇｈ」で、動作モードが

「ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング」の場合にのみ表示されます。 

 これ以外の設定の場合は、「Cannot Display．．．」と表示されます。 

NOTE 
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4 装置状態の確認（つづき） 

4.6 ＩＰ－ＶＣマッピング情報の参照 
 

 

 

 ｢2:Status｣の画面で「5:IP-VC Mapping」を選択すると、ＩＰアドレスとＶＣのマッピング状態が表

示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作方法 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 2:Status > 5:IP-VC Mapping 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** IP-VC Mapping Information *** 

Line  VPI/VCI        Proxy IP Adr   Local Network Adr  Local Gateway Adr 

   1   0/  32  192.168.  1.  1     192.168.  1.  0/30    192.168.  1.  2 

   5   0/  33  192.168.  5.  1/24  192.168.  5.  0/24    192.168.  5.  2 

  10   0/  34  192.168. 10.  1     192.168. 10.  0/30    192.168. 10.  2 

  17   0/  35  192.168. 17.  1/24  192.168. 17.  0/24    192.168. 17.  2 

 

 

 

 

 

 

 

<Command> 

 1-17 :List Line 

 Enter:Next Line 

 p    :Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

登録されているＶＰＩ／ＶＣＩ 

ライン番号 

表示させたいライン番号を入力します。 

次ページへ移動します。 

前ページへ戻ります。 

登録されているプロキシＩＰアドレス 

登録されているローカルネットワークアドレス

登録されているローカルゲートウェイアドレス

 
 
・ＩＰ－ＶＣマッピング情報の参照は、プロトコルの設定が「ＬＬＣ－ＮＩＳＯ」の場合にのみ表示されます。 

これ以外の設定の場合は、「Cannot Display．．．」と表示されます。 

NOTE 
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4 装置状態の確認（つづき） 

4.7 優先制御情報の参照 
 

 

 

 ｢2:Status｣の画面で「6:Priority Information」を選択すると、優先制御情報の状態が表示さ

れます。 

 ＜優先モードが設定されてない場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作方法 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 2:Status > 6:Priority Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Information *** 

VLAN-tag Ctl:COS Mapping 

Queue Size  :100 

 

<VLAN-tag Ctl Information> 

TPID        :8100 

COS         :0 

CFI         :0 

VLAN-ID     : 100 

 

<Command> 

 b:Back 

 t:Top 

Input> 
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4 装置状態の確認（つづき） 

4.7 優先制御情報の参照（つづき） 
 

 

 

 ＜優先モードが設定されている場合（キュー情報一覧）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 2:Status > 6:Priority Information 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Information *** 

VLAN-tag Ctl              :COS Mapping 

Maintenance Frame Queue No:1 

 

Queue    Size  Weight  CLP  VLAN-ID                    TPID  COS  CFI  VLAN-ID 

    8      50     ---    0      100 ...                8100    7    0     1000 

    7      50     ---  ATM      200 ...                8100    6    0     1100 

    6      50     ---  ATM      300                    8100    5    0     1200 

    5                                                   ---  ---  ---      --- 

    4                                                   ---  ---  ---      --- 

    3                                                   ---  ---  ---      --- 

    2     100     ---    1      700 ...                8100    1    0     1600 

    1     100     ---    1                             8100    0    0     1700 

 

<Command> 

 1-8:List Queue 

 b  :Back 

 t  :Top 

Input> 

詳細表示させたいキュー番号を入力します。

操作方法 
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4 装置状態の確認（つづき） 

4.7 優先制御情報の参照（つづき） 
 

 

 

 キュー情報一覧表示画面で、キュー番号を入力すると、指定したキューの詳細状態が表示さ

れます。 

 

 ＜優先モードが設定されている場合（キュー詳細情報）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 2:Status > 6:Priority Information > 8:List Queue 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Priority Information *** 

Queue Size  : 50   Queue Weight:---   CLP Mapping :  0 

 

      <Priority Information>     <VLAN-tag Ctl Information> 

Line  VLAN-ID                    TPID        :8100 

   1      100                    COS         :7 

   2       20                    CFI         :0 

   3       30                    VLAN-ID     :1000 

   4       40 

   5       50 

   6       60 

   7       70 

   8       80 

 

<Command> 

 Enter:Next Queue 

 p    :Previous Queue 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

操作方法 

次ページへ移動します。 

前ージへ移動します。 
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4 装置状態の確認（つづき） 

4.8 各ＰＶＣの状態の参照 
 

｢2:Status｣の画面で「7:PVC Monitor」を選択すると、各ＰＶＣ状態が表示されます。 

 
+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 2:Status > 7:PVC Monitor 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** PVC Monitor *** 

Line  VPI/VCI    Status           Congestion(80%)        Congestion(100%) 

   1   1/  32    Active[   /   ]  Queue=1,2 

   2   2/  32  Inactive[AIS/   ]                         Queue=3,4 

   5   3/  32  Inactive[   /RDI] 

  10   4/  32    Active[   /   ] 

  17   5/  32    Active[   /   ] 

 

 

 

 

 

 

<Command> 

 1-17 :List Line 

 r    :Refresh 

 Enter:Next Line 

 p    :Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

VPI/VCI 

Inactive 時の AIS/RDI の受信状態を表示します。 
無表示で Inactive の場合は ATM レイヤ１断状態。 

ライン番号 

表示を更新します。 

表示させたいライン番号を入力します。 

次の情報を表示します。 

前の情報を表示します。 

状態を表示します。 

輻輳状態を表示します。 
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4 装置状態の確認（つづき） 

4.9 Ｅｔｈｅｒインタフェース状態の参照 
 

｢2:Status｣の画面で「8:Ether Monitor」を選択すると、Ｅｔｈｅｒインタフェースの状態を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 2:Status > 8:Ether Monitor 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Ether Monitor *** 

      <Current Status>  <Configuration> 

Link  Speed/Duplex      Speed/Duplex 

  Up    100/Full              Auto 

 

 

 

 

 

<Command> 

 r:Refresh 

 b:Back 

 t:Top 

Input> 

リンク状態 

表示を更新します。 

現在の動作モード 
「運用構成情報（Running Configuration）」
の動作モード 
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第５章 

 

 

ロギング情報／統計情報 

の確認 
 

この章では、装置で保持するロギング情報、 

および、装置で採取する統計情報の参照 

方法について説明します。 
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5 ロギング情報／統計情報の確認 

5.1 ロギング情報／統計情報の確認操作 
 

本装置のロギング情報および統計情報をコンソールから参照することができます。 

 

 

 

① コンソールの「Top Menu」で「3:Log/Statistic」を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 操作したい項目を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*** Top Menu *** 

 1:Configuration 

 2:Status 

 3:Log/Statistic 

 4:Test 

 5:Maintenance 

 6:Logout 

Input>3 

ロギング情報／統計情報の参照 

操作方法 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Log/Statistic *** 

 1:Log 

 2:Statistic 

 3:Log/Statistic All Clear 

 4:Log/Statistic All Save 

 b:Back 

 t:Top 

Input> 

ロギング情報の参照 

統計情報の参照 

ロギング情報／統計情報のクリア 

ロギング情報／統計情報のセーブ 
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5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.2 ロギング情報の参照 
 

「Log/Statistic」の画面で「1:Log」を選択すると、各種ロギング情報項目が表示されます。 

参照したいロギング情報の項目を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ロギング情報の最大保持件数は、以下の通りとなります。 
最大保持件数を超える件数が発生した場合は古いロギングから消去されます。 

 
 

●障害ロギング（1:Alarm）   ：２０４８件 
●状態ロギング（3:Status）   ：１０２４件 
●回線監視ロギング（4:Line Guard）  ：１０２４件 
●OAM 監視ロギング（5:OAM）     ：４０９６件 
●輻輳状態ロギング（6:Congestion）  ：９２１６件 
                              （ＡＴＭ方向：８１９２件（各キュー当り１０２４件）） 
                              （Ｅｔｈｅｒ方向：１０２４件） 

 

 

障害累積ロギング（2:Alarm Total）は各障害の発生回数を表示します。各障害の発生回数の最大

カウント数は６５５３５です。それ以降はカウントされず、６５５３５表示のまま更新されません。 

 

 

ロギング内容・詳細コードは「各ロギング情報一覧」を参照してください。 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 1:Log 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Log *** 

 1 :Alarm 

 2 :Alarm Total 

 3 :Status 

 4 :Line Guard 

 5 :OAM 

 6 :Congestion 

 ac:Log All Clear 

 b :Back 

 t :Top 

Input> 

障害ロギングを参照する。 

障害累積ロギングを参照する。各障害の発生回数の合計。 

状態ロギングを参照する。 

輻輳状態ロギングを参照する。 

ＯＡＭ監視ロギングを参照する。 

全てのロギング情報のクリアを行う。 

回線監視ロギングを参照する。 
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5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.2 ロギング情報の参照（つづき） 

5.2.1 障害ロギング情報 
「1:Log」の画面で「1:Alarm」を選択すると、障害ロギング情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロギング内容・詳細コードは「障害ロギング情報一覧」を参照してください。 
 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 1:Log > 1:Alarm 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Alarm ***                                      (Page/Total Page =   1/  1) 

   2003/12/10-20:41:44   Ether Link Down 

   2003/12/10-20:41:44   ATM Link Down 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

<Command> 

 r    :Refresh 

 c    :Alarm/Total Log Clear 

 Enter:Next Line 

 p    :Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

ロギング採取日時 ロギング内容 （ ）内は詳細コード 

最新の情報に更新し、最初のページへ戻る。 

障害ロギング情報、障害累計ロギング情報をクリアする。 

次のページへ移動する。 

１つ前のページへ戻る。 
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5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.2 ロギング情報の参照（つづき） 

5.2.2 障害累積ロギング情報 
「1:Log」の画面で「2:Alarm Total」を選択すると、各障害ロギングの発生回数の累積が表

示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ロギング内容・詳細コードは「障害ロギング情報一覧」を参照してください。 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 1:Log > 2:Alarm Total 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Alarm Total ***                                (Page/Total Page =   1/  1) 

   ATM Link Down                   :     9 

   Ether Link Down                 :     9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<Command> 

 r    :Refresh 

 c    :Alarm/Total Log Clear 

 Enter:Next Line 

 p    :Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

発生した障害ロギングの内容 発生回数の累積 

（最大で６５５３５までカウントします。それ以降はカウントされ

ず、６５５３５表示のまま更新されません。） 

最新の情報に更新し、最初のページへ戻る。 

障害ロギング情報、障害累積ロギング情報をクリアする。 

次のページへ移動する。 

１つ前のページへ戻る。 
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5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.2 ロギング情報の参照（つづき） 

＜障害ロギング情報一覧（その１）＞ 

表示メッセージ 障害名 障害要因 
ALM 

赤点灯

・フラッシュ ROM 内構成情報のヘッダ又はサム値エラーを検出しま

した。 
Configuration Error 構成情報不正 

・構成情報内に矛盾があり、各モジュールで初期化に失敗しまし

た。 

○ 
   

リモートホストからの Telnet によるダウンロード時、 Download Error ダウンロードエラー 

フラッシュ ROM 書込み時に障害を検出しました。 

  

構成情報格納時に障害を検出しました。 Configuration Re-Write Error 構成情報書込みエラー 

 

  

Logging/Statistic Re-Write Error ロギング情報／統計情報 

書込みエラー 

ロギング情報／統計情報を格納時に障害を検出しました。   

Password Rewrite Error パスワード書込みエラー パスワード情報を格納時に障害を検出しました。  

ＶＰ－ＡＩＳ受信後、「ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害検出時間 ○ Alarm VP-AIS ＶＰ－ＡＩＳ障害 

(構成情報)」内に、ＡＩＳ受信が回復しませんでした。   

ＶＰ－ＡＩＳ障害状態において、ユーザセル受信又は、一定時間 Alarm Recovery VP-AIS ＶＰ－ＡＩＳ障害回復 

（「ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害回復時間(構成情報)」ＶＰ－ＡＩＳ未受

信でした。 

  

ＶＰ－ＲＤＩ受信後、「ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害検出時間 ○ Alarm VP-RDI ＶＰ－ＲＤＩ障害 

(構成情報)」内に、ＲＤＩ受信が回復しませんでした。   

ＶＰ－ＲＤＩ障害状態において、 

一定時間（「ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害回復時間(構成情報)」 

Alarm Recovery VP-RDI ＶＰ－ＲＤＩ障害回復 

VP-RDI 未受信でした。 

  

ＶＣ－ＡＩＳ受信後、「ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害検出時間 ○ Alarm VC-AIS ＶＣ－ＡＩＳ障害 

(構成情報)」内に、ＡＩＳ受信が回復しませんでした。   

ＶＣ－ＡＩＳ障害状態において、ユーザセル受信又は、 

一定時間（「ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害回復時間(構成情報)」、 

Alarm Recovery VC-AIS ＶＣ－ＡＩＳ障害回復 

ＶＣ－ＡＩＳ未受信でした。 

  

ＶＣ－ＲＤＩ受信後、「ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害検出時間 ○ Alarm VC-RDI ＶＣ－ＲＤＩ障害 

(構成情報)」内に、ＲＤＩ受信が回復しませんでした。   

ＶＣ－ＲＤＩ障害状態において、 

一定時間（「ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害回復時間(構成情報)」 

Alarm Recovery VC-RDI ＶＣ－ＲＤＩ障害回復 

ＶＣ－ＲＤＩ未受信でした。 
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5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.2 ロギング情報の参照（つづき） 

＜障害ロギング情報一覧（その２）＞ 

表示メッセージ 障害名 障害要因 
ALM 

赤点灯

ATM Link Down ＡＴＭ障害 ＡＴＭ回線障害を検出しました。（信号線障害が、構成情報での監

視時間継続しました。） 

○ 

ATM Link Up ＡＴＭ障害回復 ＡＴＭ回線障害状態から回復しました。   

Alarm RTC ＲＴＣ障害 装置内部（ＲＴＣ）で障害を検出しました。   

Self TEST Error セルフテストエラー セルフテストでエラーが発生しました。 

 詳細要因  ４００６h：データ未受信 ４００７h：データＮＧ 

 エラー箇所 １０h：ＡＴＭ 

         ０１h：Ｅｔｈｅｒ 

○ 

UTOPIA Error (Restarted) UTOPIA エラー 装置内部（ＡＴＭ）で障害を検出しました。  

Global Tx Underrun (Restarted) グローバル送信アンダーラン 装置内部（ＡＴＭ）で障害を検出しました。  

Global Rx Underrun (Restarted) グローバル受信オーバーラン 装置内部（ＡＴＭ）で障害を検出しました。  

APC Overrun (Restarted) ＡＰＣオーバーラン 装置内部（ＡＴＭ）で障害を検出しました。  

Tx Que Full (Restarted) 送信キューフル 装置内部（ＡＴＭ）で障害を検出しました。  

Tx Underrun (Restarted) 送信アンダーラン 装置内部（ＡＴＭ）で障害を検出しました。  

Tx Descriptor Error (Restarted) 送信バッファ 

ディスクリプタ異常 

装置内部（ＡＴＭ）で障害を検出しました。  

ATM Stop Tx Error (Restarted) ＡＴＭ送信停止エラー 装置内部（ＡＴＭ）で障害を検出しました。  

Ether Link Down Ｅｔｈｅｒリンクダウン検出 Ｅｔｈｅｒのリンクダウンを検出しました。  

Ether Link Up Ｅｔｈｅｒリンク回復検出 Ｅｔｈｅｒのリンク回復を検出しました。  

Ether Urun Error(Restarted) Ｅｔｈｅｒアンダーランエラー 装置内部（Ｅｔｈｅｒ）で障害を検出しました。  

Ether Orun Error (Restarted) Ｅｔｈｅｒオーバーランエラー 装置内部（Ｅｔｈｅｒ）で障害を検出しました。  

Alarm I2C Ｉ２Ｃ障害 装置内部（Ｉ２Ｃ）で障害を検出しました。  

Alarm CPM (Restarted) CPM 障害 装置内部（ＣＰＭ）で障害を検出しました。  

Alarm EtherPHY PHY 障害 装置内部（Ｅｔｈｅｒ）で障害を検出しました。  

Alarm EtherPHY (Restarted) PHY 障害 装置内部（Ｅｔｈｅｒ）で障害を検出しました。  

※表示メッセージ内の（Ｒｅｓｔａｒｔｅｄ）表記は装置が再起動したことを示します。 



 １９０

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.2 ロギング情報の参照（つづき） 

5.2.3 状態ロギング情報 
「1:Log」の画面で「3:Status」を選択すると、状態ロギング情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロギング内容・詳細コードは「状態ロギング情報一覧」を参照してください。 
 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 1:Log > 3:Status 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Status ***                                     (Page/Total Page =   1/  1) 

   2003/12/10-21:25:37   Login Command Accept(from CONSOLE) 

   2003/12/10-21:19:42   Key Time Out(from CONSOLE) 

   2003/12/10-21:09:47   Test Complete(from CONSOLE) 

   2003/12/10-21:09:43   Ping Test(from CONSOLE)(IP=192.168.  1.120) 

   2003/12/10-20:56:54   Test Complete(from CONSOLE) 

   2003/12/10-20:56:54   Stop Test Command Accept(from CONSOLE) 

   2003/12/10-20:53:23   Ping Test(from CONSOLE)(IP=192.168.  1.100) 

   2003/12/10-20:50:27   Test Complete(from CONSOLE) 

    

    

    

 

<Command> 

 r    :Refresh 

 c    :Status Log Clear 

 Enter:Next Line 

 p    :Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

ロギング採取日時 ロギング内容 （ ）内は詳細コード 

最新の情報に更新し、最初のページへ戻る。 

状態ロギング情報をクリアする。 

次の情報を表示する。 

前の情報を表示する。 
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5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.2 ロギング情報の参照（つづき） 
＜状態ロギング情報一覧＞ 
 

表示メッセージ 状態内容 

構成情報をデフォルト設定にしました。 

 要因：０１h 構成情報異常によるデフォルト 

    ０２h 構成情報内容がデフォルト 

    ０３h 構成情報内容が矛盾によるデフォルト 

Default Configuration 

０４h 構成情報 Ver 不一致によるデフォルト 

Default Password デフォルトのパスワードに変更しました。 

IP Address Duplication Detected ＩＰ重複を検知しました。 

Equipment Start-up (Detail=XXXX) 装置が起動（再起動）しました。 

Config Re-Write 

 (Temp->Running) 

（エラー時は、障害ロギングも取得する） 

構成情報書換を実行しました。（Temporary → Running） 

Download Command Accept ダウンロードコマンドを実行しました。 

Reset Command Accept (from CONSOLE) コンソールまたはＴｅｌｎｅｔにより装置リセットを実行しました。 

Login Command Accept (from CONSOLE) コンソールによりログインされました。 

Logout Command Accept (from CONSOLE) コンソールによりログインしていたユーザがログアウトしました。 

Key Time Out (from CONSOLE) コンソールによりログイン中、１０分間キー入力がないためログアウトしました。 

Login Command Accept (from Telnet) Ｔｅｌｎｅｔによりログインされました。 

Logout Command Accept (from Telnet) Ｔｅｌｎｅｔによりログインしていたユーザがログアウトしました。 

Key Time Out (from Telnet) Ｔｅｌｎｅｔによりログイン中、１０分間キー入力がないためログアウトしました。 

Invalid Password(from CONSOLE) コンソールによりログイン時のパスワードが間違っています。 

Invalid Password(from Telnet) Ｔｅｌｎｅｔによりログイン時のパスワードが間違っています。 

Logging/Statistic Clear ロギング／統計情報クリアを実行しました。 

Self Test (from CONSOLE) コンソールまたはＴｅｌｎｅｔによりセルフテストを開始しました。 

OAM Loop Back Test (from CONSOLE) コンソールまたはＴｅｌｎｅｔによりＯＡＭループバックテストを開始しました。 

Ping Test (from CONSOLE) コンソールまたはＴｅｌｎｅｔによりＰｉｎｇテストを開始しました。（ＬＡＮ側及びＷＡＮ側） 

Stop Test Command Accept (from CONSOLE) コンソールまたはＴｅｌｎｅｔによりテストの解除を実行しました。 

Test Complete (from CONSOLE) コンソールまたはＴｅｌｎｅｔにより実行したテストが終了しました。 

Self Test (from PANEL) パネルからのセルフテストを開始しました。 

Stop Test Command Accept (from PANEL) パネルからテストの解除を実行しました。 

Test Complete (from PANEL) パネルから実行したテストが終了しました。 

FTP Connected ＦＴＰセッションを接続しました。 

FTP Disconnected by Remote Host ＦＴＰセッションが、相手から切断されました。 

Refused FTP  ＦＴＰセッション接続要求を拒否しました。（既に別セッション接続中の為） 

Telnet Connected Tｅｌｎｅｔセッションを接続しました。 

Telnet Disconnected by Remote Host Tｅｌｎｅｔセッションが、相手から切断されました。 

Telnet Disconnected by Myself Tｅｌｎｅｔセッションを、本装置から切断しました。 

Refused Telnet Tｅｌｎｅｔセッション接続要求を拒否しました。（既に別セッション接続中の為） 
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5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.2 ロギング情報の参照（つづき） 

5.2.4 回線監視ロギング情報 
「1:Log」の画面で「4:Line Guard」を選択すると、回線監視ロギング情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロギング内容は「回線監視ロギング情報一覧」を参照してください。 
 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 1:Log > 4:Line Guard 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Line Guard ***                                 (Page/Total Page =   1/  1) 

   2003/12/10-20:41:44   Alarm ATM Line 

   2003/12/10-20:41:42   Alarm ATM Signal Line 

   2003/12/10-20:40:04   Alarm ATM Line 

   2003/12/10-20:40:01   Alarm ATM Signal Line 

   2003/12/10-20:33:58   Alarm ATM Line 

   2003/12/10-20:33:54   Alarm ATM Signal Line 

    

    

    

    

    

 

<Command> 

 r    :Refresh 

 c    :Line Guard Log Clear 

 Enter:Next Line 

 p    :Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

ロギング採取日時 ロギング内容 

最新の情報に更新し、最初のページへ戻る。 

回線監視ロギング情報をクリアする。 

次の情報を表示する。 

前の情報を表示する。 



 １９３

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.2 ロギング情報の参照（つづき） 

5.2.4 回線監視ロギング情報（つづき） 
 

＜回線監視ロギング情報一覧＞ 

 

表示メッセージ 状態内容 

Alarm ATM Signal Line ＡＴＭ信号線が障害状態です。 

Alarm Recovering ATM Line or Signal Line ＡＴＭ信号線が障害状態／回線障害状態からの回復中です。 

Alarm Recovery ATM Line or Signal Line ＡＴＭ信号線が障害状態／回線障害状態から回復しました。（ＡＴＭ回線正常） 

Alarm ATM Line ＡＴＭ回線が障害状態です。 

 

 

※ＡＴＭ信号線障害とはＡＴＭレイヤ１障害の検出を意味し、ＡＴＭ回線障害とはＡＴＭレイヤ１障害

の検出がＡＴＭレイヤ１監視時間以上あったことを意味します。 



 １９４

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.2 ロギング情報の参照（つづき） 

5.2.5 ＯＡＭ監視ロギング情報 
「1:Log」の画面で「5:OAM」を選択すると、ＯＡＭ監視ロギング情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロギング内容・詳細コードは「ＯＡＭ監視ロギング情報一覧」を参照してください。 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 1:Log > 5:OAM 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** OAM ***                                        (Page/Total Page =   1/  1) 

   2003/12/10-20:33:58   Receive VP-AIS       (VPI= 0) 

   2003/12/10-20:33:54   Recovery VP-AIS      (VPI/VCI= 0/  32) 

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

<Command> 

 r    :Refresh 

 c    :OAM Log Clear 

 Enter:Next Line 

 p    :Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

ロギング採取日時 ロギング内容 

最新の情報に更新し、最初のページへ戻る。 

ＯＡＭ監視ロギング情報をクリアする。 

次の情報を表示する。 

前の情報を表示する。 

ＶＰＩ／ＶＣＩ 



 １９５

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.2 ロギング情報の参照（つづき） 
＜ＯＡＭ監視ロギング情報一覧＞ 
 

表示メッセージ 障害名 内 容 

Receive VP-AIS ＶＰ－ＡＩＳ受信 ＡＴＭ回線から、ＶＰ－ＡＩＳを受信しました。 

ＶＰ－ＡＩＳ受信／障害状態において、ユーザセル受信又は、 Recovery VP-AIS ＶＰ－ＡＩＳ回復 

一定時間（ＡＩＳ／ＲＤＩ監視時間(構成情報)）ＶＰ－ＡＩＳ未受信。 

ＶＰ－ＡＩＳ受信後、「ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害検出時間(構成情報)」内に、 Alarm VP-AIS ＶＰ－ＡＩＳ障害 

ＡＩＳ受信が回復しません。 

ＶＰ－ＡＩＳ障害回復状態において、 Alarm Recovery VP-AIS ＶＰ－ＡＩＳ障害回復 

一定時間（ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害回復時間(構成情報)）ＶＰ－ＡＩＳ未受信。 

Receive VP-RDI ＶＰ－ＲＤＩ受信 ＡＴＭ回線から、ＶＰ－ＲＤＩを受信しました。 

ＶＰ－ＲＤＩ受信／障害状態において、 Recovery VP-RDI ＶＰ－ＲＤＩ回復 

一定時間（ＡＩＳ／ＲＤＩ監視時間(構成情報)）ＶＰ－ＲＤＩ未受信。 

ＶＰ－ＲＤＩ受信後、「ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害検出時間(構成情報)」内に、 Alarm VP-RDI ＶＰ－ＲＤＩ障害 

ＲＤＩ受信が回復しません。 

ＶＰ－ＲＤＩ障害回復状態において、 Alarm Recovery VP-RDI ＶＰ－ＲＤＩ障害回復 

一定時間（ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害回復時間(構成情報)）ＶＰ－ＲＤＩ未受信。 

Receive VC-AIS ＶＣ－ＡＩＳ受信 ＡＴＭ回線から、ＶＣ－ＡＩＳを受信しました。 

ＶＣ－ＡＩＳ受信／障害状態において、ユーザセル受信又は、 Recovery VC-AIS ＶＣ－ＡＩＳ回復 

一定時間（ＡＩＳ／ＲＤＩ監視時間(構成情報)）ＶＣ－ＡＩＳ未受信。 

ＶＣ－ＡＩＳ受信後、「ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害検出時間(構成情報)」内に、 Alarm VC-AIS ＶＣ－ＡＩＳ障害 

ＡＩＳ受信が回復しません。 

ＶＣ－ＡＩＳ障害回復状態において、 Alarm Recovery VC-AIS ＶＣ－ＡＩＳ障害回復 

一定時間（ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害回復時間(構成情報)）ＶＣ－ＡＩＳ未受信。 

Receive VC-RDI ＶＣ－ＲＤＩ受信 ＡＴＭ回線から、ＶＣ－ＲＤＩを受信しました。 

ＶＣ－ＲＤＩ受信／障害状態において、 Recovery VC-RDI ＶＣ－ＲＤＩ回復 

一定時間（ＡＩＳ／ＲＤＩ監視時間(構成情報)）ＶＣ－ＲＤＩ未受信。 

ＶＣ－ＲＤＩ受信後、「ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害検出時間(構成情報)」内に、 Alarm VC-RDI ＶＣ－ＲＤＩ障害 

ＲＤＩ受信が回復しません。 

ＶＣ－ＲＤＩ障害回復状態において、 Alarm Recovery VC-RDI ＶＣ－ＲＤＩ障害回復 

一定時間（ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害回復時間(構成情報)）ＶＣ－ＲＤＩ未受信。 

 

 

 



 １９６

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.2 ロギング情報の参照（つづき） 

5.2.6 輻輳状態ロギング情報 
「1:Log」の画面で「6:Congestion」を選択すると、各種輻輳ロギング情報項目が表示されま

す。参照したいロギング情報の項目を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロギング内容・詳細コードは「輻輳状態ロギング情報一覧」を参照してください。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 1:Log > 6:Congestion > 1:-> ATM 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Congestion *** 

 1 :-> ATM 

 2 :-> Ether 

 3 :Total 

 ac:Congestion Log All Clear 

 b :Back 

 t :Top 

Input> 

Ｅｔｈｅｒ→ＡＴＭ方向の輻輳状態ロギング情報を表示する。 

ＡＴＭ→Ｅｔｈｅｒ方向の輻輳状態ロギング情報を表示する。 

輻輳状態累積ロギング情報を表示する。 

輻輳状態ロギング情報、輻輳状態累計ロギング情報をクリアする。



 １９７

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.2 ロギング情報の参照（つづき） 

5.2.6 輻輳状態ロギング情報（つづき） 
「6:Congestion」の画面で「1:-> ATM」を選択すると、ＡＴＭ方向の輻輳状態ロギング情報が

表示されます。 

 

＜輻輳状態ロギング情報（全ＶＰＩ／ＶＣＩの輻輳状態）の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロギング内容・詳細コードは「輻輳状態ロギング情報一覧」を参照してください。 
 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 1:Log > 6:Congestion > 1:-> ATM 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Congestion ***                                 (Page/Total Page =   1/  1) 

   2003/12/11-13:17:59   Congestion Improved(less 80%)(VPI/VCI= 2/  32)(Que=8) 

   2003/12/11-13:17:58   Congestion Awful(100%)       (VPI/VCI= 2/  32)(Que=8) 

   2003/12/11-13:16:35   Congestion Improved(less 80%)(VPI/VCI= 1/  32)(Que=6) 

   2003/12/11-13:16:30   Congestion Awful(100%)       (VPI/VCI= 1/  32)(Que=6) 

   2003/12/11-13:15:12   Congestion Improved(less 80%)(VPI/VCI= 0/  32)(Que=3) 

   2003/12/11-13:15:10   Congestion Awful(100%)       (VPI/VCI= 0/  32)(Que=3) 

    

    

    

    

<Command> 

 all    :List All VPI/VCI 

 VPI/VCI:List VPI/VCI 

 r    :Refresh 

 c      :Congestion Log(-> ATM) Clear 

 Enter:Next Line 

 p    :Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

前の情報を表示する。 

ロギング採取日時 ロギング内容 

最新の情報に更新し、最初のページへ戻る。 

次の情報を表示する。 

Ｅｔｈｅｒ→ＡＴＭ方向の輻輳状態ロギング情報をクリアする。 

指定されたＶＬＰＩ／ＶＣＩの輻輳状態ロギング情報を表示する。

                                     （次ページ参照）

全ＶＰＩ／ＶＣＩの輻輳状態ロギング情報を表示する。 

ＶＰＩ／ＶＣＩ キュー番号 



 １９８

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.2 ロギング情報の参照（つづき） 

5.2.6 輻輳状態ロギング情報（つづき） 
「6:Congestion」の画面で「1:-> ATM」を選択すると、ＡＴＭ方向の輻輳状態ロギング情報が

表示されます。 

 

＜輻輳状態ロギング情報（指定ＶＰＩ／ＶＣＩの輻輳状態）の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロギング内容・詳細コードは「輻輳状態ロギング情報一覧」を参照してください。 
 
 
 
 
 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 1:Log > 6:Congestion > 1:-> ATM 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Congestion ***                                 (Page/Total Page =   1/  1) 

   2003/12/11-13:15:12   Congestion Improved(less 80%)(VPI/VCI= 0/  32)(Que=3) 

   2003/12/11-13:15:10   Congestion Awful(100%)       (VPI/VCI= 0/  32)(Que=3) 

 

 

 

 

    

    

    

    

<Command> 

 all    :List All VPI/VCI 

 VPI/VCI:List VPI/VCI 

 r    :Refresh 

 c      :Congestion Log(-> ATM) Clear 

 Enter:Next Line 

 p    :Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

前の情報を表示する。 

ロギング採取日時 ロギング内容 

最新の情報に更新し、最初のページへ戻る。 

次の情報を表示する。 

Ｅｔｈｅｒ→ＡＴＭ方向の輻輳状態ロギング情報をクリアする。 

指定されたＶＬＰＩ／ＶＣＩの輻輳状態ロギング情報を表示する。

ＶＰＩ／ＶＣＩ キュー番号 

全ＶＰＩ／ＶＣＩの輻輳状態ロギング情報を表示する。

                      （前ページ参照）



 １９９

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.2 ロギング情報の参照（つづき） 

5.2.6 輻輳状態ロギング情報（つづき） 
「6:Congestion」の画面で「2:-> Ether」を選択すると、Ｅｔｈｅｒ方向の輻輳状態ロギング情報

が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロギング内容・詳細コードは「輻輳状態ロギング情報一覧」を参照してください。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 1:Log > 6:Congestion > 2:-> Ether 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Congestion ***                                 (Page/Total Page =   1/  1) 

   2003/12/11-13:17:59   Congestion Improved(less 80%) 

   2003/12/11-13:17:58   Congestion Awful(100%) 

    

    

    

    

    

    

    

    

<Command> 

 r    :Refresh 

 c    :Congestion Log(-> Ether) Clear 

 Enter:Next Line 

 p    :Previous Line 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

前の情報を表示する。 

ロギング採取日時 ロギング内容 

最新の情報に更新し、最初のページへ戻る。 

次の情報を表示する。 

ＡＴＭ→Ｅｔｈｅｒ方向の輻輳状態ロギング情報をクリア



 ２００

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.2 ロギング情報の参照（つづき） 
＜輻輳状態ロギング情報一覧＞ 
 

表示メッセージ 内 容 

Congestion Occurred (more 80%) バッファ輻輳発生 

（通常状態で、送信キューに８０％以上積んだ） 

Congestion Released (less 60%) バッファ輻輳解除 

（輻輳状態で、送信キュー状態が６０％以下となった） 

Congestion Awful (100%) バッファ枯渇状態 

（輻輳状態で、送信キューに１００％積んだ） 

Congestion Improved (less 80%) バッファ枯渇解除 

（枯渇状態で、キュー状態が８０％以下となった） 

 
 

 



 ２０１

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.2 ロギング情報の参照（つづき） 

5.2.7 ロギング情報のクリア 
「1:Log」の画面で「ac:Log All Clear」を選択すると、全てのロギング情報をクリアする画面

が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「1:YES」を選択すると、全てのロギング情報をクリアし、「1:Log」画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「2:NO」を選択すると、ロギング情報のクリアを行わず、「1:Log」画面に戻ります。 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 1:Log > ac:Log All Clear 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Log All Clear *** 

Log Data All Clear OK? 

 

<Command> 

 1:YES 

 2:NO 

Input> 

全てのロギング情報をクリアする。 

 

Now Log Data All Clearing! 

Log Data All Clear Complete! 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 1:Log 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Log *** 

 1 :Alarm 

 2 :Alarm Total 

 3 :Status 

 4 :Line Guard 

 5 :OAM 

 6 :Congestion 

 ac:Log All Clear 

 b :Back 

 t :Top 

Input> 

ロギング情報をクリアしない。 



 ２０２

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.3 統計情報の参照 
「3:Log/Statistic」の画面で「2:Statistic」を選択すると、各種統計情報項目が表示されま

す。参照したい統計情報の項目を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 2:Statistic 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Statistic *** 

 0 :All 

 1 :Equipment 

 2 :Ether 

 3 :ATM 

 4 :PVC 

 5 :OAM(F4) 

 6 :OAM(F5) 

 7 :Network Maintenance 

 8 :Maintenance VC 

 ac:Statistic All Clear 

 b :Back 

 t :Top 

Input> 

全ての統計情報を順番に表示する。 

入出力フレーム数から表示を開始する。 

Ether インタフェースの統計から表示を開始する。 

OAM(F4)の統計情報から表示を開始する。 

PVC の統計情報から表示を開始する。 

OAM(F5)の統計情報から表示を開始する。 

ATM の統計情報から表示を開始する。 

保守用フレームに関する統計情報を参照する。 

全ての統計情報のクリアを行う。 

保守ＰＶＣ用フレームに関する統計情報を参照する。 



 ２０３

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.3 統計情報の参照（つづき） 

5.3.1 装置単位の送受信フレーム数 
「2:Statistic」の画面で「1:Equipment」を選択すると、装置単位の送受信フレーム数が表示

されます。ここでは、各インタフェースでの送受信フレーム数を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜装置単位の送受信フレーム数＞ 
 

統計情報項目 内容 

Rx Frame (ATM) ＡＴＭ側から正常フレーム受信時にカウントアップする。 

Tx Frame (ATM) ＡＴＭ側へ正常フレーム送信時にカウントアップする。 

Rx Octets (ATM) 
ＡＴＭ側から正常フレーム受信時にオクテット数(ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長)をカウントアップする。（ＣＲＣは

除く） 

Tx Octets (ATM) 
ＡＴＭ側へ正常フレーム送信時にオクテット数(ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長)をカウントアップする。（ＣＲＣは

除く） 

Rx Frame (Ether) Ｅｔｈｅｒ側から正常フレーム受信時にカウントアップする。 

Tx Frame (Ether) Ｅｔｈｅｒ側へ正常フレーム送信時にカウントアップする。 

Rx Octets (Ether) Ｅｔｈｅｒ側から正常フレーム受信時にオクテット数をカウントアップする。（ＣＲＣは除く） 

Tx Octets (Ether) Ｅｔｈｅｒ側へ正常フレーム送信時にオクテット数をカウントアップする。（ＣＲＣは除く） 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 2:Statistic > 1:Equipment 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Equipment *** 

[ATM]                                   [Ether] 

Rx Frame                  :         0   Rx Frame                  :         0 

Tx Frame                  :       223   Tx Frame                  :        21 

Rx Octets                 :         0   Rx Octets                 :         0 

Tx Octets                 :     50636   Tx Octets                 :      1260 

 

<Command> 

 r    :Refresh 

 c    :Equipment Statistic Clear 

 Enter:Next Statistic 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

最新の情報に更新する。 

装置統計情報をクリアする。 

次の統計情報を表示する。 



 ２０４

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.3 統計情報の参照（つづき） 

5.3.2 Ｅｔｈｅｒインタフェース統計情報 
「2:Statistic」の画面で「2:Ether」を選択すると、Ｅｔｈｅｒインタフェースの統計情報が表示さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 3:Log/Statistic > 2:Statistic > 2:Ether 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Ether *** 
Rx Frame                  :         0   Tx Frame                  :        21 
Rx Octets                 :         0   Tx Octets                 :      1260 
Rx Broad/Multi            :         0   Tx Broad/Multi            :        21 
Rx Oversize Frame         :         0   Tx 16-Collision           :         0 
Rx 802.3 Length Error     :         0   Tx Late Collision         :         0 
Rx Protocol Error         :         0   Tx Carrier Sense Lost     :         0 
Rx CRC Error              :         0 
Rx Alignment Error        :         0 
Rx Busy                   :         0 
Rx Overrun                :         0 
 
<Command> 
 r    :Refresh 
 c    :Ether Statistic Clear 
 Enter:Next Statistic 
 p    :Previous Statistic 
 b    :Back 
 t    :Top 

Input> 

最新の情報に更新する。 

次の統計情報を表示する。 

表示している Ether インタフェース統計情報をクリアする。

前の統計情報を表示する。 



 ２０５

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.3 統計情報の参照（つづき） 

5.3.2 Ｅｔｈｅｒインタフェース統計情報 
Ｅｔｈｅｒインタフェースの統計情報は２画面分あります。下図が２画面目になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 3:Log/Statistic > 2:Statistic > 2:Ether 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Ether *** 
Filtering BPDU Discard    :         0   No Entry VLAN Info Discard 
Filtering Pause Discard   :         0                     (Queue8):         0 
No VLAN Frame Discard     :         0                     (Queue7):         0 
No Entry VLAN-ID Discard  :         0                     (Queue6):         0 
Congestion Discard        :         0                     (Queue5):         0 
VLAN-tag Tagging Discard  :         0                     (Queue4):         0 
                                                          (Queue3):         0 
                                                          (Queue2):         0 
                                              (No Priority/Queue1):         0 
 
<Command> 
 r    :Refresh 
 c    :Ether Statistic Clear 
 Enter:Next Statistic 
 p    :Previous Statistic 
 b    :Back 
 t    :Top 
Input> 

最新の情報に更新する。 

次の統計情報を表示する。 

表示している Ether インタフェース統計情報をクリアする。

前の統計情報を表示する。 



 ２０６

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.3 統計情報の参照（つづき） 

5.3.2 Ｅｔｈｅｒインタフェース統計情報 

＜Ｅｔｈｅｒインタフェース統計情報一覧（その１）＞ 

 

統計情報項目 内容 

Rx Frame Ｅｔｈｅｒ側から正常フレーム受信時にカウントアップする。 

Rx Octets Ｅｔｈｅｒ側から正常フレーム受信時にオクテット数をカウントアップする。 

Rx Broad/Multi Ｅｔｈｅｒ側からブロードキャスト／マルチキャストフレームを受信した時にカウントアップする。

Rx Oversize Frame Ｅｔｈｅｒ側から、１５６６バイトより大きいフレーム受信時にカウントアップする。 

ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時は、１５１４バイトより大きいフレーム受信時にカウントアップする。 

Rx 802.3 Length Error ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時、ＩＥＥＥ８０２．３形式のフレームを受信し、Ｌｅｎｇｔｈフィ－ルドの値が以下の

不正な場合にカウントアップする。 

①Ｌｅｎｇｔｈフィ－ルドが、実際に受信しているデータ部のバイト数より大きい場合 

②ＩＰ時にＬｅｎｇｔｈフィ－ルドが、ＬＬＣ(３)＋ＳＮＡＰ(５)＋ＩＰヘッダ（２０）未満である場合 

③ＡＲＰ時にＬｅｎｇｔｈフィ－ルドが、ＬＬＣ（３）＋ＳＮＡＰ（５）＋ＡＲＰフレーム（２８）未満である

場合 

Rx Protocol Error ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時に、ＡＲＰを受信し以下のフィールドが不正な場合にカウントアップする。 

①ＡＲＰ－ハードウェアタイプが、ＥｔｈｅｒｎｅｔⅡ形式受信時は０００１ｈ以外、ＩＥＥＥ８０２．３形

式受信時は０００６ｈ以外の場合 

②ＡＲＰ－プロトコルタイプが、０８００ｈ（ＩＰ）以外の場合 

③ＡＲＰ－ハードウェアレングスが、６以外の場合 

④ＡＲＰ－プロトコルレングスが、４以外の場合 

⑤ＡＲＰ－オペレーションコードが、０００１(要求)、０００２(応答)以外の場合 

また、ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時、ＡＲＰ応答を受信し、ＡＲＰ応答の目的ＩＰと目的ＭＡＣの組合せが、

(目的ＩＰ=自ＩＰ,目的ＭＡＣ=自装置ＭＡＣ)以外の場合 

Rx CRC Error Ｅｔｈｅｒ側から受信したフレームでＣＲＣエラーを検出した時にカウントアップする。 

Rx Alignment Error Ｅｔｈｅｒ側から８の倍数ではないビット数のフレームを受信時にカウントアップする。 

Rx Busy Ｅｔｈｅｒ受信ディスクリプタ枯渇によるＢｕｓｙ割込み発生時カウントアップする。 

処理能力オーバー状態で発生する。 

Rx Overrun Ｅｔｈｅｒ受信ＦＩＦＯ枯渇によるオーバーラン発生時カウントアップする。 

処理能力オーバー状態で発生する。 

Tx Frame Ｅｔｈｅｒ側へ正常フレーム送信時にカウントアップする。 

Tx Octets Ｅｔｈｅｒ側へ正常フレーム送信時にオクテット数をカウントアップする。 

Tx Broad／Multi Ｅｔｈｅｒ側へブロードキャスト／マルチキャストフレームを送信した時にカウントアップする。 

Tx 16-Collision Ｅｔｈｅｒ側へ送信時、１６回連続でコリジョンが発生した場合にカウントアップする。 

Tx Late Collision ６４バイト送信後のコリジョン発生時にカウントアップする。 

Tx Carrier Sense Lost フレーム送信中にキャリアが消失するとカウントアップする。 

 



 ２０７

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.3 統計情報の参照（つづき） 

5.3.2 Ｅｔｈｅｒインタフェース統計情報 

＜Ｅｔｈｅｒインタフェース統計情報一覧（その２）＞ 

 
Filtering BPDU Discard ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時、受信したフレームのＤＡがＢＰＤＵのＭＡＣアドレスのため、破棄したフレー

ム数。 

Filtering Pause Discard 受信したフレームのＤＡがＰａｕｓｅフレームのＭＡＣアドレスのため、破棄したフレーム数。 

No VLAN Frame Discard ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング時、受信したフレームがＶＬＡＮフレーム以外のため、破棄したフレ

ーム数。 

No Entry VLANID Discard ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング時、付加するＶＬＡＮタグが登録されていないため、破棄したフレー

ム数。 

Congestion Discard 輻輳により破棄したフレーム数。 

 

VLAN-tag Tagging Discard ＭＡＣ－ＶＣマッピング（ＶＬＡＮタグ付加／削除）時、ＶＬＡＮタグを付加できずに破棄したフレ

ーム数。（ＶＬＡＮタグ付加エラー）。 

No Entry VLAN Info Discard 

                (Queue8) 

ＭＡＣ－ＶＣマッピング（ＶＬＡＮタグ付加／削除 ｏｒ ＣＯＳマッピング）時、キュー８に付加す

るＶＬＡＮタグ情報が登録されていないため、破棄したフレーム数。 

No Entry VLAN Info Discard 

                (Queue7) 

ＭＡＣ－ＶＣマッピング（ＶＬＡＮタグ付加／削除 ｏｒ ＣＯＳマッピング）時、キュー７に付加す

るＶＬＡＮタグ情報が登録されていないため、破棄したフレーム数。 

No Entry VLAN Info Discard 

                (Queue6) 

ＭＡＣ－ＶＣマッピング（ＶＬＡＮタグ付加／削除 ｏｒ ＣＯＳマッピング）時、キュー６に付加す

るＶＬＡＮタグ情報が登録されていないため、破棄したフレーム数。 

No Entry VLAN Info Discard 

                (Queue5) 

ＭＡＣ－ＶＣマッピング（ＶＬＡＮタグ付加／削除 ｏｒ ＣＯＳマッピング）時、キュー５に付加す

るＶＬＡＮタグ情報が登録されていないため、破棄したフレーム数。 

No Entry VLAN Info Discard 

                (Queue4) 

ＭＡＣ－ＶＣマッピング（ＶＬＡＮタグ付加／削除 ｏｒ ＣＯＳマッピング）時、キュー４に付加す

るＶＬＡＮタグ情報が登録されていないため、破棄したフレーム数。 

No Entry VLAN Info Discard 

                (Queue3) 

ＭＡＣ－ＶＣマッピング（ＶＬＡＮタグ付加／削除 ｏｒ ＣＯＳマッピング）時、キュー３に付加す

るＶＬＡＮタグ情報が登録されていないため、破棄したフレーム数。 

No Entry VLAN Info Discard 

                (Queue2) 

ＭＡＣ－ＶＣマッピング（ＶＬＡＮタグ付加／削除 ｏｒ ＣＯＳマッピング）時、キュー２に付加す

るＶＬＡＮタグ情報が登録されていないため、破棄したフレーム数。 

No Entry VLAN Info Discard 

      (No Priority/Queue1) 

ＭＡＣ－ＶＣマッピング（ＶＬＡＮタグ付加／削除 ｏｒ ＣＯＳマッピング）時、キュー１に付加す

るＶＬＡＮタグ情報が登録されていないため、破棄したフレーム数。 

 

 

 

 

 

 



 ２０８

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.3 統計情報の参照（つづき） 

5.3.3 ＡＴＭ統計情報 
「2:Statistic」の画面で「3:ATM」を選択すると、ＡＴＭインタフェースにおける統計情報が表示
されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ＡＴＭインタフェース統計情報一覧＞ 

 

統計情報項目 内容 

Rx Frame ＡＴＭ側から正常フレーム受信時にカウントアップする。 

Rx Octets ＡＴＭ側から正常フレーム受信時にオクテット数(ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長)をカウントアップする。 

Rx Cell ＡＴＭ側から受信したセル数をカウントする。エラーフレームのセルも含まれる。 

Invalid Cell 装置に設定していないＶＰＩ／ＶＣＩを持つセルを受信時にカウントアップする。 

HEC Error ＡＴＭ側から受信したセルがＨＥＣエラーであった場合にカウントアップする。 

Symbol Error ＡＴＭインタフェースのレイヤ１レベルでの障害が発生した時にカウントアップする。 

Cell Sync Lost セル同期ロス検出時にカウントアップする。 

Tx Frame ＡＴＭ側へ正常フレーム送信時にカウントアップする。 

Tx Octets ＡＴＭ側へ正常フレーム送信時にオクテット数(ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長)をカウントアップする。 

Tx Cell ＡＴＭ側に送信したセル数をカウントする。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 2:Statistic > 3:ATM 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** ATM *** 

Rx Frame                  :         0   Tx Frame                  :       223 

Rx Octets                 :         0   Tx Octets                 :     50636 

Rx Cell                   :         0   Tx Cell                   :      1321 

Invalid Cell              :         0 

HEC Error                 :         0 

Symbol Error              :         0 

Cell Sync Lost            :         0 

 

<Command> 

 r    :Refresh 

 c    :ATM Statistic Clear 

 Enter:Next Statistic 

 p    :Previous Statistic 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

最新の情報に更新する。 

表示している統計情報のみをクリアする。 

次の統計情報を表示する。 

前の統計情報を表示する。 



 ２０９

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.3 統計情報の参照（つづき） 

5.3.4 ＰＶＣ統計情報 
「2:Statistic」の画面で「4:PVC」を選択すると、ＡＴＭインタフェースに設定された各ＰＶＣにお
ける統計情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 2:Statistic > 4:PVC 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** PVC *** 

                   <VPI/VCI= 0/  32> 

Rx Frame                  :         0   Tx Frame                  :         0 

Rx Undersize Frame        :         0   Tx BPDU Frame             :         0 

Rx Oversize Frame         :         0   Tx Queue Frame    (Queue8):         0 

Rx Protocol Error         :         0                     (Queue7):         0 

Rx CRC Error              :         0                     (Queue6):         0 

Rx Length Error           :         0                     (Queue5):         0 

Rx Abort Error            :         0                     (Queue4):         0 

                                                          (Queue3):         0 

                                                          (Queue2):         0 

                                              (No Priority/Queue1):         0 

<Command> 

 r    :Refresh 

 ac   :PVC Statistic All Clear 

 c    :PVC Statistic Clear 

 Enter:Next Statistic 

 p    :Previous Statistic 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

最新の情報に更新する。 

PVC 統計情報を全てクリアする。 

次の統計情報を表示する。 

前の統計情報を表示する。 

表示している PVC 統計情報のみをクリアする。 



 ２１０

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.3 統計情報の参照（つづき） 

5.3.4 ＰＶＣ統計情報（つづき） 
各ＰＶＣの統計情報は２画面分あります。下図が２画面目になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 2:Statistic > 4:PVC 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** PVC *** 

                   <VPI/VCI= 0/  32> 

Filtering Pause Discard   :         0   BPDU Congestion Discard   :         0 

Filtering BPDU Discard    :         0   Congestion Discard(Queue8):         0 

No Entry VLAN-ID Discard  :         0                     (Queue7):         0 

VLAN-tag Tagging Discard  :         0                     (Queue6):         0 

No VLAN Frame Discard     :         0                     (Queue5):         0 

ReserveQ Timeout Discard  :         0                     (Queue4):         0 

ReserveQ Limit Over       :         0                     (Queue3):         0 

ReserveQ No Empty         :         0                     (Queue2):         0 

                                              (No Priority/Queue1):         0 

 

<Command> 

 r    :Refresh 

 ac   :PVC Statistic All Clear 

 c    :PVC Statistic Clear 

 Enter:Next Statistic 

 p    :Previous Statistic 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

最新の情報に更新する。 

PVC 統計情報を全てクリアする。 

次の統計情報を表示する。 

前の統計情報を表示する。 

表示している PVC 統計情報のみをクリアする。 



 ２１１

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.3 統計情報の参照（つづき） 

5.3.4 ＰＶＣ統計情報（つづき） 
＜ＰＶＣ統計情報一覧（その１）＞ 

 

統計情報項目 内容 

Rx Frame 正常フレーム受信時にカウントアップする。 

Rx Undersize Frame セルを受信したが、フレーム組立できずに破棄したときにカウントアップする。 

フレーム長が１５バイト未満の場合にカウントアップする。 

ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時は２０バイト未満の場合にカウントアップする。 

Rx Oversize Frame セルを受信したが、フレーム組立できずに破棄したときにカウントアップする。 

フレーム長が１５６６バイトを超える場合にカウントアップする。 

ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時は１５１４バイトを超える場合にカウントアップする。 

Rx Protocol Error 受信したフレームのＬＬＣ－ＳＮＡＰヘッダが下記以外の場合にカウントアップする。 

①ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時： 

  ＬＬＣヘッダ→“ＡＡ－ＡＡ－０３” 

  ＳＮＡＰ－ＯＵＩ→“００－００－００” 

  ＳＮＡＰ－ＰＩＤ→“０８－００” 

②ＬＬＣ－ＢＲＧ時： 

  ＬＬＣヘッダ→“ＡＡ－ＡＡ－０３” 

  ＳＮＡＰ－ＯＵＩ→“００－８０－Ｃ２” 

  ＳＮＡＰ－ＰＩＤ→“００－０７” 

Rx CRC Error ＣＲＣエラー発生時に、カウントアップする。 

Rx Length Error 受信したＡＡＬ５フレームのフレーム長が不正だった場合にカウントアップする。 

Rx Abort Error 受信したＡＡＬ５フレームのトレイラに含まれるフレーム長が“０”の時に、カウントアップす

る。 

Tx Frame 正常フレーム送信時にカウントアップする。 

Tx BPDU Frame ＢＰＤＵフレームを正常送信時にカウントアップする。 

Tx Queue Frame(Queue8) キュー８からのフレームを正常送信時にカウントアップする。 

Tx Queue Frame(Queue7) キュー７からのフレームを正常送信時にカウントアップする。 

Tx Queue Frame(Queue6) キュー６からのフレームを正常送信時にカウントアップする。 

Tx Queue Frame(Queue5) キュー５からのフレームを正常送信時にカウントアップする。 

Tx Queue Frame(Queue4) キュー４からのフレームを正常送信時にカウントアップする。 

Tx Queue Frame(Queue3) キュー３からのフレームを正常送信時にカウントアップする。 

Tx Queue Frame(Queue2) キュー２からのフレームを正常送信時にカウントアップする。 

Tx Queue Frame(No Priority/Queue1) キュー１からのフレームを正常送信時にカウントアップする。 

 

 

 



 ２１２

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.3 統計情報の参照（つづき） 

5.3.4 ＰＶＣ統計情報（つづき） 
＜ＰＶＣ統計情報一覧（その２）＞ 

 

統計情報項目 内容 

Filtering Pause Discard 受信したフレームのＤＡがＰａｕｓｅフレームのＭＡＣアドレスのため、破棄したフレーム数。

Filtering BPDU Discard ＭＡＣ－ＶＣマッピング（ＶＬＡＮタグ付加／削除ｏｒ ＣＯＳマッピング）時、受信したフレーム

のＤＡがＢＰＤＵのＭＡＣアドレスのため、破棄したフレーム数。 

No Entry VLAN-ID Discard ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング時、付加するＶＬＡＮタグが登録されていないため、破棄したフレ

ーム数。 

VLANtag Tagging Discard ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング時、ＶＬＡＮタグを付加できずにフレーム破棄したときにカウント

アップする。（ＶＬＡＮタグ付加エラー） 

No VLAN Frame Discard ＭＡＣ－ＶＣマッピング（ＶＬＡＮタグ付加／削除ｏｒ ＣＯＳマッピング）時、受信したフレーム

がＶＬＡＮフレーム以外のため、破棄したフレーム数。 

ReserveQ Timeout Discard ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時に、ＡＲＰキャッシュにヒットしないため、保留キューにフレームを保留して

いたが、１秒を経過しても解決できないため破棄したフレーム数。 

ReserveQ Limit Over ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時に、ＡＲＰキャッシュにヒットせず、かつ、すでに保留キューに同じ送信先Ｉ

Ｐのキューがある場合で、保留しようとしたが、キューの制限数を超えるため破棄したフレ

ーム数。 

ReserveQ No Empty ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時に、ＡＲＰキャッシュにヒットしないため、フレームを保留しようとしたが、保

留キューの空きがなく破棄したフレーム数。 

BPDU Congestion Discard 輻輳により破棄したＢＰＤＵフレーム数。 

Congestion Discard(Queue8) 輻輳により破棄したキュー８のフレーム数。 

Congestion Discard(Queue7) 輻輳により破棄したキュー７のフレーム数。 

Congestion Discard(Queue6) 輻輳により破棄したキュー６のフレーム数。 

Congestion Discard(Queue5) 輻輳により破棄したキュー５のフレーム数。 

Congestion Discard(Queue4) 輻輳により破棄したキュー４のフレーム数。 

Congestion Discard(Queue3) 輻輳により破棄したキュー３のフレーム数。 

Congestion Discard(Queue2) 輻輳により破棄したキュー２のフレーム数。 

Congestion Discard(No Priority/Queue1) 輻輳により破棄したキュー１のフレーム数。 

 

 

 



 ２１３

5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.3 統計情報の参照（つづき） 

5.3.5 ＯＡＭ（Ｆ４）統計情報 
「2:Statistic」の画面で「5:OAM（F4）」を選択すると、Ｆ４－ＯＡＭセルにおける統計情報が
表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ＯＡＭセル（Ｆ４）統計情報一覧＞ 
 

統計情報項目 内容 

Rx Loop Back 表示ＶＰＩのＦ４のＯＡＭループバックセル受信時にカウントアップする。 

Rx RDI 表示ＶＰＩのＦ４のＲＤＩセル受信時にカウントアップする。 

Rx AIS 表示ＶＰＩのＦ４のＡＩＳセル受信時にカウントアップする。 

Tx Loop Back ＯＡＭループバックセル送信時にカウントアップする。 

Tx RDI Ｆ４のＲＤＩセル送信時にカウントアップする。 

Tx Discard ＯＡＭセル送信不可時にカウントアップする。（ＯＡＭセル送信バッファオーバーフロー） 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 2:Statistic > 5:OAM(F4) 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** OAM(F4) *** 

                   <VPI= 0> 

Rx Loop Back              :         0   Tx Loop Back              :        24 

Rx RDI                    :         0   Tx RDI                    :         0 

Rx AIS                    :         0   Tx Discard                :         0 

 

<Command> 

 r    :Refresh 

 ac   :OAM(F4) Statistic All Clear 

 c    :OAM(F4) Statistic Clear 

 Enter:Next Statistic 

 p    :Previous Statistic 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

最新の情報に更新する。 

OAM(F4)統計情報を全てクリアする。 

次の統計情報を表示する。 

前の統計情報を表示する。 

表示している OAM(F4)統計情報のみをクリアする。 
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5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.3 統計情報の参照（つづき） 

5.3.6 ＯＡＭ（Ｆ５）統計情報 
「2:Statistic」の画面で「6:OAM（F5）」を選択すると、Ｆ５－ＯＡＭセルにおける統計情報が
表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜ＯＡＭセル（Ｆ５）統計情報一覧＞ 
 

統計情報項目 内容 

Rx Loop Back 表示ＶＰＩ／ＶＣＩのＦ５のＯＡＭループバックセル受信時にカウントアップする。 

Rx RDI 表示ＶＰＩ／ＶＣＩのＦ５のＲＤＩセル受信時にカウントアップする。 

Rx AIS 表示ＶＰＩ／ＶＣＩのＦ５のＡＩＳセル受信時にカウントアップする。 

Tx Loop Back ＯＡＭループバックセル送信時にカウントアップする。 

Tx RDI Ｆ５のＲＤＩセル送信時にカウントアップする。 

Tx Discard ＯＡＭセル送信不可時にカウントアップする。（ＯＡＭセル送信バッファオーバーフロー） 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 2:Statistic > 6:OAM(F5) 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** OAM(F5) *** 

                   <VPI/VCI= 0/  32> 

Rx Loop Back              :         0   Tx Loop Back              :         7 

Rx RDI                    :         0   Tx RDI                    :         0 

Rx AIS                    :         0   Tx Discard                :         0 

 

<Command> 

 r    :Refresh 

 ac   :OAM(F5) Statistic All Clear 

 c    :OAM(F5) Statistic Clear 

 Enter:Next Statistic 

 p    :Previous Statistic 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

最新の情報に更新する。 

OAM(F5)統計情報を全てクリアする。 

次の統計情報を表示する。 

前の統計情報を表示する。 

表示している OAM(F5)統計情報のみをクリアする。 
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5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.3 統計情報の参照（つづき） 

5.3.7 保守用フレームに関する統計情報参照 
「2:Statistic」の画面で「7:Network Maintenance」を選択すると、保守用フレームに関する
統計情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 2:Statistic > 7:Network Maintenance 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Network Maintenance *** 

Congestion Discard        :         0 

 

[Ether]                                 [ATM] 

Rx Frame                  :         0   Rx Frame                  :         0 

Tx Frame                  :        21   Tx Frame                  :       223 

No Support Frame          :         0   No Support Frame          :         0 

No Mainte VLAN Discard    :         0   No Mainte VLAN Discard    :         0 

Gateway Transfer Discard  :         0   No Entry VLAN Info Discard:         0 

ReserveQ Timeout Discard  :         9 

ReserveQ Limit Over       :         0 

ReserveQ No Empty         :         0 

 

<Command> 

 r    :Refresh 

 c    :Network Maintenance Statistic Clear 

 Enter:Next Statistic 

 p    :Previous Statistic 

 b    :Back 

 t    :Top 

Input> 

最新の情報に更新する。 

次の統計情報を表示する。 

表示している統計情報のみをクリアする。 

前の統計情報を表示する。 
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5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.3 統計情報の参照（つづき） 

5.3.7 保守用フレームに関する統計情報参照（つづき） 
 

＜保守用フレーム統計情報一覧＞ 

 

統計情報項目 内容 

Rx Frame (Ether) Ｅｔｈｅｒ側から、装置の保守用ＩＰアドレス宛に受信したフレーム数。 

Tx Frame (Ether) 本装置の保守用ＩＰアドレスからＥｔｈｅｒ側へ送信したフレーム数。 

No Support Frame (Ether) ＬＬＣ－ＢＲＧ／Ｔｈｒｏｕｇｈで、Ｅｔｈｅｒ側からＩＥＥＥ８０２．３形式のフレームを受信

し、Ｌｅｎｇｔｈフィールドの値が以下の不正な場合にカウントアップする｡ 

①Ｌｅｎｇｔｈフィ－ルドが、実際に受信しているデータ部のバイト数より大きい場合

②ＩＰ時にＬｅｎｇｔｈフィ－ルドが、ＬＬＣ（３）＋ＳＮＡＰ（５）＋ＩＰヘッダ（２０）未満であ

る場合 

③ＡＲＰ時にＬｅｎｇｔｈフィ－ルドが、ＬＬＣ（３）＋ＳＮＡＰ（５）＋ＡＲＰフレーム（２８）

未満である場合 

No Mainte VLAN Discard (Ether) Ｅｔｈｅｒ側から受信したフレームのＶＬＡＮ－ＩＤが、保守用ＶＬＡＮ以外のため破棄

したフレーム数。 

Gateway Transfer Discard (Ether) ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時に、デフォルトＧ／Ｗへ転送しようとしたが、構成情報にＧ／Ｗア

ドレスが設定されていないため破棄したフレーム数。 

ReserveQ Timeout Discard (Ether) ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時に、ＡＲＰキャッシュにヒットしないため、保留キューにフレームを

保留していたが、１秒を経過しても解決できないため破棄したフレーム数。 

ReserveQ Limit Over (Ether) ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時に、ＡＲＰキャッシュにヒットせず、かつ、すでに保留キューに同じ

送信先ＩＰのキューがある場合で、保留しようとしたが、キューの制限数を超える

ため破棄したフレーム数。 

ReserveQ No Empty (Ether) ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時に、ＡＲＰキャッシュにヒットしないため、フレームを保留しようとし

たが、保留キューの空きがなく破棄したフレーム数。 

Rx Frame (ATM) ＡＴＭ側から、装置の保守用ＩＰアドレス宛に受信したフレーム数。 

Tx Frame (ATM) 本装置の保守用ＩＰアドレスから、ＡＴＭへ送信したフレーム数。 

No Support Frame (ATM) ＬＬＣ－ＢＲＧ／Ｔｈｒｏｕｇｈで、ＡＴＭから EthernetⅡ形式のフレームを受信し、以

下の不正な場合にカウントアップする。 

①ＩＰ時に受信しているデータ部のバイト数が、ＩＰヘッダ（２０）未満である場合 

②ＡＲＰ時に受信しているデータ部のバイト数が、ＡＲＰフレーム（２８）未満である

場合 

ＬＬＣ－ＢＲＧ／Ｔｈｒｏｕｇｈで、ＡＴＭからＩＥＥＥ８０２．３形式のフレームを受信し、

以下の不正な場合にカウントアップする。 

①Ｌｅｎｇｔｈフィ－ルドが、実際に受信しているデータ部のバイト数より大きい場合

②ＩＰ時に受信しているデータのバイト数が、ＩＰヘッダ（２０）未満である場合 

③ＩＰ時にＬｅｎｇｔｈフィ－ルドが、ＬＬＣ（３）＋ＳＮＡＰ（５）＋ＩＰヘッダ（２０）未満であ

る場合 

④ＡＲＰ時に受信しているデータのバイト数が、ＡＲＰフレーム（２８）未満である場

合 

⑤ＡＲＰ時にＬｅｎｇｔｈフィ－ルドが、ＬＬＣ（３）＋ＳＮＡＰ（５）＋ＡＲＰフレーム（２８）

未満である場合 

No Ment VLAN Discard (ATM) ＡＴＭ側から受信したフレームのＶＬＡＮ－ＩＤが、保守用ＶＬＡＮ以外のため破棄し

たフレーム数。 

Congestion Discard 輻輳により破棄したフレーム数。 

No Entry VLAN Info  Discard MAC-VC マッピング(VLAN ﾀｸﾞ付加/削除 または COS ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ)時、付加する

VLAN タグ情報が登録されていないため、破棄したフレーム数。 
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5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.3 統計情報の参照（つづき） 

5.3.8 保守用ＶＣフレームに関する統計情報参照 
「2:Statistic」の画面で「8 :Maintenance VC」を選択すると、保守用フレームに関する統計
情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 3:Log/Statistic > 2:Statistic > 8 :Maintenance VC 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Maintenance VC *** 

                   <VPI/VCI= 2/ 200> 

[PVC]                                   [Network Maintenance] 

Rx Frame                  :         0   Rx Frame                  :         0 

Rx Undersize Frame        :         0   Tx Frame                  :         0 

Rx Oversize Frame         :         0   Congestion Discard        :         0 

Rx Protocol Error         :         0   No Support Frame          :         0 

Rx CRC Error              :         0 

Rx Length Error           :         0 

Rx Abort Error            :         0 

Tx Frame                  :         0 

Filtering Pause Discard   :         0 

Congestion Discard        :         0 

 

<Command> 

 r:Refresh 

 c:Maintenance VC Statistic Clear 

 p:Previous Statistic 

 b:Back 

 t:Top 

Input> 

最新の情報に更新する。 

前の統計情報を表示する。 

表示している統計情報のみをクリアする。 
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5 ロギング情報／統計情報の確認（つづき） 

5.3 統計情報の参照（つづき） 

5.3.8 保守用ＶＣフレームに関する統計情報参照（つづき） 
 

＜保守用ＶＣフレーム統計情報一覧＞ 

 

統計情報項目 内容 

Rx Frame (PVC) 正常フレーム受信時にカウントアップする。 

Rx Undersize Frame (PVC) セルを受信したが、フレーム組立できずに破棄したときにカウントアップする。 

フレーム長が１５バイト未満の場合にカウントアップする。 

ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時は２０バイト未満の場合にカウントアップする。 

Rx Oversize Frame (PVC) セルを受信したが、フレーム組立できずに破棄したときにカウントアップする。 

フレーム長が１５６６バイトを超える場合にカウントアップする。 

ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時は１５１４バイトを超える場合にカウントアップする。 

Rx Protocol Error (PVC) 受信したフレームのＬＬＣ－ＳＮＡＰヘッダが下記以外の場合にカウントアップする。 

①ＬＬＣ－ＮＩＳＯ時： 

  ＬＬＣヘッダ→“ＡＡ－ＡＡ－０３” 

  ＳＮＡＰ－ＯＵＩ→“００－００－００” 

  ＳＮＡＰ－ＰＩＤ→“０８－００” 

②ＬＬＣ－ＢＲＧ時： 

  ＬＬＣヘッダ→“ＡＡ－ＡＡ－０３” 

  ＳＮＡＰ－ＯＵＩ→“００－８０－Ｃ２” 

  ＳＮＡＰ－ＰＩＤ→“００－０７” 

Rx CRC Error (PVC) ＣＲＣエラー発生時に、カウントアップする。 

Rx Length Error (PVC) 受信したＡＡＬ５フレームのフレーム長が不正だった場合にカウントアップする。 

Rx Abort Error (PVC) 受信したＡＡＬ５フレームのトレイラに含まれるフレーム長が“０”の時に、カウントアップす

る。 

Tx Frame (PVC) 正常フレーム送信時にカウントアップする。 

Filtering Pause Discard (PVC) 受信したフレームのＤＡがＰａｕｓｅフレームのＭＡＣアドレスのために破棄したフレーム数。

Congestion Discard (PVC) 輻輳により破棄したフレーム数。 

Rx Frame (Network) 装置の保守用ＩＰアドレス宛に受信したフレーム数。 

Tx Frame (Network) 本装置の保守用ＩＰアドレスから、送信したフレーム数。 

No Support Frame (Network) ＬＬＣ－ＢＲＧ／Ｔｈｒｏｕｇｈで、EthernetⅡ形式のフレームを受信し、以下の不正な場合に

カウントアップする。 

①ＩＰ時に受信しているデータ部のバイト数が、ＩＰヘッダ（２０）未満である場合 

②ＡＲＰ時に受信しているデータ部のバイト数が、ＡＲＰフレーム（２８）未満である  

場合 

ＬＬＣ－ＢＲＧ／Ｔｈｒｏｕｇｈで、ＡＴＭからＩＥＥＥ８０２．３形式のフレームを受信し、以下の不

正な場合にカウントアップする。 

①Ｌｅｎｇｔｈフィ－ルドが、実際に受信しているデータ部のバイト数より大きい場合 

②ＩＰ時に受信しているデータのバイト数が、ＩＰヘッダ（２０）未満である場合 

③ＩＰ時にＬｅｎｇｔｈフィ－ルドが、ＬＬＣ（３）＋ＳＮＡＰ（５）＋ＩＰヘッダ（２０）未満であ 

る場合 

④ＡＲＰ時に受信しているデータのバイト数が、ＡＲＰフレーム（２８）未満である場 

合 

⑤ＡＲＰ時にＬｅｎｇｔｈフィ－ルドが、ＬＬＣ（３）＋ＳＮＡＰ（５）＋ＡＲＰフレーム（２８）未満であ

る場合 

Congestion Discard (Network) 輻輳により破棄したフレーム数。 
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第６章 

 

 

各種テストと起動方法 
 

 

この章では、各種テストの起動方法について 

説明します。 
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6 各種テストと起動方法 

6.1 装置背面スイッチからのセルフテスト起動方法 
 

装置背面の「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチにより、セルフテストを起動し、装置内のデータ経路のチェック

を行い、装置の正常性を確認することができます。セルフテストを実行すると、通信が中断されま

すのでご注意ください。なお、セルフテストはコンソールから起動することもできます。 

 

「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」ボタンの押下する時間により、「構成情報の初期化及びロギング情報のクリア」と

「セルフテスト」のいずれかの処理が実行されます。ただし、ダム端ログイン中は「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」ボ

タンからの受付はいたしませんのでご注意ください。（構成情報の初期化の方法については「7 装

置のメンテナンス設定」を参照してください。） 

 

 

 

① 「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチを１～５秒押下してください。  

●「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチを押下すると、約１秒後ＰＯＷランプが点滅します。 

この状態で「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチを離すとセルフテストが実行されます。 

●「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチを押下して約６秒後、ＰＯＷランプが点滅から滅灯状態に変わりま

す。この状態で「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチを離すと構成情報の初期化が実行されますので、

押下したままの状態としてください。 

●「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチを押下して約１０秒が経過すると、ＰＯＷランプが再度点灯します。 

この状態で「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチを離すとセルフテストも構成情報の初期化も動作しま

せん。 

 

                       

                                         

 

 

 

 

                           

 

 

●テスト結果 

    【正常時】ＬＩＮＫ／ＡＣＴランプが点灯し、Ｔ／Ｒランプが点滅します。 

    【異常時】ＡＬＭランプ（赤色）が点灯します。 

           

② セルフテストを終了する場合は、「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチを約１秒押下してください。 

操作方法 

　　

ＡＴＭ　２５Ｍ
１０ＢＡＳＥ－Ｔ

１００ＢＡＳＥ－ＴＸ
ＣＯＮＳＯＬＥＤＣ９．５Ｖ

ＦＧ TEST/
INIT

「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」ボタン 

筐体内部にボタンがあります。先の細い絶縁物で押下してください。 



 ２２１

6 各種テストと起動方法（つづき） 

6.2 コンソールからのテスト起動方法 
 

各種テスト（セルフテストは装置背面スイッチからも操作可能）はコンソールから起動することができ

ます。 

 

 

 

① コンソールの「Top Menu」で「4:Test｣を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 実行したいテストの番号を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*** Top Menu *** 

 1:Configuration 

 2:Status 

 3:Log/Statistic 

 4:Test 

 5:Maintenance 

 6:Logout 

Input>4 

各種テストの起動 

操作方法 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 4:Test 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Test *** 

 1 :Self Test 

 2 :OAM Loop Test(F4) 

 3 :OAM Loop Test(F5) 

 4 :Ping Test 

 10:Result Test 

 b :Back 

 t :Top 

Input> 

セルフテストを行います。 

VP(F4)の OAM ループバックセルの送出テストを行います。 

VC(F5)の OAM ループバックセルの送出テストを行います。 

Ping テストを行います。 

前回行ったテストの結果を表示します。 
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6 各種テストと起動方法（つづき） 

6.3 セルフテスト 
セルフテストは、障害等が発生した際に、本装置単体の動作が正常であるかを切り分けるために

使用する試験です。装置内部でデータの通信試験を行います。 

 

① 「Test」の画面で「1:Self Test」を選択すると、以下のように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

② テストを実行すると以下のように表示され、テストが実行されます。 

 

 

 

 

 
 

③ 「1:Result Test」を選択すると、試験の途中経過を参照できます。 

 

 

 

 
 

④ テストが終わると以下のような表示になり、結果が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

詳細コードは、「4006（データ未受信）」又は「4007（データ NG）」が表示されます。

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 4:Test > 1:Self Test 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Self Test *** 

 Time=0-99(m) 

 b:Back 

 t:Top 

Format=(Time) 

Input> 

テストを行う時間を分単位で指定します。 

「0」は連続テストです。 

Now Testing! 

 

<Command> 

 1:Result Test 

 2:Stop Test 

Input> 

テストの途中結果を表示します。 

<Self Test> 

 Status   :[Continue] 

 Result   :[OK][-] 

 Kind     :[-] 

 

テスト途中であることを示します。 

テスト結果がＯＫであることを表示します。 

テスト結果がＮＧである場合の詳細コードを表示します。 

Test Complete! 

<Self Test> 

 Status   :[Complete] 

 Result   :[OK][-] 

 Kind     :[-] 

 

<Command> 

 b:Back 

 t:Top 

Input> 

テストが終了したことを示します。 

テスト結果がＯＫであることを表示します。 

テスト結果がＮＧである場合の詳細コードを表示します。 
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6 各種テストと起動方法（つづき） 

6.4 ＶＰ（Ｆ４）ＯＡＭループバックテスト 
本テストはＶＰ（Ｆ４）レベルのＯＡＭセルを送出し、相手装置から正常にループバックセルが返ってく

るかを確認する試験です。 
 

① 「Test」の画面で「2:OAM Loop Test(F4)」を選択すると、以下のように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② テストを実行すると以下のように表示され、テストが実行されます。 

 

 

 

 

 
 

③ 「1:Result Test」を選択すると、試験の途中経過を参照できます。 

 

 

 

 

④ テストが終わると以下のような表示になり、結果が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

OAM 送出間隔を省略した場合、送出間隔は構成情報の設定値を使用します。 

Now Testing! 

 

<Command> 

 1:Result Test 

 2:Stop Test 

Input> 

テストの途中結果を表示します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 4:Test > 2:OAM Loop Test(F4) 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** OAM Loop Test(F4) *** 

 VPI          =0-63 

 Time         =0-99(m) 

 Send Interval=1-99(s) 

 b:Back 

 t:Top 

Format=(VPI,Time,Send Interval) 

Input > 

テストを行う時間を分単位で指定します。「0」は連続テストです。 

テストを行う VPI 値を設定します。 

ＯＡＭ送出間隔を秒単位で指定します。 

 

<OAM Loop Test> 

 VPI/VCI  :[ 1/   4] 

 Status   :[Continue] 

 Result   :[    1/    1] 

送出している VP/VC を表示します。 

テストが実行途中であることを示します。 

成功回数/実行回数で表示します。 

Test Complete! 
<OAM Loop Test> 
 VPI/VCI  :[ 1/   4] 
 Status   :[Complete] 
 Result   :[   12/   12] 
 
<Command> 
 b:Back 
 t:Top 
Input> 

送出した VP/VC を表示します。 

テストが完了したことを示します。 

結果を成功回数/実行回数で表示します。 
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6 各種テストと起動方法（つづき） 

6.5 ＶＣ（Ｆ５）ＯＡＭループバックテスト 
本テストはＶＣ（Ｆ５）レベルのＯＡＭセルを送出し、相手装置から正常にループバックセルが返ってく

るかを確認する試験です。本テストを行う際には、Ｅｔｈｅｒインタフェースに接続された端末からデー

タが送出されていない状態で行う必要があります。 
 

① 「Test」の画面で「3:OAM Loop Test(F5)」を選択すると、以下のように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② テストを実行すると以下のように表示され、テストが実行されます。 

 

 

 

 

 

③ 「1:Result Test」を選択すると、試験の途中経過を参照できます。 

 

 

 
 

④ テストが終わると以下のような表示になり、結果が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

OAM 送出間隔を省略した場合、送出間隔構成情報の設定値を使用します。 

Now Testing! 

 

<Command> 

 1:Result Test 

 2:Stop Test 

Input> 

テストの途中結果を表示します。 

<OAM Loop Test> 

 VPI/VCI  :[ 1/  32] 

 Status   :[Continue] 

 Result   :[    3/    3] 

送出している VP/VC を表示します。 

テストが実行途中であることを示します。 

成功回数/実行回数で表示します。 

Test Complete! 
<OAM Loop Test> 
 VPI/VCI  :[ 1/  32] 
 Status   :[Complete] 
 Result   :[   12/   12] 
 
<Command> 
 b:Back 
 t:Top 
Input> 

送出した VP/VC を表示します。 

テストが完了したことを示します。 

結果を成功回数/実行回数で表示します。 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 4:Test > 3:OAM Loop Test(F5) 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** OAM Loop Test(F5) *** 

 VPI/VCI      =0-63/32-1023 

 Time         =0-99(m) 

 Send Interval=1-99(s) 

 b:Back 

 t:Top 

Format=(VPI/VCI,Time,Send Interval) 

Input> 

テストを行う時間を分単位で指定します。「0」は連続テストです。 

テストを行う VPI/VCI 値を設定します。 

ＯＡＭ送出間隔を秒単位で指定します。 

 



 ２２５

6 各種テストと起動方法（つづき） 

6.6 Ｐｉｎｇテスト 
本テストは本装置から他の端末にＰｉｎｇテストを起動します。 

 

① 「Test」の画面で「4:Ping Test」を選択すると、以下のように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

＜プロトコルとして「ＬＬＣ－ＮＩＳＯ」を使用している場合＞ 

● Ｐｉｎｇテストを実行する端末のＩＰアドレス（０．０．０．０～２５５．２５５．２５５．２５５）を入力し 

ます。  

● 「Cnt」はＰｉｎｇテストの実行回数（０～９９回）を指定します。０は連続テストを実行します。 

（省略すると、テストの実行回数を５回とみなします。） 

● 「Direction」は、アクセスする端末がＬＡＮ側に接続されている場合は「1」を、ＷＡＮ側に接続

されている場合は「2」を、保守用ＶＣに接続されている場合は「3」を入力してください。 

（省略すると、ＬＡＮ側「1」が入力されたものとみなします。） 

● 「VPI/VCI」は、アクセスする端末がＷＡＮ側または、保守用ＶＣに接続されている場合、

「VPI/VCI」の値を入力してください。 

（「Direction」をＬＡＮ側に指定した場合、「VPI/VCI」は無視します。） 

 

＜プロトコルとして「ＬＬＣ－ＢＲＧ」または「Ｔｈｒｏｕｇｈ」を使用している場合＞ 

● Ｐｉｎｇテストを実行する端末のＩＰアドレス（０．０．０．０～２５５．２５５．２５５．２５５）を入力し 

ます。  

● 「Cnt」はＰｉｎｇテストの実行回数（０～９９回）を指定します。０は連続テストを実行します。 

（省略すると、テストの実行回数を５回とみなします。） 

● 「Direction」は、アクセスする端末が保守用ＶＣに接続されている場合は「3」を入力してくださ

い。（ＬＡＮ側「1」およびＷＡＮ側「2」は無視します。） 

● 「VPI/VCI」は省略してください。（「VPI/VCI」は無視します。） 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 4:Test > 4:Ping Test 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Ping Test *** 

 IP Adr   =0.0.0.0-255.255.255.255 

 Cnt      =0-99 

 Direction=1-3(1=LAN,2=WAN,3=Maintenance VC) 

 VPI/VCI  =0-63/32-1023 

 b:Back 

 t:Top 

Format=(IP Adr,Cnt,Direction,VPI/VCI) 

Input>192.168.10.20,30,2,0/32 

 

Ｐｉｎｇテストを行うＩＰアドレス等を指定します。 

ＷＡＮ側（ＶＰＩ／ＶＣＩが０／３２）に接続されている、ＩＰアドレス１９２．１６８．１

０．２０の端末へＰｉｎｇテストを３０回実行する場合の例です。 
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6 各種テストと起動方法（つづき） 

6.6 Ｐｉｎｇテスト（つづき） 

 

② テストを実行すると以下のように表示され、テストが実行されます。 

 

 

 

 

 

 

③ 「1:Result Test」を選択すると、試験の途中経過を参照できます。 

 

 

 

 

 

 

④ テストが終わると以下のような表示になり、結果が表示されます。 

 

 

 

 

Test Complete! 

<Ping Test> 

 IP Adr   :[192.168. 10. 20] 

 Direction:[WAN] 

 VPI/VCI  :[ 0/  32] 

 Status   :[Complete] 

 Result   :[   30/   30] 

 

<Command> 

 b:Back 

 t:Top 

Input> 

テストが完了したことを示します。 

送出方向を表示します。 

送出先の IP アドレスを表示します。 

成功回数/実行回数で表示します。 

Now Testing! 

 

<Command> 

 1:Result Test 

 2:Stop Test 

Input> 

<Ping Test> 

 IP Adr   :[192.168. 10. 20] 

 Direction:[WAN] 

 VPI/VCI  :[ 0/  32] 

 Status   :[Continue] 

 Result   :[   22/   22] 

テストの途中結果を表示します。 

テストが実行途中であることを示します。 

送出方向を表示します。 

送出先の IP アドレスを表示します。 

成功回数/実行回数で表示します。 

ＶＰＩ／ＶＣＩを表示します。 

ＶＰＩ／ＶＣＩを表示します。 
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第７章 

 

 

装置のメンテナンス設定 
 

 

（工事／保守資料） 

この章では、本装置のリセット方法や、日付の設定、 

各種情報の参照方法について説明します。 
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7 装置のメンテナンス設定 

7.1 装置背面スイッチからの構成情報の初期化 
 

装置背面の「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチにより、装置の構成情報の初期化が行えます。構成情報の

初期化を行うと、通信が中断されますのでご注意ください。 

 

「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチの押下する時間により、「構成情報の初期化及びロギング情報のクリア」

と「セルフテスト」のいずれかの処理が実行されます。ただし、ログイン中は「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」ボタン

からの受付はいたしませんのでご注意ください。 

（セルフテストの起動の方法については「6 各種テストと起動方法」を参照してください。） 

 

 

① 「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチを６～１０秒押下してください。  

●「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチを押下すると、約１秒後ＰＯＷランプが点滅します。 

この状態で「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチを離すとセルフテストが実行されますので、押下したま

まの状態としてください。 

●「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチを押下して約６秒後、ＰＯＷランプが点滅から滅灯状態に変わりま

す。この状態で「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチを離してください。 

●「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチを押下して約１０秒が経過すると、ＰＯＷランプが再度点灯します。 

この状態で「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」スイッチを離すと構成情報の初期化もセルフテストも動作しま

せん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「構成情報の初期化」が実行されます。 

●構成情報の初期化が実行されると、装置内部のメモリの更新が行われます。 

構成情報の初期化は約５秒で終了します。 

なお、本操作による構成情報の初期化は、パスワードを除く全ての設定項目およびロギン

グ情報を初期化します。 

 

　　

ＡＴＭ　２５Ｍ
１０ＢＡＳＥ－Ｔ

１００ＢＡＳＥ－ＴＸ
ＣＯＮＳＯＬＥＤＣ９．５Ｖ

ＦＧ TEST/
INIT

「ＴＥＳＴ／ＩＮＩＴ」ボタン 

筐体内部にボタンがあります。先の細い絶縁物で押下してください。 

操作方法 
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7 装置のメンテナンス設定（つづき） 

7.2 コンソールからの操作方法 
 

装置のリセットや、各種モニタ、日付設定等をコンソールから行えます。 

 

 

① コンソールの「Top Menu」で「5:Maintenance」を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 操作したい項目を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*** Top Menu *** 

 1:Configuration 

 2:Status 

 3:Log/Statistic 

 4:Test 

 5:Maintenance 

 6:Logout 

Input> 

メンテナンス設定 

操作方法 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 5:Maintenance 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Maintenance *** 

 1:Version 

 2:Date 

 3:Password 

 4:Reset 

 5:Memory Dump 

 6:Telnet 

 b:Back 

 t:Top 

Input> 

装置のバージョンを表示します。 

装置の時計を設定します。 

装置のパスワードを変更します。 

装置のリセットを行います。 

装置内部のメモリ内容を表示します。（保守コマンド） 

本装置を介して接続されている端末にＴｅｌｎｅｔを実行します。 
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7 装置のメンテナンス設定（つづき） 

7.3 装置のバージョンを表示 
 

「5:Maintenance」の画面で「1:Version」を選択すると、本装置のバージョンが表示されます。 

本装置のサポートを受ける際には、このバージョン番号を控えておいてください。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 5:Maintenance > 1:Version 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Version *** 

NA-25CEone :C/W     02-01 

            Q/L     01-01 

 

<Command> 

 b:Back 

 t:Top 

Input> 

コントロールウェアのバージョン 

QL のバージョン 
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7 装置のメンテナンス設定（つづき） 

7.4 時計の設定 
「5:Maintenance」の画面で「2:Date」を選択すると、下記の画面が表示され、本装置に内蔵さ

れている時計の時刻を設定することができます。時計の時刻はロギングやＳＮＭＰのタイムスタン

プとして使用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西暦（下２桁）、月（２桁）、日（２桁）、時（２桁）、分（２桁）、秒（２桁）の順に入力します。 

Enter を押下した時点からカウントアップが開始されます。 

 

正常に時計の設定が行われると「Set Complete!」と表示されます。 

 

 

 

入力に異常があると「Input Error!」と表示されるので、正しく設定しなおしてください。 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 5:Maintenance > 2:Date 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Date *** 

Date:2003/12/09 20:20:59 

 

<Command> 

 Date=YYMMDDHHMMSS 

 b:Back 

 t:Top 

Format=(Date) 

Input>031209203625 

装置の現在の時間を表示します。 

２００３年１２月９日２０時３６分２５秒と設定する場合の例です。 

 

Set Complete! 

Input Error! 

Input> 



 ２３２

7 装置のメンテナンス設定（つづき） 

7.5 パスワードの変更 
「5:Maintenance」の画面で「3:Password」を選択すると、以下の画面が表示され、本装置へロ

グインするためのパスワードを変更することができます。工場出荷時、パスワードは「00000000」

に設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在のパスワード（８文字固定）、新しいパスワード（８文字固定）、新しいパスワード（再確認）（８

文字固定）の順で入力してください。本装置にてパスワードに利用可能な文字は半角英数字（大

文字、小文字は区別します）のみです。文字数は８文字固定です。 

 

正常にパスワードの変更が行われると「Now Password Registering!」、「Password Register 

Complete!」と表示されます。変更されたパスワードは次回のログインから有効になります。 

 

 

 

 

「現在のパスワードが不正」、「新しいパスワードと新しいパスワード（再確認）が一致しない」など、

入力に異常があると「Input Password Error!」と表示されるので、正しく設定しなおしてください。 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 5:Maintenance > 3:Password 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Password *** 

 Old Password(*8 Character)=******** 

 New Password(*8 Character)=******** 

 Confirm New Password(*8 Character)=******** 

 

現在のパスワードを入力 

Now Password Registering! 

Password Register Complete! 

Input Password Error! 

新しいパスワードを入力 

新しいパスワードを入力（再確認） 
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7 装置のメンテナンス設定（つづき） 

7.6 装置のリセット 
「5:Maintenance」の画面で「4:Reset」を選択すると、以下の画面が表示され、装置リセットを

実行することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「1:YES」を選択すると、ＱＬテストがスタートします。ＱＬテストは約１５秒で終了し、オープニング

画面が表示されます。「2:NO」を選択すると「5:Maintenance」画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力に異常があると「Input Error!」と表示されるので、正しく設定しなおしてください。 

 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 5:Maintenance > 4:Reset 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Reset *** 

Reset OK? 

 

<Command> 

 1:YES 

 2:NO 

Input> 

装置が再起動されます。 

前の画面に戻ります。 

Copyright(c) Hitachi Communication Technologies,Ltd. 

 

<<<<  NA-Series  >>>> 

Self-diagnosis and boot program start. 

 

Device test start. 

 > FROM1 Testing ... OK. 

 > FROM2 Testing ... OK. 

 > RAM Testing ... OK. 

 

C/W boot start..... 

    ・ 

    ・ 

    ・ 

]]]]<<<<<< NA-25CEone       >>>>>>]]]] 

Password: 

Input Error! 

Input> 
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7 装置のメンテナンス設定（つづき） 

7.7 Ｔｅｌｎｅｔを起動する 
「5:Maintenance」の画面で「6:Telnet」を選択すると、以下の画面が表示され、接続されている任意

の端末にＴｅｌｎｅｔを起動することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜プロトコルとして「ＬＬＣ－ＮＩＳＯ」を使用している場合＞ 

● Ｔｅｌｎｅｔでアクセスする端末のＩＰアドレス（０．０．０．０～２５５．２５５．２５５．２５５）を入力し 

ます。  

● 「Direction」は、アクセスする端末がＬＡＮ側に接続されている場合は「1」を、ＷＡＮ側に接続

されている場合は「2」を、保守用ＶＣに接続されている場合は「3」を入力してください。 

（省略されるとＬＡＮ側「1」が入力されたものとみなします。） 

● 「VPI/VCI」は、アクセスする端末がＷＡＮ側または、保守用ＶＣに接続されている場合、

「VPI/VCI」の値を入力してください。 

（「Direction」をＬＡＮ側に指定した場合、「VPI/VCI」は無視します。） 

 

＜プロトコルとして「ＬＬＣ－ＢＲＧ」または「Ｔｈｒｏｕｇｈ」を使用している場合＞ 

● Ｔｅｌｎｅｔでアクセスする端末のＩＰアドレス（０．０．０．０～２５５．２５５．２５５．２５５）を入力し 

ます。  

● 「Direction」は、アクセスする端末が保守用ＶＣに接続されている場合は「3」を入力してくださ

い。（ＬＡＮ側「1」およびＷＡＮ側「2」は無視します。） 

● 「VPI/VCI」は省略してください。（「VPI/VCI」は無視します。） 

 

Ｔｅｌｎｅｔを起動すると、相手装置のログイン画面になります。 

 

 

 

+----------------------------------------------------------------------------- 

| Top > 5:Maintenance > 6:Telnet 

+----------------------------------------------------------------------------- 

*** Telnet *** 

 IP Adr   =0.0.0.0-255.255.255.255 

 Direction=1-3(1=LAN,2=WAN,3=Maintenance VC) 

 VPI/VCI  =0-63/32-1023 

 b:Back 

 t:Top 

Format=(IP Adr,Direction,VPI/VCI) 

Input>192.168.10.20,2,0/32 

Ｔｅｌｎｅｔでアクセスする端末のＩＰアドレス等を指定します。 

ＷＡＮ側（ＶＰＩ／ＶＣＩが０／３２）に接続されている、ＩＰアドレス１９２．１６８．１

０．２０の端末へＴｅｌｎｅｔアクセスする場合の例です。 
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7 装置のメンテナンス設定（つづき） 

7.7 Ｔｅｌｎｅｔを起動する（つづき） 
ログアウトすると、「6:Telnet」画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Session Disconnected by remote host. 
 
 
 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 5:Maintenance > 6:Telnet 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Telnet *** 
 IP Adr   =0.0.0.0-255.255.255.255 
 Direction=1-3(1=LAN,2=WAN,3=Maintenance VC) 
 VPI/VCI  =0-63/32-1023 
 b:Back 
 t:Top 
Format=(IP Adr,Direction,VPI/VCI) 
Input> 

セッションが終了したことを示す。 

Ｔｅｌｎｅｔメニュ－画面に戻る。 
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MEMO
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第８章 

 

 

各機能の説明 
 

 

この章では、本装置の各種機能について説明します。 
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8 各機能の説明 

8.1 ＱｏＳ機能 
8.1.1 ８段階キューイング 

本装置はＡＴＭの各ＰＶＣ毎に最大で８段階のキューイングが可能です。 

８段階のキューは完全優先動作、ウェイテッドフェアーキューイング(WFQ)動作の２種類の

動作を行うことができます。 

また、これら２種類を混在して使用することもできます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜優先動作のイメージ図＞ 

 
 
完全優先キューのデータがＡＴＭ帯域を超える場合、ＷＦＱ動作のキューのデータは送出されませ

ん。完全優先キューが使用しない帯域をウェイトに比例して使用します。 

NOTE 

Ｅｔｈｅｒ 
ＡＴＭ

２５Ｍ

キュー８

キュー７

キューイング条件 

キューイング条件は 
・IPv4-TOS（プレシデンス値） 
・IPv4-Diffserv（DS フィールド）
・VLAN-ID 
・VLAN タグ内優先度(COS 値)
・TCP/UDP ポート番号 
・IPv4 アドレス 
から１つを選択 

キュー６

キュー５

キュー４

キュー３

キュー２

キュー１

完全優先 

ＷＦＱ：８０ 

ＷＦＱ：１０ 

ＷＦＱ：１０ 

ＷＦＱ：１０ 

ＷＦＱ：１０ 

ＷＦＱ：１０ 

ＷＦＱ：１０ 

ＴＯＳ＝７

ＴＯＳ＝６

ＴＯＳ＝５

ＴＯＳ＝４

ＴＯＳ＝３

ＴＯＳ＝２

ＴＯＳ＝１

ＴＯＳ＝０

【完全優先】 
無条件に優先されてデータが
送出されます。このモードのキ
ューが複数ある場合には、キ
ュー番号の大きいキューのデ
ータが優先されます。 

【ＷＦＱ】 
完全優先キューが使用しない
帯域を、設定されたウェイトに
比例して帯域を確保します。完
全優先キューにデータがない
場合のみ送出されます。 
ウェイトが大きい程、大きい帯
域を使用できます。 



 ２３９

8 各機能の説明（つづき） 

8.1ＱｏＳ機能（つづき） 

8.1.2 キューイング条件の種類 
本装置は以下の条件で優先制御を行います。 

 

①ＩＰｖ４－ＴＯＳベース（プレシデンス値） 

ＩＰｖ４のＴＯＳ（Ｔｙｐｅ ｏｆ Ｓｅｒｖｉｃｅ）フィールドに基づいてキューイングを行います。 

ＴＯＳフィールド中の優先度を意味する３ビット（プレシデンス値）を使用します。 

 

 

 

 

 

 

各キュー毎に最大８個の値を設定できます。ただし、重複した値を設定することはできません。 

８段階のキュー全てを使用する場合は各キュー毎に１個の値を設定することになります。 

 

 

 
 
 

②ＩＰｖ４－Ｄｉｆｆｓｅｒｖベース（ＤＳフィールド） 

ＩＰｖ４のＴＯＳ（Ｔｙｐｅ ｏｆ Ｓｅｒｖｉｃｅ）フィールドを再定義したＤｉｆｆｓｅｒｖ値でキューイングを行います。 

具体的には、ＴＯＳフィールドの最初の６ビットに位置するＤＳフィールドを使用します。 

 

 

 

 

 

 

各キュー毎に最大８個の範囲、値を登録できます。登録は０～６３の範囲で設定します。 

設定された範囲、値を持つフレームが該当キューに入れられます。 
 

 

ＴＯＳフィールド 

優先度 低遅延 高スルー

プット 
高信頼性 未使用 未使用

 このフィールドを使用します。 

Ｄｉｆｆｓｅｒｖフィールド 

ＤＳフィールド 未使用 未使用

このフィールドを使用します。

 
 
プロトコルを「ＬＬＣ－ＢＲＧ」または「Ｔｈｒｏｕｇｈ」選択時、ＶＬＡＮタグ付フレームを受信した場合は 

最大で３つのＶＬＡＮタグまでスキップして優先処理を行います。 

NOTE 

 
 
プロトコルを「ＬＬＣ－ＢＲＧ」または「Ｔｈｒｏｕｇｈ」選択時、ＶＬＡＮタグ付フレームを受信した場合は 

最大で３つのＶＬＡＮタグまでスキップして優先処理を行います。 

NOTE 
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8 各機能の説明（つづき） 

8.1ＱｏＳ機能（つづき） 

8.1.2 キューイング条件の種類（つづき） 

③ＶＬＡＮタグ内プライオリティベース（ＣＯＳ値） 

ＩＥＥＥ８０２．１Ｑに準拠したＶＬＡＮタグ内のプライオリティフィールド（ＣＯＳ値）を基にキューイン

グを行います。 

このモードはプロトコルでＬＬＣ－ＢＲＧ／Ｔｈｒｏｕｇｈを選択した時に有効です。 

 

 

 

 

 

 

各キュー毎に最大８個の値を設定できます。ただし、重複した値を設定することはできません。 

８段階のキュー全てを使用する場合は各キュー毎に１個の値を設定することになります。 

 

 

④ＶＬＡＮ－ＩＤベース 

ＩＥＥＥ８０２．１Ｑに準拠したＶＬＡＮタグ内のＶＬＡＮ－ＩＤを基にキューイングを行います。 

このモードはプロトコルでＬＬＣ－ＢＲＧ／Ｔｈｒｏｕｇｈを選択した時に有効です。 

 

 

 

 

 

 

各キュー毎に最大８種類の範囲、値、ビットを登録できます。登録は０～４０９４の範囲で設定しま

す。設定された値を持つフレームが該当キューに入れられます。 
 
 

 

ＶＬＡＮタグ 

このフィールドを使用します。 

優先度 CFI ＶＬＡＮ－ＩＤ 

ＶＬＡＮタグ 

このフィールドを使用します。 

優先度 CFI ＶＬＡＮ－ＩＤ 
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8 各機能の説明（つづき） 

8.1ＱｏＳ機能（つづき） 

8.1.2 キューイング条件の種類（つづき） 

⑤ＴＣＰ／ＵＤＰポート番号ベース 

ＴＣＰまたはＵＤＰのヘッダ内の送信元ポートおよび宛先ポートを基にキューイングを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各キュー毎に最大８個の値を登録できます。登録は０～６５５３５の範囲の値を設定します。 

登録された送信元ポートまたは宛先ポートを持つフレームが優先されます。 

このフィールドを使用します。 

「ＴＣＰヘッダ」 
このフィールドを使用します。 

送信元ポート 

チェックサム 

 

ＵＤＰデータ 

宛先ポート 

セグメント長 

「ＵＤＰヘッダ」 

応答確認番号 

緊急ポインタ 

 

ＴＣＰデータ 

シーケンス番号 

 
ﾃﾞｰﾀ 

ｵﾌｾｯﾄ フラグ 予約 ウィンドウ 

チェックサム 

オプション パディング 

送信元ポート 宛先ポート 

 
 
・ フラグメントされたＴＣＰ／ＵＤＰフレームは優先対象外となり、常に非優先フレームとなります。 

・ プロトコルを「ＬＬＣ－ＢＲＧ」または「Ｔｈｒｏｕｇｈ」選択時、ＶＬＡＮタグ付フレームを受信した場合 

最大で３つのＶＬＡＮタグまでスキップして優先処理を行います。 

NOTE 
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8 各機能の説明（つづき） 

8.1ＱｏＳ機能（つづき） 

8.1.2 キューイング条件の種類（つづき） 

⑥ＩＰｖ４ ＩＰアドレスベース 

ＩＰｖ４ヘッダ内の送信元ＩＰアドレスおよび宛先ＩＰアドレスを基にキューイングを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各キュー毎に最大８個のアドレスを登録できます。 

登録された送信元ＩＰアドレスまたは宛先ＩＰアドレスを持つフレームが優先されます。 

「ＩＰｖ４ヘッダ」 

ヘッダチェックサム 

 

ＩＰデータ 

識別子 

 
 
・ プロトコルを「ＬＬＣ－ＢＲＧ」または「Ｔｈｒｏｕｇｈ」選択時、ＶＬＡＮタグ付フレームを受信した場合 

最大で３つのＶＬＡＮタグまでスキップして優先処理を行います。 

NOTE 

  サービスタイプ バージョン ヘッダ長 パケット長 

フラグ フラグメントオフセット 

プロトコル 生存時間 

送信元ＩＰアドレス 

宛先ＩＰアドレス 

このフィールドを使用します。 
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8 各機能の説明（つづき） 

8.1ＱｏＳ機能（つづき） 

8.1.3 ＣＬＰマッピング機能 
本装置は８段階の各キュー毎にＣＬＰ値を設定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜優先動作のイメージ図＞ 

Ｅｔｈｅｒ 
ＡＴＭ

２５Ｍ

キュー８

キュー７

キューイング条件 

キュー６

キュー５

キュー４

キュー３

キュー２

キュー１

０ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

ＴＯＳ＝７

ＴＯＳ＝６

ＴＯＳ＝５

ＴＯＳ＝４

ＴＯＳ＝３

ＴＯＳ＝２

ＴＯＳ＝１

ＴＯＳ＝０

ＣＬＰ値 

キュー毎に設定するＣＬＰ値

がマッピングされる。 

 
 
ＣＬＰビット＝０のセルが非優先廃棄セルとなり、優先されます。 

NOTE 
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8 各機能の説明（つづき） 

8.1ＱｏＳ機能（つづき） 

8.1.4 キューサイズ変更機能 
本装置は８段階の各キュー毎にキューサイズを変更できます。 

 

 

 

 

 

 

＜キューサイズ変更のイメージ図＞ 

キュー８ 

キュー７ 

キュー６ 

キュー５ 

キュー４ 

キュー３ 

キュー２ 

キュー１ 

５０フレーム 

１５０フレーム 

１５０フレーム 

１００フレーム 

１００フレーム 

７５フレーム 

１２０フレーム 

５０フレーム 

キューサイズ 

キュー毎にサイズを設定可能。 

デフォルトは全て５０面。 

 
 
・ キューサイズはフレーム数で設定します。 

・ １ＰＶＣで使用できるフレーム面数は、使用する最大ＶＣ数モードで異なります。 

８ＶＣモード（デフォルト） ：合計８００フレーム 

１７ＶＣモード  ：合計４００フレーム 

NOTE 
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8 各機能の説明（つづき） 

8.1ＱｏＳ機能（つづき） 

8.1.5 ＶＬＡＮタグ制御機能（Bridged モード時のみ） 
本装置は８段階の各キュー毎にＶＬＡＮタグを設定し、ＡＴＭ側へフレームを転送する際にフレー

ムにＶＬＡＮタグを付加させることができます。反対にＡＴＭ側から受信するＶＬＡＮタグ付フレーム

からＶＬＡＮタグを削除してＥｔｈｅｒ側へ転送します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ＶＬＡＮタグ制御のイメージ図＞ 

キュー８

キュー７

キューイング条件 

キュー６

キュー５

キュー４

キュー３

キュー２

キュー１

８１－００

８１－００

８１－００

８１－００

８１－００

８１－００

８１－００

８１－００

ＴＯＳ＝７

ＴＯＳ＝６

ＴＯＳ＝５

ＴＯＳ＝４

ＴＯＳ＝３

ＴＯＳ＝２

ＴＯＳ＝１

ＴＯＳ＝０

ＴＰＩＤ

各キューに設定する 
・ＴＰＩＤ 
・ＣＯＳ値 
・ＣＦＩ値 
・ＶＬＡＮ－ＩＤ 
は任意に設定可能です。 

７

６

５

４

３

２

１

０

COS

１００ 

１００ 

１００ 

１００ 

１００ 

１００ 

１００ 

１００ 

ＶＬＡＮ－ＩＤ 

０

０

０

０

０

０

０

０

ＣＦＩ

キューイングの条件は
選択可能です。 

ＭＡＣ ＩＰパケット（ＴＯＳ＝７） ＶＬＡＮ 
タグ 

ＩＰパケット（ＴＯＳ＝７）ＭＡＣ

ＡＴＭＥｔｈｅｒ 

ＭＡＣ ＩＰパケット（ＴＯＳ＝１） ＶＬＡＮ 
タグ 

ＩＰパケット（ＴＯＳ＝１）ＭＡＣ

ＣＯＳ＝７ 

ＣＯＳ＝１ 
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8 各機能の説明（つづき） 

8.1ＱｏＳ機能（つづき） 

8.1.6 ＣＯＳ制御機能（Bridged モード時のみ） 
本装置は８段階の各キュー毎にＣＯＳ値を設定し、キューイングされたＶＬＡＮタグ付フレームを 

ＡＴＭ側へフレームを転送する際に、ＶＬＡＮタグ内のＣＯＳ値を変更することができます。 

ＡＴＭ側から受信するＶＬＡＮタグ付フレームはそのままＥｔｈｅｒ側へ転送します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ＶＬＡＮタグ制御のイメージ図＞ 

 
 
ＶＬＡＮタグ無フレームをＥｔｈｅｒ側から受信した場合には廃棄されます。 

NOTE 

 

キュー８

キュー７

キューイング条件

キュー６

キュー５

キュー４

キュー３

キュー２

キュー１

ＴＯＳ＝７ 

ＴＯＳ＝６ 

ＴＯＳ＝５ 

ＴＯＳ＝４ 

ＴＯＳ＝３ 

ＴＯＳ＝２ 

ＴＯＳ＝１ 

ＴＯＳ＝０ 

各キューに設定する 
・ＣＯＳ値 
は任意に設定可能です。 

７

６

５

４

３

２

１

０

COS

キューイングの条件は
選択可能です。 

ＶＬＡＮ 
タグ ＩＰパケット（ＴＯＳ＝７）ＭＡＣ

ＡＴＭＥｔｈｅｒ

ＶＬＡＮ 
タグ 

ＩＰパケット（ＴＯＳ＝１）ＭＡＣ

ＣＯＳ＝７ 

ＣＯＳ＝１ 

ＶＬＡＮ 
タグ ＩＰパケット（ＴＯＳ＝７） ＭＡＣ 

ＶＬＡＮ 
タグ 

ＩＰパケット（ＴＯＳ＝１） ＭＡＣ 

ＣＯＳ＝０ 

ＣＯＳ＝０ 
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8 各機能の説明（つづき） 

8.1ＱｏＳ機能（つづき） 

8.1.7 ＷＦＱ（ウェイテッドフェアーキューイング）機能 
本装置は使用可能なＡＴＭ帯域を設定されたウェイトに比例して帯域を確保する 

ウェイテッドフェアーキューイング動作が可能です。 

ウェイトは大きいほど大きい帯域を使用することができます。

＜ＷＦＱの動作イメージ図＞ 

他のキューが使用していない場合は、

どれか１つのキューが契約帯域を全て

使用できます。各キューのデータが溜

まっている場合に、設定されたウェイト

の帯域が確保されます。  

 

 

 

キュー８ 

キュー７ 

キューイング条件 

キュー６ 

キュー５ 

キュー４ 

キュー３ 

キュー２ 

キュー１ 

ＴＯＳ＝７ 

ＴＯＳ＝６ 

ＴＯＳ＝５ 

ＴＯＳ＝４ 

ＴＯＳ＝３ 

ＴＯＳ＝２ 

ＴＯＳ＝１ 

ＴＯＳ＝０ 

ＷＦＱ：３５

ＷＦＱ：３５

ＷＦＱ：５

ＷＦＱ：５

ＷＦＱ：５

ＷＦＱ：５

ＷＦＱ：５

ＷＦＱ：５

モード：ウェイト

キューイングの条件は
選択可能です。 

ＡＴＭ帯域：１０Ｍｂｉｔ／ｓ 

３．５Ｍｂｉｔ／ｓ 

の帯域を確保

３．５Ｍｂｉｔ／ｓ 

の帯域を確保

それぞれ 

０．５Ｍｂｉｔ／ｓ 

の帯域を確保

 
 
・ [ＡＴＭ帯域×（キューのウェイト／全ウェイトの合計）]の帯域が確保されます。 

・ 使用していないキューの帯域は計算から除外され、効率良く帯域を使用できます。 

・ 上記の例で、キュー８、７のデータが無い場合には、キュー５～１はそれぞれ、 

[１０Ｍ×（５／（５＋５＋５＋５＋５＋５））] ≒ １．６６７Ｍｂｉｔ／ｓの帯域を使用できます。 

・ 上記の例で、キュー８とキュー１のみにデータがある場合には、 

キュー８：[１０Ｍ×（３５／（３５＋５）） ≒ ８．７５Ｍｂｉｔ／ｓの帯域を使用できます。 

キュー１：[１０Ｍ×（５／（３５＋５）） ≒ １．２５Ｍｂｉｔ／ｓの帯域を使用できます。 

NOTE 

10×(35/100)

10×(35/100)

10×(5/100)

10×(5/100)

10×(5/100)

10×(5/100)

10×(5/100)

10×(5/100)

ウェイトの合計：１００
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8 各機能の説明（つづき） 

8.1ＱｏＳ機能（つづき） 

8.1.8 完全優先／ＷＦＱ混在動作機能 
本装置は完全優先キューとＷＦＱの動作を混在させて使用することができます。 

完全優先キューして設定されたキューは無条件に最優先、低遅延で転送されます。 

また、完全優先キューが複数ある場合にはキュー番号の大きい方が高優先となります。 

ＷＦＱモードのキューは完全優先キューにデータが無い場合のみ送出されます。 

このとき、完全優先キューが使用しない帯域を設定されたウェイトに比例して帯域を使用します。 

 

 

 

＜完全優先／ＷＦＱ混在動作のイメージ図＞ 

他のキューが使用していない場合は、

どれか１つのキューが契約帯域を全て

使用できます。各キューのデータが溜

まっている場合に、設定されたウェイト

の帯域が確保されます。  

 

キュー８ 

キュー７ 

キューイング条件 

キュー６ 

キュー５ 

キュー４ 

キュー３ 

キュー２ 

キュー１ 

ＴＯＳ＝７ 

ＴＯＳ＝６ 

ＴＯＳ＝５ 

ＴＯＳ＝４ 

ＴＯＳ＝３ 

ＴＯＳ＝２ 

ＴＯＳ＝１ 

ＴＯＳ＝０ 

完全優先

完全優先

ＷＦＱ：４０

ＷＦＱ：４０

ＷＦＱ：５

ＷＦＱ：５

ＷＦＱ：５

ＷＦＱ：５

モード：ウェイト

キューイングの条件は
選択可能です。 

ＡＴＭ帯域：１０Ｍｂｉｔ／ｓ 

２Ｍｂｉｔ／ｓ 

の帯域を使用

している 

３．２Ｍｂｉｔ／ｓ 

の帯域を確保

それぞれ 

０．４Ｍｂｉｔ／ｓ 

の帯域を確保

 
 
・ ＷＦＱモードのキューは 

[完全優先キューが使用しないＡＴＭ帯域×（キューのウェイト／全ウェイトの合計）] 

の帯域が確保されます。 

・ ＷＦＱモードのキューの動作は、ＷＦＱのみで使用した場合と同様になります。 

・ 完全優先キューのデータが常にある場合、ＷＦＱのデータは転送されません。 

NOTE 

３．２Ｍｂｉｔ／ｓ 

の帯域を確保

ウェイトの合計：１００

2 

8×(40/100)

8×(40/100)

8×(5/100)

8×(5/100)

8×(5/100)

8×(5/100)



 ２４９

8 各機能の説明（つづき） 

8.2 保守用ＶＬＡＮ機能 
本装置はＶＬＡＮによる保守を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ルータ 

保守用ＶＬＡＮを設定する機能です。 

保守を行うためのＶＬＡＮ－ＩＤを設定します。 

この保守モードを使用すると、設定したＶＬＡＮ－ＩＤを持つフレームでのみ、保守が可能にな

ります。装置から送出するＰｉｎｇフレーム等にも、この設定されたＶＬＡＮ－ＩＤを持つタグが付

加されます。設定されたＶＬＡＮ－ＩＤを持つフレーム以外には一切応答しなくなります。 

【機能概要】 

 
 
・ プロトコルでＬＬＣ－ＮＩＳＯを選択時は、保守用ＶＬＡＮ機能を利用することはできません。 

・ ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング機能を利用時は、本装置に対する保守は保守用ＶＬＡＮ機能を 

利用しなければなりません。詳細はシステム設計時の注意事項を参照してください。 

NOTE 

ルータ 

通信系ＶＬＡＮ

保守用ＶＬＡＮ－ＩＤ 
4000 保守端末

保守センタ 

保守ＶＬＡＮ

広域イーサネット 

サービス 



 ２５０

8 各機能の説明（つづき） 

8.3 Ｒｏｕｔｅｄ接続機能 
本装置は、ＩＰ－ＶＰＮやメガデータネッツのＣＵＧサービス等へ接続するため、Ｅｔｈｅｒインタフェー

スのＭＡＣフレームを終端し、ＡＴＭへＩＰフレームのみを透過することができます。このＲｏｕｔｅｄ接

続機能は以下の機能により実現されます。 

8.3.1 プロキシＡＲＰ機能 
Ｅｔｈｅｒインタフェースに接続された端末からのＡＲＰ要求に対し、ＡＴＭを介した対向端末に代わ

りＡＲＰ代理応答（プロキシＡＲＰ）を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
・ 本装置ではプロキシＡＲＰを行うＩＰアドレスにプレフィックス長を指定し、ネットワーク全体に対するＡＲＰ

代理応答をすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ プロキシＡＲＰを行うＩＰアドレス（またはネットワークアドレス）は１つのＶＣにつき１つだけ設定できます。 

・ 本装置がＡＲＰを送出する際には、プロキシＡＲＰに登録されたＩＰアドレスを送信元ＩＰアドレスとして使用

します。その為、プレフィックス長を指定する場合でも、ＩＰアドレス部分にはユニキャスト、かつ、Ｅｔｈｅｒ側

に存在しないＩＰアドレスを設定してください。 

（上記の例では「192.168.1.0/24」や「192.168.1.1/24」の指定は不可となります。） 

下記にＩＰ－ＶＰＮ接続における本機能の動作概要を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本装置には、プロキシＡＲＰを行うＩＰアドレスとして、ＩＰ－ＶＰＮのＰＥルータ（プロバイダエッジルータ）のＩＰア

ドレスを登録します。 

Ｅｔｈｅｒインタフェースに接続されているＣＥルータ（カスタマーエッジルータ）は、ＰＥルータ宛にデータを送出

する際、ＰＥルータに対してＡＲＰによるアドレス解決を行います。このＡＲＰに対する代理応答を本装置が行

い、ＰＥルータとＣＥルータの通信を中継します。 

【機能概要】 

 

          

 

172.16.0.0/16  ＩＰ－ＶＰＮ 

192.168.1.2

192.168.1.1

ＣＥルータ 

ＰＥルータ 

   192.168.1.0 / 24 

172.16.0.0/ 16 

192.168.1,1 

192.168.1,2 

172.17.0.0/ 16 

172.18.0.0/ 16

192.168.1,3 

①192.168.1.1へＡＲＰを送出 

②本装置がＡＲＰを代理応答

③本装置へＭＡＣフレームを送出 ④ＡＴＭへＩＰパケットを送出 

NOTE 

①192.168.1.0/24内へＡＲＰ送出 

②本装置がゲートウェイ（192.1681.1）
を除くＡＲＰへ全て代理応答 

本装置 

本装置 

192.168.1.0/30

ＭＤＮ（ＣＵＧ）
Ｎｕｍｂｅｒｅｄ 



 ２５１

8 各機能の説明（つづき） 

8.3 Ｒｏｕｔｅｄ接続機能（つづき） 

8.3.2 ＡＲＰ機能 
ＡＴＭを介した対向端末から受信したＩＰパケットをＥｔｈｅｒインタフェースへ送出する際、ＡＲＰによ

るアドレス解決を行い、ＭＡＣフレームへの変換を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  
 
どのアドレスにＡＲＰを送出するかは、構成情報「IP-VC Mapping Information」の「Proxy IP Adr」、「Local 

Network Adr」、「Local Gateway Adr」によって変化します。 

下記にＩＰ－ＶＰＮ接続における本機能の動作概要を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＰ－ＶＰＮ側からＣＥルータ宛のＩＰパケットを受信した場合、本装置はＣＥルータに対しＡＲＰを送出します。

ＣＥルータがこのＡＲＰに応答すると、このアドレス解決によって得たＭＡＣアドレスをＩＰパケットへ付加して

ＣＥルータへＭＡＣフレームを送出します。 

ＣＥルータからのＡＲＰの応答が１秒以内に返ってこない場合は、受信したＩＰパケットは廃棄されます。 

ＡＲＰ応答待ちでバッファリングするＩＰパケットは最大で１２８パケットです。（同一ＩＰアドレスで最大１６パケ

ット、最大８つのＩＰアドレス宛でバッファリングします。） 
 

・ 一度解決されたアドレスはＡＲＰキャッシュにエントリされます。（ＡＲＰキャッシュのエントリ数は最大 

５００アドレスです。） 

・ ＡＲＰキャッシュのエージング時間は設定にて変更することが可能です。（デフォルトは５分） 

・ ＡＲＰキャッシュ内のエントリは、タイムアウト直前に再度ＡＲＰによって自動更新を行います。 

 

          

 

【機能概要】 

172.16.0.0/16 ＩＰ－ＶＰＮ 

192.168.1.2

192.168.1.1

ＣＥルータ 

ＰＥルータ 

②192.168.1.2へＡＲＰを送出

③ＣＥルータがＡＲＰを応答 

④ＣＥルータへＭＡＣ 
フレームを送出 

①ＡＴＭから192.168.1.2宛の 
ＩＰパケットを受信 

 
 
ＡＲＰ応答待ちの間、パケットをバッファリングするため、ＳＮＭＰのＴｒａｐなど１パケットしか送信されないＩＰ

パケットも転送できます。 

ＰＯＩＮＴ 

ＮＯＴＥ 

本装置 

192.168.1.0/30



 ２５２

8 各機能の説明（つづき） 

8.3 Ｒｏｕｔｅｄ接続機能（つづき） 

8.3.3 ゲートウェイ転送機能 
ＡＴＭから受信するＩＰパケットで、本装置に設定されたＥｔｈｅｒインタフェース側のネットワークアド

レスと違うサブネット宛のフレームは、本装置に設定されたゲートウェイアドレスへ転送すること

ができます。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記にＩＰ－ＶＰＮ接続における本機能の動作概要を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本装置へは、Ｅｔｈｅｒインタフェース側のネットワークアドレスおよびゲートウェイアドレスを設定します。 

ＩＰ－ＶＰＮ側から受信したＩＰパケットの宛先が、本装置のＥｔｈｅｒインタフェースの所属するサブネットワーク

内にある場合には、受信したＩＰパケットの宛先にフレームを転送します。 

ＩＰ－ＶＰＮ側から受信したＩＰパケットの宛先が、本装置のＥｔｈｅｒインタフェースの所属するサブネットワーク

外である場合には、本装置に設定されたゲートウェイアドレスに受信したＩＰパケットを転送します。 

 

本機能は使用しないようにも設定できます。 

その場合には、ＡＴＭから受信したＩＰパケットの宛先ＩＰアドレス宛にフレームを転送するように動作します。

（ネットワークアドレスに関係なくＡＲＰを送出します。） 

【機能概要】 

 

          

 

172.16.0.0/16 ＩＰ－ＶＰＮ 

192.168.1.2

192.168.1.1

ＣＥルータ 

ＰＥルータ 

②192.168.1.2へＡＲＰを送出

③ＣＥルータがＡＲＰを応答 

④ＣＥルータへＭＡＣ 
フレームを送出 

①ＡＴＭから172.16.0.0/24のネットワーク
内端末宛のＩＰパケットを受信 

⑤ＣＥルータが 
フレームを中継 

本装置 

192.168.1.0/30

 

Ｅｔｈｅｒインタフェースのネットワークアドレス、ゲートウェイアドレスの設定については、 

「9 システム設計時の注意事項」を参照してください。 

ＮＯＴＥ 



 ２５３

8 各機能の説明（つづき） 

8.3 Ｒｏｕｔｅｄ接続機能（つづき） 

8.3.4 ＩＰ－ＶＣマッピング機能 
本装置では、複数のＶＣを使用し、それぞれのＶＣ毎にプロキシＡＲＰ機能やゲートウェイ転送機

能に使用するアドレスを別のアドレスに設定することができます。これにより、センター拠点用途

での対向拠点毎のフレームの振り分けや、音声とデータ等のトラフィック種別によるフレームの

振り分けができます。 

下記にＩＰ－ＶＰＮを２回線使用し、音声系ネットワークとデータ系ネットワークを分けてネットワークを構築

する場合における本機能の動作概要を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本装置の構成情報「IP-VC Mapping Information」を下記の通り設定します。 

ＶＰＩ／ＶＣＩ 「Proxy IP Adr」 「Local Network Adr」 「Local Gateway Adr」 

０／３２ １９２．１６８．１．１ １９２．１６８．１．０／２８ １９２．１６８．１．２ 

０／３３ １９２．１６８．１．３ １９２．１６８．１．０／２８ １９２．１６８．１．４ 
 
データ系ＰＥルータ「１９２．１６８．１．１」へのＡＲＰ要求にはＭＡＣアドレス「00-00-87-FA-99-99」（本装置

のＭＡＣアドレス）にて応答します。音声系ＰＥルータ「１９２．１６８．１．３」へのＡＲＰ要求にはＭＡＣアドレス

「00-00-87-06-92-00」（本装置のプロキシＡＲＰ用ＭＡＣアドレス）にて応答します。 

宛先ＭＡＣアドレスが「00-00-87-FA-99-99」のＭＡＣフレームは０／３２のＶＣへ送出され、宛先ＭＡＣアド

レスが「00-00-87-FA-92-00」のＭＡＣフレームは０／３３のＶＣへ送出されます。 
 
０／３２のＶＣから受信したＩＰパケットは、ゲートウェイに設定された「１９２．１６８．１．２」（ＣＥルータ）へ 

ＡＲＰを送信してアドレス解決されたＭＡＣアドレス宛にフレーム送信され、０／３３から受信したＩＰパケット

は、ゲートウェイに設定された「１９２．１６８．１．４」（ＶｏＩＰ－ＧＷ）へＡＲＰを送信してアドレス解決されたＭ

ＡＣアドレス宛にフレーム送信されます。 

 

          

【機能概要】 

 

          
172.16.0.0/16 本装置 

 
ＩＰ－ＶＰＮ 

192.168.1.2

192.168.1.1

ＣＥルータ 

ＰＥルータ 

ＶｏＩＰ-ＧＷ 192.168.1.4 ＩＰ－ＶＰＮ 

192.168.1.3

ＰＥルータ 

0/32 

0/33 

データ系 

ネットワーク

音声系 

ネットワーク

 
 
複数のＶＣを使用する場合、２つ目以降のＶＣで使用するＭＡＣアドレスはデフォルトとして、

「00-00-87-06-92-00」～「00-00-87-06-92-15」（プロキシＡＲＰ用に割り当てたグローバルＭＡＣアドレス）

が設定されています。構成情報により、プロキシＡＲＰに使用するＭＡＣアドレスを変更することができま

す。（ＭＡＣアドレスを変更した際は、ＣＥルータ等のＡＲＰキャッシュをクリアしてください。 

 

ＮＯＴＥ 



 ２５４

8 各機能の説明（つづき） 

8.4 警報転送機能（障害時のリンク制御機能） 
本装置は各インタフェースにおける障害を対向装置等へ通知する機能を搭載しております。本機能

を使用することで、Ｅｔｈｅｒ障害や、回線障害を素早く検出することが可能になります。 

8.4.1 Ｅｔｈｅｒインタフェース障害によるＲＤＩ送出 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.4.2 ＡＴＭ障害によるＥｔｈｅｒインタフェースリンクダウン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本機能を使用すると、Ｅｔｈｅｒインタフェースのリンクダウン検出時にＦ５－ＲＤＩを送出します。 

 

 

 

【機能概要】 

本機能を使用すると、ＡＴＭのレイヤ１断検出、またはＦ４／Ｆ５－ＡＩＳ受信、またＦ４／Ｆ５－Ｒ

ＤＩ受信にて、Ｅｔｈｅｒインタフェースのリンクをダウンさせます。 

 

 

 

 

 

 

 

リンクダウンさせる条件は、使用しているＶＣ数によって変化します。 

① １ＶＣ使用時 

ＡＴＭのレイヤ１断検出、該当ＶＰでのＦ４－ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害検出、または該当ＶＣでのＦ５

－ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害検出にてＥｔｈｅｒインタフェースのリンクをダウンさせます。 

② 複数ＶＣ使用時 

ＡＴＭのレイヤ１断検出、使用している全てのＶＰにてＦ４－ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害検出、または使

用している全てのＶＣにてＦ５－ＡＩＳ／ＲＤＩ受信による障害検出にてＥｔｈｅｒインタフェースのリンクをダ

ウンさせます。 

【機能概要】 

  
ＡＴＭ 

リンクダウン発生

F5-RDI

  
ＡＴＭ 

回線障害発生 

 
 
ＡＴＭのレイヤ１を検出するまでの時間（ATM Layer1 Guard Time）とＡＩＳ／ＲＤＩの最初の受信からエラー

検出までの時間（AIS/RDI-Alarm Time）は設定可能です。デフォルトはそれぞれ３秒、４秒です。 

ＮＯＴＥ 

本装置 

本装置 



 ２５５

8 各機能の説明（つづき） 

8.5 ＦＴＰによる構成情報アップロード／ダウンロード機能 
 

本装置はＦＴＰのサーバ機能を搭載しております。一般的なクライアントソフトウェアを使用して本

装置にログインし、現在の構成情報をアップロード（バックアップ）したり、反対にバックアップして

いたデータをダウンロードして設定を反映させたりすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ftp> open 192.168.0.1 

Connected to 192.168.0.1 

220 FTP Server ready 

User (192.168.0.1:(none)): admin 

331 Password required 

Password:******** 

230 Logged in 

ftp> ls 

200 PORT Command successful 

150 Opening data connection 

12-12-03  13:19                   6410 running.txt 

ＦＴＰ 
クライアント 

ＦＴＰ
サーバ

ログインＩＤは「ａｄｍｉｎ」固定です。 

パスワードはコンソールログインパスワードと同じです。

現在動作している構成情報のファイル 

ＦＴＰのログインを受けつけると、このファイルを 

装置内に生成します。 

本装置のＩＰアドレスにログインします。 

ｐｕｔ（構成情報のダウンロード）

ｇｅｔ（構成情報のアップロード） 

本装置 

 
構成情報のダウンロード操作は、ＦＴＰ上でｐｕｔを行うだけでは完了しません。 

詳細は「8.5.2 構成情報ダウンロード手順」を参照してください。 

ＮＯＴＥ 
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8 各機能の説明（つづき） 

8.5 ＦＴＰによる構成情報アップロード／ダウンロード機能（つづき） 

8.5.1 構成情報アップロード（バックアップ）手順 
① 本装置に設定されたＩＰアドレスに対してＦＴＰにてログインを行います。 

●ユーザ名は「ａｄｍｉｎ」、パスワードはコンソールログインと同じになります。 

●本装置はＦＴＰのセッションが確立した時点で、現在の構成情報のデータをテキストファイ

ル形式で作成します。 

② 本装置に作成された構成情報データ「ｒｕｎｎｉｎｇ．ｔｘｔ」をｇｅｔ命令にて取り出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
バックアップしたテキストファイルは大切に保管してください。 

 
 
保存したテキストファイルは、構成情報の参照画面で表示されるものと同じ形式になります。   

保存したデータを編集することも可能です。 

ＰＯＩＮＴ 

ＮＯＴＥ 
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8 各機能の説明（つづき） 

8.5 ＦＴＰによる構成情報アップロード／ダウンロード機能（つづき） 

8.5.2 構成情報ダウンロード手順 
① 装置に設定されたＩＰアドレスに対してＦＴＰにてログインを行います。 

●ユーザ名は「ａｄｍｉｎ」、パスワードはコンソールログインと同じになります。 

●本装置はＦＴＰのセッションが確立した時点で、現在の構成情報のデータをテキストファイ

ル形式で作成します。 

② バックアップしていたテキストファイルを装置にｐｕｔ命令で格納します。 

●格納するファイル名は「ｒｕｎｎｉｎｇ．ｔｘｔ」でなくてはなりません。 

ファイル名を変更していた場合には、「ｒｕｎｎｉｎｇ．ｔｘｔ」に名称を変更してください。 

③ 本装置にログインし、「一時保存用構成情報（Temporary Configuration）」の編集を行う。 

●格納したバックアップファイルを構成情報へ反映させる。 

「1:Set Temporary Configuration」の画面で「10:running.txt File -> Temporary 

Configuration」を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 構成情報をセーブする。 

●以上で完了となります。 

 

+-----------------------------------------------------------------------------
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration 
+-----------------------------------------------------------------------------
*** Set Temporary Configuration *** 
 1 :ATM 
 2 :Ether 
 3 :Protocols 
 4 :Priority Ctl 
 5 :Network 
 6 :Alarm Notify 
 7 :SNMP 
 8 :OAM 
 9 :System 
 10:running.txt File -> Temporary Configuration 
 d :Default Set 
 b :Back 
 t :Top 
Input> 

 
 
バックアップしていた構成情報をコンソールから設定する場合は、ペースト機能を使用してください。 

ＮＯＴＥ 

 
 
エラー表示となった場合には「3.6.2 構成情報のコピー＆ペーストエラーコード」を参照してください。 

ＮＯＴＥ 
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8 各機能の説明（つづき） 

8.6 ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング機能 
 

本装置では、プロトコルとして「ＬＬＣ－ＢＲＧ」または「Ｔｈｒｏｕｇｈ」を選択している時、Ｅｔｈｅｒインタフェースから受信

するＭＡＣフレーム（ＩＥＥＥ８０２．１Ｑのタグフレーム）のＶＬＡＮ－ＩＤにより、送出先ＶＣを振り分けることができます。

これにより、レイヤ３スイッチのトランクポートをＡＴＭにより延長するようなネットワークを構築することができます。 

また、各ＶＣ毎にタグを付加して送出するか、削除して送出するかを選択することができ、対向拠点側ではＶＬＡＮ

を意識する必要のないネットワークとすることもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記にメガデータネッツのＰＶＣサービス接続による本機能の動作概要を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本装置のＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング情報を下記の通り設定します。 

ＶＬＡＮ－ＩＤ ＶＰＩ／ＶＣＩ ＶＬＡＮタグ付加／削除 
（VLAN-tag Add/Delete） VLAN-ID1 VLAN-ID2 VLAN-ID3 VLAN-ID4

０／３２ ＶＬＡＮタグ透過（ｏｆｆ） １０ ２０   

０／３３ ＶＬＡＮタグ付加／削除（ｏｎ） ３０    
 
本装置のＥｔｈｅｒインタフェースに接続されたレイヤ３スイッチから受信したＶＬＡＮ－ＩＤが１０または２０のフ

レームは０／３２のＶＣに送出されます。この場合、ＶＬＡＮタグはそのままＡＴＭへ透過されます。 
 
本装置のＥｔｈｅｒインタフェースに接続されたレイヤ３スイッチから受信したＶＬＡＮ－ＩＤが３０のフレームは０

／３３のＶＣに送出されます。この場合、ＶＬＡＮタグは削除されてＡＴＭへ送出されます。（複数のＶＬＡＮタ

グが付加されている場合、削除されるのは先頭のＶＬＡＮタグのみです。） 
 
本装置のＥｔｈｅｒインタフェースに接続されたレイヤ３スイッチから受信したフレームのＶＬＡＮ－ＩＤが１０、２

０、３０以外またはＶＬＡＮタグなしであった場合、そのフレームは破棄されます。 

 

０／３２のＡＴＭから受信したフレームは、そのままＥｔｈｅｒインタフェースに透過されます。（設定されたＶＬＡ

Ｎ―ＩＤ以外のフレームやＶＬＡＮタグなしフレームであっても、フレームはＥｔｈｅｒインタフェースへ透過されま

す。） 
 
０／３３のＡＴＭから受信したフレームは、ＶＬＡＮ－ＩＤ１に設定されたＶＬＡＮ－ＩＤ＝３０のＶＬＡＮタグを付加

して、Ｅｔｈｅｒインタフェースへフレーム送出します。（ＶＬＡＮ－ＩＤ１にＶＡＬＮ－ＩＤが設定されていない場合、

受信したフレームは全て破棄されます。） 

    

 
 

ＭＤＮ（ＰＶＣ）

 

 

 ＶＬＡＮ_ＩＤ 20

ＶＬＡＮ_ＩＤ 10 

ＶＬＡＮ_ＩＤ 30

0 / 33 

0 / 32 

ID_10

ID_30

【機能概要】 

本装置 

Ｌ３ＳＷ 

 
 
１つのＶＣにマッピングできるＶＬＡＮ－ＩＤは最大４つです。 

ＮＯＴＥ 

 

ID_20
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8 各機能の説明（つづき） 

8.7 保守用ＶＣ機能 
保守専用のＶＰＩ／ＶＣＩを設定する機能です。このＶＣには個別にＩＰアドレスを設定することができます。

このＩＰアドレスを使用することでのみ、ＴｅｌｎｅｔやＦＴＰによる保守が可能になります。 

ＬＡＮ側および他のＶＣからの保守はできません。 

また、本ＶＣのプロトコルも個別に選択することができます。

   

 
  

 

保守端末 
保守センタ 

保守用ＶＣ 保守用ＶＣ

保守 

保守 

ＬＡＮ 

ルータ 

ＬＡＮ

ＡＴＭ 
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MEMO 
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第９章 
 

 

 

システム設計時の 

注意事項 
 

 

この章では、本装置を使用してシステムを設計される

場合の注意事項について説明します。 
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9 システム設計時の注意事項 

9.1 カプセル化方式について 
9.1.1 ＬＬＣ-ＮＩＳＯ 

ＬＬＣ－ＮＩＳＯはＲＦＣ１４８３のＲｏｕｔｅｄに準拠したカプセル化方式であり、ＡＴＭインタフェース

上でＩＰパケットを転送するための方式です。 

主に、各種ＩＰ－ＶＰＮ、メガデータネッツサービスのＣＵＧメニューで使用します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のように、Ｅｔｈｅｒインタフェースから受信したＭＡＣフレームからＩＰパケットを取り出し、ＬＬ

Ｃ－ＮＩＳＯのヘッダや、ＡＡＬ５のトレイラが付加され、さらに、ＡＴＭセル化されます。 

よって、それらのオーバーヘッド分の帯域もＡＴＭ側で必要となります。 

必要とするＡＴＭ帯域を計算する際にはこれらヘッダ分のトラフィックを考慮して契約してくださ

い。 

 

 

 

ＭＡＣヘッダ 
１４バイト 

ＩＰパケット 
４６～１５００バイト 

ＬＬＣ－ＮＩＳＯヘッダ
８バイト 

ＩＰパケット 
４６～１５００バイト 

ＦＣＳ 
４バイト 

ＬＬＣ－ＮＩＳＯヘッダ
８バイト 

ＩＰパケット 
４６～１５００バイト 

PAD 
＊バイト 

ＡＡＬ５トレイラ
８バイト 

ＭＡＣフレーム 

ＬＬＣ－ＮＩＳＯ 
カプセル化 

ＡＡＬ５フレーム 
カプセル化 

ＡＴＭセル化 
ペイロード
４８バイト 

ヘッダ 
５バイト 

ペイロード
４８バイト 

ヘッダ 
５バイト 

ＡＡＬ５フレーム長が

４８の整数倍になる

ようにパディングさ

れる。 

ＬＬＣ－ＮＩＳＯカプセル化の流れ



 ２６３

9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.1 カプセル化方式について（つづき） 

9.1.2 ＬＬＣ-ＢＲＧ 
ＬＬＣ－ＢＲＧはＲＦＣ１４８３のＢｒｉｄｇｅｄに準拠したカプセル化方式であり、ＡＴＭインタフェース

上でＭＡＣフレームを転送するための方式です。 

主に、各種広域イーサネットサービスで使用します。 

また、各種 ATM 専用線を使用してスター型のネットワーク構築時に使用することも可能です。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のように、Ｅｔｈｅｒインタフェースから受信したＭＡＣフレームからＦＣＳ（フレームチェックシ

ーケンス）部分をはずし、ＬＬＣ－ＢＲＧのヘッダや、ＡＡＬ５のトレイラが付加され、さらに、ＡＴＭ

セル化されます。 

よって、それらのオーバーヘッド分の帯域もＡＴＭ側で必要となります。 

必要とするＡＴＭ帯域を計算する際にはこれらヘッダ分のトラフィックを考慮して契約してくださ

い。 

ＭＡＣヘッダ
１４バイト

ＬＬＣ－ＢＲＧヘッダ
１０バイト 

ＦＣＳ 
４バイト 

ＬＬＣ－ＢＲＧヘッダ
１０バイト 

PAD 
＊バイト 

ＡＡＬ５トレイラ
８バイト 

ＭＡＣフレーム 

ＬＬＣ－ＢＲＧ 
カプセル化 

ＡＡＬ５フレーム 
カプセル化 

ＡＴＭセル化 
ペイロード
４８バイト 

ヘッダ 
５バイト 

ペイロード
４８バイト 

ヘッダ 
５バイト 

ＡＡＬ５フレーム長が

４８の整数倍になる

ようにパディングさ

れる。 

ＬＬＣ－ＢＲＧカプセル化の流れ

ＭＡＣヘッダ
１４バイト

Ｌ３データ 
４６～１５００バイト

ＭＡＣヘッダ
１４バイト

Ｌ３データ 
４６～１５００バイト

Ｌ３データ 
４６～１５００バイト
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.1 カプセル化方式について（つづき） 

9.1.3 Ｔｈｒｏｕｇｈ 
Ｔｈｒｏｕｇｈは日立コミュニケーションテクノロジー独自のカプセル化方式であり、ＡＴＭインタフェ

ース上でＭＡＣフレームを転送するための方式です。 

ＬＬＣ－ＢＲＧとの違いは、オーバヘッドが１０バイト少ない点です。 

各種 ATM 専用線を使用してスター型のネットワーク構築時に使用できます。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のように、Ｅｔｈｅｒインタフェースから受信したＭＡＣフレームからＦＣＳ（フレームチェックシ

ーケンス）部分をはずし、ＡＡＬ５のトレイラが付加され、さらに、ＡＴＭセル化されます。 

よって、それらのオーバーヘッド分の帯域もＡＴＭ側で必要となります。 

必要とするＡＴＭ帯域を計算する際にはこれらヘッダ分のトラフィックを考慮して契約してくださ

い。 

ＭＡＣヘッダ 
１４バイト 

Ｌ３データ 
４６～１５００バイト 

ＦＣＳ 
４バイト 

PAD 
＊バイト 

ＡＡＬ５トレイラ
８バイト 

ＭＡＣフレーム 

ＡＡＬ５フレーム 
カプセル化 

ＡＴＭセル化 
ペイロード
４８バイト 

ヘッダ 
５バイト 

ペイロード
４８バイト 

ヘッダ 
５バイト 

ＡＡＬ５フレーム長が

４８の整数倍になる

ようにパディングさ

れる。 

Ｔｈｒｏｕｇｈカプセル化の流れ

ＭＡＣヘッダ 
１４バイト 

Ｌ３データ 
４６～１５００バイト 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.2 Ｅｔｈｅｒインタフェースについて 
9.2.1 速度と全／半二重の組み合わせについて 
２つの機器（本装置 と 接続機器）を１０ＢＡＳＥ－Ｔまたは１００ＢＡＳＥ－ＴＸで接続する場

合、各機器の速度設定、全／半二重設定の組み合わせによって以下のような動作になり

ます。 

通信を行う際は、接続する機器と、本装置の動作モードを同じにする必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 リンク確立はするが、データの通信が正常に行われない。 

または、リンク確立に長い時間が必要になり、通信も正常に行えない。 

または、リンクが確立しない。 

※2 リンクが確立しない。 

※3 リンクが確立せず、LINK/ACTランプが点滅を繰り返す。 

※4 接続機器がサポートしているモードで最も高速なモードで動作する。 

 

 

 

 

 

本装置におけるＥｔｈｅｒインタフェースの動作モード 

10BASE-T 100BASE-TX  

半二重 全二重 半二重 全二重 

Auto 

半二重 ○ ※1 ※2 ※2 ○ 

10BASE-T 

全二重 ※1 ○ ※2 ※2 ※1 

半二重 ※3 ※3 ○ ※1 ○ 

100BASE-TX 

全二重 ※3 ※3 ※1 ○ ※1 

接続機器 

の 

動作モード 

Auto ○ ※1 ○ ※1 ○※4 

 

 
Ｅｔｈｅｒインタフェースの動作モードは接続する機器同士できちんと合わせて使用してください。 

特に、全二重／半二重についてはモードが合っていなくてもリンクが確立して正常に動作しているように見え

る場合があります。しかし、実際にはフレームのロスが発生している可能性があります。 

NOTE 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.2 Ｅｔｈｅｒインタフェースについて（つづき） 

9.2.2 オートネゴシエーションについて 
オートネゴシエーションではお互いがサポートする動作モードを伝達しあい、両方の装置がサポー

トする最速の方式で動作を行います。 

１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸの環境では以下の優先順位で動作モードが選択されます。 

 

 

（優先高） 

（１） １００ＢＡＳＥ－ＴＸの全二重 

（２） １００ＢＡＳＥ－ＴＸの半二重 

（３） １０ＢＡＳＥ－Ｔの全二重 

（４） １０ＢＡＳＥ－Ｔの半二重 

（優先低） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オートネゴシエーション 
サポート動作モード 
・ １００ＢＡＳＥ－ＴＸ（半）
・ １０ＢＡＳＥ－ＴＸ（半） 

この場合、上記優先順位により、１００ＢＡＳＥ－ＴＸ（半）と判断します。 

Ｅｔｈｅｒ 
ルータ 

オートネゴシエーションをご使用の場合は、接続機器がサポートし

ている動作モードをご確認の上ご使用ください。 

オートネゴシエーションは接続する機器によっては正常に動作し

ない場合がありますので注意してください。 

そのような場合は手動で動作モードを固定して使用してくださ

い。 

NOTE 

本装置

EXAMPLE

 

オートネゴシエーション 
サポート動作モード 
・ １００ＢＡＳＥ－ＴＸ（全） 
・ １００ＢＡＳＥ－ＴＸ（半） 
・ １０ＢＡＳＥ－ＴＸ（全） 
・ １０ＢＡＳＥ－ＴＸ（半） 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.2 Ｅｔｈｅｒインタフェースについて（つづき） 

9.2.3 オートディテクトについて 
片方の機器がオートネゴシエーションに対応し、もう一方の機器が動作モード固定で接

続した場合でも、お互いの機器を同じモードで接続するように試みます。この機能をオ

ートディテクトと呼びます。 

本装置はオートディテクト機能を搭載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.2.4 フロー制御について 
本装置はＥｔｈｅｒインタフェースにおけるフロー制御はサポートしておりません。

この場合、ルータ側でオートディテクト機能が働いて相手の動作速度１００Ｍを検出し、 

「１００ＢＡＳＥ－ＴＸ(半)」で動作を開始します。 

しかし、この状態では全二重／半二重の動作モードが合っていないため、正常に通信することが

できません。 

動作モードを固定する場合は両方の動作モードを固定して使用することを推奨致します。 

オートネゴシエーション 
サポート動作モード 
・ １００ＢＡＳＥ－ＴＸ（全） 
・ １００ＢＡＳＥ－ＴＸ（半） 
・ １０ＢＡＳＥ－ＴＸ（全） 
・ １０ＢＡＳＥ－ＴＸ（半） 

Ｅｔｈｅｒ 
ルータ 

相手の通信速度１００Ｍを検出し、

１００ＢＡＳＥ－ＴＸ（半）で動作 

動作モードの不一致

 

オートディテクト機能は速度を認識することはできますが、全二重／半二重の動作モードを識別することはでき

ません。 

よって、オートディテクトでは「10BASE-T の半二重」か「100BASE-TX の半二重」のどちらかで動作します。

全二重で動作することはありません。 

NOTE 

EXAMPLE

 

本装置 

動作モード固定 
・ １００ＢＡＳＥ－ＴＸ（全） 

固定動作モード 

１００ＢＡＳＥ－ＴＸ（全）で動作



 ２６８

9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.3 ＩＰ－ＶＰＮ接続時の設定 
ＩＰ－ＶＰＮ接続時には、カプセルプロトコル「ＬＬＣ－ＮＩＳＯ」を使用します。 

9.3.1 ＷＡＮ側ネットワークのＩＰアドレスが２つしかない場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モデルネットワークと設定例 

Ｅｔｈｅｒ

ＣＥルータ 

本装置

ＩＰ－ＶＰＮ

サービス

ＰＥルータ

他のネットワーク 172.16.3.20/30

192.168.4.0/24172.16.3.22 
172.16.3.21

0/32

5M

ＶＰ／ＶＣの設定 
ＣＬＰの設定 
ＶＣ速度の設定 

サブインタフェース 
またはセカンダリアドレス 

本装置保守用のＩＰアドレス 
本装置保守用のサブネットマスク
本装置のゲートウェイ（Ｅｔｈｅｒ側）
ネットワーク保守制限 

プロトコルの設定 

ＰＥルータのＩＰアドレス 
ネットワークアドレス 
ＣＥルータのＩＰアドレス 

192.168.4.1

【設定内容】 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 
|     > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line *** 
 1:VPI/VCI                    : 0/  32 
 2:CLP                        :0 
 3:Speed                      :   5Mbit/s 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Protocols *** 
 1:Encapsulation Protocol     :LLC-NISO 
 2:Protocol Information... 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information > 3:IP-VC Mapping Information > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  32> 
 1:Proxy IP Adr               :172. 16.  3. 21 
 2:Local Network Adr          :172. 16.  3. 20/30 
 3:Local Gateway Adr          :172. 16.  3. 22 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Network *** 
 1:My IP Adr                  :192.168.  4.  2 
 2:Subnet Mask                :255.255.255.  0 
 3:Gateway Adr                :192.168.  4.  1 
 4:Maintenance Restriction    :LAN/WAN On 
 5:Maintenance Information... 



 ２６９

9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.3 ＩＰ－ＶＰＮ接続時の設定（つづき） 

9.3.1 ＷＡＮ側ネットワークのＩＰアドレスが２つしかない場合（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本装置保守用のＩＰアドレスはＩＰ－ＶＰＮへの通信設定とは切り離された、別のネットワークに属するものにな

ります。 

・本装置への保守を行わない場合は、本装置保守用のＩＰアドレス等を設定する必要はありません。その場合

はネットワーク保守制限を「ＯＦＦ」に設定してください。「ＯＦＦ」設定しないと、本装置にデフォルトで設定され

ているＩＰアドレスが有効になってしまい、ＩＰアドレスが重複してしまう可能性があります。 

NOTE 

 

①Ｅｔｈｅｒ→ＡＴＭ方向の動作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＡＴＭ→Ｅｔｈｅｒ方向の動作 

基本動作一覧 

受信したＭＡＣフレームの情報 動作 

送信先ＭＡＣアドレス 送信先ＩＰアドレス ＰＥルータへ転送 自装置処理 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ○ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） ○ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ × × 

ブロードキャストアドレス 

ローカルブロードキャスト × × 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ○ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） ○ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ × × 

マルチキャストアドレス 

（ＢＰＤＵ／Ｐａｕｓｅフレームは 

廃棄する） 

ローカルブロードキャスト × × 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ○ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） ○ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ ○ × 

本装置のＭＡＣアドレス 

ローカルブロードキャスト × × 

※「Proxy IP Adr」に設定されたＩＰアドレスに対するＡＲＰ要求に代理応答します。 

※非ＩＰフレームは廃棄されます。 

※ＶＬＡＮタグ付フレームは廃棄されます。 

受信したＩＰパケットの送信先ＩＰアドレス Ｅｔｈｅｒ側へ送出する際の送信先ＭＡＣアドレス 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ブロードキャスト：FF-FF-FF-FF-FF-FF 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） 
マルチキャスト：01-00-5E-XX-XX-XX 

(XX-XX-XX は宛先ＩＰアドレスの下位２３ビット) 

ユニキャストＩＰ（Ｌｏｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ内宛） ＡＲＰによって解決したアドレス 

ユニキャストＩＰ（Ｌｏｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ外宛） ＡＲＰによって解決したＬｏｃａｌ ＧａｔｅｗａｙのＭＡＣアドレス 

ローカルブロードキャストＩＰ ブロードキャスト：FF-FF-FF-FF-FF-FF 

※送信元ＭＡＣアドレスは全て本装置のＭＡＣアドレスになります。 

※Ｅｔｈｅｒ側へ転送の際にＡＲＰキャッシュに存在しない場合は動的にＡＲＰによるＭＡＣアドレス解決を行います。 

  この時、１秒間待ってもＡＲＰへの応答がない場合は廃棄されます。 

※ＡＲＰ解決用ウェイトキューは最大８種類のＩＰアドレスで、それぞれ１６フレームまで保持します。 

※ＡＲＰキャッシュの最大エントリ数は５００です。５００を超える場合は最も古いエントリが削除されます。 

※ＡＲＰキャッシュのエージング時間は変更可能です。エージアウト直前にはユニキャストによるＡＲＰ発行を行い、 

  自動で更新を行います。この更新で応答がない場合はエージアウトされます。 



 ２７０

9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.3 ＩＰ－ＶＰＮ接続時の設定（つづき） 
ＩＰ－ＶＰＮ接続時には、カプセルプロトコル「ＬＬＣ－ＮＩＳＯ」を使用します。 

9.3.2 ＷＡＮ側ネットワークのＩＰアドレスが３つ以上ある場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅｔｈｅｒ

ＣＥルータ 

ＩＰ－ＶＰＮ

サービス

ＰＥルータ

他のネットワーク 172.16.3.24/29

172.16.3.26 
172.16.3.25

0/32

5M

ＶＰ／ＶＣの設定 
ＣＬＰの設定 
ＶＣ速度の設定 

本装置保守用のＩＰアドレス 
本装置保守用のサブネットマスク
本装置のゲートウェイ（Ｅｔｈｅｒ側）
ネットワーク保守制限 

プロトコルの設定 

ＰＥルータのＩＰアドレス 
ネットワークアドレス 
ＣＥルータのＩＰアドレス 

172.16.3.27

モデルネットワークと設定例 

本装置

【設定内容】 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 
|     > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line *** 
 1:VPI/VCI                    : 0/  32 
 2:CLP                        :0 
 3:Speed                      :   5Mbit/s 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Protocols *** 
 1:Encapsulation Protocol     :LLC-NISO 
 2:Protocol Information... 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information > 3:IP-VC Mapping Information > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  32> 
 1:Proxy IP Adr               :172. 16.  3. 25 
 2:Local Network Adr          :172. 16.  3. 24/29 
 3:Local Gateway Adr          :172. 16.  3. 26 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Network *** 
 1:My IP Adr                  :172. 16.  3. 27 
 2:Subnet Mask                :255.255.255.248 
 3:Gateway Adr                :172. 16.  3. 26 
 4:Maintenance Restriction    :LAN/WAN On 
 5:Maintenance Information... 



 ２７１

9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.3 ＩＰ－ＶＰＮ接続時の設定（つづき） 

9.3.2 ＷＡＮ側ネットワークのＩＰアドレスが３つ以上ある場合（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本装置保守用のＩＰアドレスはＰＥルータ－ＣＥルータ間のネットワークに属するものになります。 

・本装置への保守を行わない場合は、本装置保守用のＩＰアドレス等を設定する必要はありません。その場合

はネットワーク保守制限を「ＯＦＦ」に設定してください。「ＯＦＦ」設定しないと、本装置にデフォルトで設定され

ているＩＰアドレスが有効になってしまい、ＩＰアドレスが重複してしまう可能性があります。 

NOTE 

受信したＩＰパケットの送信先ＩＰアドレス Ｅｔｈｅｒ側へ送出する際の送信先ＭＡＣアドレス 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ブロードキャスト：FF-FF-FF-FF-FF-FF 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） 
マルチキャスト：01-00-5E-XX-XX-XX 

(XX-XX-XX は宛先ＩＰアドレスの下位２３ビット) 

ユニキャストＩＰ（Ｌｏｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ内宛） ＡＲＰによって解決したアドレス 

ユニキャストＩＰ（Ｌｏｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ外宛） ＡＲＰによって解決したＬｏｃａｌ ＧａｔｅｗａｙのＭＡＣアドレス 

ローカルブロードキャストＩＰ ブロードキャスト：FF-FF-FF-FF-FF-FF 

※送信元ＭＡＣアドレスは全て本装置のＭＡＣアドレスになります。 

※Ｅｔｈｅｒ側へ転送の際にＡＲＰキャッシュに存在しない場合は動的にＡＲＰによるＭＡＣアドレス解決を行います。 

  この時、１秒間待ってもＡＲＰへの応答がない場合は廃棄されます。 

※ＡＲＰ解決用ウェイトキューは最大８種類のＩＰアドレスで、それぞれ１６フレームまで保持します。 

※ＡＲＰキャッシュの最大エントリ数は５００です。５００を超える場合は最も古いエントリが削除されます。 

※ＡＲＰキャッシュのエージ時間は変更可能です。エージアウト直前にはユニキャストによるＡＲＰ発行を行い、 

  自動で更新します。  

 

①Ｅｔｈｅｒ→ＡＴＭ方向の動作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＡＴＭ→Ｅｔｈｅｒ方向の動作 

基本動作一覧 

受信したＭＡＣフレームの情報 動作 

送信先ＭＡＣアドレス 送信先ＩＰアドレス ＰＥルータへ転送 自装置処理 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ○ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） ○ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ × × 

ブロードキャストアドレス 

ローカルブロードキャスト × × 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ○ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） ○ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ × × 

マルチキャストアドレス 

（ＢＰＤＵ／Ｐａｕｓｅフレームは 

廃棄する） 

ローカルブロードキャスト × × 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ○ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） ○ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ ○ × 

本装置のＭＡＣアドレス 

ローカルブロードキャスト × × 

※「Proxy IP Adr」に設定されたＩＰアドレスに対するＡＲＰ要求に代理応答します。 

※非ＩＰフレームは廃棄されます。 

※ＶＬＡＮタグ付フレームは廃棄されます。 

受信したＩＰパケットの送信先ＩＰアドレス Ｅｔｈｅｒ側へ送出する際の送信先ＭＡＣアドレス 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ブロードキャスト：FF-FF-FF-FF-FF-FF 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） 
マルチキャスト：01-00-5E-XX-XX-XX 

(XX-XX-XX は宛先ＩＰアドレスの下位２３ビット) 

ユニキャストＩＰ（Ｌｏｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ内宛） ＡＲＰによって解決したアドレス 

ユニキャストＩＰ（Ｌｏｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ外宛） ＡＲＰによって解決したＬｏｃａｌ ＧａｔｅｗａｙのＭＡＣアドレス 

ローカルブロードキャストＩＰ ブロードキャスト：FF-FF-FF-FF-FF-FF 

※送信元ＭＡＣアドレスは全て本装置のＭＡＣアドレスになります。 

※Ｅｔｈｅｒ側へ転送の際にＡＲＰキャッシュに存在しない場合は動的にＡＲＰによるＭＡＣアドレス解決を行います。 

  この時、１秒間待ってもＡＲＰへの応答がない場合は廃棄されます。 

※ＡＲＰ解決用ウェイトキューは最大８種類のＩＰアドレスで、それぞれ１６フレームまで保持します。 

※ＡＲＰキャッシュの最大エントリ数は５００です。５００を超える場合は最も古いエントリが削除されます。 

※ＡＲＰキャッシュのエージング時間は変更可能です。エージアウト直前にはユニキャストによるＡＲＰ発行を行い、 

  自動で更新を行います。この更新で応答がない場合はエージアウトされます。 



 ２７２

MEMO 
 

 

 

 



 ２７３

9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.4 メガデータネッツ（ＣＵＧ）接続時の設定 
メガデータネッツ（ＣＵＧサービス）接続時には、カプセルプロトコル「ＬＬＣ－ＮＩＳＯ」を使用します。 

9.4.1 CUG サービスについて 
ＣＵＧサービスには「Ｕｎｎｕｍｂｅｒｅｄ」と「Ｎｕｍｂｅｒｅｄ」の２つの利用形態があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＥルータＣＥルータＣＥルータＣＥルータ 

ＬＡＮＬＡＮ

 

Ｕｎｎｕｍｂｅｒｅｄ接続では、各拠点はかならず異なるサブネットに属するようになります。ＡＴＭ網（ＣＵＧ）は

各拠点のＰＶＣをインタフェースとして持つ、大きな１つのルータのように動作します。 

各拠点で使用するサブネットを契約時に申請する必要があります。 

POINT

ＣＵＧサービス
Ｕｎｎｕｍｂｅｒｅｄ

各拠点で使用するサブネットを契約
時に申請する。 

各ＰＶＣ毎にネットワーク
アドレスが異なり、１台の
ルータのように動作する。 

Ｕｎｎｕｍｂｅｒｅｄのイメージ図 

ＣＵＧ 
サービス 

Ｎｕｍｂｅｒｅｄ

ＣＥルータＣＥルータＣＥルータＣＥルータ 

 

Ｎｕｍｂｅｒｅｄ接続では、各拠点のＣＥルータのＷＡＮ側ＩＰアドレスは同一サブネットに属することになりま

す。ＡＴＭ網（ＣＵＧ）は１つのサブネットであるかのように動作します。契約時に、各拠点のＣＥルータに設

定するＩＰアドレスを申請する必要があります。また、ＣＵＧの経路制御オプションを使用しない場合は、各

拠点で使用するサブネットを契約時に申請する必要があります。 

POINT

Ｎｕｍｂｅｒｅｄのイメージ図 

各拠点のＣＥルータの
ＷＡＮ側ＩＰアドレスは同
一サブネット上のものと
なり、網は１つサブネッ
トのように見えます。 

各拠点のＣＥルータのＷＡＮ側の
ＩＰアドレスを契約時に申請する。

ＬＡＮＬＡＮ

ＬＡＮＬＡＮ ＬＡＮＬＡＮ
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.4 メガデータネッツ（ＣＵＧ）接続時の設定（つづき） 

9.4.2 Ｕｎｎｕｍｂｅｒｅｄ接続の場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅｔｈｅｒ

ＣＥルータ 

本装置

他のネットワーク 192.168.3.0/24

192.168.3.2 

0/32

5M

ＶＰ／ＶＣの設定 
ＣＬＰの設定 
ＶＣ速度の設定 

本装置保守用のＩＰアドレス 
本装置保守用のサブネットマスク
本装置のゲートウェイ（Ｅｔｈｅｒ側）
ネットワーク保守制限 

プロトコルの設定 

本装置保守用のＩＰアドレス 
ネットワークアドレス 
ＣＥルータのＩＰアドレス 

192.168.3.1

モデルネットワークと設定例 

ＣＵＧ
サービス 

Ｕｎｎｕｍｂｅｒｅｄ

【設定内容】 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 
|     > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line *** 
 1:VPI/VCI                    : 0/  32 
 2:CLP                        :0 
 3:Speed                      :   5Mbit/s 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Protocols *** 
 1:Encapsulation Protocol     :LLC-NISO 
 2:Protocol Information... 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information > 3:IP-VC Mapping Information > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  32> 
 1:Proxy IP Adr               :192.168.  3.  1 
 2:Local Network Adr          :192.168.  3.  0/24 
 3:Local Gateway Adr          :192.168.  3.  2 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Network *** 
 1:My IP Adr                  :192.168.  3.  1 
 2:Subnet Mask                :255.255.255.  0 
 3:Gateway Adr                :192.168.  3.  2 
 4:Maintenance Restriction    :LAN/WAN On 
 5:Maintenance Information... 



 ２７５

9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.4 メガデータネッツ（ＣＵＧ）接続時の設定（つづき） 

9.4.2 Ｕｎｎｕｍｂｅｒｅｄ接続の場合（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「Proxy IP Adr」に設定されたＩＰアドレスがＣＥルータのネクストホップになります。  

・「Proxy IP Adr」と本装置保守用のＩＰアドレスは同じアドレスを設定することを推奨致します。同じアドレスに

設定しなくても通信することは可能ですが、その場合はＣＥルータのネクストホップとして設定する「Proxy IP 

Adr」へＰｉｎｇ等の試験を行っても応答できなくなります。 

NOTE 

 

①Ｅｔｈｅｒ→ＡＴＭ方向の動作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＡＴＭ→Ｅｔｈｅｒ方向の動作 

基本動作一覧 

受信したフレームの情報 動作 

送信先ＭＡＣアドレス 送信先ＩＰアドレス ＣＵＧ側へ転送 自装置処理 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ○ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） ○ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ × × 

ブロードキャストアドレス 

ローカルブロードキャスト × × 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ○ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） ○ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ × × 

マルチキャストアドレス 

（ＢＰＤＵ／Ｐａｕｓｅフレームは 

廃棄する） 

ローカルブロードキャスト × × 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ○ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） ○ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ ○ × 

本装置のＭＡＣアドレス 

ローカルブロードキャスト × × 

※非ＩＰフレームは廃棄されます。   

※ＶＬＡＮタグ付フレームは廃棄されます。   

受信したＩＰパケットの送信先ＩＰアドレス Ｅｔｈｅｒ側へ送出する際の送信先ＭＡＣアドレス 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ブロードキャスト：FF-FF-FF-FF-FF-FF 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） 
マルチキャスト：01-00-5E-XX-XX-XX 

(XX-XX-XX は宛先ＩＰアドレスの下位２３ビット) 

ユニキャストＩＰ（Ｌｏｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ内宛） ＡＲＰによって解決したアドレス 

ユニキャストＩＰ（Ｌｏｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ外宛） ＡＲＰによって解決したＬｏｃａｌ ＧａｔｅｗａｙのＭＡＣアドレス 

ローカルブロードキャストＩＰ ブロードキャスト：FF-FF-FF-FF-FF-FF 

※送信元ＭＡＣアドレスは全て本装置のＭＡＣアドレスになります。 

※Ｅｔｈｅｒ側へ転送の際にＡＲＰキャッシュに存在しない場合は動的にＡＲＰによるＭＡＣアドレス解決を行います。 

  この時、１秒間待ってもＡＲＰへの応答がない場合は廃棄されます。 

※ＡＲＰ解決用ウェイトキューは最大８種類のＩＰアドレスで、それぞれ１６フレームまで保持します。 

※ＡＲＰキャッシュの最大エントリ数は５００です。５００を超える場合は最も古いエントリが削除されます。 

※ＡＲＰキャッシュのエージング時間は変更可能です。エージアウト直前にはユニキャストによるＡＲＰ発行を行い、 

  自動で更新を行います。この更新で応答がない場合はエージアウトされます。 



 ２７６

9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.4 メガデータネッツ（ＣＵＧ）接続時の設定（つづき） 

9.4.3 Ｎｕｍｂｅｒｅｄ接続の場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅｔｈｅｒ

ＣＥルータ 

本装置

他のネットワーク 172.16.1.0/24 

172.16.1.10 

0/32

5M

192.168.4.2

モデルネットワークと設定例 

ＣＵＧ
サービス 

Nｕｍｂｅｒｅｄ

192.168.4.0/24

サブインタフェース 
またはセカンダリアドレス 

192.168.4.1

ＶＰ／ＶＣの設定 
ＣＬＰの設定 
ＶＣ速度の設定 

本装置保守用のＩＰアドレス 
本装置保守用のサブネットマスク
本装置のゲートウェイ（Ｅｔｈｅｒ側）
ネットワーク保守制限 

プロトコルの設定 

CUG 側のネットワークアドレス（※１）
ネットワークアドレス 
ＣＥルータのＩＰアドレス（※２） 

（※１）ここで設定したＩＰアドレスをＡＲＰ解決時の送信元ＩＰアドレスとして使用します。ＣＵＧ側のネットワーク
内のアドレスで、Ｌｏｃａｌ Ｇａｔｅｗａｙ以外のアドレスを設定してください。 

（※２）契約時に申請したＣＥルータのＩＰアドレスを設定してください。 

【設定内容】 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 
|     > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line *** 
 1:VPI/VCI                    : 0/  32 
 2:CLP                        :0 
 3:Speed                      :   5Mbit/s 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Protocols *** 
 1:Encapsulation Protocol     :LLC-NISO 
 2:Protocol Information... 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information > 3:IP-VC Mapping Information > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  32> 
 1:Proxy IP Adr               :172. 16.  1.  1/24 
 2:Local Network Adr          :172. 16.  1.  0/24 
 3:Local Gateway Adr          :172. 16.  1. 10 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Network *** 
 1:My IP Adr                  :192.168.  4.  2 
 2:Subnet Mask                :255.255.255.  0 
 3:Gateway Adr                :192.168.  4.  1 
 4:Maintenance Restriction    :LAN/WAN On 
 5:Maintenance Information... 



 ２７７

9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.4 メガデータネッツ（ＣＵＧ）接続時の設定（つづき） 

9.4.3 Ｎｕｍｂｅｒｅｄ接続の場合（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「Proxy IP Adr」に設定されたネットワーク内のＩＰアドレスに対するＡＲＰ応答に代理応答します。 

・本装置保守用のＩＰアドレスはＩＰ－ＶＰＮへの通信設定とは切り離された、別のネットワークに属するものにな

ります。 

・本装置への保守を行わない場合は、本装置保守用のＩＰアドレス等を設定する必要はありません。その場合

はネットワーク保守制限を「ＯＦＦ」に設定してください。「ＯＦＦ」設定しないと、本装置にデフォルトで設定され

ているＩＰアドレスが有効になってしまい、ＩＰアドレスが重複してしまう可能性があります。 

NOTE 

 

①Ｅｔｈｅｒ→ＡＴＭ方向の動作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＡＴＭ→Ｅｔｈｅｒ方向の動作 

基本動作一覧 

受信したフレームの情報 動作 

送信先ＭＡＣアドレス 送信先ＩＰアドレス ＣＵＧ側へ転送 自装置処理 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ○ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） ○ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ × × 

ブロードキャストアドレス 

ローカルブロードキャスト × × 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ○ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） ○ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ × × 

マルチキャストアドレス 

（ＢＰＤＵ／Ｐａｕｓｅフレームは 

廃棄する） 

ローカルブロードキャスト × × 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ○ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） ○ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ ○ × 

本装置のＭＡＣアドレス 

ローカルブロードキャスト × × 

※非ＩＰフレームは廃棄されます。   

※ＶＬＡＮタグ付フレームは廃棄されます。   

受信したＩＰパケットの送信先ＩＰアドレス Ｅｔｈｅｒ側へ送出する際の送信先ＭＡＣアドレス 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ブロードキャスト：FF-FF-FF-FF-FF-FF 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） 
マルチキャスト：01-00-5E-XX-XX-XX 

(XX-XX-XX は宛先ＩＰアドレスの下位２３ビット) 

ユニキャストＩＰ（Ｌｏｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ内宛） ＡＲＰによって解決したアドレス 

ユニキャストＩＰ（Ｌｏｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ外宛） ＡＲＰによって解決したＬｏｃａｌ ＧａｔｅｗａｙのＭＡＣアドレス 

ローカルブロードキャストＩＰ ブロードキャスト：FF-FF-FF-FF-FF-FF 

※送信元ＭＡＣアドレスは全て本装置のＭＡＣアドレスになります。 

※Ｅｔｈｅｒ側へ転送の際にＡＲＰキャッシュに存在しない場合は動的にＡＲＰによるＭＡＣアドレス解決を行います。 

  この時、１秒間待ってもＡＲＰへの応答がない場合は廃棄されます。 

※ＡＲＰ解決用ウェイトキューは最大８種類のＩＰアドレスで、それぞれ１６フレームまで保持します。 

※ＡＲＰキャッシュの最大エントリ数は５００です。５００を超える場合は最も古いエントリが削除されます。 

※ＡＲＰキャッシュのエージング時間は変更可能です。エージアウト直前にはユニキャストによるＡＲＰ発行を行い、 

  自動で更新を行います。この更新で応答がない場合はエージアウトされます。 



 ２７８

9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.4 メガデータネッツ（ＣＵＧ）接続時の設定（つづき） 

9.4.4 複数ＣＵＧ接続（データ系と音声系）の場合 
音声系とデータ系を別のＣＵＧで接続し、音声品質を確保することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＥルータ 

本装置

他のネットワーク 192.168.3.0/24

192.168.3.2 

0/32,2M 

ＶＰ／ＶＣの設定 
ＣＬＰの設定 
ＶＣ速度の設定 

モデルネットワークと設定例 

0/33,256k 

データ系ＣＵＧ
Ｕｎｎｕｍｂｅｒｅｄ

音声系ＣＵＧ 
Ｕｎｎｕｍｂｅｒｅｄ

ＶｏＩＰゲートウェイ 

192.168.10.2 

192.168.10.0/24

ＶＰ／ＶＣの設定 
ＣＬＰの設定 
ＶＣ速度の設定 

データ系 

音声系 

【設定内容】 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 
|     > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line *** 
 1:VPI/VCI                    : 0/  32 
 2:CLP                        :0 
 3:Speed                      :   2Mbit/s 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 
|     > 2:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line *** 
 1:VPI/VCI                    : 0/  33 
 2:CLP                        :0 
 3:Speed                      : 256kbit/s 
 

192.168.3.1

Ｌ２スイッチ
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.4 メガデータネッツ（ＣＵＧ）接続時の設定（つづき） 

9.4.4 複数ＣＵＧ接続（データ系と音声系）の場合（つづき） 
 

 

 

 

 

【設定内容】 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Protocols *** 
 1:Encapsulation Protocol     :LLC-NISO 
 2:Protocol Information... 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information > 3:IP-VC Mapping Information > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  32> 
 1:Proxy IP Adr               :192.168.  3.  1 
 2:Local Network Adr          :192.168.  3.  0/24 
 3:Local Gateway Adr          :192.168.  3.  2 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information > 3:IP-VC Mapping Information > 2:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  33> 
 1:Proxy IP Adr               :192.168. 10.  1 
 2:Local Network Adr          :192.168. 10.  0/24 
 3:Local Gateway Adr          :192.168. 10.  2 
 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Network *** 
 1:My IP Adr                  :192.168.  3.  1 
 2:Subnet Mask                :255.255.255.  0 
 3:Gateway Adr                :192.168.  3.  2 
 4:Maintenance Restriction    :LAN/WAN On 
 5:Maintenance Information... 

モデルネットワークと設定例（つづき） 

本装置保守用のＩＰアドレス 
本装置保守用のサブネットマスク 
本装置のゲートウェイ（Ｅｔｈｅｒ側） 
ネットワーク保守制限 

プロトコルの設定 

本装置保守用のＩＰアドレス 
ネットワークアドレス 
ＣＥルータのＩＰアドレス 

仮想的に設定するＩＰアドレス 
ネットワークアドレス 
ＶｏＩＰゲートウェイのＩＰアドレス 

 

・メガデータネッツＣＵＧサービスでは、ＣＵＧ側にＩＰアドレスが存在しません。よって、このモデルネットワーク

中のＶｏＩＰゲートウェイのデフォルトゲートウェイには、ＣＵＧ側のエッジルータを想定した仮想的なＩＰアドレス

を設定します。この仮想的なＩＰアドレスを本装置の「Proxy IP Adr」として設定することで通信が可能になりま

す。ただし、本ＩＰアドレスに対するＰｉｎｇ等の試験は行うことができませんのでご注意ください。 

NOTE 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.4 メガデータネッツ（ＣＵＧ）接続時の設定（つづき） 

9.4.4 複数ＣＵＧ接続（データ系と音声系）の場合（つづき） 
 

 

①Ｅｔｈｅｒ→ＡＴＭ方向の動作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装置基本動作一覧 

受信したＭＡＣフレームの情報 動作 

送信先ＭＡＣアドレス 送信先ＩＰアドレス CUG への転送動作 自装置処理 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） 両方のＣＵＧへ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） 両方のＣＵＧへ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ × × 

ブロードキャストアドレス 

ローカルブロードキャスト × × 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） 両方のＣＵＧへ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） 両方のＣＵＧへ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ × × 

マルチキャストアドレス 

（ＢＰＤＵ／Ｐａｕｓｅフレームは 

廃棄する） 

ローカルブロードキャスト × × 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） データ系のＣＵＧへ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） データ系のＣＵＧへ × 

本装置保守用ＩＰ データ系のＣＵＧへ ○ 

ユニキャストＩＰ データ系のＣＵＧへ × 

本装置のＭＡＣアドレス 

ローカルブロードキャスト × × 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） 音声系のＣＵＧへ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） 音声系のＣＵＧへ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ 音声系のＣＵＧへ × 

代理応答したＭＡＣアドレス 

（仮想ＩＰアドレスに対して応答し

たＭＡＣアドレス） 

ローカルブロードキャスト × × 

※「Proxy IP Adr」に設定されたＩＰアドレスに対するＡＲＰ要求に代理応答します。 

本モデルネットワークでは、データ系ＶＣの「Proxy IP Adr」と本装置の保守用 IP アドレスが同じであるため、データ系の 

「Proxy IP Adr」に対するＡＲＰ要求には、本装置固有のグローバルＭＡＣアドレスで応答を行います。 

音声系ＶＣの「Proxy IP Adr」に対する応答は、本装置であらかじめ予約してあるＭＡＣアドレスを使用して応答します。 

この応答に使用されるＭＡＣアドレスは、デフォルト設定で「00-00-87-06-92-00」になります。 

また、この応答するＭＡＣアドレスは変更することが可能です。本装置用として 

00-00-87-06-92-00 ～ 00-00-87-06-92-FF までの 256 個があらかじめ予約されており、この範囲で変更する場合は、

他社製品の MAC アドレスと競合することはありません。 

本装置を複数台並べて使用する場合以外ではデフォルトで使用することを推奨致します。 

本装置では受信したフレームの宛先ＭＡＣアドレスによって転送するＶＣを振り分けることにより、ＩＰアドレスとＶＣのマッピ

ングを行います。 

※非ＩＰフレームは廃棄されます。 

※ＶＬＡＮタグ付フレームは廃棄されます。 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.4 メガデータネッツ（ＣＵＧ）接続時の設定（つづき） 

9.4.4 複数ＣＵＧ接続（データ系と音声系）の場合（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＡＴＭ→Ｅｔｈｅｒ方向の動作 

センタ側装置基本動作一覧（つづき） 

各ＶＣから受信した 

ＩＰパケットの送信先ＩＰアドレス 

Ｅｔｈｅｒ側へ送出する際の 

送信先ＭＡＣアドレス 

Ｅｔｈｅｒ側へ送出する際の 

送信元ＭＡＣアドレス 

ＩＰブロードキャスト 

（255.255.255.255/32） 
ブロードキャスト：FF-FF-FF-FF-FF-FF 

ＩＰマルチキャスト 

（224.0.0.0./4） 

マルチキャスト：01-00-5E-XX-XX-XX 

(XX-XX-XX は宛先ＩＰアドレスの下位２３ビット)

ユニキャストＩＰ 

（受信したＶＣに設定してある 

「Ｌｏｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ」内宛） 

ＡＲＰによって解決したアドレス 

ユニキャストＩＰ 

（受信したＶＣに設定してある 

「Ｌｏｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ」外宛） 

ＡＲＰによって解決した、 

受信したＶＣに設定してある 

「Ｌｏｃａｌ Ｇａｔｅｗａｙ」のＭＡＣアドレス 

ローカルブロードキャストＩＰ ブロードキャスト：FF-FF-FF-FF-FF-FF 

受信したＶＣで使用している代理応答用 

のＭＡＣアドレス 

・データ系ＶＣから受信した場合： 

  本装置のグローバルＭＡＣアドレス 

・音声系ＶＣから受信した場合： 

  本装置で予約してあるＭＡＣアドレス 

  （デフォルトでは 00-00-87-06-92-00）

※Ｅｔｈｅｒ側へフレームを転送する際に使用する送信元ＭＡＣアドレスは、そのフレームを受信したＶＣで使用している代理 

応答用ＭＡＣアドレスを使用します。従って、データ系ＣＵＧから受信したＩＰパケットをルータへ転送する際には、本装置 

のグローバルＭＡＣアドレスを使用し、音声系ＣＵＧから受信した IP パケットをＶｏＩＰゲートウェイへ転送する際には、代 

理応答で返答したＭＡＣアドレスを使用します。 

※Ｅｔｈｅｒ側へ転送の際にＡＲＰキャッシュに存在しない場合は動的にＡＲＰによるＭＡＣアドレス解決を行います。この時、 

１秒間待ってもＡＲＰへの応答がない場合は廃棄されます。 

※ＡＲＰ解決用ウェイトキューは最大８種類のＩＰアドレスで、それぞれ１６フレームまで保持します。 

※ＡＲＰキャッシュの最大エントリ数は５００です。５００を超える場合は最も古いエントリが削除されます。 

※ＡＲＰキャッシュのエージング時間は変更可能です。エージアウト直前にはユニキャストによるＡＲＰ発行を行い、自動で更新

を行います。この更新で応答がない場合はエージアウトされます。 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.5 広域イーサネットサービス接続時の設定 
広域イーサネットサービス接続時には、カプセルプロトコル「ＬＬＣ－ＢＲＧ」を使用します。 

9.5.1 ＭＡＣアドレス学習機能ＯＮの場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅｔｈｅｒ

0/32

5M

ＶＰ／ＶＣの設定 
ＣＬＰの設定 
ＶＣ速度の設定 

本装置保守用のＩＰアドレス 
本装置保守用のサブネットマスク
本装置のゲートウェイ（Ｅｔｈｅｒ側）
ネットワーク保守制限 

プロトコルの設定 

モデルネットワークと設定例 

広域 
イーサネット

サービス 

ルータ/スイッチ 

ＭＡＣ学習動作の選択 
学習ＭＡＣテーブルのエージング
時間設定（１～１２００分） 

動作モードの選択 

【設定内容】 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 
|     > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line *** 
 1:VPI/VCI                    : 0/  32 
 2:CLP                        :0 
 3:Speed                      :   5Mbit/s 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Protocols *** 
 1:Encapsulation Protocol     :LLC-BRG 
 2:Protocol Information... 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Protocol Information(LLC-BRG/Through) *** 
 1:Action Mode                :MAC-VC Mapping 
 2:Bridge Information... 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Bridge Information(MAC-VC Mapping) *** 
 1:MAC Learing                :On 
 2:Aging Time                 :   5m 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Network *** 
 1:My IP Adr                  :192.168.  3.  1 
 2:Subnet Mask                :255.255.255.  0 
 3:Gateway Adr                :192.168.  3.  2 
 4:Maintenance Restriction    :LAN/WAN On 
 5:Maintenance Information... 

本装置
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.5 広域イーサネットサービス接続時の注意事項（つづき） 

9.5.1 ＭＡＣアドレス学習機能ＯＮの場合（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本装置からＴｒａｐ等を送出する場合など、本装置が自発的にフレームを送出する場合に送出するＡＲＰ要求

はＡＴＭ側とＥｔｈｅｒ側の双方に送出され、応答が返ってきた方向と通信を行います。  

・本装置への保守を行わない場合は、本装置保守用のＩＰアドレス等を設定する必要はありません。その場合

はネットワーク保守制限を「ＯＦＦ」に設定してください。「ＯＦＦ」設定しないと、本装置にデフォルトで設定され

ているＩＰアドレスが有効になってしまい、ＩＰアドレスが重複してしまう可能性があります。 

NOTE 

 
①Ｅｔｈｅｒ→ＡＴＭ方向の動作   

受信したＭＡＣフレームの情報 動作 

送信先ＭＡＣアドレス 送信元ＭＡＣアドレス ＡＴＭ側への転送 ＭＡＣ学習テーブル状態 

ＡＴＭ側学習済ＭＡＣアドレス ○ 再学習（マイグレーション） 

Ｅｔｈｅｒ側学習済ＭＡＣアドレス ○ エージタイマ更新 
ブロードキャストアドレス 
マルチキャストアドレス 

未学習ＭＡＣアドレス ○ 学習（Ｅｔｈｅｒ側新規） 

ＡＴＭ側学習済ＭＡＣアドレス ○ 再学習（マイグレーション） 

Ｅｔｈｅｒ側学習済ＭＡＣアドレス ○ エージタイマ更新 
ＡＴＭ側学習テーブルに 
学習済のＭＡＣアドレス 

未学習ＭＡＣアドレス ○ 学習（Ｅｔｈｅｒ側新規） 

ＡＴＭ側学習済ＭＡＣアドレス ×(フィルタリング） 再学習（マイグレーション） 

Ｅｔｈｅｒ側学習済ＭＡＣアドレス ×(フィルタリング） エージタイマ更新 
Ｅｔｈｅｒ側学習テーブルに 
学習済のＭＡＣアドレス 

未学習ＭＡＣアドレス ×(フィルタリング） 学習（Ｅｔｈｅｒ側新規） 

ＡＴＭ側学習済ＭＡＣアドレス ○ 再学習（マイグレーション） 

Ｅｔｈｅｒ側学習済ＭＡＣアドレス ○ エージタイマ更新 未学習のＭＡＣアドレス 

未学習ＭＡＣアドレス ○ 学習（Ｅｔｈｅｒ側新規） 

②ＡＴＭ→Ｅｔｈｅｒ方向の動作   

受信したＭＡＣフレームの情報 動作 

送信先ＭＡＣアドレス 送信元ＭＡＣアドレス Ｅｔｈｅｒ側への転送 
学習／再学習 

エージタイマ更新 

ＡＴＭ側学習済ＭＡＣアドレス ○ エージタイマ更新 

Ｅｔｈｅｒ側学習済ＭＡＣアドレス ○ 再学習（マイグレーション） 
ブロードキャストアドレス 
マルチキャストアドレス 

未学習ＭＡＣアドレス ○ 学習（ＡＴＭ側新規） 

ＡＴＭ側学習済ＭＡＣアドレス ×(フィルタリング） エージタイマ更新 

Ｅｔｈｅｒ側学習済ＭＡＣアドレス ×(フィルタリング） 再学習（マイグレーション） 
ＡＴＭ側学習テーブルに 
学習済のＭＡＣアドレス 

未学習ＭＡＣアドレス ×(フィルタリング） 学習（ＡＴＭ側新規） 

ＡＴＭ側学習済ＭＡＣアドレス ○ エージタイマ更新 

Ｅｔｈｅｒ側学習済ＭＡＣアドレス ○ 再学習（マイグレーション） 
Ｅｔｈｅｒ側学習テーブルに 
学習済のＭＡＣアドレス 

未学習ＭＡＣアドレス ○ 学習（ＡＴＭ側新規） 

ＡＴＭ側学習済ＭＡＣアドレス ○ エージタイマ更新 

Ｅｔｈｅｒ側学習済ＭＡＣアドレス ○ 再学習（マイグレーション） 未学習のＭＡＣアドレス 

未学習ＭＡＣアドレス ○ 学習（ＡＴＭ側新規） 

※Ｐａｕｓｅフレームはフィルタリングされます。   

※ＢＰＤＵは通常のＭＡＣフレームと同様のカプセル方式で転送されます。  

※ＶＬＡＮタグは最大で３タグ分まで透過します。   

※送信先ＭＡＣアドレスと送信元ＭＡＣアドレスが同じフレームはフィルタリングされます。 

※マイグレーションとは、所属ポート（Ｅｔｈｅｒ側/ＡＴＭ側）が変更になったことを意味します。 

※送信元ＭＡＣアドレスがブロード／マルチキャストアドレスの場合、転送されますが学習はされません。 

※ＭＡＣアドレス学習テーブルの最大エントリ数は５００です。５００を超える場合は学習されません。 

基本動作一覧 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.5 広域イーサネットサービス接続時の注意事項（つづき） 
広域イーサネットサービス接続時には、カプセルプロトコル「ＬＬＣ－ＢＲＧ」を使用します。 

9.5.2 ＭＡＣアドレス学習機能ＯＦＦの場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅｔｈｅｒ

0/32

5M

ＶＰ／ＶＣの設定 
ＣＬＰの設定 
ＶＣ速度の設定 

本装置保守用のＩＰアドレス 
本装置保守用のサブネットマスク
本装置のゲートウェイ（Ｅｔｈｅｒ側）
ネットワーク保守制限 

プロトコルの設定 

モデルネットワークと設定例 

広域 
イーサネット

サービス 

ルータ/スイッチ 

ＭＡＣ学習動作の選択 
 

動作モードの選択 

本装置

【設定内容】 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 
|     > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line *** 
 1:VPI/VCI                    : 0/  32 
 2:CLP                        :0 
 3:Speed                      :   5Mbit/s 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Protocols *** 
 1:Encapsulation Protocol     :LLC-BRG 
 2:Protocol Information... 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Protocol Information(LLC-BRG/Through) *** 
 1:Action Mode                :MAC-VC Mapping 
 2:Bridge Information... 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Bridge Information(MAC-VC Mapping) *** 
 1:MAC Learing                :Off 
 2:Aging Time                 :--- 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Network *** 
 1:My IP Adr                  :192.168.  3.  1 
 2:Subnet Mask                :255.255.255.  0 
 3:Gateway Adr                :192.168.  3.  2 
 4:Maintenance Restriction    :LAN/WAN On 
 5:Maintenance Information... 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.5 広域イーサネットサービス接続時の注意事項（つづき） 

9.5.2 ＭＡＣアドレス学習機能ＯＦＦの場合（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本装置からＴｒａｐ等を送出する場合など、本装置が自発的にフレームを送出する場合に送出するＡＲＰ要求

はＡＴＭ側とＥｔｈｅｒ側の双方に送出され、応答が返ってきた方向と通信を行います。  

・本装置への保守を行わない場合は、本装置保守用のＩＰアドレス等を設定する必要はありません。その場合

はネットワーク保守制限を「ＯＦＦ」に設定してください。「ＯＦＦ」設定しないと、本装置にデフォルトで設定され

ているＩＰアドレスが有効になってしまい、ＩＰアドレスが重複してしまう可能性があります。 

NOTE 

 

Ｅｔｈｅｒ→ＡＴＭ方向、ＡＴＭ→Ｅｔｈｅｒ方向とも、基本的に受信する全てのフレームを転送します。 

ただし、Ｐａｕｓｅフレームはフィルタリングされます。 

※ＢＰＤＵは通常のＭＡＣフレームと同様のカプセル方式で転送されます。 

※ＶＬＡＮタグは最大で３タグ分まで透過します。 

※送信先ＭＡＣアドレスと送信元ＭＡＣアドレスが同じフレームはフィルタリングされます。 

 

基本動作 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.6 ＩＰ－ＶＣマッピング接続時の設定 
カプセルプロトコル「ＬＬＣ－ＮＩＳＯ」を使用して、複数拠点への通信を行う場合の設定について説

明します。 

9.6.1 センタと複数拠点のルータ間通信 
センタ側ルータのＷＡＮ側と各拠点側ルータのＷＡＮ側ネットワークアドレスが同一の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各拠点側ルータのネクストホップはセンタ側ルータのＷＡＮ側のＩＰアドレスとしてください。 

この場合、拠点間の通信時にＩＣＭＰのリダイレクトメッセージが発生してしまいます。センタ側ルータで本メッ

セージを無効にしてください。  

センタ側ルータのＷＡＮ側にサブインタフェースやセカンダリアドレスを設定することで、ＩＣＭＰリダイレクトが 

発生しないアドレッシングを行うことも可能です。その場合は、各ＶＣ毎に設定可能な「Local Geteway Adr」 

を変更してください。 

・本装置への保守を行わない場合は、本装置保守用のＩＰアドレス等を設定する必要はありません。その場合

はネットワーク保守制限を「ＯＦＦ」に設定してください。「ＯＦＦ」設定しないと、本装置にデフォルトで設定され

ているＩＰアドレスが有効になってしまい、ＩＰアドレスが重複してしまう可能性があります。 

NOTE 

モデルネットワーク 

メガデータネッツ

(ＰＶＣサービス)

ＡＴＭ専用線 

ルータ

0/32,2M

0/33,2M

0/34,2M

0/35,2M

ルータ 

ルータ 

ルータ 

センタ 各拠点 

192.168.3.2 

192.168.3.3 

192.168.3.4 

192.168.3.5 

192.168.3.1 

192.168.3.0/24 

A

B

C

D

192.168.3.6 

192.168.3.7 

192.168.3.8 

192.168.3.9 

192.168.3.10

本装置 

拠点間通信ではＩＣＭＰの

リダイレクトメッセージが

発生します。 

本装置

本装置

本装置

本装置

ルータ 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.6 ＩＰ－ＶＣマッピング接続時の設定（つづき） 

9.6.1 センタと複数拠点のルータ間通信（つづき） 
 

 

 

 

 

センタ側装置の設定 

【設定内容】 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 
|     > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line *** 
 1:VPI/VCI                    : 0/  32 
 2:CLP                        :0 
 3:Speed                      :   2Mbit/s 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 
|     > 2:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line *** 
 1:VPI/VCI                    : 0/  33 
 2:CLP                        :0 
 3:Speed                      :   2Mbit/s 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 
|     > 3:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line *** 
 1:VPI/VCI                    : 0/  34 
 2:CLP                        :0 
 3:Speed                      :   2Mbit/s 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 
|     > 4:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line *** 
 1:VPI/VCI                    : 0/  35 
 2:CLP                        :0 
 3:Speed                      :   2Mbit/s 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Protocols *** 
 1:Encapsulation Protocol     :LLC-NISO 
 2:Protocol Information... 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information > 3:IP-VC Mapping Information > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  32> 
 1:Proxy IP Adr               :192.168.  3.  2 
 2:Local Network Adr          :192.168.  3.  0/24 
 3:Local Gateway Adr          :192.168.  3.  1 
 
 

ＶＰ／ＶＣの設定 
ＣＬＰの設定 
ＶＣ速度の設定 

プロトコルの設定 

拠点側ルータのＩＰアドレス 
ネットワークアドレス 
センタ側ルータのＩＰアドレス 

ＶＰ／ＶＣの設定 
ＣＬＰの設定 
ＶＣ速度の設定 

ＶＰ／ＶＣの設定 
ＣＬＰの設定 
ＶＣ速度の設定 

ＶＰ／ＶＣの設定 
ＣＬＰの設定 
ＶＣ速度の設定 

A 拠点用 

ＶＰ／ＶＣ設定

A 拠点

B 拠点用 

ＶＰ／ＶＣ設定

C 拠点用 

ＶＰ／ＶＣ設定

D 拠点用 

ＶＰ／ＶＣ設定
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.6 ＩＰ－ＶＣマッピング接続時の設定（つづき） 

9.6.1 センタと複数拠点のルータ間通信（つづき）

センタ側装置の設定（つづき） 

【設定内容】 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information > 3:IP-VC Mapping Information > 2:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  33> 
 1:Proxy IP Adr               :192.168.  3.  3 
 2:Local Network Adr          :192.168.  3.  0/24 
 3:Local Gateway Adr          :192.168.  3.  1 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information > 3:IP-VC Mapping Information > 3:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  34> 
 1:Proxy IP Adr               :192.168.  3.  4 
 2:Local Network Adr          :192.168.  3.  0/24 
 3:Local Gateway Adr          :192.168.  3.  1 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information > 3:IP-VC Mapping Information > 4:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  35> 
 1:Proxy IP Adr               :192.168.  3.  5 
 2:Local Network Adr          :192.168.  3.  0/24 
 3:Local Gateway Adr          :192.168.  3.  1 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Network *** 
 1:My IP Adr                  :192.168.  3.  6 
 2:Subnet Mask                :255.255.255.  0 
 3:Gateway Adr                :192.168.  3.  1 
 4:Maintenance Restriction    :LAN/WAN On 
 5:Maintenance Information... 

本装置保守用のＩＰアドレス 
本装置保守用のサブネットマスク 
本装置のゲートウェイ（Ｅｔｈｅｒ側） 
ネットワーク保守制限 

拠点側ルータのＩＰアドレス 
ネットワークアドレス 
センタ側ルータのＩＰアドレス 

B 拠点

拠点側ルータのＩＰアドレス 
ネットワークアドレス 
センタ側ルータのＩＰアドレス 

拠点側ルータのＩＰアドレス 
ネットワークアドレス 
センタ側ルータのＩＰアドレス 

C 拠点

D 拠点
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.6 ＩＰ－ＶＣマッピング接続時の設定（つづき） 

9.6.1 センタと複数拠点のルータ間通信（つづき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ拠点装置の設定 

【設定内容】 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 
|     > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line *** 
 1:VPI/VCI                    : 0/  32 
 2:CLP                        :0 
 3:Speed                      :   2Mbit/s 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Protocols *** 
 1:Encapsulation Protocol     :LLC-NISO 
 2:Protocol Information... 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information > 3:IP-VC Mapping Information > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  32> 
 1:Proxy IP Adr               :192.168.  3. 1 
 2:Local Network Adr          :192.168.  3. 0/24 
 3:Local Gateway Adr          :192.168.  3. 2 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Network *** 
 1:My IP Adr                  :192.168.  3.  7 
 2:Subnet Mask                :255.255.255.  0 
 3:Gateway Adr                :192.168.  3.  2 
 4:Maintenance Restriction    :LAN/WAN On 
 5:Maintenance Information... 

ＶＰ／ＶＣの設定 
ＣＬＰの設定 
ＶＣ速度の設定 

本装置保守用のＩＰアドレス 
本装置保守用のサブネットマスク 
本装置のゲートウェイ（Ｅｔｈｅｒ側） 
ネットワーク保守制限 

プロトコルの設定 

センタ側ルータの WAN 側ＩＰアドレス 
ＷＡＮ側のネットワークアドレス 
拠点側ルータのＩＰアドレス 

 

・B～D 拠点についても、本設定内容を参考としてください。 

NOTE 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.6 ＩＰ－ＶＣマッピング接続時の設定（つづき） 

9.6.1 センタと複数拠点のルータ間通信（つづき） 
 

 

①Ｅｔｈｅｒ→ＡＴＭ方向の動作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センタ側装置基本動作一覧 

受信したＭＡＣフレームの情報 動作 

送信先ＭＡＣアドレス 送信先ＩＰアドレス 拠点への転送動作 自装置処理 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） 全拠点のルータへ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） 全拠点のルータへ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ × × 

ブロードキャストアドレス 

ローカルブロードキャスト × × 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） 全拠点のルータへ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） 全拠点のルータへ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ × × 

マルチキャストアドレス 

（ＢＰＤＵ／Ｐａｕｓｅフレームは 

廃棄する） 

ローカルブロードキャスト × × 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） 拠点Ａのルータへ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） 拠点Ａのルータへ × 

本装置保守用ＩＰ 拠点Ａのルータへ ○ 

ユニキャストＩＰ 拠点Ａのルータへ × 

本装置のＭＡＣアドレス 

ローカルブロードキャスト × × 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） 
対応する拠点の 

ルータへ 
× 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） 
対応する拠点の 

ルータへ 
× 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ 
対応する拠点の 

ルータへ 
× 

代理応答したＭＡＣアドレス 

ローカルブロードキャスト × × 

※各拠点の「Proxy IP Adr」に設定されたＩＰアドレスに対するＡＲＰ要求に代理応答します。 

その際、「Proxy IP Adr」と本装置の保守用 IP アドレスが同じである場合は、「Proxy IP Adr」に対するＡＲＰ要求には、本装

置固有のグローバルＭＡＣアドレスで応答します。その他の「Proxy IP Adr」に対する応答は、本装置であらかじめ予約して

あるＭＡＣアドレスを使用して重複しないように応答します。 

グローバルＭＡＣアドレス以外で応答するＭＡＣアドレスの範囲は、デフォルト設定で 

00-00-87-06-92-00 ～ 00-00-87-06-92-15 の１６個のアドレスを使用します。 

本装置用として 00-00-87-06-92-00 ～ 00-00-87-06-92-FF までの 256 個があらかじめ予約されており、 

この範囲で先頭位置を変更する場合は、他社製品の MAC アドレスと競合することはありません。 

本装置を複数台並べて使用する場合以外ではデフォルトで使用することを推奨致します。 

本装置では受信したフレームの宛先ＭＡＣアドレスによって転送するＶＣを振り分けることにより、ＩＰアドレスとＶＣのマッピ

ングを行います。 

※非ＩＰフレームは廃棄されます。 

※ＶＬＡＮタグ付フレームは廃棄されます。 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.6 ＩＰ－ＶＣマッピング接続時の設定（つづき） 

9.6.1 センタと複数拠点のルータ間通信（つづき） 

 

②ＡＴＭ→Ｅｔｈｅｒ方向の動作 

センタ側装置基本動作一覧（つづき） 

各ＶＣから受信した 

ＩＰパケットの送信先ＩＰアドレス 

Ｅｔｈｅｒ側へ送出する際の 

送信先ＭＡＣアドレス 

Ｅｔｈｅｒ側へ送出する際の 

送信元ＭＡＣアドレス 

ＩＰブロードキャスト 

（255.255.255.255/32） 
ブロードキャスト：FF-FF-FF-FF-FF-FF 

ＩＰマルチキャスト 

（224.0.0.0./4） 

マルチキャスト：01-00-5E-XX-XX-XX 

(XX-XX-XX は宛先ＩＰアドレスの下位２３ビット)

ユニキャストＩＰ 

（受信したＶＣに設定してある 

「Ｌｏｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ」内宛） 

ＡＲＰによって解決したアドレス 

ユニキャストＩＰ 

（受信したＶＣに設定してある 

「Ｌｏｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ」外宛） 

ＡＲＰによって解決した、 

受信したＶＣに設定してある 

「Ｌｏｃａｌ Ｇａｔｅｗａｙ」のＭＡＣアドレス 

ローカルブロードキャストＩＰ ブロードキャスト：FF-FF-FF-FF-FF-FF 

受信したＶＣで使用している代理応答用 

のＭＡＣアドレス 

※Ｅｔｈｅｒ側へフレームを転送する際に使用する送信元ＭＡＣアドレスは、そのフレームを受信したＶＣで使用している代理 

応答用ＭＡＣアドレスを使用します。従って、拠点Ａから受信したＩＰパケットをセンタ側ルータへ転送する際には、本装置 

のグローバルＭＡＣアドレスを使用し、拠点Ｂから受信した IP パケットをセンタ側ルータへ転送する際には、代理応答で 

返答したＭＡＣアドレスを使用します。 

※Ｅｔｈｅｒ側へ転送の際にＡＲＰキャッシュに存在しない場合は動的にＡＲＰによるＭＡＣアドレス解決を行います。この時、 

１秒間待ってもＡＲＰへの応答がない場合は廃棄されます。 

※ＡＲＰ解決用ウェイトキューは最大８種類のＩＰアドレスで、それぞれ１６フレームまで保持します。 

※ＡＲＰキャッシュの最大エントリ数は５００です。５００を超える場合は最も古いエントリが削除されます。 

※ＡＲＰキャッシュのエージング時間は変更可能です。エージアウト直前にはユニキャストによるＡＲＰ発行を行い、自動で更新

を行います。この更新で応答がない場合はエージアウトされます。 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.6 ＩＰ－ＶＣマッピング接続時の設定（つづき） 

9.6.1 センタと複数拠点のルータ間通信（つづき） 
 

 
 

①Ｅｔｈｅｒ→ＡＴＭ方向の動作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ＡＴＭ→Ｅｔｈｅｒ方向の動作 

拠点側装置基本動作一覧 

受信したＭＡＣフレームの情報 動作 

送信先ＭＡＣアドレス 送信先ＩＰアドレス センタ側ルータへ転送 自装置処理 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ○ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） ○ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ × × 

ブロードキャストアドレス 

ローカルブロードキャスト × × 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ○ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） ○ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ × × 

マルチキャストアドレス 

（ＢＰＤＵ／Ｐａｕｓｅフレームは 

廃棄する） 

ローカルブロードキャスト × × 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ○ × 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） ○ × 

本装置保守用ＩＰ × ○ 

ユニキャストＩＰ ○ × 

本装置のＭＡＣアドレス 

ローカルブロードキャスト × × 

※非ＩＰフレームは廃棄されます。   

※ＶＬＡＮタグ付フレームは廃棄されます。   

受信したＩＰパケットの送信先ＩＰアドレス Ｅｔｈｅｒ側へ送出する際の送信先ＭＡＣアドレス 

ＩＰブロードキャスト（255.255.255.255/32） ブロードキャスト：FF-FF-FF-FF-FF-FF 

ＩＰマルチキャスト（224.0.0.0./4） 
マルチキャスト：01-00-5E-XX-XX-XX 

(XX-XX-XX は宛先ＩＰアドレスの下位２３ビット) 

ユニキャストＩＰ（Ｌｏｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ内宛） ＡＲＰによって解決したアドレス 

ユニキャストＩＰ（Ｌｏｃａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋ外宛） ＡＲＰによって解決したＬｏｃａｌ ＧａｔｅｗａｙのＭＡＣアドレス 

ローカルブロードキャストＩＰ ブロードキャスト：FF-FF-FF-FF-FF-FF 

※送信元ＭＡＣアドレスは全て装置のグローバルＭＡＣアドレスになります。 

※Ｅｔｈｅｒ側へ転送の際にＡＲＰキャッシュに存在しない場合は動的にＡＲＰによるＭＡＣアドレス解決を行います。 

  この時、１秒間待ってもＡＲＰへの応答がない場合は廃棄されます。 

※ＡＲＰ解決用ウェイトキューは最大８種類のＩＰアドレスで、それぞれ１６フレームまで保持します。 

※ＡＲＰキャッシュの最大エントリ数は５００です。５００を超える場合は最も古いエントリが削除されます。 

※ＡＲＰキャッシュのエージング時間は変更可能です。エージアウト直前にはユニキャストによるＡＲＰ発行を行い、 

  自動で更新を行います。この更新で応答がない場合はエージアウトされます。 
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MEMO 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.7 ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング接続時の設定 
カプセルプロトコル「ＬＬＣ－ＢＲＧ」または「Ｔｈｒｏｕｇｈ」を使用して、複数拠点への通信を行う場合

の設定について説明します。 

9.7.1 センタと複数拠点間通信 
  下記のモデルネットワークでは以下の場合を想定した設定例を示します。 

  ●Ａ拠点にはレイヤ３スイッチが設置され、センタ設置のレイヤ３スイッチとの間で、ＡＴＭ専用線

を介したスイッチのトランクポート間を接続するネットワークを構築する。 

  ●Ｂ拠点とＣ拠点にはルータが設置され、拠点側ではＶＬＡＮの意識はないが、センタ側ではＶＬ

ＡＮ－ＩＤによりフレームを各拠点に振り分ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング機能を利用する本装置への保守を行う場合は、保守用ＶＬＡＮ機能を利用しなけれ

ばなりません。本装置の「5:Network」→「5:Maintenance Information…」→「1:Maintenance Type」

を「2:VLAN+IP」に設定し、保守端末が所属するＶＬＡＮのＶＬＡＮ－ＩＤを「5:Network」→「5:Maintenance 

Information…」→「2:Maintenance:VLAN-ID」に設定してください。 

NOTE 

モデルネットワーク 

メガデータネッツ

(ＰＶＣサービス)

ＡＴＭ専用線 

0/32,2M

0/33,2M

0/34,2M

Ｌ３ＳＷ 本装置

ルータ 本装置

ルータ 本装置

センタ 

各拠点 

VLAN-ID=１０

A

B

C

A

Ｌ３ＳＷ

VLAN-ID=２０

VLAN-ID=３０※

VLAN-ID=４０※

VLAN-ID=１ 

保守端末 

VLAN-ID=１００ 

（※）Ｂ拠点およびＣ拠点の VLAN-ID=３０および４０は、センタ設置のレイヤ３スイッチに設定されるＶＬＡＮであり、

Ｂ拠点およびＣ拠点内のネットワークにおいては意識されないものとします。 

本装置 

ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣ 

マッピング機能利用
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.7 ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング接続時の設定（つづき） 

9.7.1 センタと複数拠点間通信（つづき） 
 

 

 

 

 

センタ側装置の設定 

【設定内容】 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 
|     > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line *** 
 1:VPI/VCI                    : 0/  32 
 2:CLP                        :0 
 3:Speed                      :   2Mbit/s 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 
|     > 2:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line *** 
 1:VPI/VCI                    : 0/  33 
 2:CLP                        :0 
 3:Speed                      :   2Mbit/s 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 
|     > 3:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line *** 
 1:VPI/VCI                    : 0/  34 
 2:CLP                        :0 
 3:Speed                      :   2Mbit/s 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Protocols *** 
 1:Encapsulation Protocol     :LLC-BRG 
 2:Protocol Information... 
 
----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Protocol Information(LLC-BRG/Through) *** 
 1:Action Mode                :VLANID-VC Mapping 
 2:Bridge Information... 
 

ＶＰ／ＶＣの設定 
ＣＬＰの設定 
ＶＣ速度の設定 

プロトコルの設定 

ＶＰ／ＶＣの設定 
ＣＬＰの設定 
ＶＣ速度の設定 

ＶＰ／ＶＣの設定 
ＣＬＰの設定 
ＶＣ速度の設定 

Ａ拠点用 

ＶＰ／ＶＣ設定

ＶＣマッピングモードの設定 

Ｂ拠点用 

ＶＰ／ＶＣ設定

Ｃ拠点用 

ＶＰ／ＶＣ設定



 

 ２９６

9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.7 ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング接続時の設定（つづき） 

9.7.1 センタと複数拠点間通信（つづき）

センタ側装置の設定（つづき） 

【設定内容】 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  32> 
 1:VLAN-tag Add/Delete        :Off 
 2:VLAN-ID1                   :  10 
 3:VLAN-ID2                   :  20 
 4:VLAN-ID3                   : 
 5:VLAN-ID4                   : 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information > 2:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  33> 
 1:VLAN-tag Add/Delete        :On 
 2:VLAN-ID1                   :  30 
 3:VLAN-ID2                   : 
 4:VLAN-ID3                   : 
 5:VLAN-ID4                   : 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information > 2:Bridge Information > 3:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line ***       <VPI/VCI= 0/  34> 
 1:VLAN-tag Add/Delete        :On 
 2:VLAN-ID1                   :  40 
 3:VLAN-ID2                   : 
 4:VLAN-ID3                   : 
 5:VLAN-ID4                   : 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Network *** 
 1:My IP Adr                  :192.168.  0.  1 
 2:Subnet Mask                :255.255.255.  0 
 3:Gateway Adr                :192.168.  0.100 
 4:Maintenance Restriction    :LAN On 
 5:Maintenance Information... 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 5:Network > 
|     > 5:Maintenance Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Maintenance Information *** 
 1:Maintenance Type           :VLAN-ID+IP 
2:Mainte Frame TOS           :0 

 3:Maintenance VLAN-ID        :   1 
 4:Maintenance Frame Priority :Low 

本装置保守用のＩＰアドレス 
本装置保守用のサブネットマスク 
本装置のゲートウェイ（Ｅｔｈｅｒ側） 
ネットワーク保守制限 

ＶＬＡＮタグを透過するへ設定 
拠点Ａの VLAN-ID=10 を設定 
拠点Ａの VLAN-ID=20 を設定 

ＶＬＡＮタグを負荷/削除するへ設定 
拠点Ａの VLAN-ID=30 を設定 

本装置保守用フレームタイプを 
VLAN-ID＋ＩＰへ設定 
本装置保守用 TOS=0 を設定 
本装置保守用 VLAN-ID=１を設定 
保守用フレームの優先度設定 

Ａ拠点用マッピング情報 

ＶＬＡＮタグを負荷/削除するへ設定 
拠点Ａの VLAN-ID=40 を設定 

Ｂ拠点用マッピング情報 

Ｃ拠点用マッピング情報 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.7 ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング接続時の設定（つづき） 

9.7.1 センタと複数拠点間通信（つづき） 

拠点側装置の設定 

【設定内容】 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 1:ATM > 
|     > 1:Edit Line 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Edit Line *** 
 1:VPI/VCI                    : 0/  32 
 2:CLP                        :0 
 3:Speed                      :   2Mbit/s 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Protocols *** 
 1:Encapsulation Protocol     :LLC-BRG 
 2:Protocol Information... 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 3:Protocols > 
|     > 2:Protocol Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Protocol Information(LLC-BRG/Through) *** 
 1:Action Mode                :MAC-VC Mapping 
 2:Bridge Information... 
 

ＶＰ／ＶＣの設定（※） 
ＣＬＰの設定 
ＶＣ速度の設定 

プロトコルの設定 

ＶＣマッピングモードの設定 

（※）Ｂ拠点ではＶＰＩ／ＶＣＩ＝０／３３、Ｃ拠点ではＶＰＩ／ＶＣＩ＝０／３４となります。
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.7 ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング接続時の設定（つづき） 

9.7.1 センタと複数拠点間通信（つづき） 
 

 

9 システム設計時の注意事項（つづき） 

 
①Ｅｔｈｅｒ→ＡＴＭ方向の動作   

動作 
受信したＭＡＣフレームの 

ＶＬＡＮタグ情報 
ＶＬＡＮタグ付加／削除設定 
（VLAN-tag Add／Delete） ＡＴＭ側への転送 

送信するＭＡＣフレーム 
に対する処理 

ＶＬＡＮタグを透過する 
（VLAN-tag Add／Delete＝Off） 

○ 
（ＶＬＡＮ－ＩＤが登録さ
れているＶＣへ転送） 

受信したＭＡＣフレームを 
そのまま転送 ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング 

情報に登録あり 
ＶＬＡＮタグを付加／削除する 
（VLAN-tag Add／Delete＝On） 

○ 
（ＶＬＡＮ－ＩＤが登録さ
れているＶＣへ転送） 

受信したＭＡＣフレームの 
ＶＬＡＮタグを削除して転送 

ＶＬＡＮタグを透過する 
（VLAN-tag Add／Delete＝Off） 

 
×(パケット廃棄) 

 
－ 

ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング 
情報に登録なし 

ＶＬＡＮタグを付加／削除する 
（VLAN-tag Add／Delete＝On） 

 
×(パケット廃棄) 

 
－ 

ＶＬＡＮタグを透過する 
（VLAN-tag Add／Delete＝Off） 

 
×(パケット廃棄) 

 
－ 

ＶＬＡＮタグなし 
ＶＬＡＮタグを付加／削除する 
（VLAN-tag Add／Delete＝On） 

 
×(パケット廃棄) 

 
－ 

②ＡＴＭ→Ｅｔｈｅｒ方向の動作   

動作 
受信したＭＡＣフレームの 

ＶＬＡＮタグ情報 
ＶＬＡＮタグ付加／削除設定 
（VLAN-tag Add／Delete） Ｅｔｈｅｒ側への転送 

送信するＭＡＣフレーム 
に対する処理 

ＶＬＡＮタグを透過する 
（VLAN-tag Add／Delete＝Off） 

 
○(パケット転送) 

 

受信したＭＡＣフレームを 
そのまま転送 ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング 

情報に登録あり 
ＶＬＡＮタグを付加／削除する 
（VLAN-tag Add／Delete＝On） 

 
○(パケット転送) 

（注１） 

本装置にてＶＬＡＮタグを 
さらに追加して転送 

ＶＬＡＮタグを透過する 
（VLAN-tag Add／Delete＝Off） 

 
○(パケット転送) 

 

受信したＭＡＣフレームを 
そのまま転送 

ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング 
情報に登録なし 

ＶＬＡＮタグを付加／削除する 
（VLAN-tag Add／Delete＝On） 

 
○(パケット転送) 

（注１） 

本装置にてＶＬＡＮタグを 
さらに追加して転送 

ＶＬＡＮタグを透過する 
（VLAN-tag Add／Delete＝Off） 

 
○(パケット転送) 

 

受信したタグなしＭＡＣフレーム
をそのまま転送 

ＶＬＡＮタグなし 
ＶＬＡＮタグを付加／削除する 
（VLAN-tag Add／Delete＝On） 

 
○(パケット転送) 

（注１） 

本装置にてＶＬＡＮタグを 
付加して転送 

※Ｐａｕｓｅフレームはフィルタリングされます。   

※ＶＬＡＮタグが複数パケット内に存在していても、本装置は先頭のＶＬＡＮタグのみを認識します。 

※ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング利用時、ＭＡＣアドレスの学習は行われません。 

※１つのＶＣにマッピングできるＶＬＡＮ－ＩＤは最大４つです。 
また、同じＶＬＡＮ－ＩＤを複数のＶＣにマッピング（設定）することはできません。 

（注１）無条件に VLAN タグが付加されてＥｔｈｅｒ側へ転送されます。従って、ＶＬＡＮタグが付加されているフレームを受信した 
    場合には、ＶＬＡＮタグがさらに１つ追加されます。 
    本装置が挿入するＶＬＡＮタグは、以下のフォーマットとなります。 
    ・ＣＦＩ＝「０」固定  ・優先度＝「０００」固定 
    ・ＶＬＡＮ－ＩＤ＝本装置の「Protocols」→「Protocol Information」→「Bridge Information...」→「Edit Line」 
              →「VLAN-ID1」に設定されているＶＬＡＮ－ＩＤ 

ＶＬＡＮ－ＩＤは「VLAN-ID1」に設定されている値が使用されます。本設定が未登録の場合、「VLAN-ID2」
～「VLAN-ID4」が登録されていても、受信したパケットはＥｔｈｅｒ側に転送されず、廃棄されます。 

基本動作一覧 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.7 ＶＬＡＮＩＤ－ＶＣマッピング接続時の設定（つづき） 

9.7.1 センタと複数拠点間通信（つづき） 
 

 

9 システム設計時の注意事項（つづき） 

 
①Ｅｔｈｅｒ側からのアクセス時の動作   

受信したＭＡＣフレームのＶＬＡＮタグ情報 動作 

 
保守用ＶＬＡＮ－ＩＤと一致 
 

○ （保守可能） 

保守用ＶＬＡＮ－ＩＤと不一致 
 

× （保守不可） 
 

ＶＬＡＮタグなし 
 

× （保守不可） 
 

②ＡＴＭ側からのアクセス時の動作   

受信ＶＣに設定してある構成情報 

マッピングしてある 
ＶＬＡＮ－ＩＤ情報 

ＶＬＡＮタグ付加／削除設定 
（VLAN-tag Add／Delete） 

受信したＭＡＣフレームの 
ＶＬＡＮタグ情報 

動作 

 
保守用ＶＬＡＮ－ＩＤと一致 

 
○ （保守可能） 

 
保守用ＶＬＡＮ－ＩＤと不一致 

 
× （保守不可） 

ＶＬＡＮタグを透過する 
（VLAN-tag Add／Delete＝Off） 

 
ＶＬＡＮタグなし 

 
× （保守不可） 

 
保守用ＶＬＡＮ－ＩＤと一致 

 
× （保守不可） 

 
保守用ＶＬＡＮ－ＩＤと不一致 

 
× （保守不可） 

保守用ＶＬＡＮ－ＩＤが 
含まれている場合 

ＶＬＡＮタグを付加／削除する 
（VLAN-tag Add／Delete＝On） 

 
ＶＬＡＮタグなし 

 
○ （保守可能） 

 
保守用ＶＬＡＮ－ＩＤと一致 

 
× （保守不可） 

 
保守用ＶＬＡＮ－ＩＤと不一致 

 
× （保守不可） 

ＶＬＡＮタグを透過する 
（VLAN-tag Add／Delete＝Off） 

 
ＶＬＡＮタグなし 

 
× （保守不可） 

 
保守用ＶＬＡＮ－ＩＤと一致 

 
× （保守不可） 

 
保守用ＶＬＡＮ－ＩＤと不一致 

 
× （保守不可） 

保守用ＶＬＡＮ－ＩＤが 
含まれていない場合 

ＶＬＡＮタグを付加／削除する 
（VLAN-tag Add／Delete＝On） 

 
ＶＬＡＮタグなし 

 
× （保守不可） 

※ＶＬＡＮタグが２つ以上付加されたフレームで本装置を保守することはできません。 

本装置に対する保守用フレームの動作一覧 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.8 ＯＡＭセルのシェーピングについて 
本装置は、構成情報のシェーピング設定にてＯＡＭシェーピングのＯＮ／ＯＦＦの選択が可能

です。ＯＮに設定した場合、本装置は1PVC使用時のみに限り、ＯＡＭセルとデータセルの同

時シェーピングをサポートしております。しかし、１秒間の間に平均で使用できるＯＡＭセル数

はＶＣ速度によって異なり、以下の表のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よって、使用可能なＯＡＭセル数が１個／秒の速度で、データ転送中に双方向でＯＡＭル

ープバックセルによる疎通確認を行う際には、ＯＡＭループバックセルの送出間隔を２秒

以上に設定する必要があります。 

また、本装置に対して、ＯＡＭループバックセルを定期的に送出して監視を行う場合には、

ＯＡＭの送出間隔を１秒以上に設定してください。 

 

 

 

 

VC 速度 
使用可能な 
ＯＡＭセル数 

（個／秒） 
VC 速度 

使用可能な
ＯＡＭセル数

（個／秒） 
VC 速度 

使用可能な
ＯＡＭセル数

（個／秒） 

64 kbit/s 1  2.0 Mbit/s 9  13.0 Mbit/s 62  

96 kbit/s 1  2.5 Mbit/s 11  14.0 Mbit/s 66  

100 kbit/s 1  3.0 Mbit/s 14  15.0 Mbit/s 71  

128 kbit/s 1  3.5 Mbit/s 16  16.0 Mbit/s 76  

192 kbit/s 1  4.0 Mbit/s 18  17.0 Mbit/s 81  

256 kbit/s 1  4.5 Mbit/s 21  18.0 Mbit/s 85  

300 kbit/s 1  5.0 Mbit/s 23  19.0 Mbit/s 90  

384 kbit/s 1  6.0 Mbit/s 28  20.0 Mbit/s 94  

500 kbit/s 2  7.0 Mbit/s 33  21.0 Mbit/s 99  

512 kbit/s 2  8.0 Mbit/s 37  22.0 Mbit/s 104  

768 kbit/s 3  9.0 Mbit/s 42  23.0 Mbit/s 109  

1000 kbit/s 4  10.0 Mbit/s 47  24.0 Mbit/s 113  

1500 kbit/s 7  11.0 Mbit/s 52       

1536 kbit/s 7  12.0 Mbit/s 56       

 

・ ＯＡＭループバックセルを上記以上のレートで本装置に送付すると、ＯＡＭループバックセルを返せなくなる

場合があります。 

・ 本装置のＡＴＭ情報で２ＰＶＣ以上設定している場合には、ＯＡＭセルとデータセルの同時シェーピングはで

きません。 

・ ２ＰＶＣ以上設定している状態でＯＡＭループバックセルによる定期監視を行うと、データセルと OAM セルの

どちらかがＡＴＭ網で廃棄される可能性があります。 

NOTE 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.9 ＱｏＳ機能使用時の設定 
9.9.1  ＩＰｖ４－ＴＯＳ優先８段階キューイングの場合 
ＡＴＭ帯域が５Ｍｂｉｔ／ｓで、優先制御をＩＰｖ４－ＴＯＳベースとし、８段階キュー（キュー８：完全優

先，キュー７～１：ＷＦＱ）を使用した場合の設定例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キュー８ 

キュー７ 

キューイング条件 

キュー６ 

キュー５ 

キュー４ 

キュー３ 

キュー２ 

キュー１ 

ＴＯＳ＝７ 

ＴＯＳ＝６ 

ＴＯＳ＝５ 

ＴＯＳ＝４ 

ＴＯＳ＝３ 

ＴＯＳ＝２ 

ＴＯＳ＝１ 

ＴＯＳ＝０ 

完全優先

ＷＦＱ：１０

ＷＦＱ：５

ＷＦＱ：５

ＷＦＱ：５

ＷＦＱ：５

ＷＦＱ：５

ＷＦＱ：５

モード：ウェイト

ＡＴＭ帯域：５Ｍｂｉｔ／ｓ 

音声系最大帯域 

１Ｍｂｉｔ／ｓ 

１Ｍｂｉｔ／ｓ 

の帯域を確保 

それぞれ 

０．５Ｍｂｉｔ／ｓ 

の帯域を確保 

４×(10/40)

４×(5/40)

ウェイトの合計：４０

４×(5/40)

４×(5/40)

４×(5/40)

４×(5/40)

４×(5/40)

データ系帯域の

４Ｍｂｉｔ／ｓを 

ＷＦＱで使用 

ルータ

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 

音声系のフレームはＴＯＳ値＝７、 

データ系のフレームは、ＴＯＳ値＝０～６

を端末側で行う必要があります。 

ＶｏＩＰ-ＧＷ 

ＡＴＭ 



 ３０３

9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.9 ＱｏＳ機能使用時の設定（つづき） 

9.9.1 ＩＰｖ４－ＴＯＳ優先８段階キューイングの場合（つづき） 
 

 

 

 

 

装置の設定 

【設定内容】 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Priority Ctl *** 
 1:Priority Mode              :IPv4-TOS Base 
 2:WFQ Queue Limit            :Queue7 
 3:VLAN-tag Ctl               :No Use 
 4:Maintenance Frame Queue No :1 
 5:Queue Information... 
 
 
 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information > 8:Edit Queue 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Queue *** 
 1:Priority Information... 
 2:Queue Size                 : 50 
 3:Queue Weight               : -- 
 4:CLP Mapping                :0 
 5:VLAN-tag Ctl Information... 
 
 

優先モード設定 

ＷＦＱキューしきい値設定 

各キュー設定 

優先条件設定 

キュー８設定内容 

+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information > 8:Edit Queue > 1:Priority Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Priority Information *** 
Line  TOS 
   1    7 
   2 
   3 
   4 
   5 
   6 
   7 
   8 

キュー８にＴＯＳ＝７を設定

ＣＬＰマッピング設定 



 ３０４

9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.9 ＱｏＳ機能使用時の設定（つづき） 

9.9.1 ＩＰｖ４－ＴＯＳ優先８段階キューイングの場合（つづき） 
 

 

 

 

 

装置の設定（つづき） 

【設定内容】 
 
 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information > 7:Edit Queue 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Queue *** 
 1:Priority Information... 
 2:Queue Size                 : 50 
 3:Queue Weight               : 10 
 4:CLP Mapping                :ATM 
 5:VLAN-tag Ctl Information... 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information > 6:Edit Queue 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Queue *** 
 1:Priority Information... 
 2:Queue Size                 : 50 
 3:Queue Weight               :  5 
 4:CLP Mapping                :ATM 
 5:VLAN-tag Ctl Information... 
 
 

優先条件設定 

ウェイト設定 

キュー７設定内容 

+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information > 7:Edit Queue > 1:Priority Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Priority Information *** 
Line  TOS 
   1    6 
   2 
   3 
   4 
   5 
   6 
   7 
   8 

キュー７にＴＯＳ＝６を設定

キュー６～１設定内容 

優先条件設定 

ウェイト設定 

+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information > 6:Edit Queue > 1:Priority Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Priority Information *** 
Line  TOS 
   1    5 
   2 
   3 
   4 
   5 
   6 
   7 
   8 

キュー６にＴＯＳ＝５を設定 
※キュー５の場合、ＴＯＳ＝４を設定 
  キュー４の場合、ＴＯＳ＝３を設定 
  キュー３の場合、ＴＯＳ＝２を設定 
  キュー２の場合、ＴＯＳ＝１を設定 
  キュー１の場合、ＴＯＳ＝０を設定 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.9 ＱｏＳ機能使用時の設定 

9.9.1 ＩＰｖ４－ＴＯＳ優先８段階キューイングの場合（つづき） 
 

 

 

 

 

装置の設定（つづき） 

【設定内容】 
 
 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Queue Information *** 
Queue    Size  Weight  CLP  TOS                        TPID  COS  CFI  VLAN-ID 
    8      50     ---    0    7 
    7      50      10  ATM    6 
    6      50       5  ATM    5 
    5      50       5  ATM    4 
    4      50       5  ATM    3 
    3      50       5  ATM    2 
    2      50       5  ATM    1 
    1      50       5  ATM    0 
 

各キュー設定内容一覧 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.10 ＶＬＡＮタグ制御機能使用時の設定 
9.10.1  ＶＬＡＮタグ付加／削除機能の場合 
ＶＬＡＮタグを使用できないルータ等をそのまま使用して、ＷＡＮ側で新たにＶＬＡＮでネットワーク

を構築する場合は、本装置のＶＬＡＮタグ付加／削除機能を使用することで可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＶＬＡＮタグを使用できない 

ルータ 
Ｌ３ＳＷ 

ＶＬＡＮ_ＩＤ 10

ＡＴＭ

Ｌ３ＳＷ 

本装置 

ＡＴＭへ送信時、ＶＬＡＮタグ（VLAN_ID 10）を付加する。

Ｅｔｈｅｒ送信時、ＶＬＡＮタグを削除する。 

ＶＬＡＮ_ＩＤ １０を使用したネットワークが構築可能。 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.10 ＶＬＡＮタグ制御機能使用時の設定（つづき） 

9.10.1 ＶＬＡＮタグ付加／削除機能の場合（つづき） 
 

 

 

 

 

装置の設定 

【設定内容】 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Priority Ctl *** 
 1:Priority Mode              :IPv4-TOS Base 
 2:WFQ Queue Limit            :No WFQ Queue 
 3:VLAN-tag Ctl               :VLAN-tag Add/Delete 
 4:Maintenance Frame Queue No :1 
 5:Queue Information... 
 
 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information > 8:Edit Queue 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Queue *** 
 1:Priority Information... 
 2:Queue Size                 : 50 
 3:Queue Weight               : -- 
 4:CLP Mapping                :ATM 
 5:VLAN-tag Ctl Information... 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information > 8:Edit Queue > 5:VLAN-tag Ctl Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** VLAN-tag Ctl Information *** 
 1:TPID                       :8100 
 2:COS                        :7 
 3:CFI                        :0 
 4:VLAN-ID                    :10 
 
 
 
 
 
 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Queue Information *** 
Queue    Size  Weight  CLP  TOS                        TPID  COS  CFI  VLAN-ID 
    8      50     ---  ATM    7                        8100    7    0       10 
    7      50     ---  ATM    6                        8100    6    0       10 
    6      50     ---  ATM    5                        8100    5    0       10 
    5      50     ---  ATM    4                        8100    4    0       10 
    4      50     ---  ATM    3                        8100    3    0       10 
    3      50     ---  ATM    2                        8100    2    0       10 
    2      50     ---  ATM    1                        8100    1    0       10 
    1      50     ---  ATM    0                        8100    0    0       10 

各キュー設定 

優先条件設定 

キュー設定内容 

ＶＬＡＮタグ制御設定 

ＶＬＡＮタグ制御情報設定 

ＴＰＩＤ設定
ＣＯＳ値設定 
ＣＦＩ設定
ＶＬＡＮ－ＩＤ設定 

優先モード設定 

※使用するキューの設定を全て行う 

各キュー設定内容一覧 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.10 ＶＬＡＮタグ制御機能使用時の設定（つづき） 

9.10.2  ＣＯＳマッピング機能の場合 
広域イーサーネットサービスでＣＯＳによる優先を行っている場合に、音声系のフレームのＣＯＳ

値を網の優先サービスに合わせたいが、既存の端末ではＣＯＳ値を設定できない場合は、本装

置のＣＯＳマッピング機能を使用することでＣＯＳの設定が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＴＭ

本装置 

ＡＴＭへ送信時、ＶＬＡＮタグ内のＣＯＳ値

を付け替える。 

 ＶＬＡＮ_ＩＤ １０は、ＣＯＳ値＝７ 

 ＶＬＡＮ_ＩＤ ２０は、ＣＯＳ値＝０ 

ＣＯＳ優先サービス 

 ＣＯＳ＝７：優先 

 ＣＯＳ＝０：非優先 

Ｌ３ＳＷ 

ＶｏＩＰ-ＧＷ 

 

 ＶＬＡＮ_ＩＤ 20 

ＶＬＡＮ_ＩＤ 10 

ＡＴＭ

ルータ 

ＡＴＭ

広域イーサネット 

サービス 

 ＶＬＡＮ_ＩＤ 10 

 ＶＬＡＮ_ＩＤ 20

 ＶＬＡＮ_ＩＤ 10 

 ＶＬＡＮ_ＩＤ 20

音声系のフレームを網の優先にあわせ

るために、ＣＯＳ値を７に設定したいが、

ＣＯＳの設定ができない 
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.10 ＶＬＡＮタグ制御機能使用時の設定（つづき） 

9.10.2 ＣＯＳマッピング機能の場合（つづき） 
 

 

 

 

 

装置の設定 

【設定内容】 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Priority Ctl *** 
 1:Priority Mode              :VLAN-ID Base 
 2:WFQ Queue Limit            :No WFQ Queue 
 3:VLAN-tag Ctl               :COS Mapping 
 4:Maintenance Frame Queue No :1 
 5:Queue Information... 
 
 
 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information > 8:Edit Queue 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Queue *** 
 1:Priority Information... 
 2:Queue Size                 : 50 
 3:Queue Weight               : -- 
 4:CLP Mapping                :ATM 
 5:VLAN-tag Ctl Information... 
 
 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information > 8:Edit Queue > 1:Priority Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Priority Information *** 
Line  VLAN-ID 
   1       10 
   2 
   3 
   4 
   5 
   6 
   7 
   8 
 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information > 8:Edit Queue > 5:VLAN-tag Ctl Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** VLAN-tag Ctl Information *** 
 1:TPID                       :8100 
 2:COS                        :7 
 3:CFI                        :0 
 4:VLAN-ID                    :10 
 
 

優先モード設定 

各キュー設定 

優先条件設定 

キュー８設定内容 

キュー８にＶＬＡＮ_ＩＤ＝１０を設定

ＶＬＡＮタグ制御設定 

ＶＬＡＮタグ制御情報設定 

キュー８の優先条件設定 

ＣＯＳ値設定 

キュー８のＶＬＡＮタグ制御情報設定 

※ＶＬＡＮタグ制御情報のＴＰＩＤ，ＣＦＩ，
 ＶＬＡＮ－ＩＤについてはＤｏｎ’ｔ Ｃａｒｅ



 ３１０

9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.10 ＶＬＡＮタグ制御機能使用時の設定（つづき） 

9.10.2 ＣＯＳマッピング機能の場合（つづき） 
 

 

 

 

 

装置の設定（つづき） 

【設定内容】 
 
 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Queue *** 
 1:Priority Information... 
 2:Queue Size                 : 50 
 3:Queue Weight               : -- 
 4:CLP Mapping                :ATM 
 5:VLAN-tag Ctl Information... 
 
 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information > 1:Edit Queue > 1:Priority Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Priority Information *** 
Line  VLAN-ID 
   1       20 
   2 
   3 
   4 
   5 
   6 
   7 
   8 
 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information > 8:Edit Queue > 5:VLAN-tag Ctl Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** VLAN-tag Ctl Information *** 
 1:TPID                       :8100 
 2:COS                        :0 
 3:CFI                        :0 
 4:VLAN-ID                    :  10 
 
 

優先条件設定 

キュー１設定内容 

ＶＬＡＮタグ制御情報設定 

キュー１の優先条件設定 

ＣＯＳ値設定 

キュー１のＶＬＡＮタグ制御情報設定 

キュー１にＶＬＡＮ_ＩＤ＝２０を設定

※ＶＬＡＮタグ制御情報のＴＰＩＤ，ＣＦＩ，
 ＶＬＡＮ－ＩＤについてはＤｏｎ’ｔ Ｃａｒｅ
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9 システム設計時の注意事項（つづき） 

9.10 ＶＬＡＮタグ制御機能使用時の設定（つづき） 

9.10.2 ＣＯＳマッピング機能の場合（つづき） 
 

 

 

 

 

装置の設定（つづき） 

【設定内容】 
 
 
+----------------------------------------------------------------------------- 
| Top > 1:Configuration > 1:Set Temporary Configuration > 4:Priority Ctl > 
|     > 5:Queue Information 
+----------------------------------------------------------------------------- 
*** Queue Information *** 
Queue    Size  Weight  CLP  VLAN-ID                    TPID  COS  CFI  VLAN-ID 
    8      50     ---  ATM       10                    8100    7    0       10 
    7                                                                          
    6                                                                          
    5                                                                          
    4                                                                          
    3                                                                          
    2                                                                          
    1      50     ---  ATM       20                    8100    0    0       20 

各キュー設定内容一覧 

ＶＬＡＮ_ＩＤ＝１０は、ＣＯＳ値＝７

ＶＬＡＮ_ＩＤ＝２０は、ＣＯＳ値＝０
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MEMO 
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第１０章 
 

 

 

トラブルシューティング 
 

 

この章では、障害の切り分け方法と対処方法について説

明します。 
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10 トラブルシューティング 

10.1 ＰＶＣ接続時の障害切り分け方法 
ＡＴＭ専用線を使用して拠点間を接続した構成では下記手順で切り分けを行うと、効率良く障害

の切り分けを行うことができます。 

10.1.1 障害切り分けガイド（ＰＶＣ接続） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ローカル 
端末 

リモート
端末 

対向装置 ＡＴＭ網本装置

接続構成 

①装置単体の確認 

 →１０．１．２項へ 

②ＡＴＭ接続の確認 

 →１０．１．３項へ 

③装置とローカル端末 

  との接続確認 

 →１０．１．４項へ 

④端末間の接続確認 

 →１０．１．５項へ 



 ３１５

10 トラブルシューティング（つづき） 

10.1ＰＶＣ接続時の障害切り分け方法（つづき） 

10.1.2 本装置の正常性確認フローチャート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最初にケーブル類の接続を確認してください。 
・ ＡＣアダプタは電源コンセントへ接続されていますか？ 
・ ＡＣアダプタは本装置のＤＣジャックへ接続されていますか？ 
・ ＡＴＭケーブルはきちんと接続されていますか？ 
・ 添付のＡＴＭケーブルを使用していますか？ 
・ Ethernet ケーブルはカテゴリー５のものを使用していますか？ 
・ Ethernet ケーブルはきちんと接続されていますか？ 

ＡＣ１００Ｖコンセントが正常であるか確認してく
ださい。ＡＣ１００Ｖが正常である場合は、装置
本体の故障です。 
保守者、または修理受付窓口に連絡してくださ
い。 

装置のＰＯＷランプが点灯していますか？ 
 

装置本体の故障です。 
保守者、または修理受付窓口に連絡してくださ
い。 

YES NO 

セルフテストを行ってください。 
テスト方法は「6 各種テストと起動方法」 
を参照してください。 
結果は正常でしたか？ 

本装置の基本的な動作は問題ありません。対
向装置の正常性も併せて確認してください。 
「10.1.3 ＡＴＭ接続の確認フローチャート」へ進
んでください。 
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10 トラブルシューティング（つづき） 

10.1ＰＶＣ接続時の障害切り分け方法（つづき） 

10.1.3 ＡＴＭ接続の確認フローチャート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＡＴＭサービスで使用するＯＮＵとの接続は問題ありませんか？ 
・ ケーブルは正常に接続されていますか？ 
・ 使用しているケーブルは正しいですか？ 

（添付ケーブルを使用していますか？） 

接続している装置の正常性は確認済み 

装置正面のＡＬＭランプ（赤）は消灯していま
すか？ 

・ 回線障害の可能性があります。回線業者
へ確認してください。 

・ 対向装置が正常に接続されていない可能
性があります。確認してください。 

・ ＯＮＵとの接続に問題がある可能性があり
ます。再度ケーブル接続を確認してくださ
い。 

・ 回線障害の可能性があります。回線業者
へ確認してください。 

装置正面のＡＴＭランプは点灯しています
か？ 

YES NO 

各ＶＰ／ＶＣの回線契約速度を再度確認してください。問題
がなければ、ＡＴＭ接続は問題ありません。 
「10.1.4 ローカル端末と本装置間の確認フローチャート」へ
進んでください。 

・ 回線障害の可能性もあります。回線業者
へ確認してください。 

【保守者の方へ】 
設定についての問い合せを修理受付窓口へ
行う際には、構成情報の一覧をテキストファイ
ル等に保存しておいてください。対応がスムー
ズに行えます。構成情報一覧については 

「3 構成情報の設定」を参照してください。 

該当するＶＣまたはＶＰに対し、Ｆ４／Ｆ５－ＯＡ
Ｍループテスト試験を行ってください。 
（ループバックセルの送出間隔は２秒以上とし
てください。） 
テスト方法は「6 各種テストと起動方法」を参照
してください。 
結果は正常でしたか？ 
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10 トラブルシューティング（つづき） 

10.1ＰＶＣ接続時の障害切り分け方法（つづき） 

10.1.4 ローカル端末と本装置間の確認フローチャート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ローカル端末とのケーブル接続は問題ありませんか？ 
・ ケーブルは正常に接続されていますか？ 
・ 使用しているケーブルは正しいですか？ 

（カテゴリ５ケーブル） 

装置の動作モードを再度確認してください。 
Ｅｔｈｅｒインタフェースでは速度は合っていれば、ＬＩＮＫ
／ＡＣＴは点灯してしまいます。 
全二重／半二重のモードが合っていなくてもＬＩＮＫ／
ＡＣＴが点灯してしまいます。 
（詳しくは「9.2Ｅｔｈｅｒインタフェースについて」を参照し
てください。） 

装置とＡＴＭ間接続の正常性は確認済み

「10.1.5 ローカル端末とリモート端末間の確認フローチャート」へ
進んでください。 

ＬＩＮＫ／ＡＣＴランプは点灯していますか？ 
（本装置はデータが流れるとＬＩＮＫ／ＡＣＴラン
プが点滅します。） 

本装置とローカル端末との動作速度が合って
いない可能性があります。双方の動作速度を
確認してください。 
オートネゴシエーションではなく、両方の装置
の動作モードを固定して使用することを推奨い
たします。 
それでも問題が解決しない場合は、装置本体
の故障の可能性があります。 
保守者、または修理受付窓口に連絡してくださ
い。 

本装置のＥｔｈｅｒインタフェースの統計情報で
Ｒｘ ＣＲＣ Ｅｒｒｏｒ 
Ｒｘ Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ Ｅｒｒｏｒ 
が多数発生していませんか？ 

本装置とローカル端末とで全二重／半二重の
動作モードが合っていない可能性があります。
双方の設定を確認してください。 
オートネゴシエーションではなく、両方の装置
の動作モードを固定して使用することを推奨い
たします。 
それでも問題が解決しない場合は、装置本体
の故障の可能性があります。 
保守者、または修理受付窓口に連絡してくださ
い。

YES 

発生していない 

発生している 

NO 
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10 トラブルシューティング（つづき） 

10.1ＰＶＣ接続時の障害切り分け方法（つづき） 

10.1.5 ローカル端末とリモート端末間の確認フローチャート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

端末間でＰｉｎｇによる試験を行ってください。 
・ オプションのデータ長を設定せずにテスト

を行う。 
結果は正常でしたか？ 

本装置とＡＴＭ間接続、本装置とローカル端末間接続の正常
性は確認済み 

その他、ルータの設定やアドレッシングの問題と思われます。 
システム設計者へ問い合せてください。 

ネットワークアドレスの設定やデフォルトゲート
ウェイ設定に問題があると推測されます。ネッ
トワークシステム設計者へ問い合わせてくださ
い。 

端末間でＰｉｎｇによる試験を行ってください。 
・ オプションのデータ長を１５００バイトに設

定してテストを行う。 
結果は正常でしたか？ 

Ｐｉｎｇのフレーム長を長くするとロスすることか
ら、次の要因が考えられます。 
・ ＡＴＭの速度設定が合っていない。 
・ Ｅｔｈｅｒインタフェースの全二重／半二重の

動作モードが合っていない。 
これらを確認してください。 

本装置と対向装置とで、ＡＴＭにおけるカプセ
ルプロトコルが同一であるか確認してくださ
い。プロトコルが正常でない場合は通信が行
えません。 

プロトコルを合わせてください。 
プロトコル名称は各ベンダによって異なりま
す。本装置におけるプロトコルの名称と規格に
ついては、「9.1 カプセル化方式について」を参
照してください。 

YES NO 
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10 トラブルシューティング（つづき） 

10.2 コンソールトラブルシューティング 
コンソールにてログインができない場合、下記のフローで確認してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保守端末とのケーブル接続は問題ありませんか？ 
・ ケーブルは正常に接続されていますか？ 
・ 使用しているケーブルは正しいですか？ 

（ケーブル仕様は「11.2 コンソールケーブル仕様」を参照してくだ
さい。） 

コンソール画面で「Ｅｎｔｅｒ」を押下し、
「Password：」が表示されますか？ 

ＡＣ１００Ｖコンセントが正常であるか確認してく
ださい。ＡＣ１００Ｖが正常である場合は、装置
本体の故障の可能性があります。 
保守者、または修理受付窓口に連絡してくださ
い。 

装置の電源がＯＮされていますか？ 
 

装置のＰＯＷランプは点灯していますか？ 
 

装置本体の故障の可能性があります。 

保守者、または修理受付窓口に連絡してくださ
い。 

保守端末の通信ソフトの設定が正しく設定さ
れていますか？ 
・ 本装置がサポートする通信速度は 

４８００ｂｉｔ／ｓ，９６００ｂｉｔ／ｓ，１９２００ｂｉｔ／ｓ
です。デフォルトは９６００ｂｉｔ／ｓです。 

・ データ長／パリティの設定は 
８ビット＋ノンパリティー固定です。 

設定を合わせて確認してください。 
 

パスワードが誤っている可能性があります。 
パスワードを確認してください。 

それでも問題が解決しない場合は以下の可能性があります。 
・ 保守端末の障害（保守端末を交換して確認してください） 
・ ケーブルの障害（ケーブルを交換して確認してください） 
・ 保守者、または修理受付窓口に連絡してください。 

YES NO 
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10 トラブルシューティング（つづき） 

10.3 パスワードを忘れてしまった場合 
 

本装置へログインするためのパスワードは、忘れてしまった場合、お客様が自ら復旧することは

できません。保守者、または修理受付窓口に連絡してください。 
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第１１章 

 

 

付録 
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11 付録 

11.1 装置仕様 
項  目 仕  様 

ＡＴＭ 

インタフェース 

ポート数 １ポート 

インタフェース ２５．６Ｍｂｉｔ／ｓ 

通信速度 

（ｋｂｉｔ／ｓ） 

６４，９６，１００，１２８，１９２，２５６，３００，３８４，５００，５１２，７６８， 

１０００，１５００，１５３６，２０００，２５００，３０００，３５００，４０００， 

４５００，５０００，（以後１０００ｋｂｉｔ／ｓ間隔）～２４０００ 

ＡＴＭセル仕様 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３６１準拠 

ＡＡＬタイプ ＡＡＬ５ 

シェーピング ＶＣシェーピング（１ＰＶＣ使用時のみＯＡＭシェーピング対応） 

ＶＰ／ＶＣ数 最大１７ 

ＬＡＮ 

インタフェース 

ポート数 １ポート 

インタフェース １０ＢＡＳＥ－Ｔ（IEE802.3 準拠）／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ（IEEE802.3u 準拠) 

ＭＤＩ／ＭＤＩ－Ｘ ＭＤＩ－Ｘ固定 

通信モード オートネゴシエーション／固定（10/100 Mbit/s Half/Full Duplex） 

カプセルプロトコル 

① Ｔｈｒｏｕｇｈ：ＭＡＣフレーム透過、独自方式、伝送効率最高 

② ＬＬＣ－ＢＲＧ：ＲＦＣ１４８３準拠、ＭＡＣフレーム透過 

③ ＬＬＣ－ＮＩＳＯ：ＲＦＣ１４８３準拠、ＩＰパケット透過 

Ｔｈｒｏｕｇｈ 

ＬＬＣ－ＢＲＧ 

選択時 

 

ＰＶＣ接続 

広域ＬＡＮ接続 

ブリッジ機能 最大学習ＭＡＣアドレス数：５００アドレス 

転送方式 
① ＭＡＣアドレス（ＤＡ）とＶＣをマッピング 

② ＶＬＡＮ－ＩＤとＶＣをマッピング 

ＶＬＡＮ機能 
ＶＬＡＮタグ付加／削除機能  

ＣＯＳマッピング機能（ＣＯＳ値書替） 

優先制御 

ＩＰｖ４－ＴＯＳベース優先 

ＩＰｖ４－Ｄｉｆｆｓｅｒｖベース優先 

ＶＬＡＮタグ内優先度（ＣＯＳ）ベース優先 

ＶＬＡＮ－ＩＤベース優先 

ＴＣＰ／ＵＤＰポート番号ベース優先 

ＩＰｖ４ ＩＰアドレスベース優先 

ＣＬＰタギング機能 優先フレーム－ＣＬＰマッピング機能 

ＭＴＵサイズ １５６６バイト 

ＬＬＣ－ＮＩＳＯ 

選択時 

 

ＰＶＣ接続 

ＩＰ－ＶＰＮ接続 

転送方式 
ＩＰアドレス（代理応答ＭＡＣアドレス最大１７アドレス）と VC をマッピング 

（自ＭＡＣ宛も転送） 

ＩＰ－ＭＡＣ解決手段 
ＡＲＰ解決 

（ＡＲＰキャッシュサイズ：最大５００エントリ（６４エントリはＳｔａｔｉｃ設定可能）） 

優先制御機能 

ＩＰｖ４－ＴＯＳベース優先 

ＩＰｖ４－Ｄｉｆｆｓｅｒｖベース優先 

ＴＣＰ／ＵＤＰポート番号ベース優先 

ＩＰｖ４ ＩＰアドレスベース優先 

ＣＬＰタギング機能 優先フレーム－ＣＬＰマッピング機能 

ＭＴＵサイズ １５１４バイト 

ＲＡＳ機能 
リモート保守機能 

Ｔｅｌｎｅｔ：構成情報の設定 

Ｐｉｎｇ：接続確認 

ＦＴＰ：構成情報のアップロード、ダウンロード 

管理機能 ＳＮＭＰエージェント機能（ＭＩＢⅡ：ｇｅｔ、Ｔｒａｐ） 

ローカルコンソール 
ＲＳ－２３２Ｃコンソール、Ｄ－ＳＵＢ ９ピンコネクタ 

通信速度：４８００/９６００/１９２００ｂｉｔ／ｓから選択 

パケット処理能力 約２４，０００ｐｐｓ 

外形寸法（ｍｍ） 
本体：１５５（Ｗ）×１５０（Ｄ）×４４（Ｈ） 

ＡＣアダプタ：５２（Ｗ）×７２（Ｄ）×４６．５（Ｈ） 

質量（ｋｇ） 約０．６ｋｇ（本体約０．３ｋｇ＋ＡＣアダプタ約０．３ｋｇ） 

設備仕様 

電源条件
電圧：１００Ｖ±１０Ｖ、周波数：５０／６０Ｈｚ±１Ｈｚ 

波形：正弦波、消費電力：約４Ｗ 注：商用電源を使用のこと 

環境条件
動作時：温度５～４０℃、湿度２０～８５％ 

非動作時：－１０～４０℃、湿度１０～９５％ 

信頼性 耐用年数 ５年 
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11 付録（つづき） 

11.2 コンソールケーブル仕様 
11.2.1 本装置と保守端末を接続するＲＳ－２３２Ｃケーブル結線図 

  （本装置に直接コンソールを接続する場合） 

 ９ピン(コンソール側) ９ピン(本装置側) 

信号名 略号 ピン番号 結 線 ピン番号 略号 

キャリア検出 CD 1 オープン 1 CD 

受信データ RD 2  2 RD 

送信データ SD 3  3 SD 

端末レディ ER 4  4 ER 

信号用アース SG 5  5 SG 

データセットレディ DR 6  6 DR 

送信要求 RS 7  7 RS 

送信可 CS 8  8 CS 

被呼表示 CI 9 オープン 9 CI 

参考：コクヨ品名インターリンクケーブル ECB－100  

11.2.2 本装置とＴＡ等を接続するＲＳ－２３２Ｃケーブル結線図 
    （ＤＴＥインタフェースが９ピンのＴＡにてリモート保守を行う場合） 

  ９ピン(ＴＡ他 側) ９ピン(本装置側) 

信号名 略号 ピン番号 結 線 ピン番号 略号 

キャリア検出 CD 1  1 CD 

受信データ RD 2  2 RD 

送信データ SD 3  3 SD 

端末レディ ER 4  4 ER 

信号用アース SG 5  5 SG 

データセットレディ DR 6  6 DR 

送信要求 RS 7  7 RS 

送信可 CS 8  8 CS 

被呼表示 CI 9  9 CI 
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11 付録（つづき） 

11.2 コンソールケーブル仕様（つづき） 
11.2.3 本装置と２５ピン端末を接続するＲＳ－２３２Ｃケーブル結線図 

（ＤＴＥインタフェースが２５ピンのＴＡにてリモート保守を行う場合） 

 ９ピン(本装置側) ２５ピン(ＴＡ､ﾓﾃﾞﾑ他 側) 

信号名 略号 ピン番号 結 線 ピン番号 略号 

キャリア検出 CD 1  2 SD 

受信データ RD 2  3 RD 

送信データ SD 3  4 RS 

端末レディ ER 4  5 CS 

信号用アース SG 5  6 DR 

データセットレディ DR 6  7 SG 

送信要求 RS 7  8 CD 

送信可 CS 8  20 ER 

被呼表示 CI 9  22 CI 

参考：コクヨ品名ＲＳ－２３２ＣケーブルＥＣＢ－Ｒ４１５  

 

 

９ピンストレートケーブルに下記変換コネクタを接続すると９ピンクロスケーブルとして使

用することができます。（ＤＯＳ／Ｖ用） 

      ＥＬＥＣＯＭ製  品番：ＡＤ－Ｒ９ 

                        品名：シリアルリバースアダプタ 
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MEMO 
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